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序

群馬県は古来より,養蚕県として栄えてきました。 

日野絹,仁田山絹は都にまでもてはやされておりました。 

県内全域の養蚕業を背景として,前橋製糸や桐生織物は栄 

え,伊勢崎銘仙も発達したものです〇

特に,鎖国がとけ,横浜開港後の生糸の国外への輸出に伴 

なう養蚕業の隆盛は顕著です。

フランス,イタリアへ単身渡り蚕種市場を開拓した田島弥 

平の様な外国と直接取り引きした人物から,村々をユタンと 

はかりを持って繭買いをした,メーカイアキンドまで,養蚕 

従事者が活発に活動し,どの地方でも,生糸業者が政治,財 

界の代表的人物として,活発な動きを示していました。 

これらの背景には一般農村の広範な養蚕業の普及がありま 

した。養蚕業をやりやすくするため,2階造りの壮大な民家構 

造まで作りあげています。

現在の養蚕業は共同飼育,条桑育等の普及によりかつてと 

は一変しております。

それに伴ない養蚕習俗も一変し,かつてのものが急速に失 

われようとしています。道具類も,養蚕民家も,急速に失な 

われています。

昭和45, 46年度の2力年にわたり,県下の養蚕習俗を調査 

しました〇民俗学研究者の全面的な協力,地元の調査員の協 

力により調査が完了し,その報告書をここに公刊いたします。 

調査員,地元の調査員の方々を始め,この調査にご協力い 

ただいた人達に篤く謝意を表します。

本書が多数の方々に利用されることを期待いたします。 

昭和47年3月31日

群馬県教育委員会

教育長山川武正
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発刊まで

(調査員)(地区調査員)(調査年度) 

阿部 孝高橋利根光45年度 

阿部 孝本多猪佐美46 ” 
関口正己大島千里45 " 
都丸十九--平形政英45ッ 

大友農夫寿石坂一雄46々 

今井善一郎大友農夫寿45,, 
都丸十九一前原 曠46ク 

近藤義雄神沢重見46 
近藤義雄住谷 修45ッ 

上野 勇朝香 丞46ク 

阪本英一田島 晃45ッ 

阪本英一上原康宣46々 

池田秀夫須原伊蔵45 ” 
池田秀夫今井竹蔵46 ” 
関口正己牧野喜八郎46け 

上野 勇飯塚美治45け 

金子緯一郎田島群次郎45 ” 
井田安雄中村郷三郎46ク 

金子緯一郎斎藤 清46ク

井田安雄穴原松次郎45ク

(調査地区)

利根郡川場村大字天神

〃新治村〃東峯須川 

吾妻郡吾妻町,,川戸

” 高山村”中山

北群馬郡子持村ク中郷 

勢多郡富士見村ッ横室

" 宮城村々苗ヶ島

群馬郡箕郷町//善地

,,群馬町ク東国分

ッ倉渕村"三ノ倉 

安中市 中野谷

碓氷郡松井田町” 土塩 

富岡市 南後箇

甘楽郡南牧村// 大仁田

藤岡市 下日野

多野郡万場町々塩沢 

佐波郡境町々島村 

新田郡笠懸村//西鹿田

,,新田町け花香塚 

山田郡大間々町々小平

(現 職)

利根教育事務所社教主事 

県立博物館学芸課長(当時) 

県文化財専門委員 

郷土史家

県文化財専門委員 

県文化財専門委員

前橋市教育委員会社会教育課長

ff

県立高崎工業高等学校教諭 

安中市立原市中学校教諭(当時) 

県立博物館学芸課長

県立博物館長

鬼石町立三波川東小学校長 

県立高崎工業高等学校教諭 

境町立東小学校教頭 

前橋市立女子高等学校教諭 

境町立東小学校教頭 

前橋市立女子高等学校教諭

養蚕習俗緊急調査は、国庫補助事業として昭和45 • 46年度の2力年間実施した〇事業主体者は 

群馬県教育委員会である。

県内の民俗学研究者を調査員に委嘱して実施した。全県にわたり20大字を抽出して、養蚕習俗 

全般について調査した。一調査員が一大字を担当し、昭和45年度に10大字、46年度に10大字を 

調査した。調査対象地在住で、養蚕習俗に造詣の深い人を地区調査員に委嘱し、調査に全面的に 

協力していただいた。

調査地、調査員および地区調査員は次のとおりである。



調査対象地区

1.川場村 天 神 11.安中市中野谷
2 .新治村 東峯須川 12.松井田町 土 塩

3. 吾妻町川 戸 13.富岡市南後箇
4. 高山村中 山 14.南牧村大仁田
5. 子持村中 郷 15.藤岡市下日野
6. 富士見村横 室 16.万場町塩 沢

7. 宮城村苗ケ島 17.境 町島 村

8 .箕郷町善 地 18.笠懸村西鹿田
9. 群馬町国 分 19.新田町花香塚
10. 倉渕村三ノ倉 2〇.大間々町小 平

また,調査項目は調査員の協議のうえ,次 

のように定め,これに従い調査を実施した。 

一総説

各地域の概観と盛衰史

二蚕種

1 製造所と販売経路

2 蚕種の保存処理

3 その他

三飼育法

1 催青の技術,場所,器具,用具等

2 W立の技術,器具,用具等

3 飼育法の変遷(令眠の呼び名,病気, 

消心,暖房,通風等)

4 桑の品種等の変遷(桑畑一桑苗,栽培, 

管理——,採取法,用具,桑の売n等)

5 養蚕用具各種及び変遷

6 上簇法の変遷,簇等の変遷

7 収繭法,用具等

8 繭の処理(乾燥法,出荷法,販売法, 

H家用)



9 その他

四養蚕と生活

1生業と副業

2養蚕と民家構造との関連(屋根裏,改 

築,臨時小屋,蚕室)

3 養蚕時の間の使い方(蚕室,資材•桑 

等の置場,臨時施設,食事,睡眠等)

4従事者(家族,児童,雇傭員,桂庵) 

収入配分(家族)

5 サナギ,蚕糞,桑ガラの処理,利用,

資材の収容場所等

6災害と養蚕(凍霜害,雹害等)

7 その他

五糸ひき,機織り

1糸ひき習俗,用具

2染色

3自家用機織り,賃機

4 まわた

5 その他

六養蚕信仰,伝承

1年中行事(小正月行事,初午行事等)

2豊蚕祈願,養蚕神及びその祭日(養蚕 

神の分布)

3 蚕祝い(オコモチ,アゲイワイ等)

4蚕に関する俗信,禁忌

5蚕に関する伝説,昔話

6 その他

七方言

1蚕体に関する方言

2 蚕の病気に関する方言

3 飼育法,まぶしに関する方言

4桑に関する方言

5 糸,織物に関する方言

6販売法に関する方言

7その他

八W謡

1桑つみ唄

2 糸ひき唄

3機織り唄

4 その他

九その他

1山繭,恵利蚕

2その他

調査完了後,本報告書編集のための打合せ 

会を実施した。

調査員,地区調査員おJ:び文化庁記念物課 

田原久主任調査官,群馬県教育委員会事務局 

事務局社会教育課丑木幸男が出席した。そこ 

で確認された編集方針をもとに,調査員から 

提出された調査カードを編集し、本報告書を 

作成した。

凡例を兼ね,編集方針を記す。

1. 調査地区の20大字の調査報告は,調査員 

の執筆になるものである。目次の順に配列し 

てある。同一項目内の配列は,前ページに掲げ 

た調査地区の順序にしてあり,文末に() 

に調査地区名を記入した。同一調査地区内で, 

話者が異なる等でいくつかの報告があったも 

のは文章のはじめに.を打ち,区別した。〇 

から()までが,一つの調査地区の報告で

る〇

2. 20大字のみの調査報告書でなく,群馬県 

全体の調査報告書とするために配慮した。

(1) 調査地区を,群馬県全体に平均して抽 

出した。山間部,平坦部,養蚕の盛んな 

地区,ふつうの地区,東毛,西毛,北毛, 

中毛など平均に抽出し,一地方に偏らず 

群馬県全体の養蚕習俗を調査するように 

した。

(2) 群馬県教育委員会で発行した,群馬県 

民俗調査報告書から,養蚕習俗に関する 

報告を再録した。各項目の20大字の報告 

の後に配列し,文末の()内に地区名 

を記した。

なお,同報告書は次のとおりである。

第1集片品村の民俗

第2集上野村の民俗

第3集板倉町の民俗

第4集六合村の民俗

第5集境町の民俗

第6集榛東村の民俗

第7集下久保ダム水没地(鬼石町)の民 

俗

第8集勢多郡東村の民俗

第9集 松井田町の民俗

第10集北橘村の民俗



第11集白沢村の民俗

第12集 桐生市梅田地区の民俗

(3)第六章養蚕信仰伝承については,

次の調査票を各市町村教育委員会に送

り,回答していただいた。その回答をも 

とに,表を作成し,また,文章でいただ 

いたものは20大字の次に配列し,文末に 

回答市町村名を記した。

養蚕習俗 緊急調査調査票

市町村名( )

1 養蚕祈願に参詣する神社•社

,名称所在地参詣月日弊技参？nt雰けその処置£露敦货雜参 

貴村厂

市内-------------------------------------------------------------------------------------------------
町

郡_________ __________________________________________________

内

県_____________________________________________

内

県 

外

(註)参詣する神社全部につV、て記入して下さい。

2 小正月行事について

(1) 小正月行事を別名何と呼んでいるか 

(例 若正月 ダンゴ正月 マユダ正月)

(2) マユダマについて

① マユダマを作るか

② マユダマを何と呼ぶか

③ マユダマをどこに供えるか又,何 

の神仏に供えるか

(4)マユダマをいくつ供えるか,供える 

場所によって異なれば各々について記 

入して下さい。

⑤ マユダマをどうに供えるか,木にさす 

場合は何の木を使うか。又,その木を 

とってくるのはどうにします力,。

⑥ マユダマの原料は何か

⑦ マユダマを供えるのはいつか。又, 

その日(事)を何と呼ぶか。(例 マユ 

アゲ)

⑧ マユダマを取りはずすのはいつか。 

又その日(事)を何と呼ぶか。(例 マ 

ユカキ)

⑨Tユダマを取りはずした後のマユダ 

マ等の処理はどうにするか。

(3) 削り花について

① 削り花を作るか 何と呼ぶか

② 何の木を使うか,その作り方はどう 

にするか。

③ 何の神仏に供えるか。

④ 一緒に供えるものは何か。

(4) オシラサマ衣笠様蚕影様について

① どの神様をまつっているか。

② 何の神様と言っているか。

③ 各々どういう姿,形をしていると 

言っているか。

(4)オシラマチ,オシラビマチをするか〇

⑤ オシラ(ビ)マチの月日と,誰があ 

つまりどういうことをするか。

(5) その他,小正月行事で養蚕に関係ある 

行事について記入願います。

3 初午行事について

(1)マユダマについて

①初午にマユダマを作るか。



② どこに供えるか,又,何の神仏に供 

えるか。(例オシラサマ衣笠様蚕 

影様 稲荷神社 屋敷稲荷)

③ マュダマと一緒に,或はそれに代っ 

て供えるものは何か。

④ マュダマの供え方はどうにしている 

か。(例ザルに入れるマスに入れる 

マブシに入れる)

(2) 初午に松の葉などをいぶすか。いぶす 

場合,その理由を何と云っているか。

(3) スミツカレ(シモツカレ,シミツカレ)

を作るか。その場合,何と呼ぶか。

(4)その他,初午行事で養蚕に関係ある行 

事について,記入願います。

4 養蚕に関する信仰,伝説がありましたら, 

記入願います。

3 写真は今回の調査で,調査員および地区 

調査員の撮影したものである。

4 第一章.1.群馬県の養蚕業および編集. 

校正.索引作成は群馬県教育委員事務局社会 

教育課丑木幸男がこれにあたった。

養蚕習俗緊急纖臟簿()内は生年月日

利根郡川場村大字天神

石井長吉(明治30年2月25日),今井与兵 

衛(大正8年10月19 0),入沢清兵衛(明治 

26年7月21日),久保田ぎん,高井富士松(明 

治25年3月2日),高井藤松,高井泰久(大 

正15年11月28日),高橋源七(明治25年11 
月20日),.高橋善丸(明治37年1月1日), 

高橋勇吉(明治40年7月10日),角田えい(明 

治33年3月1日),角田はや,角田ひで(明 

治39年10月6日),星野栄次郎(明治33年 

11月5日),星野求女(明治33年2月9日), 

宮田てう

利根郡川場村大字門前

桑原忠二(昭和3年3月25日)

利根郡片品村大字針山

永井好

利根郡新治村大字東峯須川

河合勘治郎(明治30年3月5日),河合し 

ず(明治35年12月7日),河合武(明治31 
年7月16 B),本多あい(明治26年5月12 

日),本多いく(明治37年3月26 H),本多 

已佐美(昭和6年1〇月26 0),本多いま(明 

'冶36年12月14日),本多 薫(明治30年12 
月1日),本多きぬ(大正2年2月20 H),本

多しま(明治42年5月17日)本多孝雄

利根郡新治村大字須川

原カネ(明治33年n月26日)

新潟県東頸城郡松之山町

佐藤永一(明治24年4月10日),関根キフ 

(明治23年9月10日),福田サイ(明治6年 

10月3日),福原タマ(明治21年11月10日)

吾妻郡吾妻町大字川戸

大島俊(明治28年12月25 H),大島千 

里(明治29年5月28 H),片山雄次,加藤信 

芳(大正13年n月18日),里見福三(昭和 

9年4月30日),真田信雄(明治32年8月22 
日),菅谷辰男(大正5年1月2日),関口秀 

雄(大正3年2月16日),中沢 宣(大正14 
年4月19 0),中沢きの(昭和3年7月31 
日),林福松(明治38年1月30 0),渡 

ミュキ

吾妻郡高山村大字中山

後藤九右衛門(明治22年4月9日),平形 

政英(明治34年10月9日)

北群馬郡子持村大字中郷

荒木利藤太(明治19年8月21日),荒木チ 

力(明治31年2月28 H),飯塚品吉,池田く



ら(明治34年8月10 H),池田義徳,石坂一 

雄,石田義郎,井上元衛,入沢仙造,後藤勝 

次(明治27年6月7日),後藤朔男,後藤繁 

雄,後藤辰明,後藤和十郎(明治28年1月24 
日),横山次作

勢多郡富士見村大字横室

複原要男,大友好満吉,大友重雄,大友常 

見,大友農夫寿(明治42年4月10日),金子 

九蔵,小林長次,萩原とよ,綿貫重郎

勢多郡富士見村大字原之郷

古屋雅一

勢多郡宮城村大字苗ケ島

須永品次郎(明治20年11月7日),長岡健 

二(大正元年10月28日),前原英四郎(明治 

28年12月28日),前原 曠(明治36年9月 

2日)

群馬郡箕郷町大字善地

神沢オミ(明治39年3月15 0),神沢重見 

(明治22年12月26日)

群馬郡群馬町大字東国分

住谷修(明治41年9月6日),住谷邦雄 

(大正5年11月25日)

群馬郡倉渕村大字三ノ倉

朝香丞(明治41年6月19 0),下村ュキ 

(明治35年10月17 0),野口まつの(明治

24年9月24日)

群馬郡倉渕村大字権田

塚越平四(明治31年2月10 0)

安中市中野谷

多胡富治(明治30年7月210),遠間仙寿 

(明治25年)

安中市下間仁田

阪本たき(明治17年4月10 0)

碓氷郡松井田町大字土塩

野尻徳二郎(昭和8年2月21H),山田計 

夫(明治37年11月18 0),山田よう(明治

38 年1月18 0)

富岡市南後箇

須原伊蔵(明治28年3月20 0)

富岡市田島

田島貞一(明治37年1月10)

甘楽郡南牧村大字大仁田

市川亀造(明治38年6月10 0),市川りん 

(明治36年6月8 0),今井いと(明治36年 

1月10日),今井袈裟松(明治27年n月 

10 0 ),今井清三郎(明治29年9月8 0 ),今 

井竹蔵(明治33年4月28 0 ),今井タミ(昭 

和5年3月5日),今井団次郎(明治19年6 
月),今井みつ(明治33年1月9 0),土屋忠 

造(明治40年4月15 0)

甘楽郡甘楽町大字秋畑

佐鳥いさ(明治38年)

藤岡市下日野

牧野喜八郎(明治33年2月110)

藤岡市上日野

高桑真一郎(明治40年9月6 0)、高桑益 

太郎(明治36年9月16 0)

多野郡万場町大字塩沢

飯塚宇太郎(明治27年11月27 0),飯塚 

美治(大正10年11月26 0),上野ぜん(大 

正13年3月19 0)

佐波郡境町大字島村

加藤とみ子(大正4年6月10),栗⑴敏夫, 

関口あや(明治37年7月),関口初二(明治 

36年3月),IH島群次郎(明治23年7月22 
日),W島健一(昭和4年10月4日),"|島弥 

平(明治23年7月22 0),橋本嘉一(大正7



年9月24日),橋本せん(明治30年2月1 
日),町田かめ(明治29年3月6日),町田儀 

定(大正6年1月9日)

新田郡笠懸村大字西鹿田

岩崎三平(明治26年3月12 0),岩崎せつ 

(明治26年10月2日),奥沢しま(明治34年 

4月25日),田中郡治(明治44年5月25日), 

中村郷三郎(明治35年12月6日),松井定子 

(大正11年8月30日),安田ハル(明治43年 

8月6日)

佐波郡赤堀村大字間野谷

斎藤りゅう(明治44年9月1日)

新田郡新田町大字花香塚

久保田とら(明治35年4月13日),斎藤き 

ま(明治38年10月18 H),斎藤清(大正 

15年4月22日),斎藤やえ(明治33年7月23 

日)

山田郡大間々町大字小平

穴原松次郎(大正3年10月5日),小倉猪 

三郎(明治35年12月110),鹿沼利夫(明 

治24年3月5日),丸山倉吉(明治22年8月 

12日)



群馬県の養蚕業と調査地の概観

1群馬県の養蚕業

群馬県は古来養蚕業の盛んな土地であり、 

現在まで続いている。

昭和45年度の統計によると次の通りであ 

る〇

桑園面積 養蚕戸数 掃立量 収繭量

4^ ra ha 尸 相 Tg g 163,100 399,000 3,684,700 111,739

群馬県 31,00〇 66,200 845,900 25,715

% 19% 16.6 23 23
都道府県 ～
IB 位_____  * * * * * * * * * 1 2 3 4 2 3 4 2 3 4 2 3 4 2 3 4 2 3 4 2 3 4 2 3 4 2 3 4 I 1 1 | 1

(群馬の蚕糸業)

この表から明らかなように全国的にも群馬 

県の養蚕業は多い。昭和45年度のみではなく 

過去5力年の統計を見ても順位は変らない。 

昭和2年から群馬県の養蚕業の推移を見る 

ため養蚕農家、掃立量の変遷を見ると第1図 

のとおりである。

第1図から次のことがわかる。

(1) 昭和16年から25年まで太平洋戦争の影響 

により,養蚕業は衰微している。

(2) 養蚕戸数は,昭和36年度から急速に減少し 

ており,昭和45年度には80%に減少してい 

る〇

(3) 标立量は昭和32年度から漸増しており,養 

蚕戸数の減少と関わりない。しかし,戦前の 

水準には達していない。

昭和30年前後から普及した稚蚕共同飼育 

所を始めとする養蚕技術の発達によるものと 

思われる。その点,戦前の統計は養蚕戸数と 

掃立量の変遷は平行しており,技術的な変化 

は殆どなかったことを示している。

(4) 収繭量は昭和2年に23703 tであり,昭和 

18年までその水準を保っており,戦後は昭和 

32年に22074 tと,ほゞその水準まで回復 

し,45年には25715 tとなっている。技術的 

な向上が大きいことがわかる。

県内各地区の養蚕業を検討してみる。第2

〜4図は各市町村毎にまとめたものである。 

「関東農政局群馬統計調査事務所編第17次 

群馬農林統計年報 昭和44〜45年」の資料に 

より作成した。

第2図により桑園面積の総土地面積に占め 

る割合を見た。

これにより次の事がわかる。

全国平均が0.4%であるのに,群馬県全体 

の平均が4.8%であり,最高値は勢多郡大胡 

町で28.6%である。全国平均を12倍も上ま 

わっている。

前橋市,伊勢崎市を中心とした中毛地域が 

その割合が高い。山間部は山林が多いためそ 

の割合は低くなっている。また,館林市,邑 

楽郡が低いのは水田地帯であるため,養蚕業 

に頼ることが少ない事を示している。これは 

第3. 4図にも共通している。

第3図により,養蚕戸数の総世帯数に占め 

る割合を見た。

全国平均が1.7%であるのに対し,群馬県 

平均が17.4%であり,10倍である。最高値は 

勢多郡宮城村の59%である。

都市部はすべて低くなっており,また,館 

林市,邑楽郡は低くなっている。

勢多郡,佐波郡を中心として,養蚕戸数が 

多い〇

第4図により,収繭量を見た。

1市町村で1500 t以上収繭しているのは, 

安中市,前橋市であり,1000 t以上収繭して 

いるのは,富岡市,藤岡市,吉井町,高崎市, 

伊勢崎市,太田市であり,中心は中毛および 

西毛にあることがわかり,富岡市,藤岡市, 

安中市,前橋市,伊勢崎市の古くから養蚕業 

の盛んであった地域がなお養蚕の中心地とし 

て盛えていることを示している。



第I図 群馬県養蚕戸数掃立量変遷図 掃立亘

••養蚕戸数



第2図桑園面積図

广全国平均 0.4%、 
、群馬県平均 4.8%/ (

第3図養蚕戸数図

(全国平均1.7%) 
、群馬県平均17.4%/]



第4図収繭量図

群馬県の養蚕業の起源は明確ではない。

713(和銅6)年に「相模,常陸,上野,武蔵, 

下野。五国輸調。元来是布也。自今以後,施 

布並進」とある。施は粗悪な絹のことと思わ 

れるので,この時代に施を朝廷に貢進されて 

おり,既に養蚕が行なわれていたことを示す。

927(延長5 )年に制定された延喜式には絹, 

施を輸する国として39国があげられており, 

それを上糸国,中糸国,麁糸国に分類し,上 

野を含む関東は麁糸国とされ,絹の質は劣る 

ものとされていた。

1548(天文17)年に「にたやまつむき」とあ 

り,桐生を中心とした仁田山絹が京都に商品 

とし三納められていることがわかる。技術的 

にも高度な紬を生産するようになっているこ 

とを示しており,桐生近辺が当時の群馬県の 

養蚕業の中心地の一つとして盛えていた。

近世に入り,伊勢崎,日野と並んで桐生で 

盛んに絹を織出し,特に1723. 24(享保8.9)

年に西陣の技術が伝えられることにより,画 

期的に発展した。

桐生仁田山絹に対して日野絹も早くから知 

られていた。富岡,藤岡を中心とする西毛で 

生産された絹であり,上質の絹とされていた。 

絹市の開かれていた市町村を次にあげる。 

吾妻町原市(1292年)、伊勢崎(16世紀初)、 

沼田(16世紀中)、下仁田(16世紀後)、桐 

生(1582年)、渋川(16世紀末)、安中(同)、 

富岡市一之宮(同)、藤岡(同)、中之条(1597 
年)、高崎(1598年)、前橋(1618年)、富 

岡(17世紀初)、大間々(1630年)、境(17 
世紀中)、小泉(17世紀中)、富士見村新田 

(1695年)、同村米野(19世紀初)、千代田 

村赤岩(19世紀初)、吉井、金古、鬼石(1860 
年)、箕輪(1861年)、総社(同)

()内は創始年代

1797(寛政9)年に出された吉田友直(芝溪) 

の養蚕書である「養蚕須知」に「我上毛の国



は養蚕昔より多くして海内第一といへり」「蚕 

を養ふ家はかならず蚕の利得を其家半年の取 

収りにあつるといへり、故に蚕年々豊る人は 

漸々と富饒になり、蚕年々凶るる家は次第に 

衰微になる。然れば民家の富も衰へも皆養蚕 

にある事なれば、農家の人是を大切にすへき 

の第1の事」なりとあり、当時養蚕が農家の 

家計の中で大きな位置を占める程盛んになっ 

ていた事がうかがわれる。

農間稼業として養蚕がほとんどの村におい 

て行なわれていたことは、各村に残る村明細 

帳によって知られる。担当するのは殆んど婦 

人であった。「養蚕須知」に「蚕家の主人養法 

をしらずして婦女子にのみ任せ養ふは、たと 

へ少き利得ありとも養わざるには大に劣りて 

大不仁なり」とあることからも知られる。

養蚕業において画期となったのは1859 (安 

政6)年の開港である。

外国貿易の輸出品として生糸が国内から集 

められ、生糸貿易が盛んに行なわれた。県内 

からも横浜に進出し、活躍した商人が多い。 

加部安左衛門、上州屋平八、中居屋重兵衛、 

穀屋清左衛門、藤屋藤三郎らが著名である。

農村の生糸を仲買人が村々をめぐって集 

め、それらを横浜貿易商人が入手して輸出し 

た。外国で大いにもてはやされ、糸値も高騰 

し農村における養蚕業も更に盛えて行った。

生糸は農家の副業として女子の仕事として 

自家製の繭をひき、或いは賃びきをした。

前橋藩では自藩の主要産物である生糸を保 

護するため、明治2年に横浜に生糸直売所を 

開設し、生糸輸出に力を入れた。又、明治3年 

には前橋の岩神村に機械製糸工場を設立し 

た。イタリア製機械12台を購入し、スイス人 

ミューラーが技術指導にあたった。前橋藩士 

速水堅曹らの尽力によるものであり、日本で 

最初の機械製糸工場である。

明治5年に官営富岡製糸所が次いで設立さ 

れた。

又、士族の婦女子の内職として、製糸業を 

座繰りによる家内工業で行なっていたが、横 

浜開港以後の生糸貿易の増大により大量生産 

および糸質の統一が望まれ、製糸業の機械化 

がはかられ、前橋を始めとする各藩の士族を 

中心に明治10年以後製糸工場が設立された。

農村においてもこれらの動きに刺激されて 

組合製糸を結成した。碓氷社(碓氷郡上磯部 

村•現安中市、明治11年設立)、甘楽社(富 

岡市、明治13年設立)下仁田社(甘楽郡下 

仁田町、明治26年設立)の所謂「南三社」が 

その代表的なものであった。

各農家で座繰りによって生産した生糸を一 

つにまとめ,品質を統一して販売することが 

目的であった。碓氷社の社則には「当社は社 

員が製出する生糸の改良を図り品位一定の精 

糸を製し合同販売するを以て目的と為す」と 

ある。このため品質検査を行ない,同一品種 

のものをまとめて販売している’。

組織としては,碓氷社の場合100名以上で 

1組合とし,大正6年が最も多ぃ時であるが 

180組合が所属していた。

機械製糸が盛んになるに従ぃ,品質,価格 

の面でも座繰りの不利が顕著になり,南三社 

においても機械製糸を採用していった。各組 

合で工場を設置し,明治末年から大正期にか 

けて機械製糸に移行した。各農家で生産した 

繭を工場に持ち寄り製糸し,販売は従来通り 

南三社で行なった。しかし各組合の工場で行 

なう機械製糸の品種が一定せず,漸次不振に 

陥り,南三社では直営工場を設置したりして 

刷新運動を進めたが,充分効果を上げる前に 

昭和5年の世界恐慌がおこり大打撃を受け 

た。農林省及び県の助成により,直営工場を 

増設し,碓氷社は高崎,原市(安中市),室田 

(榛名町),中之条,長尾(子持村)に,甘楽 

社は富岡,藤岡に,下仁田社は下仁田,万場 

に直営工場を持つにいたった。

また,大正3〜5年の第一次世界大戦によ 

り生糸輸出は途絶し,12年の関東震災により 

製糸家は次々に倒産し,各農家への繭代金支 

払は不能となり,養蚕農家救済の方策として 

大正15年の通常県会で「養蚕家救済に関する 

建議書」を可決し,これを受けて昭和2年に 

群馬社が設立された。

組合員の生産した繭を,最新式の機械設備 

により製糸し,販売することを目的とし,同



時に各農家に対しても蚕品種の統一,飼育法 

の改善を指導した。

昭和2年6月に元総社(前橋市)に工場を 

建設し,繰業を開始したが,好成績を上げた。 

当初予定していた組合員5, 000人を上まわり 

12, 228人が加入した。供給繭も予想を上まわ 

り各養蚕農家への配当も順調に行なえた。

本社に新工場を増設し,昭和4年に尾島町, 

5年に沼田,6年に安中に工場を新設した。

順調な経営を続けていた群馬社も昭和9年 

の群馬社事件後組合製糸,営業製糸との抗争 

および国際経済の不安定による糸相場の不安 

定性とにより衰微し,昭和16年に碓氷社と合 

併した。

その後太平洋戦争に突入し,外国への輸出 

は途絶し,また,食糧増産のため桑は引き抜 

かれて行った。

戦後復活してきたが,一時ナイロン等の化 

学繊維におされていたが,生活が豊かになる 

に従い絹本来の美しさが見直され,生糸,絹 

の需要が増加し,生糸は国内の供給だけでは 

間に合わず外国からの輸入に頼っている。

養蚕農家の経営は,零細農家は次第に養蚕 

業からコンニャク,果実等の作物に転作する 

一方,規模を拡大し安定した経営を営む農家 

とに両極分解が促進されるようである。(群馬 

県蚕糸業史等による。)



2 調査地の概観

(1)川場村天神

川場村は利根郡の中央部に位し,北に武尊 

山(2,158 m)が高くそびえこの山は一つの独 

立した山塊で四方へ尾根をのばしているが, 

その南へ張り出した大きな尾根と尾根の間の 

谷あいにある台地上に部落がある。尾根から 

落ちる無数の沢が集まって,いくつもの川と 

なり村内を流れている。川の多いことから川 

場ともなったともいわれるほどである。そし 

て,冬の季節風は強く,雪の降り方も多い。雪 

の多い水上町と大差ないともいわれる。年間 

平均気温ire内外である。年間月別平均気温 

は1月 1°C,2 月 0.l°C, 3 月 3.8°C, 4 
月 9°C, 5 月12.7°C, 6 月19.1°C, 7 月 
23.1°C, 8 月 23.1°C, 9 月 19.9°C,10 月 
14.2°C,11月 9.1°C,12 月 2.5°C である。

次に降水量を見ると5月147.1_,6月 

138. 2mmで9月 195. 2mmというように多い。 

農耕に関係の深い地下5センチメートルでは 

夏は気温より高くなっている。

村の標高は500 m以上にあって広さは8, 
595町歩もあるが,たいていは山で耕地は全 

部で623町歩,わずか0,07%しかない。山林 

の多いところである。

天神部落は60戸で農業の家は47戸であ 

る。川場村の中で一番近代化されておりほと 

んどの家がこの2〇〜30年の間に新築してお 

り,産業面でも改革され養蚕においても共同 

稚蚕飼育所を持ち昔の方法は残っていない。 

又残念なことに話をしてもらう古老も数名し 

かなく充分の資料が得られなかったので近く 

の部落の資料で補ったところが多い。

以下天神部落を中心とする,本村の養蚕に 

ついて昔からの流れを見ると,養蚕がはじめ 

られたのはいつだかわからないが,文書の上 

に表われている最初は,正徳二年(1712年) 

の訴状がある。

乍恐以書付御訴訟申上候御事

一御買上げ真綿の儀仰せ付けられ候。迷惑に 

存じ奉り候。此の村々の儀は山中故,もき桑 

にてかいこ少々仕り候間御免許遊ばされ下し 

置かれ候はゞ有り難く存じ奉り候御事(以下 

略)

右通り常々小百姓共,御訴訟申上げ度旨願ひ 

申候に付御訴訟申上げ候。御了簡の上御慈悲 

に御免許遊ばされ,下し置かれ候はば有り難 

く存じ奉り候御事

正徳二年辰二月吉日

天神組名主

門前組同断(以下略) 

とあり山村のことで差程の養蚕でないから殿 

様に安く買上げられては迷惑だとされてい 

た。

次に門前組明細帳,享保16年(1731年)に 

は女の作間稼ぎとして「蚕の綿かけ,麻布等 

織り」とある。

生品にある,明和3年(1766年)の「年代 

記」には,下記の通りで本格的に飼育された。 

一明和3年丙戌所々蚕大当り,桑直段一駄に 

付金一分より二分二朱位迄繭直段始めは下 

り,後は高直,八ツ位,明春大いに下直に成 

る〇

立岩部落の「永代天和記」には,(安永3年 

1774年,安永7年1778年)麦作相応,かいこ 

あたりにて14, 5より18, 9迄,売りくわ(桑) 

局し

当麦作十分,秋毛田方9分,畑作5,6分,蚕 

7分位,まゆ,たばこ至って高直とある。

北群馬郡吉岡村北下の馬場重久という人の 

書いた「蚕養育手鑑」(正徳2年)の写本が天 

神部落にあった。この外に「秘伝養蚕記」が 

あり,著者も年号もないが徳川期のものらし 

いとのこと,ただし文中に「郡内大月宿の好 

士日」とあるところから山梨県の人により作 

られたものであるらしい。

慶応2年「上野国利根郡川場,湯原組寄場 

繭代取調帳」に川場村湯原が中心になって繭 

の取引に関する調査が行なわれた。 

川場湯原組(丑年分繭代売捌)1,842両3分



木賦新田( ” ) 300両
冨士新田( // ) 55両2分
谷地組( 〃 )1,110両
門前組( ” ) 778両3分
天神組( ” ) 452両
中野村( け ) 520両
萩室組( ひ ) 680両2分
合計 9, 231両2分2朱
(現在の川場村,白沢村を合せて)

当時は盛んに養蚕飼育が行なわれたことがわ 

かる。

尚当時生品部落に蚕種もあった。(慶応2
年)

乍恐以書付奉願上候 

一今般蚕種商いたし候者共儀は,銘々岩鼻御 

役所え願ひ出づべき趣御触書を以て仰せ渡さ 

れ候に付,私農間右渡世仕り度願上げ奉り候。 

然る上は,当御上様御聞済の上,猶又岩鼻表 

え罷越し申し度存じ奉り候間,右願ひの通り 

仰せ付けられ下し置かれ候はば有り難き仕合 

せに存じ奉り候 以上

慶応2年寅4月 願人 生品村 仁兵衛 

地方御役所

災害については,

一文久4年4月下旬大霜ふり,沼田(利根) 

郡中桑残らず焼ける。蚕種多く捨てる。処々 

に桑少々焼けざる場所は桑一駄に付金2両位 

也。

飼育法の変化

明治初年までは自然の清涼育で40日から 

50日もかかったが,隣村片品村針山の永井紺 

周郎がはじめた,いぶし飼いは,高温式なの 

で硬化病の予防になり,コシャリに悩んだ山 

間部のよい方法として永井流として弟子まで 

とって明治時代は盛んでありその流れが川場 

村にもはいり研究するものが多かった。その 

永井流にも欠点があり,高温のため給桑に手 

がかかりすぎるところから水盤流が考えられ 

た。中野の宮田栄M (永井流一番弟子)が近 

所の者にすすめてやった。又永井流の高温の 

方法として埋薪流が考えられ他町村まで及ん 

だ。

大正時代になり学術を基礎とする養蚕法が 

取り入れられた。この方法は高山社が中心に 

なって進められ二重障子,木炭,埋薪など実 

技指導がなされた。密閉育,秘密飼育から空 

気を与える方法やトタン箱,丸型,角型から 

木箱を用いて室内気流の調節をランプによっ 

て行なう低温多桑育となった。

昭和時代となって箱飼であって高温を用い 

るようになり,壮蚕期に条桑育となった。多 

桑豊食を目的とした稚蚕飼育となり桑葉の萎 

凋を防ぐために防乾紙飼育となり,土室飼い 

(稚蚕飼育)が行なわれた。養蚕は春蚕だけ 

であったか,夏蚕(初秋蚕),晩秋蚕から晩晩 

秋蚕まで飼うようになって来た。

養蚕と労働

この地方は田植時期と春蚕が同時に行なわ 

れるので人手を多く必要とした。大正頃はか 

ご飼いの時代でもあったので越後の人や東入 

り(片品,利根村)方面より桂庵を通じて若 

い男女が7〜800人も来たとの話もあり,歌の 

中にも物語っている。1家で10人も頼んだそ 

うである。したがって1家で300貫からの繭 

を取った家もあった。

家中蚕で一•ぱいになり寝るところもなく, 

人よりも蚕の方が大切に扱かわれた。

条桑育になり春蚕中心から初秋蚕,晩秋蚕 

に労力配分が行なわれて来た。

最近になり稚蚕飼育共同化となり昔の方法 

は見られなくなり,用具器具も変わってし 

まった〇竹と木のものが金属とビニール,ナ 

イpンに代わって来た。

桑園

この地域は寒冷のため桑が枯れる危険があ 

るため,喬木であって桑棄をつみとって用い 

た(明治大正以前)。又畦桑が多かったが人手 

も多く必要とするし,桑質も悪く,従って蚕 

の喰いも悪いし,残桑も非常に多いので,桑 

葉の経済上自然に高刈,中刈仕立となって来 

た。

品種も多収桑のネズミ返シ,一之瀬になり, 

反当り600本ないし800本程度の中刈専用桑 

になった。村全体の品種別反別を見ると(春 

蚕用)坂東34. 7反,ネズミ返シ13. 9反,一 

之瀬9. 8反,空桑9. 6反,岡谷タデ8.0反,



市平7. 2反,その他5. 7反,計88. 9反である。 

蚕種

明治から大正初期までは在来種(日本種), 

青熟または,赤熟系のものにより飼育されて 

来たが,虫質が弱いことと糸量も少なく品質 

も悪いことから最も質の良い支那種等と交雑 

して一代雑種にして飼うようになり繭質を高 

めた。

戦前までは種屋が戸々に歩いて蚕種を販売 

しておったが,戦時半ばより物資が統制と 

なって蚕繭も重要な戦争物資として扱われ 

た。一切農茉会を通じて部落養蚕組合に配給 

することになった。繭生産量も割当制となり, 

川場村で2万グラムを掃立することになっ 

た。催青及び蚕種の取扱いは村の催青所で行 

なった。

催青所は昭和3年に県の補助金で設立さ 

れ,氷庫(蚕種冷蔵保護用)で毎年24貫の天 

然氷を積んで蚕種の保護催青を行なった。催 

青に当っては毎年春の5月の小満に一定の桑 

樹より葉型を採って(葉拓)参考にした。掃 

立当時葉型の大きい年程,蚕作が良かったと 

言われている。

蚕繭処理方法

明治中期ごろの繭の取引は繭秤用の紙の斗 

桝によって取引された。その後量目取引に変 

/わり今でも同じだが,戸別に繭買が歩き値を 

決め話がまとまれば手金を置いて行った。繭 

買が悪いと仲間で悪いたくらみもあった。 

産業と経済

昔より米の自給と養蚕による現金収入が大

きかった。昭和10年にはじめてこんにゃくが 

統計の上に表われ,作付面積12反,収量4, 
800石とあり,昭和34年この村の三大農作物 

として米49,111千円,こんにゃく 42, 300千 

円,養蚕30, 951千円であると記されていると 

ころを見ると昭和以前は現金収入の唯一の道 

であった。盆歌に

「蚕上がれば沼田の町へ連れて行くからし 

んぼしな」

といわれていた。非常に苦しい仕事でありな 

がらやらなければならなかったことは現金の 

魅力であった。

信仰

掃立前の休養と信仰のために遠くに出掛て 

いる。沼田市の東源寺,池田村中ほう様,月 

夜野町課訪様,片品村針山の稲荷様などにお 

参りをしている。門前の吉祥寺の金甲大明神 

にお参りの外にかならず出掛けている。蚕の 

敵のねずみよけを願っている。

(2)新治村須川

東峯須川は,新治村のほぼ中央にあり,国道 

17号線より,中之条町に通ずる3杆ほどのと 

ころにある。三方が山に囲まれておる傾斜地 

に部落はある。耕地は須川平に大部分を持ち 

常に弁当を持参し1年中畑の仕事をするとこ 

ろであった。

部落は東西に約6杆,南北に2. 5杆の面積 

にある。先に述べたように傾斜地なるため運 

搬には不便なところである。だから「東峯 

須川に嫁に行くか,裸でバラを背負うか」と 

いわれるほどのところだった。働くこともよ 

く働くところだった。

東峯須川全景㈠



今より63年ほど前までは,吾妻郡久賀村大 

字東峯須川であり利根郡でなかった。した 

がって生活必需品購入や生産物の販売は中之 

条町であったが,沼田町も同じくらいの距離 

であるため両方行くようになった(大正中 

期)。約23杆ぐらいであり1日がかりで買物 

に出掛けた。

地味は、新治村としてはよいとされており, 

稲,麦,大豆,粟,桑,煙草,そばに適して 

いたといわれているが水利に不便で,部落の 

北側の山ろくを流れている押野用水が利用さ 

れていた。

小字としては,奥田,広田,前田中,後田 

中,上峯,中峯,青木,大原,播磨などの地 

名がある。

戸数の変化は,明治9年には62戸あったが 

(繭の生産は67石6斗3升(2, 5023 kg)現在 

は80戸になっている。耕地は田約23町歩, 

畑約78町歩で耕地はせまい。養蚕戸数(昭和 

46年)57戸であり桑園は24町3反3畝であ 

り,W立箱数春蚕239箱に対し上繭788 kg, 
初秋108箱に対し5,076 kgの上繭,又晩秋蚕 

は142箱に対し,5, 557 kgの上繭となり,年間 

合計490箱つまり4.9 kgの種に対し18,520 
kgの繭であり,反当り76 kgの収繭となってい 

る〇

明治末から大正までの養蚕についてみる 

と,経済の大部分は養蚕に依存する傾向が強 

かった。自家収繭は全部自家乾燥して商人の 

来るのをまって売却する慣習であった。した 

がって自家で乾燥場を持っていた。製糸とい 

うことには無関心であった。しかし吾妻郡で 

は座繰器で_家製糸をして市場に販売すると 

いう話は伝わっていた。(明治中期)

そこでこの村でも自家製糸することが村の 

発展であると考えた人もあり明治32年春有 

志により碓氷社の分工場として発足したいと 

計画したが山間地帯であることと遠いことに 

より生糸の販売は特別に世話をするからとい 

う条件で新治村野田原に揚げ返し機を設置し 

た。ここで座繰枠を集荷し,それから島田造 

りにして本社に送った。

明治32年 製糸三国社設立(布施野田原) 

組合員49 
// 33年生糸生産1俵9貫もの11俵
// 40年 製糸三国組(野田原より河原

に移転)釜数50操糸場新設 

// 43年製糸三国組が有限責任信用販

売組合碓氷社三国組となる。 

この時まで碓氷社の援助がつ 

づいた。

大正2年 下新田に万寿館製糸工場を作 

る。釜数50 
// 5年農事組合が出来る。

// 6年 須川に養蚕組合が出来る。組

合員29,各大字に組合が結成 

された。

// 9年東峯須川の河合氏が須川坂下

に玉成館製糸工場を設立する。 

釜数72 
昭和4年 新治村繭乾燥場兼集合所(布 

施河原に新設)

,,6年降霜被害甚大
//16年 5月15日大霜桑被害甚大休蚕

東峯須川全景㈡



"19年碓氷社三国組解散となる。 

以上が新治村の製糸関係の変遷である。

養蚕技術については,片品村で起った永井 

流(いぶし飼い)は新治村下新田までは伝え 

られた記録があるが東峯須川までは直接流れ 

て来ていない。永井流独特の煙出しのための 

窓や壁に穴を開けるようなことは見られてい 

ない。しかし,大正10年頃までは,これに近 

いことが行なわれた話が残っている。越後か 

らの手伝いが「煙のために手伝いが出来ず 

帰った」ということがある。

埋薪,埋炭法ということばがあるが,片品, 

川場地区に伝わっているようにこれによる危 

険のあった事実は伝えられていることはな 

かった。(これによる火災やガス中毒,などで 

蚕を捨てた話が残っていない)。進んだ安全対 

策がとられたのかもしれないが。

大正末から昭和初期に養蚕教師として来た 

青木英一という人が密閉育や条桑育を導入し 

た。このためこの部落は養蚕に自信を持つよ 

うになったともいわれている。

この当時から越後からの出稼が少くなっ 

た。三国街道筋での収入がなくなったことに 

より出稼が盛んにあったがこの頃から他に収 

入源が出来たので来なくなったことと,条桑 

育のため省力化が進んだことから手伝を必要 

/としなくなった。上簇の時一匹づつ拾うこと 

もなく条桑の桑枝からむしろの上に蚕を振り 

落せばよいという利点があった。

条桑育の実施にあたっては,まず各戸青木 

氏の指導で少しの試験的な条桑育を行ない次 

年から大いに取り入れ成功したということで 

あった。結果がよいので急速に広まった。

出稼については,先に述べたように越後の 

経済的に困った人たちが手伝いに来た。三国 

街道に依存して生活していたが交通量が減っ 

たことが大きな原因だった。又、米作地帯と 

養蚕時期のずれがあったことも一つの理由で 

あった。1〜2日で来られるという距離に 

あったことも考えられる。手伝いの人たちの 

年令は17才〜20才ぐらいが多かった。他人 

の家で手伝いをしなければ一人前の人間と認 

められないとのこともあったが,これは上州 

がわの見方であった。越後では隣が行ったか 

ら家でも行くのだというぐらいの考えであっ 

た。

普通3年間続けて来て,1年間40日が規準 

であった。3年過ぎまで年間を通じて手伝う 

者もあり,その家の姓をもらい分家の形で「わ 

らじぬぎ」として定着したものも多かった。

養蚕信仰の神社としては,諫訪神社,浅間 

神社(山王様)が最も強く信仰された。その 

外の神社は,野々宮神社,熊野社,八幡社, 

大山祇社(5社),秋葉社,電電社,須賀神社 

がある。寺院としては,金泉寺(天台宗西京 

聖護院の末寺)地蔵堂⑵,大日堂(2),阿弥陀 

堂などがある。

特に蛇を信仰し,青大将を課訪様として大 

切にし,家の中にはいった場合は氏神まで 

持って行き放す。ねずみを取ってくれること 

で「長虫」と呼ぶ。調訪神社に蛇の好物の印 

(にわとりのたまご)を供えることも行なわ 

れていた。

(3)吾妻町川戸

現在の川戸部落の養蚕の状況は下の通りで 

ある。平均して20 g程度の掃立てであり,最 

も少ない家で5 g,最も多い家で40 gとなっ 

ている。

養蚕家春蚕初秋蚕晩秋蚕計

g g g g
A 35 30 40 105
B 35 30 35 100
C 30 30 35 95
D 25 25 30 80
E 20 25 20 65
F 20 20 20 60
G 22.5 20 15 57.5
H 30 〇 15 45
I 15 20 10 45-
J 〇 20 20 40
K 5 15 15 35
L 10 〇 7.5 17.5

昭和45年度,掃立グラム数

以前の方がずっと大蚕をしたということ 

は,大きな家の構えが多いことからも推測で



きる。事実100 gまで标いたという家もある 

という。当時は蚕が現金収入の最も多い生業 

だったというのも、地形からみてうなずける。 

榛名山麓の西北傾斜面であるから,土地利用 

からみても,桑が適していたのであろう。

戦時中の食糧増産で桑畑を掘り,田を作る 

努力が払われ戦後も続いて,開田が行なわれ 

たため,桑はアゼ桑として,あちこちにい 

くらか見ることができる状態となった。その 

後,コンニャク栽培が盛んになり,消毐する 

関係から養蚕とうまく適合せず,ますます桑 

畑は縮少されてしまった。

明治時代,あるいはそれ以前に建てられた 

という家は,いずれも大きな2階屋で,出し 

梁にして2階を養蚕場として利用していた。 

傾斜する地形のため,別棟の養蚕家屋を持っ 

た家はほとんどなかったといい,そのために 

も広い2階を作って蚕室に利用していたので 

ある。現在もなお,3齢は座敷に飼い,2階を 

条桑育に使用している家が多いが,庭にバラ 

ックを建てて省力化をはかりながら,条桑育 

している家もかなり見られる。

部落一番の大蚕の家が明治30年代の2階 

の大きな家であるのに対し,次の大蚕の家が 

昭和13年の建築であるのも対称的で,後者は 

庭に軽量鉄骨によるバラックを建てて条桑育 

に利用している。

明治以降,さまざまの養蚕方法が取り入れ 

られたが,最も特徴のあるのは,煙によるイ 

ブシ飼イで,現在も座敷を蚕室に利用する家 

では畳をはいだ板の間に半炉と称する炉が 

きってあるのが残存している。この半炉と, 

いろりを使って,さかんに煙でいぶしたもの 

である。•

現在は稚蚕飼育所の利用が普及し,条桑育 

がとり入れられて,養蚕はすっかり省力化し 

てきたため,1人あたり30 gなら楽にできる 

と言われている。しかし,余程の好況が来な 

い限り,養蚕が昔のように活気をとりもどす 

ことは困難のように思われる。

(4)高山村中山

高山村中山は同村の一大字である。大字は 

他に尻高が1つあるだけである。経済的な大 

凡の比率は6 : 4 くらいであるという。

地理的にみると大字中山は完全な盆地状を 

なしている0南に子持山,小野子山,中山峠 

があって北群馬郡。東も小さな峠を以て沼田 

市(旧利根郡川田村)。北も利根郡境の山岳。 

西のみが僅かな山地を以て大字尻高である 

が,そちら(尻高)はむしろ地形的には中之 

条盆地に属する。従ってこの中山は一小別天 

地を形成する。耕地は最低480 mから最高 

650 mの間にあるという(村勢要覧)。従って 

気候は一般に冷涼であり,かつ利根郡の積雪 

地帯に近い点もみられる。

中山盆地の中央において十文字に交さして 

いる2街道がある。南北に通ずるのは旧三国 

街道で,中央に本宿及び新宿があり,本宿か 

ら新宿へ本陣は移った。現県道である。東西 

に貫いて沼田,中之条間の国道145号線があ 

る〇

江戸時代初期は沼田領であったが,明治初 

年においては4人の旗本の知行地であった。 

元禄3年における石高は1,877石8斗で,山 

村としては大きい方であろう。明治以降群馬 

郡であったこともあり明治29年吾妻郡と 

なった〇

上記の地形上あるいは所領や所轄の変遷に 

明らかなように利根,吾妻,群馬と時代によっ 

て変っていることは,その生活様式などにも 

大きな影響を残している。たとえば民家形式 

などにもあらわれている。

局山村の「百年の歩み」の中の蚕糸関係の 

記事を拾う。

M43碓氷社高山製糸操業始まる。釜数46 
M44村農会で夏秋蚕種製造を始める。 

T2後藤滝次郎宅蚕室で蚕種製造。これは 

前々年村農会で企画実施の蚕種製造で,氏 

は先進地で技術を磨き斯業に力を注いだ。 

枚数五百余枚を製造する。

なおこの後藤家の多い時は3, 000枚に達し, 

利根,吾妻,両郡内に多く出したということ 

である。そしてこの蚕種は「高山館」であっ 

た。大正時代はやっていたということである 

が,その終期がはっきりしない〇しまいは「群



馬蚕種」という会社にいっしょにやったと 

いっている。ただ種繭だけは持参したという 

(後藤九右衛門氏談)。

戦後における養蚕業の変遷は次の通りであ 

る。これは大字中山だけではないが,同村の過 

半をしめること前述の通りであるから,その 

大勢を知ることができよう。

1. 養蚕戸数の変化はあまり見られない。

2. 繭生産額はほぼ増加の方向に向っている。

3.1.2の相関をみると昭和31年に戸数600 
戸に対して6万kgであるから一戸当り100 
kgで,この数字は多い数ではない。それで 

これ以前はそれ以下のところが多い。以後 

しだいに一戸当り収繭量が増大してい々。

4.戸数,生産額ともに急激に減っている年(s
24, s 29, s 32, s 41,s 44)は気候上 

霜害のあった年と思われる。

3期の養蚕の比率は次のごとくである。(昭和 

43年)

春蚕 60,405 kg 72.7%
初秋蚕 8,836 10.6
晩秋蚕 13,868 16.7
計 83,109 100. 〇

従って春蚕にかける割合がいかに大きいかが 

明らかであろう。それが霜害という条件によ 

って 左右されるのである。

(5)子持村中郷

子持村中郷地区は利根川右岸の河岸段丘に 

開けた村で,大部分は平坦地であるが西北部 

は子持山麓の丘陵部となっている。

榛名ニツ岳の爆発噴出によ、る軽石層が厚く 

覆っている地質で,保水力は悪く地域内には 

南北に流れる小川が一つあるが水量は少い。 

一部に湧水量の多い泉もあるが,水田は僅か 

で大部分が畑地帯であった。近年群馬用水に 

よる大規模圃場整備事業が完成し,平坦部の 

ほとんどが水田となった。随って畑地帯当時 

養蚕,こんにゃく等により現金収入を得て来 

た地区の農家は急速に稲作農家となり,養蚕 

は大体の農家が小規模となってしまった。わ 

ずかに西北部の丘陵地帯に多く耕地を持つ者 

が養蚕の規模拡大をはかっているがその数は 

少い。過去大規模養蚕時代に建てた大きなW 
家や蚕室等は,飼育面積が拡大されな条桑育 

に変っても尚余祐がある家が多く,他地区に 

見られる様な軽量鉄骨の条桑育用バラック等 

の新設された農家は稀である。共同稚蚕飼育 

所もあるがその規模は小さく,飼育所の組合 

員以外の小養蚕家も稚蚕飼育をその飼育所に 

委託しているものもある現況で,群馬用水 

によってこの地帯の農業経営は一大変革をし



たと云えよう。稲作,麦作の他は畜産,コンニ 

ヤク,ビニールハウスに依る園芸が寧んとな 

った。養蚕習俗の伝承も急激に失われつつあ 

るのが実状である。

(6)富士見村横室

富士見村の西南に位置し,南は旧利根川氾 

濫原である前橋市田口町,関根町と接してお 

り,赤城山西南麓の台地に開けた部落である。 

東に細ヶ沢川,西部に法華沢と比較的水量豊 

富な川にはさまれている為,天水地ではある 

が水利にめぐまれ,約30町歩の田があり,古 

来より田,畑,山林がそれぞれ3分されてい 

ると言われる。

戦争,戦後の開墾により山林は大部分が畑 

地となっている。畑の大部分は桑園である。 

それは養蚕が最大の現金収入源であると共 

に,桑園間作のホウレン草栽培が農閑期の冬, 

春に桑園を活用した現金収入が得られるから 

である。稲作の減反による田の転作にも桑を 

植える者が多い。

戸数140戸,人口 720人,その内で農家戸 

数100戸,養蚕戸数75戸である。

年間祕立量は約1,000箱(1万S),収繭量 

は4.4万kg余である。春蚕16, 026 kg,夏蚕3,
706 kg,初秋蚕 7, 347 kg,晩秋蚕16, 808 kg, 
晩々秋蚕400 kgである。

富士見村の本年度の収繭量は73万kgであ 

り,県下でも最大の養蚕村である。横室も養蚕 

に依存する経営が主となっている。

稚蚕共同飼育所もいち早く昭和37年に建 

設されて共同飼育を行っている。養蚕に適応 

して建てられたという。この地方独特の赤城 

型氏家は改築ブームにより急速に消滅しつつ 

あるが,各養蚕農家は条桑小屋と称して軽量 

鉄骨の大きな蚕室を設備して飼育している。 

各農家では養蚕規模の拡大を図っているが, 

年間収繭量1,000 kg以上の家も横室に九戸あ 

る。それらの人を中心としてートン会を組織 

して繭増産に励んでいる。

この地帯は江戸時代にも養蚕と座繰製糸が 

盛んであり,資力のある者は家内手工業によ 

る生糸を買い集め横浜交易に参加していた。

また,隣村原之郷の篤農家船津伝次平の影響

も大きい〇

富士見村原之郷,前橋市関根町,田口町一 

帯は,群馬郡国分,佐波郡境町島村と共に有 

数の蚕種製造地帯として知られ,横室でも大 

友•金沢の蚕種製造家があり名声を得ていた 

が,大戦中の企業整備により止めてしまった。 

養蚕習俗も近年簡略化されているが,衣笠 

大神や千庚申の祭りには繭玉を供えている〇 

また,養蚕方法の大変革により従来の養蚕用 

具は不用となり,収納場所であった納屋等も 

解体され条桑小屋に作りかえた家が多く,用 

具類も急激に失なわれつつある。

いずれにしても前述の様に桑園間作による 

ホウレン草栽培が盛んであり,農業経営上養 

蚕に依存する所が大きく,地質も桑栽培に適 

している上に霜害等の災害者もほとんどない 

事から,この地方では養蚕が今後とも続いて 

いくことであろう。

(7)宮城村苗ケ島

勢多郡宮城村は赤城山南麓に位置し,地形 

は南に向ってなだらかに傾斜し,とくに彫り 

の深い放射谷はない。従って湿度等も低く, 

土地高燥通風もよい。全村が火山灰質の軽鬆 

土で被われているので桑の栽培にも好適,降 

霜等の自然の災害も極めて少い。従って,群 

馬の代表的な養蚕村である。

全村の農家戸数は昭和46年度において1, 
216戸の内養蚕戸数は835戸,68. 6%〇桑園面 

積は415 ha,桑園率は32.2%,全耕地面積の 

%に当る。宮城村農協における年販売額は次 

表の通りで,昭和42年を境に養蚕は下降しつ 

つあるといわれるが,39年は上昇線を辿る時

s 39 S 45

養蚕 45.4% 35.8%
米麦 32.0 21.9
畜産 17.7 36.1
他 4.9 6.2

100. 〇 100. 〇



であり,45年はとくに繭価が低かったのであ 

るが,それでも,大体の傾向はわかる。養蚕 

等に代って畜産の振興がとくに目立つであろ 

う。盛時においては農家収入の60%が養蚕収 

入であったという。

村は鼻毛石•柏倉•市之网•三夜沢•苗ヶ 

島•馬場•大前田の7大字に区分される。こ 

のうち苗ケ島は村の東部中央にあり,海抜は 

260 m〜480 mであるが,桑の栽培は450 mぐ 

らいであるという。村の開創は古かったが, 

江戸時代において養蚕がどの程度の比重を占 

めて来たか不明である。が,明治初年ごろま 

ではほとんi''春蚕だけであったらしい。それ 

がしだいに技術の進歩に伴って三季にわたり 

3回飼育されるに至った。なお近年はこのほ 

かにも,春蚕の残桑をみて夏蚕を,晩秋蚕の 

残桑や気温の状況によって晩晩秋蚕を飼育す 

る農家もある。概況は別表の通りであるが, 

上記事情により,必ずしもその通りではなく, 

この表を上まわるものと考えられる。それに 

しても戦後の蚕祕き立ての目ざましい進展は 

目を見はらせるものがある。が,しかし,こ 

の比例を以て今後伸びるとは限らない。前述 

したように,宮城村全体として農家所得の上 

で畜産の占める比重がしだいに大きくなって 

来ている事実があり,養蚕業はしだいに後退 

を始めているのである。この傾向は苗が島と 

てもそう変るものではない。

遅れたけれども,苗が島の戸数は,明治初 

年102戸であったものが昭和45年度におい 

て275戸である。

(統計は農協の資料である。)

嘉覇春蚕夏秋蚕晩秋蚕 計

26 2, 910 g 2, 790 g 1,875 g 7, 575 g 
30 4, 900 g 2,822 g 3, 527 g 11,249 g
35 6,110 g 4, 795 g 6, 250 g 17,155 g
40 5, 650 g 5, 861 g 5, 980 g 17, 491 g
45 9, 460 g 7, 705 g 9, 675 g 26, 840 g

苗が島蚕掃立g数

(8)善地

善地部落は榛名山東麓の車川沿いに散在す 

る村で川の北側に主として集落があり,川の 

近くは水田,川から隔たった丘陵地は畑地と 

なっている排水のよい地形で日向部落であ 

る〇 •

下善地,中善地,上善地と駒寄(一番奥地) 

の四部落に分かれほとんどが農家という山村 

型農村であり,近年村の中央を通る大通りは 

拡幅され,舖装も進められているし,果樹栽 

培がさかんになり,梅,桃などの果樹園が増 

加して養蚕はそれほどさかんでない。

戦前までは養蚕が唯一最大の現金収入とさ 

れ,それに米麦,山仕事も相当あった地域で 

あった。しかし,現在では全く養蚕をしない 

農家もあり,果樹や乳牛,あるいは若者が俸 

給生活者として通勤する姿が多くなり,かっ 

ての養蚕熱はなくなってきている。

⑼東 国 分

東国分は,旧群馬郡国府村の大字で古くか 

ら養蚕のさかんな土地であった。元来この地 

方は水利に恵まれず,畑作農業を主とした地 

域で,江戸時代のはじめ(正徳年間)に近村 

の馬場重久が「蚕養育手鑑」を著しているこ 

とや,宝暦の頃には奥羽種を買入れた記録も 

ある。遠地の蚕種が入るまでは,来年使う種 

は必要だけn家で切る程度であったが,宝暦 

頃からは次第に換金に有利な養蚕がさかんに 

なってきたことを示すものであろう。寛延2 
年の「上野国群馬郡東国分村明細帳」にはっ 

ぎのように記されている。

大体当村二而絹糸二而春ヶ年六拾両程度 

高崎,惣社町ュ而売買仕候,先規ヨリ畑 

年貢二次合少モ無御座候

上記のように当時は繭で売るのではなく, 

门家生産の繭をn家の副業として農閑期に糸 

や絹として織りあげたものを市日に売る程度 

であった。それでも,当時の明細帳に年六拾 

両とあるのは,既に相当さかんになってきて 

いたことを知ることができる。また,明治10 
年頃記された「群馬郡村法東国分」のなかに



物産繭三百拾三貫五百匁生糸卅四貫 

匁,太織二百四拾反近町二輸売ス 

民業男農ヲ業トスル者六十戸

女養蚕製糸ヲ業トスル者百弐人 

とある。これは県へ差出した表向きの報告書 

であり,実際ははるかに多かったという。事 

実この頃には一軒で年間何百貫の繭を生産し 

ていたというし,蚕種製造販売もしていた家 

が何軒もあり,特に安永四年に没した住谷孝 

三郎とその子勝蔵は蚕種の研究もさかんに 

し,大量の蚕種を各地に売り出したほどで秩 

父方面の市には大量に売りだし,帰りには銭 

をカマスに入れて馬につけて戻った話も伝え 

られている。また住勝の名は奥州方面にまで 

知られたというから,県内では佐波郡島村な 

どと並んで養蚕の本場とまでいわれた。

その最盛期は幕末から昭和初期までであ 

り,大正15年の春蚕だけの統計を(国府村分) 

見るとつぎのとおりである。

飼育戸数 267戸
掃立枚数4656枚
繭収量

繭 20,687貫 価格 190,228円 

玉繭 1,556貫 6, 501円
屑繭 695貫 3,247円

掃立一枚当り収量4貫922匁
以上は国府村全村の記録であるが,この村 

の養蚕業の中心が東国分であったことと,こ 

の統計より実際は多く,なかには年間1,000 
貫の繭をとる家もあった。つぎに統計書から 

この地域の養蚕の盛衰を記すと次表のとおり 

である。

以上のことから,幕末以来この地方が養蚕 

業に農家経営の重点がおかれ,県内屈指の養 

蚕業地域になるが,現在では近郊野菜農業に 

重点がかけられ,国分人参,国分白菜の産 

地となっている。しかし養蚕による農家経済 

の比重は,やはり大きな比を占めている。

春 蚕 秋 蚕 晚 秋 蚕

掃立量「収繭量"!価格曾j掃立量収繭量価格寶j掃立量収繭量価格

"TzrrT： 芦 夜 宕' 尸 枚 石
大正 2 年 345 2,233 1,116 _______ ___  305 1,350 531 _
大正 5 年 345 2,537 25.30 20 6? 4ぞ 306 1,353 911

------------------------------------------17 H W H
大正15 年 267 4,656 20,687 190,228 328 5,886 21.900^ 160,089 - ______

昭和 2 年 338 4,271 21,180 135,059 352 3,962 15,581 84,672

昭和 5 年 346 4,212 19,923 80,808 13,709 20,563
------------------------------ « g
昭和 22 年 318 11,520 5,763 206 5,530 1,911 _______

昭和 24 年 328 9,435 8,687 252 6,310 4,942

昭和 45 年 335 8,917 6,612 252 5,770 4,920

昭和 26 年 550 15,500 9,096 300 11,000 8,800

昭和 27 年 342 16,400 13,938 283 14,200 10,731

〇〇)倉渕村三ノ倉

倉渕村は,群馬郡の西端に近く,高崎線高 

崎駅から25 km,群馬バスにより約1時間の距 

離にある。昭和30年2月1日,倉田村,烏渕 

村両村合併して,倉渕村となり,三ノ倉, 

権田,川浦,岩氷,水沼の5大字となり,現 

生に至っている。

三ノ倉は,村の東部にあり,ここに村役場 

ゲ;ある。倉渕村は,山村のため耕地も少なく, 

余々に過疎化の現象が見られ,会社勤務,あ 

るいは,こんにゃく栽培に変更し,養蚕も次 

第に少なくなっている。



證I掃立T量収繭量戸数

昭和40年 100 ha 20000 g 65000 kg 390 戸

ガ 43年100 ha 21470 g 66575 kg 390 戸

” 46年 78 ha 13160 g 47064 kg 305 戸

(11)安中市中野谷

中野谷地区は,旧碓氷郡東横野村であり, 

安中市の西南西,信越線磯部駅の真南の台地 

上にある。妙義山麓から高崎市観音山まで続 

く丘陵の一部にあたり,浅間砂とよばれる火 

山灰を含む土と,川らしい川をもたず,用水 

に恵まれていないために水田が少なく,早く 

から「中野谷のアワックイ(粟食い)」といわ 

れてきたように粟,稗がさかんにつくられて 

いた時期があったようである。こうしたこと 

から特別に用水を必要としない桑の木は歓迎 

され,養蚕はさかんに行なわれたといわれる。 

賃仕事での糸とり機織りもさかんだったとい 

われ,組合製糸の碓氷社ができるとその一員 

として工場がつくられている。各養蚕農家ご 

とに蒸殺場と称する繭乾燥場がつくられ,各 

戸で乾繭した繭は保存しておいて冬季組合の 

工場で糸ひきされた。

ひかく的気候にめぐまれていたために埋薪 

法などは普及せずに終っている。現在は稚蚕 

共同飼育もすすめられ,養蚕室や,軽量鉄骨 

製の蚕室建設も一段落しており,中野谷を含 

めて,安中地区は養蚕に対する依存度が最上 

位にあることを示している。

しかし,ここでも兼業化•脱農家の傾向は 

進んでおり,若者の流出がさかんである。 

総戸数 310戸
うち農家戸数 220戸

農地面積 21,203 a

うち水田 3,670 a
桑園 9, 557 a
その他 7, 976 a

(45年2月1日現在)

(12)松井田町土塩

土塩地区は松井田町の两北の山地の谷合L、

にあり,平均海抜400 m以上のところにある。 

碓氷安中地方の他町村と同じく早くから養蚕 

に力を入れているが,気候的にもやや不利な 

点があり,近年まで夏秋蚕晩秋蚕はうまくゆ 

かない年がふつうであり他に頼ってきた。そ 

のためか繭を糸にとって売るとか,賃機をす 

るということはほとんどみられず,n家用程

中野谷地区全景



度であったようである。碓氷社の工場は土塩 

地区に三か所もあったようであるが,大きい 

ものではなかったようである。

地区内にも蚕種製造をしたり,やろうと計

画した者もいたが,多くは信州のタネ屋から 

入れており,現在でも当時入ってきた桑こき 

機があるが,すべて長野県の小地方で製造 

されたもののようで,岩村田の鼻顔稲荷への 

参拝は現在でも行なわれている。

稚蚕共同飼育もさかんであるが養蚕農家は 

漸減傾向にあり,ここでも兼業化,脱農家は 

進んでいる。こんにゃく,しいたけ,なめこ 

栽培,養豚,酪農などいろいろのものが入っ 

ており,若者の流出は老人をなげかせている。 

総戸数 228戸
農家戸数 198戸
総耕地面積 15, 093 a
水田 4, 726 a
桑園 3, 581a
畑 6, 256 a
その他 530 a

(45年10月1日現在)

(13)富岡市南後箇

南後箇は旧額部村(明治22年市町村制施行 

により,南後箇,野上,岡本,岩染の四村が合 

併して成立した)の中心地域で,富岡市の南 

部に位置する。南は稲含山及びその支脈を越 

えて旧秋畑村,北は東西に長い北山の丘陵を 

越えて旧高瀬村と,その間にはさまれて,東 

は善慶寺の平地,西は野上から旧馬山村を経 

て下仁田に通ずる細長い平地である。河川に 

大きいものはなく,何れも源は稲含山にあっ 

て東北流して鏑川に入るが,総じて川•沼• 

池に恵まれず,南後箇に三つ,岡本に三つそ 

の他小さい多くの溜池をもっている〇

東西約6200 m,南北約3900 m,面積約 

1569 haであるが,桑園面積は138 ha, 一戸の 

平均面積は35 aである。人口は704戸,3671 
名,うち南後箇は235戸で1157名(昭和46年 

度末現在)。農家は旧額部村で569戸,内専業 

農家204戸•兼業農家365戸(内第一種兼業 

262戸,第二種兼業103戸一昭和45年2月現 

在)。これらのうち養蚕農家は約420戸である〇 

そして生繭を18〜17万kg生産する。また旧額 

部村の農家生産約7億円のうち,養蚕による 

ものは約2億円(内生産'代は25%である)と 

なっている。

最近,甘楽郡では,平坦地で桑畑をコンニャ 

ク畑に,山間部では桑畑に変更する傾向があ 

る。すなわち平坦地では,コンニャクに押さ 

れて桑畑は減少し,桑園は山間部に移ってい

松井田町土塩下組



南後箇の全景

下日野の全景

く傾向がある。額部地区でも例外ではないよ 

うである。それが更に稲作減反の政策によっ 

てもう一度田圃に桑を植えようとする声さえ 

聞かれる。

•旧額部村の桑園面積は138ヘクタール 

一戸平均面積は約35アール 

養蚕農家は約400戸
第1種兼業(農業収入を主とし,出稼ぎを 

従とする)50戸位で約1割に相当する。 

第2種兼業(勤めを主とし片手間に農業を 

する)は1%以下である。

生繭18万kg〜17万kg 乾繭にして41 
〜42%に減少する。

まゆを100とすると糸が20% さなぎが 

80%の割合で,黄まゆは終戦後はつくらない。 

春蚕

掃立て 5月8日〜5月12日 本郡全 

般にわたる。23〜24日であがる。 

夏蚕

掃立て 7月1日〜7月5日

2〇〜21日であがる。

額部地区はやらない。小野,丹生,吉田, 

小幡,新屋,富岡地区でやっている。

初秋蚕

掃立て 7月22日

2〇〜21日であがる。

晩秋蚕

掃立て 8月30日〜9月1日

25日位かかる。

晩々秋蚕

掃立て 9月2日〜9月5日

26,7日位かかる。

養蚕農家の1割以下しか行なわない。

これらの収穫量の順位は

1春蚕
2晩秋蚕
3夏蚕,初秋蚕
4晩々秋蚕

である。

(14)南牧村大仁田

大仁田は旧月形村(大日向*大仁田•六車 

村の合併したもの,現南牧村)の南,大仁田 

川(鍋川の支流南牧川の支流)の両岸に形成 

された山間の村である。旧月形村は現在総農 

家323戸(専業96戸,兼業227戸一第一種兼



業125戸•第二種兼業102戸一)あり,耕地 

は18, 556 a,田圃は全然なく、桑園は3, 774 
aで全耕地の20%に当る。

養蚕掃立卵量は49〇. 7箱(1箱10 g )で、 

戸数は149戸、(3箱未満68戸、3箱〜6箱 

66戸,6箱〜10箱15戸)で南牧村では最低 

となっている。養蚕よりもコンニャク栽培で 

生活している村といえる〇コンニャクを栽培 

する農家は292戸で、総農家数の90%に相当 

し、収穫面積は7, 511aあって、全耕地の 

40%に相当する。

大仁田では今ではせいぜい100 gを掃立て 

るのが最高だが,明治から大正にかけての最 

盛期は,春蚕が30〇〜400 gが最高で,普通 

でも1〇〇 gは掃いていた。驚くべき変化であ 

る。大正三年には80戸で3, 000 g,現在では 

43戸で1,880 g,約半分となっている。それ 

だけ村の農業形態が養蚕からコンニャク栽 

培,林業,特に前者に移ったといえる。しか 

も晩秋蚕は一〇年位前からやらなくなり, 

晩々秋蚕は以前からやっていない。

なお大正五年頃までは,高山社飼育法で, 

その後密閉条桑育,次で現在の条桑育に変っ 

ている。

(15)藤岡市下日野

日野谷(ヒノヤツ)十里といわれるほどに, 

旧日野村(現藤岡市日野地区)は鮎川の谷に 

沿って,東西へ長く伸び,奥地は御荷鉢山の 

麓まで入りこんで,南は三波川,北西は甘楽 

町へつながっている。

下日野の中倉部落(対象地)は鮎川の谷口 

に発達した金井宿から入ること約2 km,戸数 

約20戸ほどの部落だが,かなり平坦地に恵ま 

れ、写真に見るような,ヤグラを大屋根に並 

べた豪壮な構えの農家も見られる。明治•大 

正時代に養蚕が盛んだった隣地の高山社の影 

響を受けて,養蚕地帯として大きく発展した 

ことが偲ばれる。

歴史的には日野絹として,江戸時代には藤 

岡絹とともに土地の名産として生糸や絹を産 

出していた所である。現在はさすがに下火と 

なったが,まだまだ勢力はあり,ここから奥 

地にかけて,小正月のマユ玉飾りなども,昔 

とあまり変らず,にぎやかに飾り立てられて 

いる。

(16) 万場町塩沢

万場町は,多野郡の南西部に位置し,高崎 

線本庄駅よりバスで1時間40分,高崎線新町 

駅より1時間30分かかる。道路は鬼石町より 

神流川に沿う県道鬼石中里線が中心で,南に 

県道吉田万場線,北に小平下仁田線,富岡万 

場線が走っている。塩沢は,吉田万場線に沿っ 

ている。調査は万場町大字塩沢字西塩沢を中 

心とした。西塩沢は,塩沢川を約2キロさか 

のぼった地点である。万場町の養蚕は(昭和 

45年度)次の表に示すとおりである。

蚕期養蚕戸数掃立卵量収繭量 

春 蚕 445戸 1,395箱 50,099kg

初秋蚕 148 217 6,917

晩秋蚕 419 788 27,141

塩沢の46年度の状態は次のとおりである。 

蚕期立て量j収繭量桑 園 

春 蚕 155. 25箱5,730 kg東塩沢718 a 
 茜塩沢 439 
初秋蚕 2〇. 75 700--- 赤久繩 5

晩秋蚕 78. 50 2, 780

(17) 境町島村

通船業から蚕種業へ

島村の人たちの大半が蚕種業を営むように 

なったのは,江戸時代の末(元治元•1864年) 

蚕種輸出が解禁になってからである。全戸約 

360戸ほどのうち二百数十戸が蚕種業を営む 

ようになったという。

それまでは通船業を村の七•八割の家々が 

やっていた。村を貫流する利根川を利用し江 

戸までの水路を舟で行き来して荷物を運ぶ仕 

事を営んでいたのである。

たびかさなる利根川の洪水のため,農作物 

の収穫は確実なものでなく,その量も少な 

かったから,地の利を利用して,皆,船頭を 

やっていたのである。

しかし寛永の頃には利根川は,村の南方を



流れていたので,農耕作も比較的多くやって 

いたのではないかと思われる。元禄年間の記 

録には村の総石高,344石余となっている。水 

田がないので殆んどが畑の作物であった。利 

根川が村を貫流するようになったのは寛文 

(17 C.後半)の頃からであった。したがって, 

通船業もこの頃から次第に盛んになり,天保 

年間(19 C.前半)には村の大半が船頭になっ 

たと伝えられている。

しかし,養蚕もやっていないわけではな 

かった。寛政年間(18 C.末)には,すでに蚕 

_業を営む家が12,3戸ほどあったという。次 

第に業者もふえて来たが,急速に養蚕が盛ん 

になったのは文政5年(1822年)にあった利 

根川の大洪水の後からだといわれる。畑の殆 

んどが砂地となってしまった。ここで村に 

とって農耕作は副業的なものとなり,通船業 

と養蚕が主な仕事になったと考えられる。こ 

うして安政の頃(1850年代)になると通船業 

者は,次第に蚕種業者に転向していった。島 

村産の蚕種が良質であるとの評判が高まり, 

高価で売れるようになったからである。

輸出解禁になってから,その蚕種はイタ 

リー,フランス等にも高価で大量に輸出され, 

島村蚕種は一躍国際的なものとなった。「タネ 

さえ作れば売れる」といわれた位であった。

明治2年には蚕種1枚5円88銭,3年にも 

5円88銭という高値を記録した。蚕種家に

とってはまさに黄金時代であった。では,ど 

うして島村蚕種が良好なものとされ,このよ 

うに大量にしかも高価で売れたのであろう 

か。また蚕種業が急速に発展したのか。その 

理由は,大きく分けて次のふたつになろう。 

まず,よい桑が成育したからである。利根 

川の洪水も一面島村の人たちには幸いをもた 

らした。川べりの高燥,砂礫の土地にはよい 

桑が育ったのであった。桑の根に附着する害 

虫も,年間何回か必ず氾濫する利根川の水に 

洗い流されてしまう。しかも水の引いた後に 

は流水の運んだ肥料分をふくんだ土砂が残 

る。また河畔の砂地には,害虫も生育しにく 

いのであった。

害虫のいない桑のことを「ブグワ」と呼ん 

でいた〇 (二分位害虫のいる桑を八分グワとい 

うように呼ぶ)

よい桑を食べて生育した蚕からは,よい蚕 

種ができることは必然であった。島村の蚕種 

業が発展した理由の一^として,こうした自 

然的な好条件に,村がめぐまれていたことが 

上げられよう。次にこうした自然的な好条件 

に着目し,島村に適する養蚕のし方を研究し, 

実践をつみかさねながら編み出していった指 

導者的な人たちがたくさんいたことである。

田島弥兵衛,またその子の弥平(文政5年 

〜明治31年)等の功績は大きかった。

奥州等の蚕場をたずねて飼育法を学んだ

大
仁
田
の
全
景



り,また自からもその研究をかさねていった。 

(以前蚕種は奥州から購入したこともあった 

のである。)後に,田島弥平は「養蚕新論」(明 

治5年)「続養蚕新論」(明治12年)の二著に, 

その研究をまとめた。この本で提唱している 

ことは「清涼育」と呼ばれるものであった。 

従来,奥州から学んだ温暖育は,部屋を密閉 

し,人工的に温度を加えて,蚕を飼育する法 

であった。これに対し,「清涼育」は,あくま 

でも天然の気温によって蚕を飼育することを 

原則とするものであった。したがって,蚕室 

の空気の流通をよくしなければならないこと 

も大切な条件であることも説いている。

この方法は父弥兵衛とともに編み出して 

いったことが同書を読むとわかる。この提唱 

は全国の養蚕家に強い影響を与えた。

島村地方のことが中心にかかれているの 

で,当時のこの地方の養蚕法を知るためにも 

貴重な資料である。

こうした,すぐれた指導者が,相ついで島 

村に現われたことも同村の蚕種業を発展させ 

た大きな原因といえよう。

輸出蚕種の盛衰と島村の業者

明治3年には蚕種1枚5円88銭で売れた 

ということは,まさに,島村の業者たちにとっ 

ては一攫千金の思い以上のことであったかも 

しれない。当時米1升78銭,人夫1人12銭 

内外で使えた時である。

だが,こうした高価で売れた理由は,前に 

記したこととともに,もうひとつあった。当 

時,ヨーロッパでは蚕にとって恐ろしい微粒 

子病が流行し,当地方の養蚕家は日本産の蚕 

種を欲していたからである。これは,日本の 

蚕種業者にとっては,幸運なチャンスであっ 

た。

しかし,この幸運も長くは続かなかった。 

翌明治4年には1枚2円60銭に暴落したの 

である。以後,何回かはその価額をもちなお 

したが,下落の一途をたどり,明治17年には, 

わずか18銭に暴落,そして18年には全く輸 

出は途絶した。この年約5万枚の蚕種を横浜 

埠頭で焼き捨てなけれ.ばならない仕末であっ 

た。

では,どうして,急速に,こうした不況が 

おとずれたか。その原因は,さまざまにあろ 

うが,次のふたつに要約されよう。

そのひとつは,間もなく,ヨーロッパでは, 

パスツール等の手によって,微粒子病対策の 

発見に成功したためである。

当時すでに顕微鏡をも利用し蚕卵の検査を 

していたのであった。日本より,こうした近 

代武器による科学的検査法が進んでいたので 

あっナこ。

そのため,日本から,わざわざ高価な蚕種 

を輸入する必要がなくなったためである。「利 

根川河畔の砂地に育った桑には害虫がいな 

い」とただ恵まれた自然の好条件にたよって 

いた業者にとっては,こうした近代科学の成 

果に対しては弱かったといえよう。

第二の原因は,生産過剰と,それにともな 

う粗悪品の横行であった。「蚕種さえつくれば 

売れる」「棄を飼わば種屋となれ。」といわれ 

ていた好景気の時代には,粗製品が各地から 

横行しはじめ,日本蚕種の信用を落したこと 

は事実だった。

島村の業者も,この各地からの粗製品,ま 

た「島蚕種」と称する偽造品に相当なやまさ 

れた。明治6年には,田島武平がその取締方 

の建白書を作り,政府に訴えたほどであった。 

また偽造品を防ぐための対策として、イタ 

リーへ行ったとき覚えてきた「商標」を島村 

産のものには,つけることにした。この旨を 

県に申請したが,当時の県の役人たちには, 

この「商標」の意味が理解できず,申請は却 

下されてしまったことは残念なことであっ 

た。

しかし島村の蚕種業者たちは,この不況に 

対し、ただ腕をこまねいていただけではな 

かった。

経営販売法の近代化,飼育法,蚕種製造の 

研究,桑園の開拓に,その歩みを止めなかっ 

た。

明治5年には渋沢栄一の口入れで三井銀行 

から資金六千円を借り受け「島村勧業会社」 

を設立した。「会社」を作り,業者を組織化し 

たのであった。これが日本で最初にできた,



蚕種関係の「会社」であった。これには田島 

武平等の力が大きかった。このため,海外の 

業者からも信用され,秋には横浜港で一枚5 
円で残らず製品を売りつくすことができ,三 

井銀行からの借金を返済しても,なお相当な 

利益を上げた。

翌6年には更に高価な5円10銭で売るこ 

とができたが翌7年には再び2円に暴落した 

のであった。

明治11年には東京の日吉町に「出張所」を 

設立し,ここに外国商人を呼んで,直接の取 

引きをする方法も考えた。この方法は一応成 

功し,価格は低かったが7万余枚の蚕種を輸 

出することができた。

しかし,翌12年には前年ほどの景気が出 

ず,沢山の売れ残り品を作ってしまった。 

次の対策として,同12年には海を越え,イ 

タリーへ蚕種を持参し,直売する計画をたて 

た。

この計画は,12年12月に実行された。イタ 

リーへ派遣される人は勧業会社々員239名中 

から投票によって田島信に決まった。しかし, 

田島信の願いによって,田島弥三郎,田島弥 

平の2名が加わり,3名がイタリーへ渡った。 

その結果,売れ行きは,予想外によく,わ 

ずかな残品を作っただけであった。しかし, 
_経費等を差引くと,あまり利潤は上らな 

かった。

翌13年にも田島武平,田島弥三郎の2名が 

イタリーへ直販に行ったが,前年ほど売れず, 

二万余枚の残品を作ってしまった。勧業会社 

は解散した。明治15年である。しかし,同年 

には顕微鏡による蚕卵検査法を学ぶため,田 

島啓太郎を,イタリー •フランスに派遣して 

いる〇

国内向蚕種,糸繭用蚕飼育への転向

明治初年の好景気時代には二百数十人もい 

た業者も,輸出途絶と同時にわずか三•四十 

人に減ってしまった。

しかし,養蚕を止めたわけではなかった。 

一部には,農業に転向したり,蚕種家時代の 

利益をもとに田畑を買い入れ地主的な在存に 

なった家もあった。

だが,島村の蚕種業者たちは,国内向蚕種 

の製造に転向したのであった。

また,糸繭用の蚕飼育も大きくやるように 

なった。つまり蚕種製造者は減っても,糸繭 

用の養蚕家がふえたことになる。

こうした時代が来るであろうことを,田島 

弥平は「続養蚕新論」の中で予言していたの 

であった。輸出蚕種のみに頼ってはいけない 

ことを,その著書の中で提唱していることは, 

さすがに先覚者であった。

国内向の良好な蚕種を作るため,明治17年 

には「蚕桑興北社」が組織された。そして北 

海道の開拓に目をつけ,ここに一大桑園を拓 

き,二、三年間蚕種製造の経営をしたことが 

あった〇

島村内の桑園も糸繭用蚕飼育が盛んになる 

につれ,更に拡がっていった。一戸で四町歩 

余の桑園をもっている養蚕家も少なくなかっ 

た。

以前は「アワセナミ」といって,アゼ桑を 

利用していたのであったが,明治7年頃田島 

武平,田島弥平両名が奥州に視察に行き,そ 

のみやげものとして,「桑園」を普及させたの 

が島村桑園のはじめであるという。

多角的な農家経営へ

明治のなかば頃から伊勢崎銘仙が普及しだ 

した。これが,島村の蚕種業,また養蚕業に 

幸いをもたらした。

また島村にも同銘仙の「貸機」を織る家も 

ふえて来た。「娘三人もてば倉が立つ」と当時 

いわれた程であった。この「賃機」は主に娘 

や主婦の仕事であったのである。以前の機織 

りはくず繭等から糸をひいての「自家用機」 

が多かった。

賃機は大正時代になり伊勢崎銘仙が全国的 

に有名になるにつれて,更に盛んになって来 

た。

大正5年になり,利根川の築堤工事が完成 

した。利根の本流が村の真中を貫流するよう 

になったが,洪水の危険からはまぬかれるよ 

うになり,安定した農耕作も営なまれるよう 

になった。その直後から,にわとり,豚,乳 

牛など家畜を飼う家が多くなり,「七面鳥組



合」(大• 7)なども設立された。島村の農家 

経営もやや多角的な性格をもちはじめて来た 

のであった。

桑園から野菜畑へ

太平洋戦争がはじまると,食糧増産のため, 

桑園は減少した。島村の養蚕は減少した。生 

糸がアメリカ等へ輸出できなくなったためも 

あるが戦争による食糧不足を補うために,桑 

は抜かれ,そのあとに,麦,陸稲,いも類な 

どが栽培された。

また,蚕種業者も「蚕種組合」のもとに統 

合され,これまでの個人営業時代に完全な終 

止符を打った。

戦後養蚕業も復活したかに見えたが,昭和 

27年頃から島村の農家経営は再び大きく 

変った。野菜栽培に大きく転向していったの 

である。ねぎ,ほうれんそう,長いも,セロ 

リ,アスパラ等の栽培が盛んになった。特に, 

以前,蚕の本場とうたわれた,利根川南岸の 

農家で野菜栽培に適する畑をもっている人た 

ちが転向した。桑園は著しく変ぼうし,野菜 

栽培用のビニールハウスなどが目立つように 

なった。養蚕は急速に減少した。

しかし,野菜に適さない畑を比較的多く 

持っている利根川北岸の農家たちは,南岸よ 

りも比較的多く養蚕を営んでいるのが,現在 

の姿である。

「南岸の野菜づくりに対抗していくために 

は,養蚕に対する設備投資を,もっとしなけ 

れば…」と北岸の養蚕家は言っている。最近 

「稚蚕協同飼育所」も設立された。

新地島村蚕の本場よ

わしも行きたや桑摘みに

と唱われた時代も,遠くに過ぎ去った感じで 

ある。昭和45年には蚕種組合もr島村蚕種株 

式会社」と改称され,現,田島弥平氏が社長 

となって,蚕種製造の営みを続けている。し 

かし,蚕種製造用の繭を作るまでの蚕を飼育 

する家(タネコ)が島村内には1,2軒ほどの 

みに減ってしまっている。県内では玉村地方 

にこのタネコが多くあるが,遠く,福島県, 

長野県からも,この繭を仕入れ,蚕種製造を 

続けているのが現状である。

(18)笠懸村西鹿田

西鹿田は,畑が全体の7割,田が3割程度 

である。今までは,畑には陸稲,サツマイモ, 

サトイモ,野菜などを作っていた。現在では, 

畑のうちの9割が桑園である。戦前よりも現 

在のほうが蚕はさかんになった。水田にも, 

少しではあるが,桑を植えはじめたほどであ 

る。

西鹿田は全部で230戸ぐらいあり,うち 

180戸ぐらいが農家である。そのうち9割ぐ 

らいが養蚕農家である。ことしの秋蚕は1戸 

あたり平均70 gぐらいのはきたてである。最 

高は130 g。春蚕は平均60 g ,最高150 gで 

ある。戦前も大体同じぐらいはきたてたが, 

とれだかは,今より少なかった。

ずっと以前は,みそ汁と晩秋蚕はあたりっ 

こないとまで言われた。

ここは,昔から養蚕で食ってきたところ 

であったので,蚕がはずれれば困った。コメ 

は自給自足程度,いく分売りに出す程度で 

あった〇

西鹿田は,養蚕による収入が全体の6割ぐ 

らいを占める。ここは,山田郡福岡村の塩原 

とか穴原(現在大間々町に属す)についでの 

養蚕地帯である。

養蚕は女衆が中心になってやった。

また,この辺の若い人たちは,以前は蚕日 

傭として,だんだん北の地域へかせぎに行き, 

しまいには越後へぬけたという。

西鹿田では,畑が全耕地の8割以上であり, 

蚕による収入が,全収入の8割以上になって 

いる。むら内で最高のはきたてをする家では, 

年間で300貫ぐらいの収繭がある。この家は 

とびぬけて多いが,そのつぎは200貫ぐらい 

の収穫がある。80戸のうち,半分ぐらいは, 

200貫ほどの収穫をしている。

蚕の収入のほかは,12月から4月ぐらいま 

では出かせぎに行っている。最近は,ハウス 

にある野菜の栽培をするものもでてきて,こ 

ういう家では養蚕をしない。

ここでは年に4回はきたてる家が多いが, 

なかには,年に5〜6回はきたてる家もある。



年に5回の場合は,春蚕を5月のはじめには 

きたて,その途中15日おくれぐらいに晩春蚕 

をはきたてる。そのつぎには,6月25日に夏 

蚕をはき,そのあと初秋蚕を7月28日にはき 

たてる。最後に晩秋蚕を8月30日にはきたて 

る〇

年に6回はきたてをする家の場合には,晩 

秋蚕の途中9月5日ごろに晩々秋蚕をはきた 

てるのである。

このようにはきたての回数を多くしたの 

は,労力関係のことが主な理由となっている。 

昔は手伝いにきてくれた人たちがいたが, 

現在では,人手もなく,自分の家だけでやら 

ねばならない。そこで一年の収穫の総計はあ 

まり変えないで,労力をうまく配分してやろ 

うというので,このように回数を多くしたも 

のである。

西鹿田の全戸数は約200戸,そのうち稚蚕 

飼育所を利用している組合員は80戸ばかり 

であったが,現在は,10戸脱退して,70戸と 

なっている。

(19)新田町花香塚

花香塚は四周に田畑をめぐらした平地の農 

村である。戸数120戸。田畑耕作,養蚕が主 

な仕事であったが,最近では養蚕を営む家が 

減少,その掃立量も少なくなった。

春蚕(昭.46)の場合,養蚕をした家は約 

40戸,掃立量は90 gの家が最高で,1,2軒 

であった。他は10 g〜20 g程度の家もかな 

りあり,養蚕は小遣いかせぎ程度の副業的な 

存在になってきた。

以前は平均して,掃立量も多く,村のかな 

りの収入源となっていた。

また,若い者が親のあとをついで養蚕をす 

る家が殆んどない。子どもたちは成人すると, 

皆会社,工場等へ勤めに行っている。

昔から蚕仕事の従事者は村内だけで間に合 

い,他村から頼むことはしなかった。むしろ, 

境町平塚等,他村へ手伝いに行ったという。

もともと,養蚕一本で生計をたてている家 

は少なく,田畑耕作も併せて営んできた村で 

ある。しかし,水田も以前は二毛作であった 

が,今は稲作だけで麦は作らない。麦を作る 

より,会社,工場に勤めた方がよいというの 

が,村全体の若い者の考えであり傾向である。 

養蚕場も居宅兼用の家が多く,昔から別棟 

の蚕室を持っている家は少ない。最近,電気 

による保温施設を持った蚕室を作った家が 

1,2軒できたが,特別な家といえよう。

また,昔から蚕種製造をした家はなかった 

ようである。また蚕種を催青させる段階から 

仕事をはじめる家もなかった。ケゴの状態で 

購入していたようである。

また,稚蚕共同飼育場がない。これは同施 

設の設置の必要性をそう切実に感じない条件 

のもとに養蚕が営なまれていたためであろ 

う。

多年の養蚕生活の経験の中から生まれたと 

思われることばが,今でも使われているのが 

特に目立った〇小さい桑の葉のことをrお茶っ 

ぱ」。くず桑のことを「ジャミッパ」,葉が今 

開くところを「カラスッパ」と呼んでいる等 

その一例である。また,「秋蚕はズが三匹でた 

ら上げろ」。はやめに上げることを「ワカアゲ」 

等,こうしたことばが話者からたびたび聞か 

れた。これは前年調査した島村地区では聞か 

れなかったことばである。蚕種をとるための 

養蚕をして来た島村地区とのちがいであろう 

か〇蚕種をとるための養蚕では「ワカアゲ」 

もしなかったし,また「ジャミッぱ」も問題 

にならなかったのかもしれない。

とにかく,花香塚の現況では,将来,後継 

者を求めるのに困難となることが予想され 

る〇

(20)大間々町小平

養蚕戸数は,戦前は全戸数の半分ぐらいで 

あったが,現在は三分の一ぐらいになってい 

る。小平は耕地のうち8割ぐらいが畑で2割 

が田で,コメは自家用が主となっている。

養蚕組合は,現在小平南部,茂木,小平東 

部の三組合に分かれている。

春蚕は気温の関係で少ない。初秋蚕の方が 

多い〇

戦前は,50 gぐらいはきたてるのがふつう



であり,多い家で100 Sぐらいのはきたてで 

あった。小平は,生計の7割ぐらいを養蚕で 

まかなっていた。ここは,いわば養蚕地帯で 

あった。現在は養蚕をしているのは,年寄が 

中心になっている。戦前には,6月ごろは,ど 

このうちでも養蚕代金の10円札とジャガイ 

モがあるといわれたほどであった〇昔は,養 

蚕を身上がけでやったものである。そのため 

に,家も大きく,五十(奥行5間,間口10間) 

の家がふつうと言われた。昔の方が,蚕が弱 

かったので,屋外飼育はしないで,家の中で 

飼っていた。.

現在では,小平のあたりでは,桑がもった 

いないから蚕をしようという程度である。 
もっと^^のほうへ行くと,今でも桑を仕立て 

て,一所懸命に養蚕をしようとしている。

戦争前までは,小平の狸原の80%以上の家 

で養蚕をしていた。大正の末ごろから,年3回 

養蚕をしたが,その前は,晩秋蚕をしなかっ 

た。その当時は,晩秋蚕は味噌汁といわれた。 

これはあたりっこなしということで,あまり 

収量がなかったことをいった。

養蚕がさかんであったのは,戦争前の昭和 

のはじめごろで,そのころはどこの家にも養 

蚕時にはヒョウトリを5, 6人やとっていた〇 

不況のころには,養蚕をしなければ現金収入 

がなかったので,農家では,養蚕をさかんに 

やるようになった。日華事変がはじまる前ま 

では,この地方では養蚕がさかんであった〇 

戦前,百貫ガイコをした家では,ヒョウトリ 

が10人ぐらいはいた〇ヒョウトリはどこから 

ともなく来たが,利根郡方面から多く来た。 

こちらの養蚕仕事が終ると,この地方の人た 

ちも,利根郡方面(花咲とか戸倉)へ,養蚕 

の出かせぎに行った。

瀬見では繭は売るのがH的であったが,糸 

にしても売った。

中部養蚕組合の地区では,繭はあらかた 

売った。大間々まで籠に入れて背負っていっ 

たり,車(リヤカーとか手など)にのせてもっ 

ていった。繭を出荷する時期になると,買い 

手がきて店を出していた。なかには村までま 

わってきたこともあった〇中マユまで買って 

いったものもあった。

クズマユは糸にして手織りにして自家用の 

着物にした家もあった。

クズマユは,女衆が自由に処分した〇売っ 

て,小遣いにした。

昔は春蚕が主で,身上がけでやった。秋蚕 

は桑が余ればやる程度であった。秋蚕を本格 

的にやるようになったのは桑を沢山植えてか 

らで,昭和のはじめのころであった。秋蚕は, 

あまり手間がかからないし,経費もかからな 

いので,道具のないうちでもやった。しかし, 

秋蚕の繭は安かった。

茂木では明治のはじめのころに,鹿沼治三 

郎と村田虎吉が栃木のほうへ繭を買いに行っ 

て,その繭でもうけたことがあった。村田は 

その金で蚕室をつくって,蚕を飼うように 

なった。ところが当時は,繭では売れずに糸 

にして売った。ここでとった繭だけでは不足 

したので,脇から繭を買ってきて,糸にして 

売ったものもあった。糸は背負って大間々の 

市(2,7が市日)へもっていって売り,帰り 

に米を買ってきた。桑の木に米をならすとい 

うので蚕をさかんにするようになった。

明治のはじめごろについで蚕をさかんに飼 

うようになったのは明治の末ごろであった。 

ここでは,蚕よりほかに金策の手段がなかっ 

たのである。

明治以前には,ここでは畑にこうぞを植え 

て,紙をすいていた。

茂木では,蚕がさかんだったのは明治40年 

代と大正の10年から12, 3年にかけてのころ 

と,昭和20年ごろであった。

秋蚕を飼いはじめたのは,今から70年ほど 

前(明治33年ごろ)からである。秋蚕を飼 

うために実生の桑をもってきて,山を掘って 

専用桑を植えた。当時は秋蚕をするものは貧 

乏するとまで言われ,秋蚕はあまりとれな 

かった。このころは,いい桑がなかったので, 

実生に接木して桑の改良が行なわれた。



二蚕 種

1蚕種の品種

〇 種類は二号又昔……大正末まで

小石丸……埼玉県よりきた。 

塩 原 又... 信州の種らしかった。

自家用種……交尾した蛾を集め卵を

産ませた(明治時代)

一般に信州ものが多くこの土地に適してい 

た。

日々交配

日支交配

日欧交配があった。

•明治時代は在来種であったから自家用に自 

分の家の蛾で種を取ってもよかった。何代で 

あっても繭にかわりがなかった。その種類は 

又昔,青熟,赤熟,又之昔など純粋の在来種 

であった。繭にくびれのある形であった。

一代交配種が出来てから,それをすると二 

代交配でもその在来種ができるのですぐばれ 

る〇

形が違ってくるので自家用はできなくなっ 

た。(大正中期頃。天神)

平付種紙(富士見村横室 大友農夫寿氏蔵) 

〇以前は在来種が多く,又昔(マタムカシ) 

なとは,どの種屋ももってt、た。ヒメコとい 

う真白できれし、な蚕もあったが,丈夫でよ 

かった〇カスリ蚕とI、うのもあった。黄繭種 

(コウケンシュ)とL、う黄色I、繭を作る蚕は 

強V、ので飼った時代がある。

交配種を飼うようになったのは,ずっと後 

で昭和初年になってからである。

.昔,黄色の繭を作るのがはやった。黄繭で 

蚕も丈夫でn方も余計とれたし,糸質もわる 

くなかった。糸の色は白くならなかった。現 

在はすっかり姿を消した。(川戸)

〇昔は蚕種や籾種等は寒いところのものがよ 

いと云われ,信州や奥州の種をMいた。秋買っ 

た蚕種はおくの間に吊るしておいた。タメ(月巴 

溜)が氷る様な寒い時は外へ出して暖めたり 

したものである。催青はしないでn然に孵化 

するのを待って飼った。その頃は養蚕は女の 

仕事であった。

その後は佐波郡の島村や勢多郡の南橋や富 

士見方面の蚕種が主として事立てられた。

在来種で塩原や亦昔というような品種だっ 

たが,大正末期に日支交雑種となった。はじ 

めはヒラヅケで後にワクセイになった。バラ 

ダネは昭和になってからである。

昔は在来といって日本種であった。その後 

日支,支欧と云った交配種となった。

一時黄繭種が多く wき立てられたことが 

あった。国蚕支七号x国蚕欧七号が黄繭であ 

った。日支交雑が多かった。(中郷)

〇蚕種には一化性と二化性があり,春蚕は一 

化性が用いられ,二化性は初秋蚕と晩秋蚕に

種紙(月夜野町氏俗資料館)



用いられた。地種は一化性で春蚕用が多ぐ 

初秋,晩秋蚕は信州種が大部分であった。 

(善地)

〇種は各人が選ぶ。例えば片倉工業の場合富 

岡,沼津,普及団(長野県)などあり,その 

他高知県の聖徳社,群是などがある〇

種は都道府県蚕業試験場や民間会社で作成

する。

春蚕は27種,夏,秋蚕は17種のわくがあっ 

てそれ以上は認めない,新種が出ると,旧来 

のものをその数だけ削ることになっている。 

記号は原種製造過程での分類である。 

今は個人で蚕種をうみつけるのは蚕糸業法 

違反となる。(南後箇)

〇以前は種は佐波郡が多かったが信州のは軽 

くてよい。総じて本W•産のは当らぬのが多か 

った。そして春蚕はイツカセイ(年に一度しか 

出ない)今はニカセイ(二度生える)もの〇 

栃木姑下都賀郡。群馬郡国府村からも来た。 

明治末〜大正初年(富岡市田島)

〇蚕種は高山社の又昔などが多かった。(下日 

野)

〇蚕種には大きく分けて越年種と不越年種の 

二つがある。(島村)

〇かいこの種にはいろいろあった。明治時代 

から大正,昭和のはじめにかけて,群馬より 

長野,福島産の蚕種のほうが多かった。群馬 

産の蚕種としては,高山社から買い入れたの 

が多かった。ほかに佐波郡島村の田島の蚕 

種もつかった。昭和になってからは前橋の塩 

原の種をつかうようになった。

蚕種は鍾乳洞の中とか,土蔵(土蔵のないう 

ちは,土蔵のある家に頼んだ)の中で保存した。 

蚕種の型は,ヒラヅケというのが明治のは 

じめから中ごろまで,ワクヅケというのが明 

治の中ごろから大正のころまで,大正になっ 

てからはバラダネという型になった。

蚕種は奥州のもの,佐波郡島村のもの,信 

州のものなどを使っていた。昔は家ごとに種 

屋と取引きをしていた。それがうまくいかな 

かったので,共同飼育にするようになった(組 

で統一して蚕種を購入するようになったの 

は,昭和のはじめごろである)。

狸原では,5〇〜60年ほど前には,佐波郡島 

村の橋本春三郎,田島かし郎という種屋の種 

を買っていた。当時は種屋の手代が蚕種を背 

負ってきて売り歩いた。秋蚕がすむと,つぎ 

の蚕の種の注文をとって歩いた。当時は蚕の 

上手な人がいなかったので,蚕がはずれると, 

種屋を代えたものである。

.当時は秋に種屋の手代のものがやってき 

て,蚕種の売りこみをした。蚕種は秋に翌年 

の春蚕の分を買い,保存しておいた。蚕種の 

保存は,風穴を利用した家もあったが,多く 

はたんすとか,長持などの温度の低いところ 

を利用した。(小平)

〇原種のときは,自家製のタネをとって掃立 

てるのを蚕業とりしまり法に違反したが大正 

四,五年ごろまでやった。.

明治時代日本産

大正時代支那産

昭和初期欧州産

蚕種は田口,半田,横室,原の各村から主 

に来た。自家用で産ませる人もあった。 

ハルゴ(春蚕)は在来で,昔から共進社？ 

のシラタマというのを飼っていた。

大正3年ぐらいにアカジクという名の蛾が 

交配によいというので値がでて,そこから交 

配がさかんになった。

大正7, 8年から10年ころは,アストリー 

キンコーというのを飼った。蚕の虫はでかく 

て,まゆは小さく,日数はうんと食って13日 

ぐらいで,ふんずぶってもつぶれねえぐれえ 

の固いまゆをつくった。

それから多化性になった。そのころは、品 

種は進んでも飼育技術がともなわなかった。

(北橘村)

〇昔のたねは、ワク製のもので,28カケとい 

い,ワク製1枚に28匹の虫ifiを入れ,竹のわっ 

ぱの中に1匹ずつ入れてその中にたね(たま 

ご)を生ませたものだった。

次にヒラダネが出て,ボール紙のうすい半 

紙大の紙一ぱいに50蛾ぐらいに生ませたも 

のだった。(白沢村)



2 蚕種の変遷

〇蚕種は最初の頃はヒラヅヶで種紙にタネ 

(蚕種)がいっさんに植っていた。50ワズヶ 

と100ワヅゲとあって総体にタネがっいてい 

た。ワクセイは28ワズヶになっていた。普通 

ワクセイで10枚くらいにはいていた。

蚕種はもとはヒラヅヶだったが,昭和8 
〜9年頃からワクセイになり,28のワクに分 

けて蚕種を産みっけるようになった。現在は 

バラダネで10 gが1箱に入っている。蚕種の 

種類は戦争中に統制されて一括してきた。農 

協で扱うようになってから,品種はわからな 

くなった。10年ほど前から共同飼育になっ 

て,全部共同になったので品種のことは心配 

しなくなり,わからないのである。(川戸) 

〇ヒラヅヶ種紙のベターめんに卵をうみっ 

けさせたものでこれにも厚い, 

薄いがあった。明治年代はこれ 

だった。

ワクセイ28蛾にうみっけさせた。種紙を 

28の枠に区ぎり,この一^一^□ 

に円形に卵をうみっけさせた。 

大正7年ごろから,ヒラヅヶよ 

りワクセイに変ったという。 

/ギリヨウ(蛾量か) 卵の一粒一粒になっ 

ているバラを箱に入れたもの 

で,昭和15年ごろからという。 

(中山) 

〇蚕種は次のように変遷した。

平づけ4わく製平づけ(1〇年ぐらいつづ 

いた)…バラ(2万粒)(苗が島)

〇古くは平づけといって種紙いっぱいについ 

たものである。

枠づけは大正から昭和初年までで,丸い 

枠の中に蛾を入れて産卵させたものである。 

バラ種は昭和10年代に入ってきた。袋に 

入ったもので,gが書いてある。目方をはかっ 

て種を売買したのである。(善地) 

〇蚕種を紙全体に産ませたものをヒラヅケと 

いう。ワクを作って産ませるのをワク製とい 

う。初めはヒラヅケが多かった。(明治末〜大正) 

(大仁田)

〇明治のころはヒラヅケ,大正に入ってワク 

ヅケとなった。昭和になってからバラであっ 

た〇大正になっても,むかしもんはヒラヅケ 

をはいていた。

ワクヅケはワクセイともいい,一枚の種紙 

に28の枠が作ってあった。1枚10 gぐらい 

で,当時5貫匁ぐらいとると上手といわれた。 

ヒラヅケの場合も大体同じくらいの取れ高で 

あった〇

バラの場合は,半帖じきぐらいの紙にのり 

がぬってあった。それを,水と空気が同じ温 

度のときにブラシ(やわらかい毛のブラシ) 

を使って落してはきたてた。(西鹿田)

3 蚕種の製造所

〇雌雄鑑別法 繭の重さできめた。雌が軽く 

雄は重い。品評会には選別して出すと雄の方 

が多かった。

種付け 近所の女衆を頼んで行った。10人位 

頼んだ。(天神)

〇養蚕では第一に種によるといわれ,厂1種, 

2桑,3飼育」だとされていた。

自家用の種も作ったがあまりよくなかっ 

た。上簇前になると黒くなって死んでしまっ 

た,多少はまゆを作ったがよいものではな 

かった。(東峯須川)

〇蚕種は「ワクセイ」と「ヒラヅケ」とあり 

種紙の上にワクを置いてヒル蛾に卵を生ませ 

たものとべター面に卵を生ませたものと*あっ 

た。タネは少しはいて繭を余計とるのが上手 

だったが,昔は3度に1度くらいはやりそこ 

なった。とくに晩秋蚕ははずし易くて,1年 

おきくらいにはずしたことがある。(川戸) 

〇村に中野文治郎という.タネヤがあってその 

蚕種を祕き立てた者もあるが,以前は主とし



て佐波郡の小林多一郎の種が多かった。

現在は,出荷する製糸家.と特約する蚕種家 

のものを養蚕組合で一定して掃き立ててい 

る。(中郷)

〇この横室を含む,富士見村の地区は養蚕の 

盛んな土地で蚕種もその製造家が多く,全村 

で多少の消長はあったが,14戸〜15戸の蚕種 

家があった。小見半平,古屋清太郎,桑島定 

助,大友啓次郎等の諸氏がその内でも大き 

かったがこの中の大友啓次郎(常見)氏はこ 

の横室である。他の三氏及び他の多くは東隣 

の原之郷の人々である。戦時中これらは統合 

せられて了った。戦後復員した大友氏はすぐ 

西隣である田口(前橋市に合併し田口町と 

なった)の塩原佐平氏と事業合同をした。桑 

島氏も塩原氏と合同した。古屋清太郎氏と品 

川源八氏は群是蚕種と協同組合を組織した。

横室の農家では,かく近隣に種家があった 

から古来,自分の好む処に従って,近くの種 

家から蚕種を取っていた。

蚕種製造家をタネヤと呼んだ。昔は信州か 

奥州のタネを掃きたてた。ほかに自家製の夕 

ネを掃きたてたらしい。蚕卵を産みつける紙 

をタネガミという。これは厚い丈夫な和紙で 

信州や埼玉から買った。丈夫な紙なので小学 

生の画用紙入れやハタオリの際のオマキ等に 

利用された。二十八蛾のワクセイの前はヒラ 

ヅケであった。その頃の蚕品種は「亦昔」,「又 

昔」であった。前者をアカマタ,後者はフン 

バリマタと呼ばれたという。

タネガミに蚕卵を産ませる作業をタネキリ 

という。ひらづけの当時は養蚕家はタネヤへ 

手伝いに行った。

タネガミに各自の名前を書きつけておき自 

分で産卵の世話をしたのである。欲のふかい 

者は規定以上の蛾をたけて産卵させたものも 

あったという。又大きな蛾を選んで産卵させ 

るものもあった。ところが大きな蛾は産卵数 

は少いことを知らぬ素人のあさはかな考えで 

あった。タネキリがすむと御馳走になって 

Wった。勿論各の名前の書かれたタネガミ 

の種を掃きたてたのである。

以上の名前を書き入れた蚕種のことを「ナ

イレ」と言った〇 (横室)

ガリンと大紙(渋川市大竜社)

繭切開機(前橋市 塩原佐平氏蔵)

種紙保存枠(前橋市塩原佐平氏蔵)

〇蚕種はこの村で造ったものとよその土地で 

製造したものとに分類できる。

古いころから福島県伊達郡の丹治梅吉の 

「赤熟」,「伊達錦」,「白露」等が入ったし, 

明治43年には「伯州亦昔」等も来た。また長 

野県から来たものは二化性の生種であった。

県内では塩原蚕糸(前橋市田口町)の「亦



昔」も多かったし,島村の田島さんは「今又」 

を出した。ほかにもこれ等の蚕種を出した種 

屋があった。

苗が島で蚕種を出したのも古い。明治期に 

すでに前原甚太郎が蚕種製造販売を始めた。 

その子勝馬は大正7年に至誠館を創立して 

広く製造販売した。以後前原盤根にひきつが 

れた。昭和18年に至って戦時下の企業統制で 

刀川施設共同組合に併合された。戦後は復活 

しなかった。

至誠館時代の蚕種の銘がらは「赤錦」とか 

「銀生」等であった。黄繭は昭和の初年には 

終ってしまったが「支7号x欧11〇号」が代 

表的なものであった。

至誠館の種は勢多全域,邑楽郡は佐貫村, 

新田郡は宝泉村,利根郡の一部等に多く出し 

た。また碓氷社,群馬社等にも出した。最高 

1万5〜6千枚(1枚に12 gづけ)も出して塩 

原さんより多い時もあった。そのように需要 

が多かったので,分場を2軒出したがいずれ 

も分家である。

以上のほかに蚕種製造には群馬社の分場と 

して前原政治が当り,ほかに石橋鍋十郎が対 

嶽館を経営した。対嶽館は大正5〜6年の2年 

間であったという。

種屋はスガラがもうかればよいといった。 

/スガラとは蛾が出たあとの繭である。(苗ガ 

島)

〇蚕種を製造して販売する家はなかった。し 

かし,古くは地種と称し自分の家で種をきっ 

て,自家用の一部にあてた人もある。(善地)

昔の繭(宮城村苗ガ島,前原曠氏蔵)

蚕種におした印章

(明治初年)(苗ガ島,前原曠氏蔵) 

〇現在は全ぐ蚕種製造はしていない。古くは 

自家用のものは繭から自然に発生してくる蛾 

(ヒ—ロと呼ぶ)により,厚紙にベタ付けで 

産ませていた。

その後江戸末期には奥羽種,信州種が入り, 

地元でも住谷勝造を中心とした蚕種製造業を 

するものもでてきた。明治後期までが最もさ 

かんに蚕種製造をしていた時代で文久三年の 

記録によると,蚕種紙一枚につき冥加金125 
文上納(奥州種衰微期)にきまり,住谷勝蔵, 

同伍兵衛等が上納金を納めたのに対し,同じ 

東国分の住谷藤三郎が冥加金を納めないため 

百両の違約金を要求されているから,当時す 

でにそれほど多量の蚕種をこの地方で製造し 

ていたことがわかる。

明治に入ると,小農の家でもさかんに蚕種 

を製造し,この地方には何百軒というほど蚕 

種製造家がでたが,明治19年以来蚕種の検査 

が厳しくなり小農の家ではその設備資金がな 

くほとんど潰れて止めてしまった。それでも, 

東国分は資力のある家が多く ,大正2年の「大 

日本蚕業家名鑑」に蚕種製造者として記され 

た人名が15人ほどある。また、明治43年の 

「群馬W蚕業家名鑑」にはつぎの人々と蚕種 

の種類が記されている。

住谷董三郎東国分

春(又昔,白玉,白姫,外試験品種数種

ァリ)

住谷久次郎東国分 同

住谷友太東国分



春(白玉,又昔)

住谷孝三郎東国分

春(又昔,白玉,白姫)

風穴種(白姫,白鶏)

塚田平八郎東国分

春(又昔,伊達錦,白姫,白玉)

風穴種(五大州,白鶏)

塚田源十郎東国分

春(又昔,白姫,白玉)

風穴種(国一,飛白)

塚田貞次郎東国分

春(又昔,伊達錦,白姫,金城又昔)

塚田倉次郎東国分

春(白姫,又昔,白玉)

蚕種製造がさかんであった話としてこんな 

話も語り伝えられている。

厂むかしは蚕種を売りに馬に種紙をつけて 

各地の市を売り歩いた。特に秩父地方が得意 

先であり家へ帰ってくるときは,穴開き銭を 

队にいっぱい入れて馬の背につけて帰って 

きた」という。また「住谷伍兵衛が安政2年 

に秋蚕の種をもって秩父の皆野の宿へ泊った 

ら強盗が押入り渡り合って,賊の手をしたた 

か切って追い返した。翌年も蚕種をもって皆 

野へきていたので賊の仕返しを宿で心配して 

いた」という。当時は相当遠くまで売りにい 

ったようである。

その後蚕種の検査が厳しくなり昭和11年 

には4名程度になった。その後昭和19年の企 

業整備で全部廃業した。

明治19年調査の春蚕検査表から東国分で 

製造していた蚕種の種類を列挙すると次のと 

おりである。

住谷勝造姫蚕小石丸白紋

住谷弥次平姫蚕小石丸白紋

住谷捨五郎姫蚕金巣

住谷次平姫蚕白紋金巣

住谷久次郎姫蚕銀白

住谷市太青白白糸太姫蚕掛合 

金丸

住谷芳三郎白糸太白紋青白 

福田泰三郎姫蚕小石丸

塚田長次郎 姫蚕 小石丸 黄童子

住谷浅次郎姫蚕白紋

住谷林次郎姫蚕白銀

以上n軒で姫蚕白紋小石丸などが多 

く製造されていた。

上繭を切り蛾をたくさん発生させ,雌を選 

んで種紙の上にのせる。

種紙は厚紙に薄い和紙をはり合わせたもの 

で右側に品種名や製造者名が記されていた。 

種紙に蛾をのせるときは,直径5 cmほどの 

丸枠を並べその中に蛾を入れて産卵させた。 

その後平付け(ヒラヅケ)というのがはじまり 

昭和1〇年代には丸枠から大きな繭形や種紙 

全面に蚕卵させる方法がとられ,平付け100 
蛾とまでいわれていたが次第に蛾の産卵量も 

増してきたので,昭和になってからの平付け 

は33〜35蛾が普通であった。

一般の養蚕家が蚕種を製造しなくなった明 

治中期から専業的になり,軒数は減少したが 

製造量は大正初年までは可成り多く,多い家 

は1000枚以上も製造した。(東国分) 

〇ワクセー 半紙1枚に卵を生みつけた〇 (倉 

渕村権田)

〇明治初年ころは自分の家で蚕種を.キッタの 

もあったがこの場合には,冬の貯蔵が不都合 

だったという。

明治の末ころには蚕の種屋は近いところに 

もいくつかあって,安中市の中でも中野谷に 

近いものは大竹の池田に柳沢,下磯部の香場, 

ここでは氷蔵に貯蔵。新井の清水次郎蔵,上 

間に田鰻橋に,松井田町でも西横野地区に2 

軒あった。

タネ紙という紙に一面に生みつけさせたも 

のが次第に1枚27蛾というようになった。 

(中野谷)

〇タネ屋は統制前までは松井田町内にも数軒 

あった〇

上増田 萩原和七さん

九十九赤坂 田中伝さん

ッ高梨子 藤巻某

下増田赤坂 中沢信太郎さん

大正年間くらいまでそれぞれの家でタネを 

きった〇

ひらづけ 明治時代は,蚕種を紙に生ませ



たが紙全体にまゆ型に生みつけさせた。

枠 製 大正年間には,欧州ものの黄繭 

種で虫が大きく収繭量が出た。

茶のみ茶わんくらいの大きさに生みつけさ 

せ28蛾くらいだった。

昭和になってからは白繭種で日支交配種に 

なった。(土塩)

〇この部落には種屋さんはない。

ヒラッケは台紙に一面に卵を産みつける。 

ワクセイは28のワクの中に蛾のヒイロを 

入れて卵を産みつける。

バラ種はその後のことで種箱にバラバラに 

産みつける。'今のは皆バラ種である(大仁田) 

〇ヒヤクヅケ 百匹の蛾が生んだ種紙,これ 

から十貫とれれば当り前。たいがいのうちは 

十何枚か掃いた。(塩沢)

〇明治の初年頃から,昭和15年まで蚕種の製 

造は各自宅で,つまり個人個人でやっていた。 

特に明治初年景気のよかった時代には,村の 

大半の家が蚕種製造を営んでいた。

その中でも小規模にやる家は,製造の全過 

程を自宅でやっていた。また,大規模にやっ 

ていた家は繭を作る過程まで適当な家に頼ん 

でやってもらい,その繭をひきとって自宅で 

タネを製造した。繭を作る過程までやる家を 

「適地分場」または「適地分場地」とかいっ 

丁いた。

戦時中(昭.16)統制があり一定のグラム 

以上の蚕種製造は許されなくなったので,島 

村地区全体の業者が合同し,組合を作って蚕 

種の製造をはじめた。

現在島村蚕種株式会社を作り製造をしてい 

る。まえに述べた適地分場(下受けの家)は 

島村の内では今は5軒ほどきりない。県内で 

は,佐波郡玉村町(33軒),邑楽郡富永村(36 
軒)などに下受けをたのんでいる。また長野 

県,福島県からも蚕種を作るための繭を搬入 

している。

種紙(タネガミ)とは蚕卵を附着させた紙 

のことである〇蚕卵の附着のさせ方によって 

その呼び名も次のように異なる。

ワクヅケー定の枠の中で蛾に卵を生ませ 

たもの〇「一蛾撰」(イチガセン)ともいう。

これは28頭の蛾に卵を生ませた種紙のこ 

とである。現在では,これは原蚕種に限られ 

ている。原蚕種は蚕種をとるために使われて 

いる。

ヒラヅケ ー枚の紙にベタに卵を生ませた 

ものである。小判形に生ませる時もある。

島村勧業会社定款表紙

(田島弥平氏蔵)

現在の蚕卵紙(一種の平づけ)

(田島弥平氏蔵)

マユ切り作業



切られたマユ

最近では種紙から催青させる方法はあまり 

とらなくなった(一般養蚕家の場合)。蛾の生 

んだ卵が紙に附着したものを落して箱の中に 

つめる。これをバラダネといい,種を落す仕 

事のことをタネオトシといった。今では会社

(島村蚕種)でやっているが,個人で蚕種製 

造をしていた頃,嫁の仕事だった。この時ば 

かりは嫁も大事にされた。奥の間に引き込ん 

で仕事した。子供さえ近よらせなかったので 

本当に嫁として気楽な時間だった。だから早 

く仕事をすませて自分の好きな仕事をやった 

ものだった。(島村)

〇七年前からタネス(採卵用の原種飼育)を 

しているが,富岡の片倉のタネをやっている。 

消毒とか,手入れに手間がかかり飼いづらい 

が,ふつうの糸繭よりも五割高くらいのねだ 

んなので入牧中でも一〇軒以上飼っている。 

日本種と支那種を飼わせ,雌雄の_別もする。 

(松井田町)

4 蚕種の販売経路

〇種屋(利根,沼田地方の蚕種屋,g家販売) 

月夜野町(旧桃野村上組) 原氏

沼田市川田町(旧川田村) 勝又氏

沼田市川田町(旧川田村) 宮下氏

沼田市川田町(旧川田村) 大竹氏

白沢村高平 小野氏

久呂保(昭和村) 中島氏

沼田市(旧沼田町) 松井氏

川場村 星野氏

(大正元年より大正12,13年まで経営した) 

川場村星野氏の場合(星野求女氏先代)

蚕種は免許制であった 年間1,000枚(枠 

製)だった。(秘密飼育法)販売は富岡市の 

小幡に送ったあとは近村で片品村,東村(現 

利根村),白沢村,沼田町(現沼田市),川場 

村一円であった。

前橋市国分,南橘村,佐波郡島村より持っ 

て来た。富山の薬売のように各家に置いてゆ 

き「掃いてみて下さい」と言ってゆき,養蚕 

の終ったころ集金に来た。置きにくる時期は 

10月〜11月頃が多かった。

月夜野町原氏,外勝又氏,宮下氏,大竹氏 

は大正末期に沼田市に蚕種共同販売所を設け 

たが,3, 4年で廃止となった。(天神)

〇埼玉県大島石川政四郎氏が種を売りに来

た。代って大正14年まで弟が持って来た。 

長野県馬場忠造氏が種を持って来た。 

県内では,勢多郡の高橋某が塩原又昔とい 

う品種を売りに来た。

その他としては大正14年から昭和4年ま 

で組合として秋田県よりの種を用いた〇

昭和7 • 8年頃までは,土地の種屋が注文 

をとって遠くから買って来て売った。その土 

地の種屋は川田の青木豊彰,須川宿の梅沢卓 

男,吾妻郡尻高のこまさんという人がいた〇 

「妻恋種」といい大正4〜5年頃まで吾妻 

から売りに来た。

新治村入須川 林喜重氏,月夜野町小川の 

種屋が売りに来た。(東峯須川)

〇蚕種の製造家を種屋と呼び,前橋に種屋が 

あった。晩秋蚕は前橋市田ロの塩原種屋から 

よくとった。佐波郡島村(現境町)田島弥平 

からタネをとったこともある。中之条町伊勢 

町にも蚕種屋があった。

昔は蚕種を信州から背負って種屋が持って 

きた。大正時代になってから,県内産の蚕種 

が出回るようになった。佐波郡島村田島氏や 

勢多郡猫の都丸氏,中之条町伊勢町蚕種業者 

などからとったが,晩秋蚕の種は信州が多 

かった。



蚕種は各自が直接種屋に注文してとった。 

蚕種は亀十氏の土蔵の中に吊っておいた。蚕 

がはずれると,すぐ蚕種をとりにいくので1 
蚕に3回も種屋へ通ったことがある。蚕がは 

ずれると種屋が集金にきても金を払わないこ 

ともあった。

昔は種屋(蚕種業者)が信州から直接でか 

けて来て,蚕種を売った。仲買人も中之条町 

伊勢町にいた。家によって品種は違っていた。 

飼っているものがコシャリ(白キョウ蚕) 

になると,種屋から新しい種を買ってきて, 

すぐ改めて始めた。タネが青んだものを買っ 

てくれば翌'日には掃き立てることもできた。 

また出ている蚕を買ってきた。種屋が催青ま 

でしていたのである。(川戸)

〇明治30年ころは信州上田の島川の種,越後 

は不明だが,両所の種が入っていたという。 

大正年代は上記の種に埼玉(不明)の種が加 

わり,昭和になって島村の種,前橋市の塩原 

のが来た。これらの古いころは販売者が売り 

込みに来たが,それぞれの種屋で働いている 

人員で少し気のきいたのが廻ってきたらしい 

という。

土地では中山の中の判形に後藤滝次郎氏 

(故人)が明治ごろから大正年代にかけて種 

をきったことがある。この場合春蚕の種は全 

/然せず,夏,秋蚕,晩秋蚕の種をやった。そ 

して吾妻郡各地に出したらしいが,すでにそ 

の用具は散逸し,当時の伝承はその家(現九 

右衛門氏82才)でも聞き得なかった。

養蚕組合ができたのは昭和10年ごろとい 

う。そのころから養蚕組合によって種が配ら 

れた。戦前からしだいに統制になって,その 

くろから中之条町伊勢町の光山社が種を配 

り,繭の出荷もそこにするようになった。(中 

山)

〇蚕種販売は現在では団体取引になって蚕種 

家と村農業協同組合との間で取引されてい 

る〇

以前は蚕種家はいろいろな手段で蚕種を販 

売していた。その主なものを次に列記する。 

直接販売 蚕種家が直接養蚕家に蚕種を販 

売する方法である。最も古くから行われ,最 

近まで行われていた。勿論蚕種家にはそれぞ 

れ短期及び長期の販売員が居た。

養蚕組合販売養蚕組合を対象として蚕種 

を販売する方法で,養蚕組合の拡充に比例し 

て漸次この型式に移行した。

世話人を通じての販売部落又は村単位一 

地方単位に居た顔役を通じて売る方法で蚕種 

家は顔役に対して,その販売数量に応じたお 

礼をしたものであった。

販売人を通じての販売 他に職業を持って 

いてその余暇に特定又は不特定の蚕種家の蚕 

種を販売した。一定の率を定めて蚕種家から 

利潤を得ていた。

仲買人 主な都市に店舖を構えそれぞれの 

時期に蚕種の販売をした。冷蔵庫を経営しな 

がら蚕種販売を行ったもの,,或いは他に商売 

をやりながら蚕種を取り扱ったものが多く, 

蚕種販売を専業として行った者は僅かであっ 

た。蚕種家によっては残蚕種の処分にこうい 

う人を利用した者もあった。

製糸家と提携しての販売 製糸家と提携し 

て製糸の取引先である特約組合に対して製糸 

指定蚕種として販売した方法である。この方 

法は相当に広い範囲に又大量に取引された時 

代(昭和前期)があった。

横室の農家では近隣に種屋があったから古 

来自分の好む処に従って近くの種屋から蚕種 

をとっていた〇従って蚕種の経路という格別 

なものはない。

これに対し各蚕種製造家の販売経路は各 

家々に得意先があり,一定して居らなかった。 

又,養蚕家自身も必らずしも堅く同一の種屋 

ばかりからとっていたわけではない。大体は 

定まっていたがかなりの出入があるのが常で 

あった。大友常見氏の販売例を見ると大体勢 

多郡であるが,その他群馬郡,多野郡等に特 

別の顧客があった。(横室)

〇近くでは箕輪の戸塚五郎作氏や富岡(現箕 

郷町)の高橋嘉喜太郎氏が蚕種を製造販売し 

ていたので,これらは地種と称していた。 

県内の遠方では,高崎浜尻の湯浅氏の種や 

東国分の住谷氏の種,前橋市田ロの塩原氏, 

碓氷郡松井田二軒茶屋の桑原氏の種などが,



昭和のはじめ頃までは入っていた。

県外蚕種では信州ものが多かった。半分位 

は信州種で信州種の方がよく当った。

信州種は仲買人が取扱った。仲買人は農家 

から注文をとり,自分で信州の種屋へ行って 

繭切りをしてきた。よい種をもって来ないと 

種金が正当にとれないこともあるので本気で 

よい種を持ってきてくれた。

児玉から木村九蔵の児玉社からも来た。 

最近の購入法 共同で群是などから掃立の 

日に持参して来るようになった。(善地) 

〇販路は古くは市日などに売りに出たりした 

が次第に固定化して取弓Iきがおこなわれるよ 

うになり、住谷修氏所蔵の「蚕種引附帳」に 

よりその分布を記してみる。なおその製造の 

盛衰もこれにより若干知ることができるので 

総枚数も掲げておく,

明治12年総数183枚
販売先

東国分10軒塚田4軒
西国分2軒総社1軒元総社3軒 

棟 高3軒 三ッ寺2軒 三ッ星2軒 

山王2軒足門2軒正観寺1軒 

観音寺1軒田 ロ 2軒和田山3軒 

昭治13年5月192枚
東国分12西国分3 引間1
塚田8 後疋間6 三ッ寺6
島羽2 正観寺2 山王1
惣社1元総社7 稲荷台1
福島6 中泉1井野4
北下3 長岡1青梨子2
足門3 行力2 横室3
前橋2 駒形1村上1(小野上村) 

下豊岡1
昭治13年8月155枚

東国分1 西国分1 塚田3 冷水1 
引間1前原1上青梨子1足門1 
観音寺1三ッ寺1棟高1小野子1 
郷原(吾妻)1 中之条3 村上4 .市 

城2青山(吾妻)1藤岡1不動堂 

1日野11浄法寺4 高山1譲り 

原1宇塩1保美濃山1犬目1坂 

原1

昭治14年5月212枚
東国分14塚田10北原1引間4 
後引間5上青子1柏木沢2大屋数 

1総社1元総社6 駒形1三ッ寺

5 福島3 中泉5 和田山1小八木 

1正観寺9 中尾4 小野子2 村上

9 横室4 藤岡1日野4 浄法寺4 
譲り原1宇塩1

明治14年9月145枚
東国分6 西国分1 塚田6 北原1 
引間3 柏木沢1 大屋敷1 内藤分1 
田口1観音寺2 三ッ寺1中泉4 
和田山2 正観寺13

明治15年4月73枚
塚田9 引間3 新井1元惣社1鳥 

羽3 駒形1足門1三ッ寺8 棟高 

1正観寺4 横室2
明治15年9月124枚

東国分6塚田8引間2 後疋間2 
新井1元惣社4 鳥羽1駒形1足 

門1三ッ寺5 棟高1福島2 中泉 

1小八木1正観寺7横室2 藤岡 

1日野1浄法寺5 保美濃山7 犬 

目2 前間2 根小屋1下和田1 
明治16年4月341枚

東国分25西国分1 塚田14引間2 
後疋間12前原1 上青梨子2 広馬

場1新井1大屋敷12総社2 元 

総社14鳥羽1駒形3 金古1 
三ッ寺10棟局3 福島7 中泉1 
下芝1八之海道1小八木2正観寺 

5横室4 浄法寺14譲り原2犬 

目5田黒1前間5根小屋2秩父 

野上1
明治17年4月216枚

東国分11 塚田7 引間4 後疋間5 
大屋敷3 元惣社7 駒形1 飯土井3 
足門2三ッ寺6棟高5福島3中 

泉2 善地1下芝2 正観寺6 広馬 

場5藤岡2浄法寺7保美濃山7 
犬目1田黒1前間1下久保3根 

小屋2 秩父野上2
明治18年6月186枚



東国分8 西国分3引間1新井1
山王1高井1元惣社3 鳥羽1駒 

形1観音寺1三ッ寺3棟高4福 

島3下芝14横室5広場1藤岡 

2浄法寺1下津(利根郡)1山田 

郡浅原18桐原5
明治18年9月358枚

東国分9塚田8稲荷台1引間6 
後疋間1新井1総社1山王1元 

惣社8 鳥羽1駒形1北下1渋川 

1金井1金古1足門2 観音寺1 
三ッ寺4 棟高2 福島3 中泉1下 

芝14小八木2正観寺5横室5 
広馬場7沢渡1 浄法寺14犬目2 
田黒1与佐2前間3 坂原1下久 

保2三波川1塩沢(甘楽郡)4秩 

父野上2秩父宮沢2秩父芝園2浅 

原(山田郡)19桐原3 小平3
明治19年4月32枚(この部分は明治18年 

9月の追加分である。)

東国分3 西国分2塚田2稲荷台2 
新波1 引間1 新井1 総社1 鳥羽 

1江田1駒形1上野田1半田1 
下芝3正観寺1横室1

明治19年6月411枚
明治20年9月489枚
明治24年9月491枚
明治36年9月226枚(これは37年3月の 

追加があったと思われる)

明治37年6月419枚
明治38年6月317枚
明治38年9月447枚(勢多,群馬,碓氷3 
郡のみ)

明治38年9月324枚
以上の記録が示すように生産枚数は明治末 

年に多くなり、同家は大正12年まで蚕種製造 

を行なっていた。その販売先は、郡内と多野 

郡方面が多く、秩父野上や吾妻などもあり, 

後には東毛にも多く販路を開拓し太田市の北 

部方面に多くの特約者を得ている。なお,明 

治20年9月には三重県三重郡小古曾村へも 

27枚送っているし,同年に新潟県柿崎へも 

送った。24年9月には千葉県香取郡へも19 

枚送っている。(東国分)

〇蚕種は,昔は個人でやる。片倉,群是から 

来た。碓氷郡九十九,小日向,下後閑に種屋 

がいた。また佐波郡島村の田島弥兵衛,茂呂 

の小林太市郎などが有名な種屋だった。やっ 

(谷)に1人仲買人がいた。

信州松本,更級,小県,埼玉,勅使河原, 

新潟からも少し,仲買人が持って来る。

今は協同でやる。種紙は農協から,高崎あ 

たりから出たのを買って来る。

種紙は農協から来た。足らないのは,高崎 

から出たのを買ってきた。(三倉)

〇ふつうは信州の蚕種を求めたもので,個人 

の蚕種屋が柳行季につめて背負ってくるので 

これを買うのである。また予約しておくと時 

期をみてボール紙の紙筒につめて直送してく 

れるようにもなる。初秋蚕の蚕種などは売り 

にきたのは信用できないからというので当地 

からその場へ直接タネ切りに行く人もいた。 

(中野谷)

〇西横野の二軒在家(現松井田町)に桑原ヤ 

コニ郎というタネ屋があった。下増田赤坂の 

中沢さんより少し早めにやめた。(大正初年) 

大正年間に長野から赤羽種雄という人(現 

在の高原社の前身)のタネ屋のタネを村内の 

中島兼三という仲買人があっせんして入れた 

が,当地では現在も高原社一本でタネを入れ 

ている。

高崎の町にイスワリのタネ屋といわれる夕 

ネ屋があって,晩秋蚕などに失敗すると買い 

に行った。(土塩)

〇古くは長野県松本,上田蚕種,沼津蚕種, 

佐波郡島村蚕種のものであった。上田のが最 

もよかった。

今は品種が統一され大仁田全村が群蚕と農 

協で契約しまゆも群蚕に出荷する。

繭は種屋が注文をとり,郵送したり養蚕家 

に届けてくれた。(大仁田)

〇種屋が毎年秋に持ってきた。種は信州とか 

島村の田島弥兵衛からきた。(塩沢) 

〇蚕種を売りこむ得意先のことを「タネバ」 

とかrタネバサキ」といっていた。また売り 

こみに行く人を「ウリコ」といっていた。



昭和15年頃までは,製造者が自由に得意先 

に売りさばいてあるいた。前もって注文を受 

け,その衆にととけに行く場合が多かったか 

新しい得意先をこしらえるためにも苦心し 

た。新しい得意先のことを「シンバ」といっ 

た〇

昭和15年頃までは,春6月にタネを作り, 

7月から9月までこれを保護しておき,10月 
から年内いっぱいくらいに得意先に売りさば 

くのを普通としていた。

タネバサキとしては,県内一帯,また県外 

としては埼玉,栃木,茨城,神奈川,東京府 

下が多かった。

町田家の場合では,邑楽,新田方面が主だっ 

た。また利根地方にも多く売りさばいた。 

「ウリコ」には村内の養蚕の熟練者を頼む時 

もあった〇これは「タネバ」でいろいろ質問 

されたとき,相手が満足するまでの十分な答 

ができない人だと困るからである。また「年 

ヤトイ」の人も「ウ-リコ」になるときもあっ 

た。「年ヤトイ」の人とは年間を通じての雇用 

人のことである。この人達の賃金は普通の雇 

用者より倍くらい高く支払っていた。

昭和16年になり,業者が統合されてからは 

各地の農業協同組合へ注文数だけ一括して蚕 

種組合からとどけるように変った。

自由営業時代(昭和16年以前)には各業者 

はタネバの確保や,シンバをひらくために苦 

心をした。お得意先を逃すことは生活にかか 

わるからだ。その苦心談をいくらか話してみ 

よぅ。

1.「大小」くばり

明治25年から30年頃の話である。当時, 

今の暦を「大小」(ダイショウ)といっていた。 

年末から正月にかけて,この大小を作り得意 

先に配って歩いた。これを「大小くばり」と 

いっていた。業者の家の子供も配って歩いた。 

極彩色の木版刷のもので,今から思えば立派 

なものだった。毎年注文を取りにくる人がい 

てこの人に頼み東京で印刷してもらった。

大小というのは,1年を大の月と小の月と 

に分けて刷ってあるため,こう呼ばれたのだ 

ろうか。

個人営業の種屋が作ったものだが,他の株 

式会社等,大会社の大小とくらべてもひけを 

とらない立派なものだった。

2. 残った種を宣伝にくばる。

シンバをひらく(新しい得意先を作ること) 

ために,ときにはこれと思う家々に売れ残っ 

たタネを無料で宣伝のため配布したことも 

あった。貰った方も無料なのでこれを気軽に 

掃き立てる。しかし,これがあんがいよく育 

ち,よい繭を作ることがあった〇こんな時に 

は,次からは改めてタネの注文があり,新し 

い得意先がひらけることがあった。

3. 洋服を着てタネを売り歩く

当時,ウリコは洋服を着て,時には売り歩 

いたものだ。当時洋服はめずらしかった。た 

いへんハイカラな印象を相手にあたえた。こ 

れがまた島村蚕種の宣伝にもなった。

4. 共進会,品評会などに出品して

大正時代にはよく,こうした会が開かれた。 

この会に出品してよい成績をとることも蚕種 

業者にとってはよい宣伝の機会であった。

現在では表彰状だけだが,当時では1等賞 

金メダル,2等賞銀メダル,3等賞銅メダル 

などの賞がもらえた。(田島群次郎氏談)

催青させケゴにしてから出荷
(境町)

日英博覧会賞状(田島弥平氏蔵)



「小石丸」という蚕種の印(島 

村,田島悌次氏蔵)

大小(コヨミ)(田島群次郎, 

同定邦宅の大小一色刷)(田島 

群次郎氏蔵)

島村蚕種の商標

祖父時代(明治初年の頃)家は船問屋をして 

いた。村の蚕種業者の蚕種をまとめて東京, 

横浜へ利根川を利用して,売りさばいたとい 

う。高崎線が開通するまで,東京,島村間の交 

通は利根川の水路によることが多かった。ま 

して,荷物は船便が便利であった。帰路には 

蚕種の売り上金の入っている千両箱を「ウン 

ショ」といって船から利根川の土手にかつぎ 

上げたという。(栗原敏夫氏談)

上記水路による蚕種輸送の話を田島群次郎 

氏にしたところ,たしかに利根川を利用したこ 

とは考えられることだ。それとともに陸路に 

よる横浜への輸送もあった。それについては 

「絹の再発見」という本にこんな話が書いて 

ある。これは島村の栗原保定氏がその父から 

聞き,前書の筆者に語った話であるから事実 

と信用してよいでしょうといって,次のよう 

な話を紹介してくれた。

村の名主でもあり蚕種業者でもあった田島 

善平宅に,田島弥九郎という腕の立つ剣の名 

人がいた。当時景気のよかった業者の用心棒 

であった。横浜へ蚕種を運び,その代金を無 

事にもって帰るのが彼の役目であった。売り 

上げの代金をぎっしりとつめた箱を馬につけ 

て運んでくるのだが,その姿が目立ったため, 

弥九郎はたびたび強盗におそわれた。しかし, 

腕の立つ彼は逆にこれらの強盗を切り倒し 

た。中仙道でのできごとである。夜は宿につ 

いても眠らずに,千両箱に腰かけて,不眠不 

休で三日三晩守りつづけながら島村へ無事運 

んだという。さすがの弥九郎も島村へ着くと 

刃きずの手当もしないで二日間くらい眠りつ 

づけていたという。

この話からすると中仙道を陸路,馬によっ 

て蚕種を横浜へ運び,その代金を同じ道を 

通って島村へ持ち帰ったということがわか 

る〇

どちらにしろ高崎線が開通(明治17年)し 

てから,あまり利用されなくなった経路だが, 

利根川利用による輸送,中仙道による輸送と 

も,両方当然のこととして考えられるだろう。 

蚕種の販売法(群馬県蚕糸業沿革調査書に 

よる)



「投げ売り」といって蚕種を取次商人に売 

り渡す方法と掃き立て稚蚕にして売り渡す方 

法とがあった。稚蚕にして売り渡す場合,買受 

人は前夜から泊り込み,翌早朝これを持ち帰 

るのを習慣としていた。田島武平氏宅の如き 

は武州妃玉郡等の買受人が四,五十人泊り込 

んだという〇 (寛政年間の話)(島村) 

〇蚕種は,佐波郡島村と茂呂の種屋から買い 

入れた。

島村の種屋は関口春吉(これが長かった), 

関口嘉右衛門といった。

茂呂の種屋は小林多一郎,小林忠蔵といっ 

た。

秋ごろに,種屋の主人がまわってきて注文 

をとっていった。種箱に入れて冬もってきた。 

蚕種の代金は,蚕が終ってから集金にきた〇 

蚕がはずれたときには業者の言い値をまかし 

た。大体言い値の7分ぐらい支払ったようだ。

種の形がバラになってからはいろんな業者が 

いりまじってきた。(西鹿田)

〇この村は以前から,蚕種の製造はしなかっ 

たようだ。信州,島村,伊与久あたりから蚕 

種を買った。以前,種屋も,各家でえらび, 

まちまちだった。「こんどは種屋を変えてみよ 

う」などと,好きな種屋から買った。

今では,農協が一括して取り扱い,信州か 

ら購入している。(花香塚)

〇大正の初め頃までは,養蚕は春•秋二回し 

かやらなかった。種は信州の種が多く,上田 

在からのものを買った。初めは「ベタ付け」 

といって蚕の種紙にベタに産みつけられたも 

のを用いた。一名「ヒラヅケ」ともいった〇 

のちに「ワク(枠)製」になった〇現在は信 

州の片倉系統の種を買っている。大体年三回 

が普通でたまには四回掃立てるものもある。 

(白沢村)

5 蚕種の保存処理

〇10月から11月頃,持って来た種を種箱に 

入れた。

① 小豆づけ…小豆の中に入れておく。

② 土の中に埋めておく。

③ 風穴にあずける。

薄根三峯山の風穴,佐山の風穴,片品村 

幡谷の風穴(昭和元年)沼田町田中冷蔵 

庫(昭和初期より)

幡谷の風穴は養蚕飼育法永井流の弟子三浦 

氏が経営しており,上,中,下の

3ヶ所に風穴があり,その一"は

現存している。(使用してない)

•火の気のない部屋の梁に袋に入

れて,元結の紐でつるしておいた。

(天神)

〇今から50年ぐらい前までは,

秋10月頃種屋が種#持って来る

ので,それを全部集め5, 6人の代

表者が大きい風呂敷に包み吾妻郡 

栃窪の風穴に持って行った。

1軒の量は平づけで15枚ぐらい

だった。少くない人は2〜3枚程 

氏が経営しており,上,中,下の 

3ヶ所に風穴があり,その一"は 

現存している。(使用してない) 

•火の気のない部屋の梁に袋に入 

れて,元結の紐でつるしておいた。 

(天神)

〇今から50年ぐらい前までは, 

秋10月頃種屋が種#持って来る 

ので,それを全部集め5, 6人の代 

表者が大きい風呂敷に包み吾妻郡 

栃窪の風穴に持って行った。

1軒の量は平づけで15枚ぐらい 

だった。少くない人は2〜3枚程

度だった。

風穴からは5月上旬頃持って来た。

風穴利用以前は小豆の中に入れておいた。 

大正初期には,箱の組み合せるものを作り, 

外がわにもみがらを入れ次の箱に小豆を封じ 

その次に桐箱の中に種紙を入れて倉に入れて 

おいた。あまり良い結果ではなかった。

産業組合が出来てからは,組合で催青まで 

すませて配ってくれた。

栃窪(吾妻)の風穴



沼田の冷蔵庫にあづけた。(東峯須川) 

〇大正時代には浅間神社の境内に冷蔵庫を 

作って池の氷を入れておき,冬のうちに蚕種 

をとりよせて入れて置いた。農家で管理して 

いた。最近は種屋が催青して持ってくるよう 

になった。(川戸)

〇家々でタネバコに入れて保存した。ヒラヅ 

ヶの縦横が平にして入る大きさで,高さは5 
寸くらいのタネバコがあってその中に入れて 

おいた。タネバコは家で一番寒いところにお 

いた。タンスの中などにおく家が多かったよ 

うだ〇また村で一番寒いところとして中山の 

三島神社(権現様)の社務所に頼んだところ 

もぁる〇

春蚕の種は秋のうちにくばられた。

夏秋蚕は青んだ種がくばられた。(中山) 

〇初秋蚕種は昭和時代に人工孵化が普及する 

前にはナマダネか風穴に貯蔵したクロダネを 

はきたてる。ナマダネとは二化性の蚕種で産 

卵後12〜13日で蟻蚕となるもので,当地の蚕 

種家の中では掃立のおそい信州の春蚕の蛾が 

生んだ蚕種を持って来て養蚕家に配布したも 

のもあったが,汽車で輸送中熱が出て失敗す 

る例が多かった。

普通は一化性の蚕種を風穴又は冷蔵庫で翌 

年夏まで貯蔵して掃立てた。これをクロダネ 

/と呼んだ。

冷蔵庫が普及する以前赤城山の地獄谷に雪 

かこいの冷蔵蚕種貯蔵所があった。はじめ樺 

沢角蔵が経営,後に塩原勝次が引ついだ。塩 

原は大洞赤城神社の宮司の弟で,塩原神官が 

赤城神社へ登るついでに馬で蚕種を運んだこ 

ともあった。

当時は蚕種を馬で運んだので毎日赤城の地 

獄谷までゆくのは大変だったから五日毎に蚕 

種を出しに行ったものである。七月二十日掃 

立を一号,七月二十五日掃立を二号,七月三 

十日掃立を三号と称したものであった。

製氷会社の冷蔵庫が出来てからは地獄谷の 

雪がこい冷蔵所はすたれると共に,希望の日 

に掃立が出来るようになり、一号,二号,三 

号というようなことも過去のものになってし 

まった。

昔は春蚕種は秋のうちに各養蚕家に配布さ 

れた。それをオクの間の天井につるしておい 

た。

小さい家では台所で炊く火の熱がまわって 

四月十五日頃蟻蚕が出てしまったことがある 

という〇まだ桑の葉もメドもないので仕方が 

なく,せり等を摘んで来てきざんで与えた。 

勿論そんなものを蚕が食うわけがない。十日 

以上も経てからようやく メドや桑の葉を与え 

て飼った。それでも少しは繭がとれたという 

話がある。

昔は12月頃種屋が持ち歩いて養蚕家に 

売ったものである。それを各家では桐箱にし 

まい,倉庫とか,家の奥の方へしまっておい 

た。

春蚕種としては一般には各家にかこったの 

で不合理であり,春早く種がかえることがあ 

り,桑を無理して間にあわせてもこの様な蚕 

は違算が多かった。そこで製氷会社が発達す 

るにつれてそこへ依頼するようになり,岩神 

(前橋市)の両野製氷会社などへたのんだ。 

現代では蚕種家自身が冷蔵庫を備えておいて 

自分で処理している。

初秋蚕種の保存法としては赤城の氷庫へた 

のんでおいたのがある。赤城大沼の氷は当時 

は冬切り出して大きな貯蔵庫へ収納し,夏ま 

でおいたものである。その氷庫のおいてある 

処へ蚕種を委託して保存したものである。

その他,風穴というのがある。これは棒名 

にあって,やはり管理人があり,養蚕家も, 

種屋も委託したものである。風穴というのは 

火山の溶岩の流失した跡のトンネル状の洞穴 

で冷風が常に吹いており、天然の冷蔵庫をな 

していた。(横室)

〇蚕種は秋くばられる。これを保存しておき 

寒に入ってから水あらいする。これを寒洗い 

という。これをかげ干しにしてもとの目方に 

なるまで乾燥しこれを赤城山地獄谷(富士見 

村)の氷倉にたのんだ。氷倉において春まで 

保存した。地獄谷に氷倉ができる前までは粕 

川村室沢の忠治の岩屋にたのんでおいたとい 

う。氷倉には木箱に入れて郵送した。

この氷倉ができたために保存がよくなり,



夏秋蚕が可能になった。従ってその前はあま 

り秋ゴはしなかった。秋ゴの場合氷倉から 

持ってきて10日目ぐらいには必ず蚕が出た。 

(苗が島)

赤城山地獄谷蚕種冷蔵庫

写真屋根の部分に上の横書がある。 

なお,下の立看板には「蚕種冷蔵業樺沢角 

蔵」とあり,向って右側が第一号室,左側が 

第二号室である。

〇古くは各家庭毎に保存しておいた。春蚕の 

種は秋に届けられるので,土蔵の中に吊して 

おいた。鼠が種を喰うので喰われないように 

特に注意しておいた。土蔵のない家ではタン 

スの中などに保存しておいた〇

このころは種紙は一枚毎に紙の袋に入って 

いた。

初秋蚕、晩秋蚕の種は、種紙も薄くできて 

いたので四つ折りにかるく曲げて柳行季に入 

れて運ばれてきたので,催青室へ入れてすぐ 

掃立てられた。(善地)

〇古くは春蚕の種を秋蚕,晩秋蚕にも用いた。' 

そのため貯蔵は温度の低いところがよいとさ 

れ,九月末頃蚕種屋から種を取り寄せ土蔵の 

階下の中程におき,窓口に接近させないよう 

にした。温度や強い光を当てないようにし, 

翌年3月になると土蔵の2階に移し,4月始 

めに窓近くで光線にあて温度を少しづつ与え 

る。それを5月初旬に催青箱に入れて掃立て 

る。また,蚕種業者は横穴を利用して貯蔵し 

た。これを風穴と呼んでいる。

風穴この地方の風穴は信州安曇郡稲核 

村,前田善三郎が寛政年間に自宅の横穴に野

菜等を貯蔵してI、たので,慶応元年5月青沼 

岡右衛門が蚕種をそのように貯蔵したことか 

ら広まり,明治37〜8年頃から利用されるよ 

うになった。住谷修氏方の出納帳には「明治 

36年7月28日赤城山風穴取次人津久田村角 

田正太郎方より種を出す」とあるのが初見で, 

明治40年には榛名山の風穴を利用しはじめ 

大正9年まで箕輪の戸塚五郎作方へ持参し, 

榛名山黒岩の風穴へ入れた。

大正10年10月からは前橋の氷倉へ大正 

12年以降は前橋市岩神の製氷所や高崎製氷 

冷蔵株式会社に依頼して貯蔵した。当時この 

地方の種屋や'-般養蚕家の依頼した風穴や冷 

蔵庫はつぎのとおりである。

赤城風穴 富士見村地獄谷 樺沢角蔵経営

東国分では,津久田村の角田正太郎方へ持 

参し同氏が出し入れしてくれ,出庫の際は前 

以ってハガキを出して置くと雨の日でも山へ 

出しに行って約束の日に間に合わせた。 

榛名の場合も同様である。

荒船風穴甘楽郡西牧村字屋敷

庭尾清太郎経営

明治38年10月から事業開始。村から藤岡 

へ持参すると藤岡で受継いでくれた。第二号 

風穴は41年3月から受入開始

榛名風穴合資会社

榛名山黒岩の風穴で,明治36年3月開始。 

戸塚五郎作外5名の共同経営。入穴は1月下 

旬より2月下旬迄に春蚕種を入れておき,掃 

立て前に出してきた。晩秋蚕はそのまま入れ 

ておき適当なときに出した。

両野製氷株式会社

前橋市岩神にあり大正5年10月7日事業 

開始している。大正10年からはここを利用す 

る人が多くなった。

前橋冷蔵株式会社

前橋市前代田にあり大正10年頃より種屋 

が利用した。後紅雲町へ移転している。(東国 

分)

〇蚕種は冷蔵庫に入れて保存する。3度くら 

いの温度で冬一杯しまっておく。貯蔵庫,冷 

蔵庫という。大正15年に安中蚕糸を卒業し, 

昭和4年から始まり,昭和13年頃まで続い



た〇 (三ノ倉)

〇タネアライ12月10日頃,桶に水を入れ 

洗って,タネアライをした。その種を蔵にし 

まっておいた。大正6年から共同飼育を始め 

た。(倉渕村権田)

〇春蚕のタネは、枠製のころは暮の頃養蚕家 

に配られた。タネは桐板でつくった箱の中に 

竹のひごで段をつけた棚にさしこんでふたを 

し,長持の中にもみがらをぎっしりつめた間 

に入れ冬の間かこっておく。催青の1週間前 

くらいまでこうして保存した〇 (土塩)

〇蚕種を越冬(オットウ)させる。

微粒子病(虐くなる遺伝病)の検査は製造 

元で行なっている。産卵後,5度で冷蔵して 

おき,その蛾をすりつぶして顕微鏡検査をす 

る〇

蚕座紙に円く産卵したものをゴムベラで水 

洗すると卵を容器に入れ,蛾尿を洗う。比重 

選にかけると比重の濃淡によって上ったり 

下ったりしてシイナと熟卵とに分けられる。 

(南後箇)

〇明治の末から大正の初めは,自分の家に置 

いたが,温度の変化があるので西牧村の風穴 

(庭屋種屋)に保存を頼んで(12月から5月 

頃まで)催青期にこれを農事組合の役員が受 

取りに行くという方法をとっていた。

厂の風穴は俗に荒船風穴といい,西牧村大 

字南野牧字屋敷,荒船山北麓,海抜870米の 

ところにあった。ここは夏の盛でも岩の間隙 

から吹き出す風が寒冷で,その附近には氷塊 

さえ出来る程で,以前から氷穴と村人はいい, 

村人の中には蚕種を貯蔵していた者もあった。

明治37年,庭屋千寿が当時高山社蚕業学 

校に在学中でこの場所に着眼し,数回調査,父 

親の静太郎と相談してここに蚕種貯蔵所を設 

置しようとした。ここで専門家を歴訪,詳細 

な調査を行ない資金5, 000円で明治38年9 
月に起工した。

施設に関する指導は県技師鈴木貞太郎,農 

会技師富田伝三郎,県技手北爪長太郎,藤間 

大次郎,佐藤辰太郎,菊地清夫,農事試験場 

技手菊地助松,建築技手小林源次郎,前橋測 

候所長赤井敬三の9名が当った。

この風穴は間口 7間,奥行3. 5間,深さ15 
尺,これを2段に仕切り,下室を秋蚕種選出 

場,上室を早出及究理室と,蚕種を穴から出 

すとき,低温のところから急に局温に変化す 

るおそれがなく生理的順温出穴が出来るよう 

計画した。

開所当時の蚕種紙委託枚数は5, 000枚,翌 

年は25, 000枚となり明治40年には約70, 
000枚に達したという。また委託区域は東京, 

京都,埼玉,群馬,千葉,茨城,新潟,愛媛 

の2府10砧が主要なもので,その他,宮城, 

福島から北陸地方,静岡,神奈川,三重,兵 

庫,岡山,山口,広島,さらに四国,九州と 

合計21阽にも及んだ。こうして盛況を極めて 

貯蔵室が狭くなったので明治41年,間口11. 
5間,奥行4間の土蔵を造り,700, 000枚入れ

その温度は,5月平均34度53, 6月35度, 

7月35度63,8月38度06,9月40度63と 

いう状況であった。(大仁田)

〇種はうちの倉に貯蔵しておく。うちの倉は 

寒いからいいが他のうちだと陽気の変動で青 

んでしまうから,青梨の風穴へしまっておい 

たうちもある。(塩沢)

風穴(万場町青梨)

〇越年種の場合は普通,5, 6月頃作り,こ

れを保存しておいて販売した。

保存法としては土蔵の中,納屋の内等冷暗



な場所に保存しておいた。翌年4月半ば過ぎ 

頃,小さい部屋に入れ,炭火などを入れて発 

催させた。

不越年種は大正中期になり人工ふ化の法が

冷蔵庫内部

入ってから特に出来たものといえよう。これ 

は,その年に出来た種を初秋,晩秋蚕用の種 

として,人工的にふ化するものである。稀塩 

酸の中に浸し,後催青室に入れてio日〜n 
日目に発催するようにする。

信州の小諸にある風穴を利用したこともあ 

る。しかし冷蔵庫が発達し,島村蚕種組合も 

冷蔵庫を設置するようになってから,この風 

穴も利用しなくなった。(島村) 

〇蚕種はよくヨムシに食われた〇

大むかしは秋にもってきたが,それを春ま 

で保存しておいた。

自衛隊の山岳隊のいる鷹巣の下に天然の洞 

穴があり,種屋は人をそこにすませておき種 

を穴の中に入れておいた。農家は必要に応じ 

てそこから蚕をもってきた。当時は一化生の 

種で,冷凍設置のなかった時代には天然の利 

用以外になく,昭和の始めまで続いた。(榛東村)

6 出ガラ繭

〇蛾のでてしまった繭のことを「出ガラ繭」 

といっている。蚕種製造の過程には,この「出 

ガラ繭」は必ず出る。以前は蛾が自分から喰 

い破って出たのだが,最近では品種改良等の 

関係で繭を自分から喰い破って出てくる力が 

なくなった。。その点では近頃の蚕は「かたわ」 

になっているといえよう。そういう蚕が多く 

なるということは業者にとっては損失になる 

から,蚕種製造の過程で「繭切り」という作 

業ができてきた。安全カミソリの刃で繭の両 

端を切り落してやる作業である。最近では安 

全カミソリばかりでなく,機械によってもい 

る。(田島弥平氏談)

出ガラ繭は以前は天日に2〜3日乾して仲 

買人に売った。この処理方法は蚕種製造の会 

社によっていろいろの方法をとっているよう 

だが,島村蚕種株式会社の場合6〜7年前頃 

から80度くらいの火力で1時間くらい乾燥 

する方法をとって来ている。乾燥した繭は部 

屋に原石づみ(山のように積んでおくこと) 

にしておき,秋頃,これを専門の仲買人に売 

り渡す。そして鐘紡等の紡績会社に引きとら 

れていく。

この出ガラ繭の処理の方法にはいろいろあ 

る。二階等の乾燥している部屋に置いておく 

方法,またビニールに入れて他の場所に隔離 

して仲買人を待つ方法等がある。私の会社で 

は前にいったように最近では火力を用いて乾 

燥している。この方法が一香よいと現在では 

思っているので...

この出ガラ繭は放っておくと「カツオブシ 

ムシ」という虫が湧くのでやっかいなものに 

なる。(田島健一氏談)

「続養蚕新論」(田島弥平著)の中にこの「出 

ガラ繭」について述べている。

今から3〇〜40年前(天保以前)までは出ガ 

ラ繭は各自で真綿にして近隣の市場に出して 

いた。ところが天保の末のころ,結城紬を作 

るための真綿を製する業者が結城から来て, 

自分の家(弥平)の出ガラ繭を買い求め,こ 

れで結城紬を織ったところ,非常に良好な紬 

ができた。それ以来,島村近傍の大多数の者 

は毎年結城近辺の商人に出ガラ繭を売り渡す 

ようになった。(島村)



三飼育法

催

青

〇平年は5月下旬風穴より蚕種を持って来て 

部屋を目ばりして温度を加えて催青するか, 

風穴で催青までしてもらう(片品村幡谷)こ 

とも多かった(明治時代)〇体温で催青する方 

法として種箱を背負ったままで野良仕事をす 

る人もいた。大正時代には養蚕組合が出来た。 

組合員40名もあり,当時組合には養蚕組合法 

があった。1

催青箱があった〇大きさは4尺4方の高さ 

6尺ぐらいのわくでその中に火鉢を入れ,た 

なに種箱を差し入れて中に寒暖計を常時2本 

入れておき,組合員が交代で見張りつづけた 

が沢山飼う人が主に夜の世話をした。

風穴より持って来る時期は桑の葉拓をとっ 

ておいて時期をきめた。祕立•催青の時期は 

桑の葉の芽が丁度,人が合掌した型によく似 

た時と決めていた。

暦の5月小満の近くは昆虫が発生する時期 

なので,この頃,室を作って催青した。その 

年の気温に関係なく行なった。(明治時代) 

風穴利用,蚕種を頼んでおいてft然発生を 

,つ者と,風穴で催青してもらう人のふた通 

りがあった。石墨,幡谷にあった。(明治末 

〜大正昭和初期)

種屋が人工ふ化して持って来た。(昭和初期 

より)(天神)

〇ランプの熱を利用した催青器を作った。ラ 

ンプの外側にブリキで水が温められるように 

水槽を作り,その上にブリキの箱をのせ,そ 

の中に棚を何段か設け,その棚に種紙を置い 

て催青したが,温度調節がむずかしく失敗が 

あった〇

自然発生の場合は暦の小満近くになると発 

生した。何の手段を使わなくても家の中につ 

るしておくだけですんだ。(東峯須川) 

〇催青はほとんど自然催青であったから,特 

別な操作はしなかった。従って各家で同一日 

に掃きたてることは,もとはなかったのであ 

る〇

昭和になってから掃き立ての日をきめて一 

斉にするようになった。(中山)

〇昔は催青はしないで自然にフ化するのを 

待ってWき立てたものである。後に個人で催 

青する様になった。箱の中に竹ヒゴがあり, 

種紙10枚入るようになっていた。青草や湿布 

で保湿し炭火で保温した。その後部落で共同 

催青した〇障子をタイコ張りにしてアンドン 

造りの中で催青した。近年は種屋で催青して 

くれる様になった。

八畳の部屋をかこって蚕架を建て,蚕籠に 

皆川むしろを敷き蚕卵紙を並べる。床にはむ 

しろをしきジョウロで水を撒いて保湿した。 

保温は火鉢に炭火をおこしその上に鍋に水を 

た乂えて保湿して,作業をするにも気分が好 

い様に心がけた。この様にして催青をしてや 

ったことがある。今は皆蚕種家で催青して配 

布する様になった。催青器で個人で催青した 

人もあった。(中郷)

〇昔は養蚕家個々で青ませた。この為催青箱 

というものを用いた。これの使用,つまり個 

人催青も大体明治末期頃までであった。

暗い屋敷,つまり低温の家は多少早く催青 

させた。保温の熱源はこの様な場合は石油を 

用いた。すなわち石油ランプの熱であたため 

たのである。種屋では昔は炭火を用い,蚕室 

の中で一定の温度を保つようにし,一般農家 

では催青器の外に簡単に障子かこいなどをし 

て催青した。(横室)

〇催青(青マセル)には75%の湿度と70度 

〜80度の温度が必要である。そのために堯芽 

する直前に種を配るがその種を夜は寝床の上 

や中に置いたり,体温で暖める場合もあった。 

そして種の上下を入れかえたりして苦労した 

ものだ。またかごの上に青草をしきその上に 

種を載せたりして湿気を与えた。(苗ヶ島) 

〇明治の年代は各養蚕農家で個人別に催青を



した。このときは,八畳の間を密閉し,上に 

空気抜きをつくり,稚蚕飼育室と同様にした。 

その方法は暖のとり方でいくつかあった。

① 炭火を炉か火鉢におこして暖をとった。炉 

はしまいには床板を切抜いてつくった。

② 行燈を用いたこともある。またランプをこ 

れに利用した。そのランプの燃える熱で暖 

かくした。

③ 埋薪法というのもあった。大きな炉をつく 

り,そこに太い薪を入れて灰をかけ,煙を 

出さないようにして室をあたためた。

④ 金庫育 トタン箱の中に入れて催青する方 

法で大きなトタン箱の中に小さな籠を何枚 

か入れ,それに種紙をおいた。

大正期に入ってから養蚕組合ができてやっ 

た。

太平洋戦争後種屋が催青しておいて掃立日 

に受取りにいくようになった。

催青のこつ

•温度を72〜73度に保ち,乾燥させないこと 

が大切で,蚕種を掃立紙にくるみ(包む) 

密閉したなかに入れ、その上と下に濡れ筵 

をおき昼夜一定の温度を保つことが大切。 

一週間位で掃立てられる。

•蚕種は陽気がよくなると黒い色から青味を 

おびてくる。そのとき催青室に入れる。(善 

地)

〇催青は昭和10年頃までに農家で行ってい 

た。住谷修氏の家には催青用具が残っていて, 

その表には

昭和11年4月25日入箱
黄 195亙

とある。これが最後に使用した年月である。 

昭和12年以後は専業者が催青したものを掃 

立日の朝早く取りにいき掃立てたのである。 

箱は左の図面のようなもので、ランプでトタ 

ン枠内にある水を暖め、その温度の調節によ 

り催青した。

上のトタン箱は袋状につくられた表にはガ 

ラスがはめられ,中の鉄の細い棒の間に蚕紙 

を薄紙に包んで差し込んでおく。袋状の部分 

の水は下のランプの火で暖められ、一定の温 

度を保つように調節され蚕紙の入れてある部 

分には寒暖計が吊されてあるのでガラス越し 

にその温度をたしかめられるようになってい 

る。この一箱で約200 gの蚕種の催青ができ 

た。種紙は一段に5枚宛紙に包まれて入れら 

れた。

催青場所は目張りの蚕室内などでなされ 

る〇

その催青期間は二化生と一化生では多少異なり 

2週間内外である。

二化性華氏80°12日位

一化性華氏77〜78°14日位
人工孵化の研究は明治20年頃からはじま 

り、大正2年、愛知県蚕種製造所の高瀬慶作, 

坂本宇一により塩酸孵化法が完成し,翌大正 

3年に小池弘三の「熱稀塩酸孵化法」により 

簡易化と経済化が行なわれて今日にいたって 

いる。東国分では、蚕種業者は昭和4年春金井 

太仲技師の指導により前橋市岩神町1029番催青機



地(風呂川沿南側行田蚕具製造所の近く)に 

群馬郡蚕種業者の共同人工#?化施設を作り初 

めて塩酸による人工孵化を行なったが、昭和 

13年から各個人が行なうようになった。

その方法は,前日寒冷沙に生みつけた蚕卵 

を落して翌日の午後io時より正午までに塩 

酸処理を行なうのが最もよいのであるが、共 

同となると量が多い為に,翌日早朝より夕刻 

迄かかる。そのため時間にはずれるものが多 

いので,各個人がやるようになった。(東国分)

催青箱(巡りの紙は落ちている) 

〇貯蔵庫から出して,催青室に入れて,始め 

70度で3日ぐらいやる。それから77度にし, 

20日間ぐらいで発生する。

/暖房は炭で,1晩中やる。

ほうそう紙を1枚1枚栅にさしこむ。けご 

のうちに,向うから取りに来てもらって,分 

配する。(三倉)

〇青む前の日あたりになると,反転期といっ 

て,腹を上にしていたのが,産でいうと子げ 

えりというのをして,耳をあてると,ぴしぴ 

しと音がする。これでお蚕が出る。その次は 

目が出来て,青んで,1日おいて掃き立てる。 

(倉渕村権田)

〇タネ紙を求め,蚕室に炭火をおこしてやっ 

たのが古い。そのうちに小さな催青器ができ 

て,中にランプを入れて温度をかけるように 

なり,中にはタドンを使うのもできたが,催 

青器から火災をおこすこともあった。期間は 

一週間ほどである〇トダンで水を入れてつけ 

たのも出た。

催青の場所 ふつうは蚕室になる場所でや 

るので1階の場合も2階の場合もあった。

催青の器具催青器なるものは近年使わな 

いので現存するものはない。(中野谷)

〇催青をするときは,ザシキの十畳の間を稚 

蚕室として目張りをし,切りこみの深い炉に 

炭火を燃して温度をかけ,タネ紙の下には 

ピーピー草(すずめのてっぽう)を刈ってき 

て敷いて(湿気をかけるため)その上に紙に 

包んたタネをのせて1週間くらいでやった。 

(土塩)

〇催青所 県条例で決められている場所

例

片倉一富岡

群是一岡本

高知一群馬町菅谷

催青用器は集蛾紙でフタをされている。 

催青所で3日位でかえる。

熟卵を催青室に入れ催青容器にふりこむ。 

そしてアナアキガミをかぶせその上に集蛾紙 

をのせ,催青所に入れる。

10日間25前後においておく。

8月30日午前6時に養蚕家が稚蚕飼育所 

に集まる。

キワクではコウジカビの繁殖があるのでい 

けない。

温度は,電気,ヱアコン(軽灯油による) 

湯を用いて調節する。簡易冷暖房(灯油によ 

る)などで部屋のみでなく建物全体を温める。 

炭火によるドムロは個人で催青する場合用 

いる。(南後箇)

〇昔は催青を家でやった。アンドンを作り部 

屋を適当にあたためた。蚕種を四角の箱の中 

(アンドン)に入れ,つるし放しのもあった。 

このときハキタテガミに包んで生えるまで 

待った。大正年間までのことである。昭和に 

入って公会堂か催青場になった。(富岡市田 

島)

〇催青の技術全村が蚕室を造り又は催青器 

でやっていたが,これではよく催青ができな 

いので大正3年頃農事組合が共同催青をやっ 

ていた。その後昭和26年頃農協に催青所がで 

きたので全村これに依頼するようになった。



現在は雨沢の稚蚕飼育所で催青する。

蚕種を催青器に10日位入れておく。下には 

ランプをともしておく。卵がかえってアオミ 

わたると(アオムという)翌日ケゴになり, 

これを掃立てる。(大仁田)

〇アンドンといって縦横2 — 3尺,深さ4尺 

くらいの箱を作り,全部紙ではり,種の下に 

はけやきなどの青い葉をしいて湿気を持た 

せ,丸い養蚕火鉢を作ってあたためて青ませ 

た。(塩沢)

〇以前は各家の南面した小さな部屋に種紙を 

つるしておいた。そして太陽の光りに当てた 

り,炭火で70度ほどに暖めておくと10日前 

後ほどで発催した。明治30年頃のことであっ 

た。それ以前はタネバコから清明の頃,タネ 

紙を取り出して,陽気に当てて発催させた。

以前の催青法(養蚕新論)

催青の方法,またそれ以前の蚕種の保存の 

方法につI、ては「養蚕新論」(明治5年,田島 

弥平著)の中に島村地方で行なった方法がく 

わしく書かれているので,その要点を以上記 

す。

•蚕種を貯えておくのに注意しなければなら 

ないこと

まず,ねずみの往来するところと,柱と壁 

の際はさけること,また,寒気が強からず, 

暖気もまた盛んすぎてはいけなt、,いかにも 

平和なる所に掛けて置くことがよろしい,そ 

して桑の芽が生ずるのと,蚕の生ずるのが緩 

急遅速なきようにすることが大切である。 

(同書貯種論より)

晩秋から仲冬までは蚕紙を気候の循環よろ 

しきところに置くか,筐の中に収めておくこ 

とである。また巌冬の頃になって,これをと 

りだし,寒水に浸し,更に乾かして収め貯え 

てもよい。これは蚕は清潔を好むものである 

から,寒水に浸し蚕種を洗うためである。 

(この方法は現在でも島村蚕種株式会社では 

12月頃行なっている。)

•寒水に浸す方法

まず種紙ごとに紐をつけ,紙のうらに分量 

等を記録しておく。そして清潔な桶か,かめ 

に十分水をたたえてその中に蚕種をひたす。 

清い流れを利用してもよい。午の日の朝浸す。 

翌朝水を取り替え,4日目の酉の日の朝これ 

を取りだし,太陽のあたらないところで水を 

したたり落す。また煙の通う部屋でかわかし 

てはならぬ。

幾日も掛けておいて分量が浸す前と同じに 

なったことを十分たしかめてから,筐中に貯 

えること〇 (同書浸水論より)

このあと,同書の著者は水に浸す日を午の 

日をなぜえらぶかについて書いている。 

•午の日に浸して酉の日に取り出すことは数 

十年来,我が家ではこうしているからであり, 

またこのようにすると蚕を誤ったことがな 

い,ただそれだけのことで他意はないといっ 

ている。しかし午の日と養蚕とは信仰的な関 

係で結ばれているのはたしかなことである。 

•催青の方法 種を青ませるには種紙の上下 

に紐をつけ,部屋につるしておく。しかし毎 

日,上と下を掛けかえることが必要である。 

こうしないと同じ種紙でも上の方から先に青 

んでしまう。暖気になるにしたがって,種は 

次第に紫色に変じ,青色になってくる。また, 

同じ家の中でも種の置き場所によって10日 

も20 0も遅早がある。

•この「養蚕新論」で説いていることは「清



涼飼育法」といって,蚕室の換気をよくし, 

あまり人工的な温度を加えないで,天然の暖 

気によって蚕は飼育されるのがよいことを盛 

んに主張している。エ記の催青の方法にも, 

その趣旨がよくあらわれている。

大正の半ば頃から,夏,秋蚕が盛んになる 

につれて,人工ふ化法が実用化されてきた。 

島村蚕種業者も当然この方法を取り入れた。 

島村蚕種株式会社で現在行なわれている方法 

は次の二つである。

⑴即時浸酸 これは蛾から生れた卵を20時 

間,25°Cに温度を保って保護。これを塩酸115 

°F,4〜5分浸酸(塩酸比重1.057)後,これ 

を洗滌,乾かして催青棚に入れ,催青室に置 

いて11日目に発生。

⑵冷蔵浸酸 産卵後48時間,25'Cに温度を 

保って保護。次に冷蔵庫を使用し,温度を5 
°Cにして40日以上冷蔵。次に塩酸H8°F 4 
〜5分(塩酸比重1.1)の中に浸酸。洗滌。乾 

燥。催青室に入れて12日目に発生。

つまり塩酸を利用して,人工的,人為的に 

蚕種をふ化させる方法である。天然の暖気, 

或いは人工的に暖気を与えて催青させてきた 

これまでの方法より科学的になってきた。 

現在では島村蚕種株式会社内で催青,ふ化し, 

ケゴになった蚕は,各注文地区の農業共同組 

命,稚蚕共同飼育所等に早朝,会社から配達 

される仕組みになっている。

この人工ふ化法によって養蚕家はいつ掃 

立てになるか正確に予測がたてられ,作業の 

日程がたてられるようになった。,またこれま 

で春蚕が主であった養蚕も夏,秋蚕も盛んに 

飼育されるようになった。(島村)

塩酸処理後洗い落された 

蚕種(バラ種)

蚕種の乾燥

蚕種(バラ種)の計量

〇共同飼育所ができる前までは,各家庭で催

青をしていた。

蚕室は,毎年同じ場所を使っていた。ふっ 

うは中の間(8帖の間)に目張りをして使っ 

た。

かごのエにミナガワをしき,そのエに青葉 

(ナラ,フジの葉,カヤ,モチグサなど)を 

しく。これは乾燥を防ぐためである。その上 

にはきたてがみに種をのせたのをおいて,種 

のかえるのをまっていた。種が青みがかって 

きて(1〇〜n日目ぐらい)かえり,それから 

3〜4日して蚕が発生する。

室内には,コノ メを相向いに立て,片方に 

30籠,合わせて60籠分さすことができた。し 

かし,催青中は,コノ メのエと下では温度差 

があるので,コノ メの中間にさしておくよう 

にした。

適温は,華氏77〜80度ぐらいであった。 

共同飼育所ができてからは,男衆が中心に 

なって,共同飼育所で催青をするようになっ 

た。催青香というのがあって,1日に2人ぐら 

いずっ交代に出て,催青の世話をするように 

なっている。



現在では,温度調節は電気をつかっておこ 

なっている。催青から配蚕まで大体13〜14日 

はかゞる。日数は,前と同じくらいはか乂る 

が,手間がかからなかった。(西鹿田) 

〇催青は,むかしは家ごとにした。昭和のは 

じめの頃から,組ごと(瀬見と力®原という 

組ごと)に共同催青をするようになった。

蚕種を種屋からもらってきて,それを蚕室 

のかごの上にのせて,華氏70度以上80度以 

下の温度に保っておいた。蚕室は,火鉢とか 

暖炉をつかって,炭火をおこして,一定の温 

度と湿度を保っておいた。室内があまり乾き 

過ぎるとうまくないので,もちぐさをとって 

きて,種の下に敷いておいた。

明治の末から大正のはじめの頃までは,ミ 

ナガワの上に催青紙を買ってきてのせ,その 

上に種をのせておいた。大正のはじめの頃か 

らは催青紙にかわって,蚕座紙を使うように 

なった。

1週間ぐらいたつと蚕が発生したが,それ 

までの間は,家人のうちの責任者(男でも女 

でも,家によってちがっていたが,ここでは, 

かみさんが責任者になる家が多かった)が毎 

日蚕室に入って様子を見た。日がたつにつれ 

て,黒い種がだんだん青く(むらさき色)な 

っていった。

種紙に蚕が出ると,桑をのせる。桑の上に 

蚕がのってくると,それを籠の上に,タカの 

羽根を使ってはきたてた(60年ほど前には, 

籠の上にミナガワをしき,その上に紙をしき, 

そこへはきたてた)〇 (小平)

2 掃 立

〇掃立には鷹の尾の羽が一番よいとされて 

いた。羽の腰が強い。山鳥の羽も使用したが, 

山ほどの収穫があるという縁起からのことら 

しかった。それが証拠にはあまりとれたとい 

う人がいなかった。(天神)

ハネ,ハキオトシバネ

〇蚕種を包み紙に包んでワク棚に上げてお 

く 〇ケゴ(蛾蚕)が出たら,上に桑の葉をの 

せておき,たかったケゴを取り上げた。鷹の 

羽で作った羽で種紙からケゴを掃きおろし, 

先を赤く塗った箸(種屋がくれた)ではさん 

で広げた。

蚕の種紙から掃けると,桑の葉につけて種 

紙から掃き落した。以前は鷹の羽で作った, 

掃立の羽があり,それを買ってきてケゴを種 

紙からはきおろすのに使った。

種紙は昔はワクを取ってうみつけてあった 

が,その後べったり稚卵がついているものに

なり,現在は箱に入っている。種には生える 

のと生えないのがあり,種はlgあたり,繭 

500匁取れれば上等であった。今は1§あた 

り800匁から1貫目はとれる。昔は種を100 
〜120 gも掃いたがそのわりにはとれなかっ 

た。

晩秋蚕は大桑の最も盛んに桑を食べる時期 

に労力不足になるので桑と労力が確保できる 

かどうかによってはきたてを加減する。昔の 

古い品種の桑は晩秋蚕の頃は,葉裏が白くな 

り,かさかさになって蚕がたべないから不向 

きである。新しい品種の桑なら飼える。

現在,稚蚕飼育所を原町で建てたので原町 

中のものが一括して,掃立から2令までそこ 

で飼育している。3令になると各家へ配蚕さ 

れる。

稚蚕飼育所の桑畑は榛名山の北麓の大原開

墾地の奥に造ってある。(川戸)

〇もとは種紙の上にワクヅケをして,1眠し 

てから掃きおとして行った。その時の羽は鳥 

の羽であったが,これをタカノハネと呼んだ〇 

別に鷹でなくとも,縁起をかついでこう呼ん 

'だのである。(中山)

〇掃立は昔は各家で催青された種紙を上か



ら,紙で包み全部卵からかえると,紙の裏か 

ら掃立の刷毛の柄の方でトンと叩くと蚕が落 

ちる。下へは蚕座紙という紙をしいておく。 

これで落ちきれないのを刷毛の羽の方で掃い 

て落す。この掃立て刷毛は上等のものは鷹の 

羽か,何か立派なものでできており,元が広 

がっていて,中心に芯が通っていた。普通の 

ものは鶏の羽でできていた。

現在は掃きおろしはしない。種屋から蚕種 

そのものが箱に入ってくる。その上に呼び出 

し桑というのをかける。昔は桑のメドで飼っ 

たりなどしたが,今は細かな柔かい桑を敷き, 

その下に網をしいておき,3時間くらいした 

ら,蚕は全部桑についてしまうから,網でこ 

ぼれをすくいながら,桑の方へ移すのである。 

飼育所では呼び出し桑をせず,細かい桑を 

たっぷりくれて時間をかけて移させる。今は 

標準表ができていて桑の切り方,給桑量まで 

皆よく指示されているから,仕事は楽になっ 

たのである。(横室)

はき立て

〇種紙から生えた毛蚕(ケゴ)を落すには紙 

を裏から棒でポンとたたいた。羽根箒ではは 

き落さない。羽根簪ではケゴをいためるから。 

紙の上に落して,桑などを与えてから羽根箒 

で集める。(苗ヶ島)

〇種紙から掃立てる方法

1 種紙の上に粟糠をまいておくと、毛子 

がその粟糠にあがるからそれをまって鷹 

の羽を用いて静かに紙の上に掃きおと 

す。鷹の羽は繭が高値で売れるようにと 

いう縁起をかついでのことだが軟かい羽 

ならよい。

2 神沢家の記録によると大正2年の「豊 

蚕社飼育」としてつぎのようにある。

室は寒暖計で68度〜75度
初日は一枚の種紙を3坪(1坪は一尺 

四方)に掃き、3枚で七分籠一枚にな 

るようにする。

第一日目の給桑は8回午前3時から 

午後11時までの間にする。

第二日目 朝の冷気を殊に注意する。 

坪はそのまま。

3 メド飼いの頃は,メドを手でよくもん 

で,それを粟糠といっしょにメドフルイ 

でふるって種紙にかけ,蚕ののぼりきっ 

たころ掃きおろす。

4 近年は,桑を細かく截り,それをフル 

イにかけて蚕紙におとし,桑に蚕があ 

かったころ掃きおろす。(善地)

〇種紙使用の頃は、催青した毛子を鳥の羽(キ 

ジ,山鳥などの羽がよいという)を用いて掃 

きおろしやわらかい桑を細かに切って給桑す 

る〇

はじめは小さいので紙の上に掃きおろして 

も狭くしておき籠の中央にある程度。給桑し 

たあと,桑の葉ごとに箸で広げてやる。最近 

はバラ種であるから掃立も簡単である。が, 

種紙使用のころは,一軒の家で何種類かの製 

造者の異なるものを掃いていたので、種紙を 

籠におくか,蚕座紙にどこの種と書いておい 

たりした。戦後給桑しても室内に火を入れて 

あるので桑が乾燥するため、トタン箱を使用 

して乾燥を防ぐ方法が用いられてきた。(東国 

分)

〇発生したけごを,はねで掃立てる。上にモ 

ジ(あみ)をかぶせ,メドブルイでふるった。 

メド(桑の花)をくれた〇 (三倉) 

〇春蚕は,5月18日頃掃き立て,6月17,,8日 

に繭になる。秋蚕は8月1日から8月22,3日 

まで,晩秋蚕は8月29日頃始める。(倉渕村 

権田)

〇現在のように1斉に掃き立てたり,共同飼 

育でやったりするのでなく,自分の都合で勝 

手にやるから,メヱ(マユ)かく人に掃く人 

にというようにばらばらだった。



掃立の方法 タネ紙からヶゴ(蛾蚕)が出 

て,掃立てるときには直接やるのではなぐ 

タネ紙の上にアワヌカ(粟のからを焼いてよ 

くついてこまかくしたもの,粉のようになる) 

をかけ,これと一緒に鷹の羽で作った羽で掃 

きおろすのが中野谷地方の方法でアワをつく 

らなくなってからはモミヌカ(もみがらを焼 

いて作る)を利用するようになったが,アワ 

ヌカは一般化はしなかった〇

現在の方法はケゴ(蛾蚕)の上に桑をかけ 

て上ったところでたたいてしまう。

掃立の器具羽ふるい木鉢(中野谷) 

〇タネ紙を包んでおいた紙をひらき,そこに 

ヨビダシ桑一こまかく切った桑をまいて1時 

間ほどそのままにしておき,その後タネ紙を 

たてて羽ではいて掃き立てる。タマゴと一諸 

にやる〇箱入りになってからはタマゴと別に 

する。

最近は,掃き立てるときには,朝大量に桑 

をくれておき,午後3時ころまで放っておい 

て,そこで羽を使って掃き立てる〇 (土塩) 

〇催青したヶゴをもってきて8月30日午前 

6時半飼育室に入れて蚕体消毒(消毒はホル 

ムアルデヒドでする),20分以内にヨビダシ 

グワを与え,再び室から出してハキタテをす 

る。この間防湿紙(新聞紙をぬらしたもの) 

を入れ口ウ紙をかぶせておく。ハキタテをし 

たら桑をやって一定温度にする。(南後筒) 

〇以前はタネ紙を二枚並べて,ハキ'タテ紙に 

上向きに包み,裏返して棒ではたいた。裏に 

廻るのは羽根で落とす。(ケゴをハキタテ紙に 

寄せ,ヶゴ〇发ハイタという)(富岡市田島) 

〇掃立は桑の開き具合を見たり伸びによって 

掃立てる〇ヒラヅケ,ワクセイの種はこれを 

掃立紙に包み,開いて見てヶゴになっていた 

ら,桑を細かく切り,呼び出し桑を与え,こ 

れを籠に蚕座紙を敷いたその上に拡げ打落 

す,このとき鳥の羽根で掃き落し給桑する。 

(大仁田)

〇自分の家で催青し,掃き立てたので,羽根 

などの道具があった。今は稚蚕の共同飼育所 

ができて,2令または3令まで飼育してくれ 

るので,すっかり楽になり,安定した。(下日

野)

ハキタテをする

桑の葉を細かく切る

桑を与える

〇掃き立て羽を使って掃き立てた。羽は縁起 

ものなのでこくぞうさまとか,一の宮の市で 

買った。乾湿の差は乾湿球を見て調節した。 

(塩沢)

〇蚕種紙からケゴをおとすのに,以前はキジ 

の羽根でこしらえた刷毛を使った。

そして,お蚕の上にあわぬかをふりかけた。 

よく乾燥するようにである〇桑も,こまかく 

きざんだものを,更にふるいにかけてくれた。 

その桑には葉のジクがまじらないように,こ 

まかい神経を使った。だからふるいも三通り



くらいあって,お蚕が大きくなるにつれて, 

目の大きいふるいを使った。

場所は,オモテザシキといって,その家で 

も陽当りのよい部屋を使った。

今ではバラダネといって,箱の中に種が 

入っており,それがケゴになってはい出して 

くるから刷毛は殆んど使わない。

それに桑も細かくはきざまない。ぬかも使 

わない。乾燥させるより,かえって,適当な 

湿気を保つように,下に敷く新聞紙などやや 

ぬらしておくときがある。

場所も現在,ではオモテザシキを使う家もあ 

るが専用蚕室を作って,養蚕をしている家も 

できてきた。電熱で温度を調節している家も 

ある。(花香塚)

〇掃きたて前には,近くの川へ行って,籠や 

なわあみなどの蚕道具を洗った。

蚕室は目張りをして,部屋の中はフォルマ 

リン消毒をした。蚕室や,蚕具を完全に消毒 

しないと,蚕が病気になって,はずれるとい 

う。むかしは,消毒さえよくすれば,どんな 

馬鹿でも蚕はとれるものだといわれた。

蚕の棚は大工に作らせたもので,棚の間隔 

は6寸のものと,7寸のものとあった。籠は籠 

屋に作らせたものを使った。

掃立ては仏滅の日を除き,暦で良い日を選 

んで掃立てたが,特定の日というのはなかっ 

た〇掃立てのことは,ハキオロシともいった。 

催青した種を,タカの羽根を使ってはきお 

ろした。タカの羽根を使うと,蚕がとれると 

いわれた。

1齢のうちは,桑のめがそろうといって,く 

わきり包丁を使って桑をこまかく刻んで,ク 

ワブルイでふるってくれた。

蚕が大きくなると,蚕をほかの籠にひろげ 

る(これを拡座という)がそのときには,竹 

製の箸を使った。

やすみおきの時に,蚕座が乾燥するように, 

アク(石灰)をフルイを使って,蚕の上に撒 

布した。

桑づけの30分ほど前にアクを撒布して,蚕 

の上にアミをしいてから,桑をやった。(小平)

3 飼育法の変遷

(1)飼育法の変遷

/①飼育法

〇飼育法は10人10色だといわれるくらいさ 

まざまな方法がとられたし,一つ一つの飼育 

法もその消長が著しかった。他地方に相当に 

普及したイブシガイ(紺周郎流)などはこの 

村にはほとんど入らなかったらしい。(苗が島) 

〇秋蚕

8月下旬に上簇させる。アキゴ(秋蚕とか夏 

秋蚕,または初秋蚕という)は,昭和のはじ 

めころまではあまりやらなかった。やる家が 

あると「あの家はそれほど困るのか」と悪口 

をいわれたりするので近所には内緒で飼った 

ものだった。そんなときは,桑をとるにも畑 

のまわりからでは目立つので,桑畑の中央部 

の見えないところからとったりして,こそこ 

そと飼った。

いまは1年に5回から6回も飼う。(安中市

下間仁田)

〇春蚕と秋蚕をするのがふつうで晩秋蚕は戦 

後になってからのこと,以前はやってもとれ 

なかった。

土塩の1,2区は,気候のせいだったのか 

早く桑の養分がなくなり,寒いから温度は上 

げるのでニワオキでオキチチ' ミやアタマスキ 

になって収量は少なかった。

13年前に共同飼育所ができてからはぐあ 

いがよい。(土塩)

〇春蚕

はきたて 5月7日か8日ごろ。 

上簇 むかしは,はきたてから30日ぐらい

たってから。現在では,26, 7日たってから。 

出荷 むかしは上簇してから7日ぐらい

たってから。現在では,上簇後10日ぐらい 

たってから。現在のほうが,出荷までの日数 

がか\る。これは繭をからす(乾燥する)よ 

うになったからである。



とれだかは,春蚕が一番多い。ふつう1箱(10 
g) 8貫匁ぐらい。最高は10貫ぐらい。

初秋蚕

はきたて むかしは8月1日を基準にし

た。現在は7月30日。

上簇 むかしははきたて後23〜24日ほど

たってから。現在は8月の19日か20日ご 

ろ〇

出荷 むかしは上簇後7〜8日後,9月のは

じめの頃。現在は,8月27, 8日頃。 

とれだかは,ややとれない。1はこ7〜8貫匁 

ぐらい〇

晩秋蚕(これをはきはじめたのは,昭和に 

なってからである)

はきたて むかしは,9月1日が多かった。 

現在は8月30日か31日ごろ。

上簇 むかしは9月27日ごろ。現在は9月

24, 5日ごろ。

出荷 むかしは上簇後10日ぐらいたって

から。現在は10月のはじめのころ。 

とれだかは,春蚕と同じくらいで8貫匁ぐら 

い〇 (西鹿田)

〇以前は春蚕だけしていた。そのあと,春蚕 

と秋蚕を飼うようになった。しかし,桑がな 

かったから,秋蚕のほうはやっとであった。 

今から30年ぐらい前から改良桑ができた。 

•養蚕の日程

春蚕

はきたて 5月12日から15日くらいのあい 

だ。

1眠(15日はきたてとして)18日か19日。 

上簇まで,早いうち(温度をたかくする家) 

で30日ぐらい,おそいうちで33日間ぐらい 

か乂る〇

出荷上簇してから8日目ぐらい。 

2眠までは共同飼育所で飼っている。配蚕は, 

はきたてから1週間後ぐらい。

やすむ時間は,2眠くらいまでは1昼夜ほど, 

3眠は1日半ぐらい,4眠になると2昼夜ぐら 

いはかゞっナこ。

秋蚕

はきたて7月20日ごろ。

配蚕はきたてから6日後ぐらい〇

上簇 はきたてから24,5日ぐらいたってか 

ら〇

出荷(まゆかき) 上簇してから5日か6日 

間ぐらい。

晩秋

はきたて8月22日ごろ。 

配蚕はきたてから6日目ぐらい。 

上簇9月17日か18 0〇 
出荷9月27日か28日(上簇してから10日 

ぐらいはかゝる)。(小平)

②稚蚕飼育法

®清温育

〇大正時代に郡内の有志が養蚕の発展のため 

に沼田に養蚕伝習所をつくり、学校を出た技 

師を招いて子弟の教育にあて、清温育という 

のが普及した。これが養蚕の改革の時期だっ 

たようだ。そこへ出た人が現在八十歳から九 

十歳くらいの年の人だ。当時のノートなどは 

増田茂樹さんのおじいさんのがある〇

蚕を飼うのに桑を切って,ふるってくれた。 

桑ぶるいはいくつも残っている。(白沢村)

④温暖飼い

〇温暖飼い……これが永井流といわれるもの 

に相当したらしい。今より60年前まで行なわ 

れていた。いぶし飼いと同じ1日桑を12回か 

ら与えた。(東峯須川)

〇明治初期,この村の関口きいさんが,女の 

身で奥州(白河あたりという)へ行って,温 

暖飼いを習って来た。そのころまでは,春蚕 

で40日から45日も飼育日数がかかったのを 

十日も縮めた。きいさんの蚕育も,一〜二回 

の失敗はあったが,それから急にこの温暖飼 

いがはやった。もっともこのほかに,高橋式 

の温暖飼育法というのもあった。また松まき 

や根っこをくベていぶして飼育するイブシ飼 

いはその後はやった。以後秘密飼い,箱飼い, 

条桑育,土室飼いなどいろいろに変って来た。 

(境町)

@ いぶし飼い(永井流.紺周郎流) 

〇永井流養蚕術

たき火による飼育法の開始の沿革は慶応年 

間より維新戦争,引続き会津戦争戸倉ロと称



し,沼田,前橋,高崎,吉井の諸藩士等が東 

小川,越本,土出,戸倉の4部落の居家を陣 

屋とした。明治元年7月中旬に会津藩士が攻 

めてきて,官軍と遭遇戦をおこない,戸倉部 

落は焼失のうき目をみた。この時沼田藩士 25 
人が降雨を侵して沼田に通ずる間道にある永 

井紺周郎宅に来り,一昼夜滞在して衣服,武 

器の濡物を乾燥するために家の中の数ケ所で 

焚火をしたところ非常に高温になった。その 

時ちょうど春蚕3眠起き4日目であり,毎日 

の降雨のため,雨露のしたたる桑葉を給桑し 

たため,10中8, • 9分は空頭蚕(スキ蚕と称 

した)となった。しかし多量の焚火をした 

ため蚕座の乾燥急速なるにより,家人は肌を 

ぬぎ汗を流して多量に給桑したので6日目午 

後になって一斉に休眠して不眠蚕は一頭もな 

くその後の結果良好に上簇になり,1頭の病 

蚕もなく,良結果であった。ここで養蚕飼育 

に焚火使用の必要を感じ,この研究がはじめ 

られた。明治以前は蚕室内での火力は大禁物 

とされていた。蚕児掃立と同時に家外にて炊 

事をしたほどであった。

蚕室内で焚火使用開始は翌明治2年。春蚕掃 

立と同時に蚕室内で焚火をし,飼育したとこ 

ろ,毎眠期一斉にして病気なく上簇好結果を 

得た。これにより翌3年になり部落内(針山) 

で病蚕のため毎年スキ蚕,コシャリの失敗した 

者に室内で焚火をして飼育することを勧誘 

し,この方法を実行し室内で焚火をして掃立 

飼育をしたもの一人の失敗もなく上結果で 

あった。この風聞により村内及び近村の養蚕 

家,病蚕のため毎年失敗した者の伝習を申込 

む者が年々増加して来て利根郡及び郡外まで 

に及ぶようになった。

蚕児の発育する温度,風力,給桑の時期に 

ついて明治初年の頃は各農家に時計はなく, 

寒暖計の如きものもない時代であったので蚕 

時の発育する温度は室内で片肌脱ぎて,暖か 

からず,寒からずの気候を蚕児発育の適当の 

温度と定め蚕児発育する風力は蚕棚の前に細 

い紙をつるし,紙の流動の強弱により,その 

適度を定めた。給桑の時期は前回給桑の残桑 

生葉の色変じて4つ角の立つ時を適度と定め 

て指導した。

郡外指導出張については,明治12.13年頃 

勢多郡大胡町及び上大屋より初代永井紺周郎 

の風聞を伝え聞いて養蚕指導の申込みがあっ 

た。この上大屋は昔から養蚕豊作したことな 

しといわれたところであった。出張してその 

上大屋の地形を見たところ,北に大沼があり, 

常に湿気の流動があり病蚕もここに原因があ 

ると考え,焚火を最適当と認め指導したとこ 

ろその年より好結果が得られた。その後,毎 

年豊作であったので門人一同申合せ,報恩記 

念のため村内聖観世音境内に明治20年5月記 

念碑を建設した。次に勢多郡横野村大字勝保 

沢部落でも養蚕に困難をきたしており,18人 

の希望者が指導を願った。ところが出張して 

みると15名の変心者が出来て指導を受ける 

もの,わずか3名であったが,この中,寺の 

住職一人あり,当初の計画に反せるため申し 

わけないと詫入れたが永井氏はたとえ1名で 

も自分の飼育法希望者には教えるのだと実施 

した。その年3名の養蚕家は12分の大豊作で 

あったので,その後4, 5年の中に全部落民

が門人となり毎年大豊作になったので数年の 

報恩のため諫訪神社の境内に永井紺周郎,妻 

いとの記念碑を建設した。

永井流,流名命名の由来

明治17, 8年頃農業,蚕業とも東京駒場大 

学の1科目に属し,政府は農蚕業共各独立の 

必要を感じ,西ヶ原に養蚕伝習所を開設し, 

明治20年より事業開始をなし,この時松永吾 

作先生が各府県養蚕地に出張して県内有数の 

養蚕技術家を県庁内に召集し,その各秘術所 

論をのべさせ,その長所をえらび,西ヶ原の 

養蚕伝習所の教科書を編さんしたという。こ 

の時永井氏も召集され,明治初年より実地に 

研究した実験を基礎として所設を述べたとこ 

ろ,時の県令中村之雄氏が永井紺周郎は蚕学 

者としては学問深くないが,実施指導には造 

詣深き者と認め,養蚕指導名を「永井流」と 

なし広く指導なすべしとして県令の命名にて 

永井流と称するようになった。

永井流事業開始は明治20年に永井流養蚕 

伝習所設置認可申請出願したところ,その年



の5月初代紺周郎55才にて病没した。翌21 
年2月伝習所認可あり,妻いと(通称紺周郎 

婆さん)が継続して経営にあたった。事業方 

法を本課生,別課生の2課とし,本課生は自 

宅に入所して春蚕掃立より上簇に至るまで指 

導を受ける者とし,別課生は自宅に巡回教授 

を受ける者をさした。この時代,春期廻りと 

お蚕廻りと2回を定め,是を教授とした。明 

治27. 8年頃は別課生と指導を受ける者1, 
400名からいた。「蚕のお医者」と称せられて 

いた。明治31年の2月勢多郡敷島村津久田に 

て講演中,中風病となり明治37年まで療養し 

たが69才にて病没した。2代目文作が襲名の 

上事業継続指導したが,明治44年6月急病の 

ため57才にて病没し,3代目が幼少のため技 

術の修得なく永井流養蚕術指導を中止した。

永井流認可の24年間の指導について明治 

20年以前の実績ははっきりしないが21年紺 

周郎婆さん時代よりの事業実績は各村部落に 

て別課指導申し込みのある時は室検査をし 

て,蚕児飼育場所,焚火の炉を定めて,この 

炉の場所には新しい手桶に毎朝清水を入れ柄 

杓を添え,火の神に備え火難なきよう注意し 

た。この注意により永井流開始24年間,門下 

生の中より火事を起したものはなかった。

最初2ヶ年間各自の蚕室巡回,病蚕の有無, 

予防の教授をし,3年目より各部落内門下生 

10名以上なれば毎年出張した。宿を定め置 

き,その部落内門下生,蚕児を持参,鑑定を 

うけた。鑑定の結果病蚕の有無又は予防方法, 

飼育の方法等を教示した。この時鑑定者未熟 

なると失敗することがあった。理由は門下生 

の中にも鑑定を疑う者もあって先に鑑定済の 

蚕児を6. 7番目に鑑定を受ける者の器物の 

中に入れ,再鑑定に出すものもあり,先の鑑 

定と後の鑑定との説明が符合せざれば鑑定人 

の失敗であった。依って数年来の門下生にし 

て熟達したと見れば蚕児の鑑定,病蚕の予防 

等の試験を2ヶ年位して,間違いがなければ 

技術習得者として卒業生とした。

永井流門下生に養蚕教師のいない理由は, 

まず門下生の申し込みある時は本人の意見を 

試問し,養蚕教師指導料が目的なる者には指 

導をなさず,自分は国家のための事業なれば 

貧民にして蚕種を買求めて与え飼育指導をな 

し,養蚕業普及を目的とする故にとL、う者を 

対象としたので門下生には養蚕教師は出な 

かった。

養蚕業は毎年の気象により,豊作,凶作が 

ある。毎年九星の回り年に依り豊作すること 

と凶作することとあり,この研究は2代目に 

より指導したが10中,8, 9分は的中した。 

毎年中央の星と養蚕飼育月の星と対称して判 

断する。

—白水星,五黄土星,八白土星の三星の年 

は養蚕凶作の年となる。

一白星は冷湿気,五黄星は蒸湿気,八白星 

は寒湿気となる。

六白金星,七赤金星,九紫火星の三星の年 

は乾湿調和の年であって蚕豊作の年である。

二黒土星,三碧木星,四緑木星の三星の年 

は,大豊作もなく,又大凶作もなく,平年水 

準の年である。

蚕種鑑定

在来蚕種当時は種の色沢,粒の大小,産付 

の強弱等により鑑定した。紙面印粒大小なく, 

(大小あるのは繭形不同である),印面の水引 

き(水引きは印の中央のくぼみ)一様にして 

不同な物を良種とした。原蚕虚弱又は病蚕に 

して桑不足を生じ,発蛾した虚弱蛾の産卵し 

たものは水引くぼみすぎたり,片くぼみした 

り,角くぼみしたり,しわくぼみしたり不規 

則のくぼみのあるものは不良種である。

乾湿より生ずる病蚕の種類と膿蚕五種類の 

原因について,乾燥より二種類,気候温暖に 

して乾燥なる室より発病する膿蚕は関節膨大 

にして皮ふ強く膿汁をもらさぬもので,又蚕 

体が小さく無色の膿汁をこぼし,苦悶するは 

気候温暖にして盛食期に給桑不足より生ずる 

もので,冷湿,寒湿,蒸湿の3湿気より発病 

する膿蚕は,蚕体膨大になり皮ふ弱くして濁 

汁を泄するものである。

空頭蚕4種類について,頭部赤く透明であ 

るもの,室内高温乾燥しすぎ,空気給桑の不 

足から起きる。頭部青く透明であるものは室 

内蒸熱に過ぎ,乾燥の不足が原因であるとし



た。頭部黄色で透明であるものと尾角前方の 

2関節の透明であるものは室内の冷湿気が過 

ぎたのが原因であるとした。コシャリ病,頭 

黒病,シャリ病は室内低温にして空気の流動 

なく空気腐敗を原因とし,頭黒病は空頭蚕の 

初期といった。シャリ病は下痢病なり,乾湿 

外の病蚕は細蚕,起縮病で10中8,9は微粒 

子より発病するものである。

響蛆病は蛆である。空気ツマリ病は原因は 

わからないが,姿勢頭部大きく,尾細く,体 

縮み,食欲のないものをいう。

蚕体強弱鑑定の方法

第1,蚕体皮ふの厚薄を見定め,第2,蚕 

体の姿勢を見定め,第3に蚕体の血色を見定 

め,蚕体の健康なるか病蚕なるか判断する。

第1,蚕体の皮ふは蚕室内の気候の関係に 

より厚薄する。気候温暖にして乾燥なるとき 

は厚く強くなる。これに反して気候湿気にな 

る時は薄く弱くなる。又死蚕を鑑定すると乾 

燥室の死蚕は皮ふ強きため手にとって,投て 

きが出来る。湿潤な室の死蚕は皮ふ弱く破れ 

て手でとれず寒湿冷湿気は黒き膿汁とす。む 

れ湿気の死蚕は膿汁は赤味を生ずる。

第2,蚕体の姿勢は頭部と尾部に優劣がな 

く,尾角後方の足広く,踏居るものは健体の 

兆候である。これに反して頭が大きく,尾部 

レ細いものは弱蚕の兆候であって桑不足蚕で 

ある〇

第3の血色とは蚕は冷血動物であるから青 

き血色が本色である。蚕体の皮ふは白きもの 

で蚕児鑑定は蚕体の関節1より3 , 4に至る

間である。血色の増減により,健蚕なるか病 

蚕なるか判断の上説明するものである。先ず 

健康な蚕の血色は1関節内の血色青色3分と 

白色7部と併合の色,または分離して島蚕と 

なるは健蚕の兆候である。冷湿気は関節内の 

青色次第,次第に増し,全部青色となり,こ 

れに黒みを生じ,青黒色であるのは冷湿気, 

寒湿気と併発した時の病蚕と考えてよい。む 

れ湿気は関節に赤味を生ずる。また乾燥に過 

ぎたものは青色なく,白錡色を生ずる。

蚕体鑑定は第1の皮ふの模様を見定め,第 

2の姿勢の模様を見定め,第3の関節の血色

の模様を照合の上強弱を定め,つぎつぎと蚕 

児の抵抗の力を診察しなければならない。40 
〜50たたいても堅きものは健蚕とし10前後 

で柔かくなるものは簇中で死蚕となることが 

多い〇

蚕病の一部予防法

先づ蚕児鑑定の上冷湿気,寒湿気より生じ 

た病蚕で関節1より3,4まで青黒色となっ 

たもの,及び空頭蚕,頭部黄色に透明したも 

のは下記の方法により,予防しなければなら 

ない。蚕予防の時期は4令3日目までとする。 

その後は効果がないとされる。蚕室開放して 

空気の流動自在になすこと,室内中央に炉を 

設け焚火にて燃烟消毒をしなければならな 

い。蚕室内の温度華氏85度位(蚕児2, 3令 

であれば80度)にしてかごは上下左右に 

時々,差し替えかご中平均に乾燥するように 

注意すれば,蚕体の関節青黒色が青色に変化 

する。又空頭蚕の黄色に透明したものも変化 

して無色となる。蚕児快復するにより次第, 

次第に運動を開始するようになる。この運動 

は病の軽重により,快復時間に長短があり, 

注意しなければならない。10中6,7分運動 

する蚕を見究めた時に給桑しなければならな 

い。この給桑は多量でなく,次回給桑の時, 

翌朝2分位残るようにする。但し桑不足の時 

は膿蚕に変化するときがある。総て蚕病予防 

は夜間,低温の時して,日中高温の時は効果 

がうすい。次回給桑翌朝にいたり,前回のご 

とく焚火をして蚕児10中の8,9運動をする 

時に給桑する。この法は2晩直しと称し蚕児 

損所なく全部健蚕となる。これが永井流の秘 

法であって,蒸湿気により発病したる病蚕と 

頭部赤く透明した空頭蚕は火力を使用しない 

で,この療法は冷風のよい場所に置き蒸湿気 

蚕は蚕体がしまり健蚕になり,赤く透轉した 

ものは青く変化して健蚕となり,もし変化し 

なくとも食欲薄弱であれば,火力を使用しな 

ければならない。蚕病の予防法は沢山あるが 

実物鑑定の上でなければはっきりといえな 

い〇

明治初期より,明治44年まで巡回した町村 

は下記の通りである。



佐波郡島村

勢多郡 大胡町 大字上大屋

富士見村大字時沢

南橘村大字田口大字日輪寺 

大字青柳

北橘村大字箱田中,下大字 

真壁中,下大字八崎 

横野村 大字樽 大字宮田 大 

字見立大字三原田 

大字勝保沢大字上野 

敷島村大字津久田大字猫 

大字鹿の野大字棚下 

群馬郡渋川町

金島村大字金井大字阿久津 

長尾村大字横堀大字寄島

大字吹屋大字白井家 

白郷井村 大字中郷 大字田尻 

大字伊久間大字上白 

井大字小川原

利根郡沼田町

久呂保村 大字森下 大字川額 

利南村 大字戸鹿野 大字沼津 

大字上久屋

川田村大字上川田

桃野村 大字月夜野 大字上津 

大字下津大字小川島 

新治村 大字羽場 大字下新田 

古馬牧村大字後閑大字上牧 

池田村大字岡谷 

川場村大字谷地大字中野 

白沢村大字高平

赤城根村大字生枝 

東村大字追貝大字平川 

片品村一円

永井流2代目義成門下重なる者下記の通り, 

利根郡白沢村高平門下 一小野作左ヱ門

ク 利南村上久屋々 二勝見 徳次郎

//久呂保村大字森下ク三星野喜三郎 

以下は入門の時期不明につき順序不同 

佐波郡島村 栗原甚五兵衛

勢多郡南橘村大字日輪寺 木村 松太郎 

群馬郡白郷井村大字中郷 後藤 伊三郎 

利根郡片品村東小川 星野 喜藤次

利根郡片品村大字越本 笠原丑五郎

ッ 入沢啓次郎

々大字花咲 星野善次郎 

ッ〃 星野桂重郎

利根郡川場村大字中野 宮下 栄蔵

ッ桃野村大字月夜野後閑減助 

ッ ッ大字小川島茂木常吉 

ッ新治村大字上新田生方太吉 

ッ 久呂保村大字森下 沢浦 権之助 

ッ片品村花咲 高山妻造

:話者 利根郡片品村針山 永井好)

永井紺周郎生家(片品村針山)

〇松葉など燃して猛烈にV、ぶしてその中で 

飼った。昭和10年頃から15年ぐらV、までこ 

うした飼I、方をやってV、た人もあった。(中 

山)

〇男衆は野良仕で養蚕は女衆の仕事であっ 

た。どこの家でもメド木というのがあってシ 

ジ(初眠)まではメドを与えて飼った〇 メド 

は水分が多いので蚕は葉をくれたものよりも 

月巴ったものである。特別に保温はしなかった

永井流養蚕術記録

(片品村,永井好氏蔵)



永井養蚕伝習所跡

永井流伝習所本科伝習 

生入所願(永井好氏蔵)

永井流伝習所修業証

から,初眠までに10日位かかった。それでも 

4, 5齢は今の蚕より経過は早かった。掃立て 

から上簇までの飼育日数は35日から40日位 

かかった。

給桑'回数は1〜2令は10回から12回,3令 

8回,4〜5令は5回か6回であった。

その後永井紺周郎飼いというのが盛んとな 

り,熱心な者は利根郡の花咲村へ一週間も泊 

り込んで教えを受けた。土間に炉を作りどん 

どん火を炊いて,二階でコバガイをした。夜 

の作業には子供にあかり持ちをさせた。ロー 

ソクや手ランプは良い方でヒデを持たせられ 

た。うす暗い中で煙で刺激され,しかも1日 

に10回も給桑したり絶えず火も炊かなけれ 

ばならず,睡眠も不足したので皆目を悪くし 

たものである。桑は1令1分,2令2分,3令 

3分と細かくきざみ,篩でふるったり,箕でふ 

り分けたりしたので,手数がかかった。今に 

思えば随分桑を無駄にしたものである。骨の 

折れる飼育法であったが,紺周郎飼ははずれ 

ることが少いので盛んに行われた。

その後戸所式という飼育法が行われた。こ 

れも薪を燃す方法であったが,特長は給桑前 

後だけ殊に薪を燃して保温する方法であっ 

た。

飼育温度は1令〜3令70度,3〜5令は自然 

飼であった。

高山社の室飼で炭火で保温した。

トタン箱,木箱等でコバ飼いをする様に 

なってからは給桑回数も少くなった。

今は稚蚕共同飼育場で標準表により飼育す 

る様になってコバガイも楽になった。コバガ 

イは共同飼育所に委託して飼ってもらってい 

る者もある。

適蚕館式飼育法というのが普及した。これ 

は伊勢崎の小林多一郎氏が指導した適蚕館蚕 

業講習所で教えられた方法である。その方法 

は八畳の間をかこい,蚕架を三棚建てて,そ 

の前で保温をした。給桑は一日四回で桑はき 

ざんで与えたが,昔の様に篩で撒くのではな 

く手でくれたものである。桑をきざむのもは 

じめは桑切り包丁という大きな包丁でまな板 

できざんだが,大正の頃からは桑切り機械が 

入ったので楽になった。(中郷)

〇煙り飼い。紺周流という。これは利根郡片 

品村針山の永井紺周郎という人が考え出した 

飼育法で,囲炉裏にマキ,その他の燃料を入



れて煙をたやさぬようにたきつづけた。要は 

室内の保温にあったのであるが,これがため 

養蚕家はけむくて常に目をショボッカセ眼病 

になったように感じた程であった。蚕室の周 

囲にはすだれなどをさげて保温したが,空気 

はあまり停滞しないように注意された。山な 

ど開墾してでた木の根などは好適な燃料でよ 

く燃えつづけ,かつ煙をよくだした。

この紺周郎流の養蚕法は一種の流行をきた 

した。また,その信奉者の如きものを生じ, 

これをよしと信ずるものは熱心に実行して同 

志のものを催して盛んに同流の発展をうなが 

した。この地方では隣村(南橘村今の前橋市) 

の日輪寺に木村松太郎という熱心な人があり 

横室からも数名の人がこの木村氏のもとへ通 

い,この方法を習い,かつ実行した。

炉の火を余り強くすると室温があがりすぎ 

て,そうでなくともこの方法は乾燥しすぎる 

弊害があり,桑などもずいぶん無駄にした。 

しかも桑は1日8〜9回振りかけてやったり 

などした。そうしないと桑が乾燥してしまう 

のである。

ただ、前述の通り保温は合理的であったと 

いわねばならない。この乾き過ぎのため,違 

蚕が多かった。いわゆる空頭蚕というのがそ 

れで,この乾き過ぎを防ぐため箱飼が普及し 

ていった。しかし紺周郎は流行したといって 

も全般的ではなく熱心な部分的流行であった 

といえよう。これは大正時代のものである。

紺周郎の欠点に対して伊沢流という飼い方 

がある。これは大正初期,一寸行なわれたが, 

火はもすが桑に水をかけるものであった。(横 

室)

〇利根郡の方からはやった。蚕室をたくさん 

いぶして空気の流通をよくする方法。明治時 

代に一部はやった程度(善地)

〇明治から大正のはじめにイブシ飼いが入っ 

てきた。この飼い方は掃立時には煙をたくさ 

ん出す方法で薪をいぶしたりして桑の葉がす 

ぐ枯れてしまう。

寒暖計(たいてい湿度計と温度計が組んで 

いるもの)を蚕室内にかけておき常に温度に 

注意するようにした。(東国分) 

〇空気を動かすために,部屋を密閉して,煙 

でいぶした。松をいぶした。殺菌を考えた。 

(三倉)

〇年寄りのいない家ではいぶし飼いをやった 

が一般的ではなかった。自分の手間で薪が集 

められた家だけだった。(土塩)

〇話しだけで実際にやった者はいなかった。 

火を燃していぶす必要もなかったからといえ 

ょぅ。

「イブシ飼い」というのをしたこともある。 

秋蚕の場合が多かった。秋は湿気が多かった 

からだと思う。蚕は湿気を嫌う。(島村) 

〇オガクズや桑の根を燃やして,部屋をいぶ 

した飼い方もあった。これを部屋の空気をう 

ごかすためだといわれていた。空気が「アラ 

ク」うごくことによって部屋がシケルのをふ 

せぎ「コシャリ」のでないようにするためで 

もあった。3眠くらいまでこれをやった。(花 

香塚)

〇利根の花咲あたりの人で,コンシュウロウ 

さんという人が教えた蚕の飼い方で,デェド 

コに六尺角ほどの大きな炉をつくり,でっか 

いねっこの割らないものを入れ,一'^入れる 

と三日も四日も燃えてるようなのを燃して, 

毎日家の中をいぶして蚕飼いをした。この飼 

い方は明治末から大正の初にかけて何年も 

やったことをおぼえているが,いろりのは 

しっこにイモを入れて焼いてもらったことを 

よくおぼえている。(北橘村)

〇紺周郎の指導によるいぶしがいがこの辺で 

もおこなわれたことがあった。彼自身が当地 

へ出張して来ておしえた。その弟子がこの地 

にもいた。弟子から弟子へとその方法を伝授 

した。

その方法は,いろりの中で松の根っこなど 

をもやして,いぶしてかいこを飼った。この 

方法によると,収繭量も多かった。いぶすの 

で,屋根にやぐらをおくとか,窓をあけるな 

どした〇いぶすかわりに,フォルマリンとか 

石油,煉炭をつかうようになって,この方法 

はすたれた。

古くは片品村針山の永井紺周郎のいぶし飼 

いが流行した。この飼育法はいぶし空気を乾



燥する方法で、手のひらでさわって桑の乾燥 

度をみては給桑した。

明治の末ころ、長井流とかコンシュー流と 

I、うのがひろまった。蚕にはたき火が薬にな 

るといって,大きな養蚕火鉢の中に根っこを 

入れて燃やして飼った。(白沢村)

@石灰育

〇石灰を使って白い中で飼う。(いぶし飼いと 

同じころ)(島村)

®共振社式

〇明治末から大正にかけて,埼玉のキョウシ 

ン社の講習にqってきた。稚蚕期に,風を使っ 

ての飼い方で,棚の上に2尺くらいの気ヌキ 

(空気ぬき)をつくり,その上にミナガワを 

のせておいて,状況によって調節をした。風 

を使いすぎて桑がすぐにからからになってし 

まった。(土塩)

〇埼玉県児玉郡児玉町の木村九蔵がはじめた 

方法で,大正初期に入ってきた。この飼育法 

は密閉式である。(善地)

©豊蚕社式

〇信州から入ってきた方法で大正期に流行し 

た。これは石灰を多く用いる方法である。

神沢重見氏の大正2年「豊蚕社育一令概要」 

によるとつぎのようなことが記されている。 

室は前方丈張り替る事

/寒暖は68度一75度
初日は一枚を三坪に掃き三枚で七分籠一 

枚にする事

給桑は1日8回 始午前3時終午後11
時

2日 朝の冷気を殊に注意する事,坪は 

そのまま

3日午前1時頃網をかける。前の2回 

ほどは葉を細に刻む事

4日早朝除砂の事

5日網かけにより眠糠を入れる事

焼糠は粉を用いる(善地)

® 一倉飼育

〇イブシ飼いのあと有馬の一倉という人が考 

え出した一倉飼育というのが流行しだした。 

この方法は,蚕が七分通り桑を喰うと風を部 

屋に入れる方法であった。(榛東村)

⑦高山社式

〇近くの蚕種屋が高山社出身のため明治の末 

年には流行した。この飼育法は開放式である。 

(善地)

〇高山社の養蚕法がよそでは普及したが,手 

間がかかりすぎるのでここでは入ったものは 

いなかった。(川戸)

〇耕地(部落)から生徒として1人行った多 

胡モトジさんが伝えて,多胡喜太夫さんと吉 

五郎さんの2人が高山社の方法で飼ったが他 

にはひろがらず,5年くらい続けた。(島村)

©公導育

〇大正6年に公導育という,養蚕法を長野県 

小県の横沢氏(大根の種屋)から教わって取 

り入れた。この飼育法も高山社より手のかか 

らない方法をくふうしたもので、とくに晩秋 

蚕がよく取れるようになった。霧の深い土地 

に適した方法で「埋薪法」といって縁の下に 

炉を築いて枯葉をいぶして2階で蚕を飼う。 

いったん煙でいぶしてから障子をあけて煙を 

出し蚕体をかわかしてから、戸をたてて桑を 

くれる方法で,コシャリ(白キョウ蚕)にな 

らなくなった。結果がよかったので他郡にま 

で広がった。高山村に長野県から来た橋詰善 

弥指導員が駐在していた。各地の養蚕の研究 

会を進んで行ない,高崎市某寺に当時の碑が 

建っている。(川戸)

〇大正10年頃始まって急激に広がった飼育 

法である。一般に当時はぬれ桑はくれなかっ 

た。それをぬれたまま,給桑した。この場合 

8畳敷の部屋を目張りして,唯,1本だけ障 

子が動くようにして保温した。こうするとと 

かく空気の流通がとまるので,部屋にランプ 

を1つつけてその炎の燃焼で空気が流動する 

ように計画された。(横室)

〇コード育は多野郡の高山長五郎がはじめた 

局山社の前後にあった。蚕室を暖かくして稚 

蚕飼育をする方法であった。(東国分) 

〇鳳蚕社信州から伝えられ公導育というの 

を流行させた。昭和の始め。(榛東村) 

〇イザワ流ともいい、また多桑育とも言った。 

惣社に碑がたっている。

石灰を多く用いた。(北橘村)



◎密閉育

〇密閉育(アイデアル)••••別名公道育と同 

じだということだった。

この方法は吾妻郡中之条町平字うずまの青 

木英一^氏という人が大正10年に東峯須川に 

来て教えて広まった。その元は元総社だとい 

うことだった。そこで青木氏が習い,吾妻に 

普及してから新治村に教えたらしい。部屋全 

体をかこんで温度を保つ方法であった。アン 

ドン飼より一歩進んだものだった。(東峯須 

川)

〇昭和になってからの方法で,埼玉の方から 

先生が来た。このやり方で3眠おきになった 

とき条桑育に出した。(土塩)

〇郡役所のあったころさかんにおこなわれ 

た。障子をあけてはいけないというのでしめ 

きって飼ったが,蚕棚の下に紙をさげておい 

てこれがゆれるとよいといった。空気の流通 

をはかることだった。長野県のあるおばあさ 

んは蚕室でタバコを吸い,その煙の流れる向 

きでくふうしたという。(島村) 

〇北群馬の佐藤弥一という指導員がきてから 

そうなったもので蚕室をしめきる。天井から, 

戸,障子まで目張りをした。そのためにうど 

ん粉を2升使ったとか3升使ったとかいって 

いた。昭和の始めころからだったろう。村の 

共同飼育所もそれだった。飼育所は昭和13 
年に始まったが17年にはやめた。食糧事情に 

よる。(中山)

〇家庭で飼った。終止,桑葉を桑条からもぎ 

とったもので飼った。部屋を新聞,蚕座紙等 

で目張をして大きな密閉の部屋にし,寒けれ 

ば保温した。温度の調節は大体炭火を用いた。 

養蚕火鉢という大きな,土焼の火鉢を用い, 

また鉄板の火鉢を用いた。或は2階裏の天井 

から切り落しの炉を作り、底は天井裏にさげ 

たか定置的な2階炉を作って部屋を温めた。

飼育法そのものも,幾度か変遷があったが 

保温施設にも変遷があり,石油ストーブによ 

る保温から最近は穀物乾燥機の発熱及び伝送 

装置を利用して室温を保つ方法が進められて 

いた。(横室)

⑨秘密飼

〇ヒミツガイのときは乾燥剤,消毒剤に石灰 

を用I、た。硬化病が出ると毎朝,石灰を撒t、 

て桑をくれると止るとI、った。(南後箇) 

〇居間を紙で密閉して(ミッペイシツ,ヒミ 

ツガイという)飼うのは三眠起き(ミクワ) 

まで,これ以後は開放で飼う。2〜3眠は空 

気は必要でないといった。(桑をシナビラさな 

いことになる)この原理が土室になったのか 

もしれない。

春蚕,晩秋蚕には火鉢を使い,床をはいで 

空気を入れた。

今は下にカンレイシャを敷き上に防乾紙を 

かけ1日1回桑をくれる。10 gの蚕に120 kg 
の桑をくれるとよいという。(富岡市田島) 

〇新聞紙で蚕室をはりかためる。3眠まで飼 

い,その後は開け放して飼う。壁を落して外 

と同じにする。それがあたった。それまでは 

ベトやコブシがでた。大正初期から,最近の 

ドムロになるまでやった。

稚蚕をカノ メ (ドドメになる芽)で飼う〇 

せいぜい3回ぐらいであまりくれると,蚕が 

水ぶくれのようになるといっていやがる。(塩 

沢)

〇以前「ヒミツガイ」といって,密閉した部 

屋の中でランプをともしたことがあった。 

ランプの熱によって部屋の空気が動くように 

工夫したものである。(花香塚)

〇譲原の人が信州から覚えてきた方法といわ 

れ,一部屋をはりめぐらし,中へランプを夜 

昼つけておく,ランプは温度をあげるのでは 

なく,中の空気を動かすのに役立たせた。温 

度が低いので上簇まで50日位かかる。この方 

法は3眠まで。大正の末年までさかんであっ 

た。(鬼石町)

©埋薪法

〇伝習所飼い(永井流)で火を燃し,煙を出す 

のでは仕事に支障があるので煙を少しでも出 

さずに家の中の温度を保つための工夫から生 

まれたのがこの方法である。

いろりも3尺x 3尺以上として馬3駄の薪 

を埋めて床上に空気穴を作り,上部は灰,お 

がくず等でふさぎ,上に炭をあげておくと次 

第に下部に火がつき,半月くらいは一定の温



度が保てる方法だという。昭和5〜6年頃ま 

で使用した。これはガスが発生するのでこの 

ために蚕がだめになる場合もあった。火災の 

危険もあった。これは永井流の弟子が考えた 

ものであった。(天神)

〇茶の間の炉にたくさんの薪又は木炭を埋め 

て温度を保ちながら飼育した。

大正7. 8年頃までごく 一部の人たちが行 

なった。埋炭法とも言った。(東峯須川) 

〇蚕室(家の座敷)の床を切って炉をつくる 

(写真)。炉は深さ3尺巾3尺長さ9尺ぐらい 

で,中央にマキ20把ぐらいつめ,まわりに灰 

をおく。掃きたて4, 5日ぐらいに上から火

をつける。火がよくもえすぎるとか,煙ると 

か,火力が強すぎるとかすると,まわりの灰 

や焼き糠を多量にかけ,反対だと灰をとりの 

ぞく等して火力調整する。こうして調整する 

と20日から22, 3日はもつので,これによっ 

て室温を調整する。

埋薪の炉(宮城村苗が島)

大正初年から昭和10年代までは続いた方 

法である。(苗が島)

〇埋薪法をした家は,座敷の床下に大きな炉 

をきって,はき立ての1週間前にはマキをし 

いて火をつけていぶしておく。家の中を煙で 

いぶして蚕を飼う。煙は初めだけであまり出 

ないように灰をかぶせておく。

長めのクヌギの薪をびっしりと隙間なく詰 

めて置き,上から火を付けるので,段々下へ 

火が移って行く。こうしておくと,3令まで 

は火がくすぶり続けて消えないから,室温が 

一定して,世話がはぶける。今でも埋薪法で 

やっている家がある。

2階にも,天井から下へ下げる炉があって, 

鉄板製の炉を吊るして,灰を取り,火をおこ 

しておいた。今でもその跡が残っている家が 

見られる。(下日野)

〇明治時代,蚕がこの地方ではじまった頃は, 

藤岡の高山長五郎という人の方法でおこなっ 

た。このときは,大籠を使ったので,一部屋 

に一側しかコノ メがたてられなかった。この 

後大正になってからは,吉岡という埼玉の人 

の方法をとりいれた。この方法だと,半籠を 

使ったので,一部屋に二側のコノ メをたてる 

ことができるようになった。やり方も簡単で, 

収穫も比較的多かった。この後に佐波郡島村 

の関という人がきて,箱飼いの方法を教えて 

くれた。箱飼いは,大正初期の短期間おこな 

われたが,アンドン飼育にきりかえてしまっ 

た。アンドン飼育は7分籠を使った〇この飼 

育法は,大正の中頃からはじまり,昭和20年 

頃まで(家によっては,昭和35年頃まで,こ 

の方法で飼育していた)。その後が共同飼育と 

なった。共同飼育は,早いところで,昭和20 
年ごろからはじめられた。

•今から5〇〜60年ほど前に,秩父から吉田さ 

んという指導員がきた。泊りこみできて,部 

下を2人つれてきた。この人たちは安全育と 

いう方法を教えた。小平ではこの方法をとり 

入れた家が一番多かった。当時は個人個人飼 

育法がちがっていた。この方法は密閉飼いで, 

部屋を閉じてしまった。桑はあまりくれない 

方法だった。

このほかに,当時,高橋流,多桑育,革新 

会などの方法も入ってきた。3つ4つの方法 

があったが,失敗が多かった。局橋流という 

のは,室の温度をほかの方法よりいくらか高 

めにするもので,調子よくいけばよくとれた 

が,失敗が多かった。多桑育というのは,温 

度が高く,桑を多く くれる方法であった。革 

新会の方法はよくわからないが,堀の内コー 

チでとりいれていた。

いぶしがいという方法もあった。これはコ 

シャリどめとて,部屋で根っこをもやす方法 

で,現在でも晩秋蚕のときには,硬化病よけ 

にやっている。



そのころは,指導員に料金を支払った。1籠 

1円の割合であった。1蚕600円ぐらいで,こ 

れを養蚕家で分坦した。指導員は養蚕家で順 

番にとめて,酒をだしたり,ごちそうを出し 

たりした。弁当もだした。そのころは,春蚕 

しかはかなかった。コーチで一番多くとる家 

で300円ぐらいの収入であった。300円の収 

入のある家はコーチで,2, 3軒ぐらいしかな 

かった。

•明治の末頃の飼育法。大きな炉を床下に 

作った。炉は床下1尺5寸ぐらいのところで 

火をたくようにつくった。大きさは4尺4方, 

深さは6尺から7尺ぐらい。木炭を1俵分ぐ 

らいおこしておき,その上に薪(早くきって 

おき,もえるようにしておいた)を片つか(長 

さ6尺,径3尺のまき束が1つか,その半分 

を片つかという)のせておいた。その上にわ 

ら灰をかけておいた。こうしておくと,薪は 

だんだん炭になっていった。この方法を埋薪 

炉といった。この炉は柚立ての10日ぐらい前 

に作っておいた。

掃立てのときには火を強くしておいた。火 

は蚕の様子を見て,調節した。火はまゆかき 

頃まで絶やさなかった。この方法は4, 5年続 

いた。前橋の方へ講習に行ったものが2, 3人 

いて,その人たちが教えたものという。(小平) 

〇昔やった飼い方は,コガイは薪で,熟蚕の 

ときに炭を使う方法だったが,埋薪法は一年 

だけで,これはけぶくてだめなので,手近か 

にある木炭を使う方法に変えて,炭一方で養 

蚕をした。一度に炭を半俵くらいくベて,上 

から灰をかけてやったわけだから,いぶしこ 

そしないが埋薪の方法でやったわけである。 

(桐生市梅田町)

®行灯飼い

〇部屋の中に木のわくを設けそれに紙を張っ 

て下から温度を加える方法で,給桑回数は多 

かった。(東峯須川)

〇土間に穴をあけそこに火を入れて飼った。 

蚕の周囲には障子のようなもので囲った。(中 

山)

〇これは弘導育の後に行なわれた〇大きな, 

やはり密閉した部屋に行灯の大きなのを入れ

て飼育した。これはあまり流行しなかった。

(横室)

〇籠は7分かごをっかった。1室に18枚ずっ 

ささっていた。籠と籠の間は4寸あいていた。 

蚕が大きくなると,籠は一段おきにさすよう 

にした。

部屋の三方を紙で目張りして,正面に障子 

をはめこんだ。これはとりはずしができるよ 

うにしておいた。

コノ メの下にあんどんを入れた。これは養 

蚕火鉢をっかった。木炭をっかったが,炭の 

いけかたがむずかしかった。火鉢の上に手を 

のっけていられるぐらいの温度がよいとされ 

た。火鉢の上には火うけ板がおかれた。

蚕が2令をむかえると天井に穴をあけた。 

直径5寸ぐらいの穴を1っあけたが,これは, 

火の様子を見るためと通風のためである。3 
令になると,三方に少しずっ穴をあけた。 

アンドン飼育は3令までおこなった〇フナ 

休みになると,火を外に出した。目張りをとっ 

て,拡座した。

蚕は,ひとやすみすると10 g分が2籠にな 

り,2令になれば4籠になる。3令目には8 
籠に拡座した。

3令までは,女衆(姑)が中心になって飼育 

をした。3令以後になると,男衆が手伝うよ 

うになった。仕事の内容は,桑切り,給桑, 

ウラ取りなどであった。

むかしは,稚蚕桑にはイチベワセ,多胡ワ 

セなどがいいとされた。

稚蚕育に炭火をっかわなくなったのは,こ 

の辺では昭和24,5年ごろからのことである。 

桐生方面が早かったといわれている。(西鹿 

田)

〇台所へ4尺角ぐらいの高さ8〜9尺程の棚 

をっくり土室で下に火を入れて乾燥場を紙で 

っくったようなものをっくり,飼育し,大正 

の初年から流行した。(鬼石町)

㊆座敷飼

〇座敷のいろりの上の板がはずれるように 

なっていて,晩秋蚕の時々はコビキッコナ(の 

こぎりくず)を炉の中へ丸く置いて,火をっ 

け,煙が蚕室の方へ行くようにしておく 〇煙



の中には錯酸があるので消毒になりコシャリ 

が少ないという。蚕はコンタン(くふう)し 

て少しでも余計とれるとおもしろい。

座敷飼いはイロリがあるので,オキをおこ 

すとすぐ部屋があたたまるので便利だったか 

ら,以前はよく座敷で飼った。天窓を使って 

空気をぬかし流通させた。(川戸)

@シライ蚕法

〇シライ蚕法というのがはやった。田島育と 

もいい,北甘楽郡馬山の人が考案してひろめ 

た。床下に穴を掘って炉を切り,マキで火を 

燃して蚕室内を煙でいぶしたやり方でいぶく 

てしょうがなかった。2階には「下げ炉」を 

切ってそこで火を燃した「火燃し蚕」で,台所 

でも火を燃していぶした。(川戸)

®ランプ飼い

〇室内を密閉してマキシンランプをつるして 

飼う方法,ほんの一部に限られてひろまらな 

かった。(島村)

㊉ヨコヤマ飼

〇大正年間のことで群馬郡のヨコヤマ飼いと 

いった。種屋のヨコヤマから養蚕教師が泊り 

こみできて,座敷のまんなかに大きな炉をつ 

くらせ,そこで太い木をくべたりして大火を 

燃したので2階台から松ヤニがふくようだ 

った〇こうするものだからよく乾いてコシタ 

(蚕座)がチリチリによれるようになったと 

いってよろこんだ。

ヨコヤマ飼いのおこりは昔,上杉謙信が沼 

田城を攻めたとき,大雨でぬれた武士たちが 

近在の農家に入りこみ,衣服をかわかすので 

火を燃せというのだが蚕がいて困るとは思っ 

ても武士の言うことゆえ,しかたなく火を燃 

したがこれが好結果をうんだので,この方法 

がはじまったという。(島村)

© 土管飼い

〇大正5, 6年ごろから大正10年ごろまで炉 

をつくってそこから土管をつないで煙りを出 

した。これによって室内を暖めたのでこの名 

がある。(苗が島)

〶箱飼い

〇あまり重ねることの出きない,トタン製の 

欠点を補ったものが木の箱であった。何段も 

積めるし,少し端をずらすと空気の流通もJ: 
かった。また上下を変えることによって与え 

る温度調節が可能だった。室内の温度は上部 

と下部では5度も違った。給桑しても木であ 

れば水分を含ませておくことにより乾きを防 

ぐことも出来た。

ただ欠点は蚕が弱くなるのでこれも利用さ 

れなかった。

丸型は場所を取るので不便であった。そこ 

で考えられたのが四角の箱であって少しでは 

あるが,重ねることが出来た。並べておくと 

面積をとらない。これには全部トタン製と木 

のワクの底にトタンを張ったものと2通り 

あった。(天神)

〇そのころアイデアル養蚕法という箱飼いの 

方法が流行してきた。給桑回数が少なく桑が 

無駄にならないのでかなりひろまったよう 

だ。

箱飼いといってトタンをはった3尺X 2尺 

の大きさの箱にフタをして稚蚕飼育する方法 

が,今の稚蚕飼育所のできる前(今から7〜8 
年前)ごろまであった。中沢国武氏がしてい 

たが1日3回給桑だった。(川戸)

〇密閉育をよしてから戦争中,戦後まで続い 

た。2眠までやったが,以後は箱で飼うのは 

不可能だった。(中山)

〇これは昭和の初期,6〜7年頃から流行した 

飼育法で,非常に広く行なわれた。トタン板 

(平板)を2つ切にした程のものに10 cm位の 

高さのフチをつけてその中に蚕を入れて,密 

閉的な飼い方であったが,桑葉の使用が少な 

くて収繭率が多く,たちまち各方面で用いら 

れた。3眠くらいまで用いる。

この飼い方は今も稚蚕飼育所を使用してい 

ない家ではしている所もある。(横室) 

〇箱の中で稚蚕飼育をした。(苗が島) 

〇昭和10年過ぎに流行してきた方法で,トタ 

ンを用いる前に木枠の箱を用いていたが,そ 

のうちにトタン板を2枚合わせて密閉する飼 

育法で,稚蚕飼育法として戦後まで続いた。 

給桑回数が少なくてすんだ。(善地) 

〇桑を乾燥させないために防乾紙と称するロ 

ウ引きの紙を給桑後かけておく方法が考えだ



された。その後昭和の初めに木枠に紙をはっ 

たものをロー紙の代用に使い,昭和6年から 

トタン箱を使用するようになった〇

この方法がはじまるまでは,蚕室を暖めて 

いるので給桑してもすぐ桑の葉が乾燥してし 

まう。そのため,夜半でも何度か起きて給桑 

しなければならないので,労力の面と桑の量 

が大層助かった。夜間給桑が遅れて,蚕の食 

べる量が乾燥してしまったままおくと後に空 

頭病などになる心配がある。トタン箱になっ 

てから,夜間給桑の必要は全くなくなった。 

(東国分)

〇箱の中に入れて飼う。(三倉)

〇昭和5年ころやったもので,秋蚕に使う〇 2 
尺x 3尺ほどのボール箱を使い温度をかける 

世話がなかった。

その後ボール箱から缶飼いになり,縁が木 

製で底にトタンをはったものを使うように 

なった。(土塩)

〇木箱に石灰を塗り,桑の木を中に立ててし 

なびないようにする。蚕は適当な桑に取りつ 

いて葉を食って育った。成長が不ぞろいにな 

る。大体,3段階ぐらいに分かれる。

その後,木の箱にトタンをはり,ワクを水 

にひたしてしなびないようにしてくれた。卜 

タン張りの木箱を使うことは,昭和初年ごろ 

にはしていた。(下日野)

〇昭和のはじめ頃「ハコ飼い」というのを盛 

んにやった。

障子2枚がふたになるように工夫されて 

作った箱を庭に置いて,この中で蚕を飼った。 

3眠くらいまで,この箱の中で飼った。

なかなか収量もとれたので,つい最近まで 

やっていた。しかし,むずかしいのは,温度 

の調節法と,夜の気温の急変に対する処置で 

あった〇

箱内.の温度を調節するために,ふたになっ 

ている障子の部分をあけたて出来るようにエ 

夫した。また,その上に,むしろをかけて, 

保温できるようにした。急な雨の時,こまっ 

たが,この頃の蚕は,少しくらい雨にぬれて 

もだいじようぶだった。ずっと以前,しめり 

気を嫌った頃の飼い方からくらべると,ずい 

ぶん変ったものだ。(花香塚)

ハコ飼い

〇昭和の始めからはやり,クワを乾燥させな 

いように木枠で紙をはった箱をかぶせた。ま 

たその後箱をトタンで組むようにつくる方法 

にかわった。(鬼石町)

①ダンボール飼い

〇これは岡部式ともいわれた。前橋®製糸の 

原料課長,岡部某氏の発案である。土室飼の 

形式をダツボールの材料で行うのでこのよう 

に呼ばれた。ダンボールは横室に22〜23基位 

あった。(横室)

㊉カン飼い

〇温度と湿度を調節するために用いられた方 

法で盛んに行なわれた。

丸型トタン箱。木のわくで底がトタンの箱〇 

四角のトタン箱•••.昭和15年,砂と米ぬかを 

入れて用いた。ダンボール箱....昭和9年以 

前。(東峯須川)

〇これも初秋蚕,晩秋蚕に行なわれる方法で , 

石油の空缶の中に1〇 gのケゴを入れ,缶の丈 

だけの葉つきの桑を上方から12本つるす。朝 

夕2回黒布をぬらして上方を覆う。涼しい時 

には缶ごと暖いところに移動する。2令には 

16本の桑(葉つき)をつるす。穴がい同様に 

3令からは普通の飼育法となる。缶がいは50 
gぐらいまでの小養蚕家が行ない,戦争中か 

ら現在でも行なわれているという。(苗が島) 

〇木の箱を作り,その底にトタン板をはって 

つくった,カンを使う飼い方で,しだいに全 

部トタンで作ったカンを合せて使うように 

なって行った。蚕座を乾燥させないように 

なってきたもの。昭和になってから一般化し 

てひろく行なわれた。(島村)



〇病気を防ぐために,トタンの箱の中にホル 

マリンをふくませて飼育した〇 (白沢村)

トタン箱(箱飼用)(川場村)

同上

@ トタン飼い

〇埼玉より伝えられたという。最初は丸型で 

あってふたに5個の穴があいており,はじめ 

は紙でふさいでおいて1休ごとに1穴づつ開 

けた。別名,秘密飼いともいわれた。(天神)

② 金庫育

〇トタン板を用い乾燥室のようなものをつく 

り,その中に棚ができていて,大きなこの卜 

タン箱の上方に金網の上に焼ぬかをまいた籠 

をおいて湿度を調節した。フナ休み(3眠) 

まで飼育した。この方法も信州から伝えられ 

た。(善地)

③ 穴飼い

〇初秋蚕や晩秋蚕に行われた方法で戦後から

昭和35年ぐらいまで続いた。

庭に2尺角ぐらいに穴を掘り,中に蚕座紙 

をすいただけでその上にケゴをおく。ケゴ1〇 

gに対して桑400 gをその上に載せ上方にか 

ごなどでふさぎ,空気ぬきの竹ずつを入れる。 

約3.5日で1令を終る。2令は約2倍の桑

を入れて上方をふさぐ。3令からは穴からと 

り出し通常の飼育法となる。

この方法は手間が省けてよいが,一旦蟻に 

みつけられると全滅してしまう危険もある。 

(苗が島)

@防乾飼育

〇防乾飼育…昭和20年頃(東峯須川)

©石炭飼い

〇昭和初期,箱飼いと同じ頃より使用された。 

(天神)

©土室育

〇群馬式稚蚕土むろ育…昭和24,25年頃 

ブロック飼…昭和25年頃,電床飼
桑野式土むろ飼。•••昭和26年頃、電床飼。 

(東峯須川)

〇土室育は養蚕試験場で考案した養蚕法。室 

の周囲を土壁で囲み,外温を遮断し,下の土 

管で空気や温度を調節する。昭和24, 25年頃 

はじまって,昭和28年頃築いた。

稚蚕のうちは土室で飼育していると温度調 

節が楽にできる。3令あけに土室から2階へ 

籠飼いに出す。以前は座敷に出して飼ってい 

たが,子供が嫌がるので,2階を使うように 

した。もっと広げるときには庭へ条桑を出す 

が庭の方が仕事は楽である。ただし気温が低 

い時には成育がよくない。

土室育は昭和30年ころ造ったもので室内 

の温度が一定に保てることが長所である。座 

敷の蚕室では,朝晩温度が上り下がりするの 

で調節するため,多くの燃料がかかるが土室 

では少し炭火を取れば保温できる。桑もしな 

びない。8分ズ(8分籠)11枚つかえるので小 

葉飼いで25 gの蚕を3令まで飼うことがで 

きる。大ズ(大籠)を使えば30 Sまで飼える。 

稚蚕だけなら土室が2基あれば200 Sも飼え 

る。そのため共同飼育所では40基の土室を 

使って共同で稚蚕を飼育している。(川戸) 

〇箱がいにつづいていて各家で土室を作って 

行なった。(中山)

〇これは家の中の台所または戸外に独立して 

土壁で室(ムロ)を作り,その中で稚蚕期の 

成育をさせるのである。戦争後は稚蚕飼育所 

でこれを行なった。



横室では太友重雄氏などが土室使用がはや 

かった。土室一基に150 gの種の蚕をこの中 

で飼育させた。これなどはよくとれると150 
貫くらい繭がとれるのである。(横室)

横室稚蚕飼育所内群馬式土室

〇昭和30年頃からこの地方で流行してきた。

(善地)

〇昭和25年に隣字の西国分ではじめたのが 

最初で、はじめの頃は繭の乾燥場のような土 

の室をつくって飼育した。乾燥を防ぐととも 

に蚕室内の温度,湿度を一定にしておくのに 

都合がよく,これが発展して共同飼育所がつ 

くられるようになった。(東国分)

〇群馬県蚕業試験場で考案,この地域では上 

高瀬の岩井宇三郎氏が初めてやった。これは 

桑をしなびらかさないで湿度が保たれる。乾 

湿の調節が良好である。明治〜大正初めは各 

戸で催青をやりケゴを土室に入れ初めて桑を 

やった。(富岡市田島)

ドムpの飼育(富岡市高瀬)

〇本県は,長野県のように,土蔵造りの家で 

蔵で共同飼育をすることがなくて遅れてい 

た。そのため,蚕業試験場で田島場長になり, 

土室育を考案した。はじめは,マユの乾燥蔵 

を利用して,そこで土室育をした。(下日野) 

〇戦後も30年頃になってひろまった方法で 

現在の稚蚕飼育の中心になるもの。

最初は熱源に炭火を使ったが,しだいに電 

床になって現在はすべて電気を使う。安全で 

まちがいがなく温度をきめやすい。消毒をす 

るにも石灰からセレサン石灰を用いるのが 

ふつうになっていった。(島村)

〇ドムロには,11枚の籠がささるようになっ 

ている。1籠には10 g分(1箱分)の稚蚕が 

のせられる。このドムロでフナヤスミまで飼 

う〇

ドムロはまた,繭の乾燥場にもなった〇 

瀬見でドムロをもっている家は4軒しかな 

い。力のある家だけがドムロを個人でもって- 

いた。(小平)

〇稚蚕共同飼育所

〇蚕のあたり,はずれは稚蚕でほとんど決っ 

てしまう。最近は稚蚕飼育所ができて,そこ 

で稚蚕を丈夫に育てるので,はずれる人がど 

うかして.いるようになった。

養蚕組合は部落単位でつくるので,原町に 

15組合ある。現在は原町稲荷神社の脇,原町 

中学校のそばのところに共同飼育所を造って 

稚蚕を飼育している。春蚕は2令まで飼育す 

るが3令まで頼む人もいる。秋蚕は2令まで 

頼む。飼育料は10 Sあたり,2令まで1.900 
円,3令まで3. 700円かかる。飼育所専門の 

桑園が大原など計3町歩ぐらいある。そこで 

まにあわない桑は買っている。(川戸)

〇新しい飼育法のうち,一"は条桑の使用で 

あるが,今一つは共同作業である。稚蚕飼育 

所の発達である。部落ごとに稚蚕期を共同し 

て一つの大きな飼育所へ相互の蚕種を持ちよ 

り,ここで掃立てここで3齢まで育てる。電 

気を使用し湿度,温度等を自由に調節するか 

ら,現在ではほとんど違蚕というものがなく 

なっている。桑園も現在ではまだ個人の桑の 

持ちよりが少なくないが,次第に稚蚕飼育所



の附属の共同桑園がおこなわれつつある。(横

室)

横室稚蚕飼育所給桑

〇稚蚕委託法 村では共同飼育をしないた 

め,蚕種屋が稚蚕を飼育して配蚕してくれる 

ようになった。昭和40年以降である。(善地) 

〇電床育 昭和38年に隣字塚田ではじめた 

電気で床をあたためる方法で,共同で稚蚕飼 

育するのに用いられている。(東国分)

〇春蚕は,フナまで共同飼育した。三眠まで 

すると,しつをこしらえる〇 (倉渕村権田) 

〇小平の狸原の稚蚕飼育所は,遠藤定夫宅の 

旧蚕室を利用している。ここに,昭和31年に 

ドムロをつくった。中が5室に仕切ってある。 

ドムロの外壁にコンクリートでかため,中の 

仕切りは砂の壁である。一室の間口は約120 
cmある〇

ドムロの1室には11枚のかごをさす。5室 

あるから全部で55枚のかごをさすことがで 

きる。1枚のかごには,1眠のうちは20 g分, 

二眠からは10 g分のかいこをのせた。無理し 

て飼ったときには,1籠(これをヒトシッタ 

という)に,2眠までのあいだ,20 g分飼っ 

たことがあった。

各家とも養蚕火鉢をつかって,炭火で温度 

調節をしている。

ドムロでは,二眠までのあいだ共同で飼育 

して,二眠の時に各家に配蚕する。春蚕の場 

合は,はきたててから8日目ぐらいで配蚕に 

なる。

昨年(昭和44年)までは専任の桑つみのも 

のがいたが,今年(昭和45年)からは当番制 

にして,1日に2〜3人のものがでて,桑つ 

み,桑くれ,その他蚕の世話を,主任の指示 

のもとにおこなっている。当番は,組合が交 

代ででている。弁当持参でつとめは,朝から 

翌日の朝までの一昼夜である。当番には日給 

が支払われる。費用は養蚕組合から出る(支 

払は蚕が終ってから)。(小平)

© メド飼い

〇フルイ坐桑育。ゼンガイク……新しい青い 

芽のものを与える。ハキタテ条桑育。ドドメ 

飼育……昭和8. 9年頃行なわれた方法で桑の 

実をそのまま掃立より1日3回与えた。(東峯 

須川)

〇大正初年頃までは、掃立後2日位は桑のメ 

ド(花)で飼った。その頃はどこの家も何本 

か大きなメド木があって、その桑の木は花が 

たくさんついた。

そのメドを摘んできて包丁で細かく切っ 

て,メドフルイにかけて蚕に桑のかわりに食 

ベさせた。メドだけは自分の家のものがなく 

なると他人の家の木のメドを取ってもとがめ 

られなかった。(東国分)

〇ぬかいれ 休みそうになると、もみがらを 

敷いて,その上にいとをかける。秋脱殼の時、 

かますにしまっておく。条桑に出してから、

1回使う〇 (三ノ倉)

〇2眠前はアワヌカ(ホーロクでいって乾し, 

桑の葉の間にふって入れる。蚕を乾かすため) 

を使いメド(桑のメド)ガイをした。メドは 

メドトリといってどこの畑のメドをとっても 

よかった。大正初期まではメドをワラ草履で 

こすって麻布でしぼって水分を出して,アワ 

ヌカフルイ(メドフルイ)でふるって蚕にく 

れた。一日に8回与える。この頃は1回蚕を 

かうと2. 3貫目体重が減ったという。その 

後メドガイでない方がよいということになり 

イチベヱという品種(乾くのが早い)で飼っ 

た。

その後はキヌアミ(今は麻網)に桑を入れ, 

これを張って桑をやる、蚕はこれに上ってく 

る〇またコシタ(桑のくい残り)或はウラを 

網を入れてコシてとった。(富岡市田島) 

〇昔ははき立てには,桑の芽ド(つぼみ)を 

とってくれた。メドをしぼる箱があって、メ 

ドを取ってきて、もんで水分をとり、箱に入



れて,棒でしめて,しぼった。家の先代まで 

そうにしていたので,二階に箱をおいた穴も 

ある。そのころは,はき立てが早く,4月25 
日過ぎには蚕が出ていた。(下日野)

メドシボリ器(下日野) 

〇明治初年頃からやっていた方法という。桑 

の雄樹につく花芽をメドといい,これをとっ 

てきてもみほぐして,ふるいでふってコバ飼 

い(稚蚕飼育)をするもので,1日に何回と 

なく くれるもので当時では1日7回給桑も珍 

しくはなかった。最近はフサのままでくれて 

いる。

メドとりは嫁の仕事で,近所の女衆4〜5 
人で連れだってゆく。ふつうのしたくより, 

もっとよいしたくで帯をしめ,桑つみざるも 

新しくしてゆくのが例になっており,半分は 

遊びでざるに半分くらいとってくる。小野か 

ら黒岩の方までも(どちらも現在の富岡市) 

とりにゆく。メドとりは桑の葉とりではない 

ので,どこの家の桑畑に入ってもどこの家の 

ものをとってもかまわない。(島村) 

〇桑の葉の出がおそい年は,桑の花のメドで 

蚕を飼育した。メドをもいできて手で軽くも 

んで細かにして稚蚕にくれ,拡座するときは 

粟ぬかとまぜてふるいに入れて軽くふって広 

げた。そのため,蚕が大きくなって足の少い 

のなどできた。ふるいで足をいためたためで 

ある。むかしは蚕種の貯蔵調節ができないの 

で止むを得ない掃立法であり,どこの家でも 

たいていメド木を二、三本はもっていた。(白 

沢村)

〇メド木と称する早くに花のさく桑の木があ 

り,稚蚕飼育クワのかわりにこのメド(花) 

を手でもみ,それをふるいでふるってくれた。 

そのとき使用したふるいをメドブルイとよん 

で,メド木のことをカナメックワと呼んでい 

る〇

メドブルイには,篠竹であんだものと,針 

金であんだものがあり,大正初年まではこの 

方法で稚蚕飼育が行なわれた。(鬼石町) 

〇昭和の始めまではメド木からメドをとって 

これで稚蚕飼育をした〇 メドは潰してメドブ 

ルイにかけてくれる。メドで飼育する期間は 

蚕から毛がぬけるまで二日間ぐらいである。 

(榛東村)

③成蚕飼育法

⑦条桑育

〇昭和初期

平条桑

山型条桑

棚条桑…枝桑を与える方法(天神) 

〇条桑育は大正年間に埼玉県から堀口国春と 

いう町会議員が来て泊りこみで指導していっ 

た。

給桑の方法で昔は棒飼い(条桑)はしなかっ 

た。枝桑を押し切り器で切って蚕にくれた。 

桑の枝から葉を落すのに刀を短くした刃物

ヤマガタ条桑(カマボコ飼い)(天神)

や,屋根板割りナタなどを使って葉おろしを 

してその葉を蚕にくれた。

条桑のはじまった頃は「山グレ」といって 

枝桑を山型になるように組ませて両側からく 

れた。こうするとケタが広く使えた〇現在は 

ひらたくなるように桑をくれている。

大正12,13年ごろから,数年間埼玉県の起



業社から堀口養蚕教師を部落の養蚕家が共同 

で頼んで条桑育をはじめた。その後農協で扱 

うようになった。(川戸)

〇密閉育でコバガイ(稚蚕育)をしたのち4 
眠で条桑におろすのが普通だが,近年は3眠 

後におろす。またドテガイという。(中山) 

〇養蚕は長い間,桑葉育一点張りであった。 

春蚕は桑を根元から切って葉を取り,秋,及 

び晩秋蚕は立っている桑の桑のみをとって用 

いた。

初期の養蚕にはメド桑といって桑の花芽の 

幼いものを掃立て直後の蚕にやって養育する 

ことがあり,このためメド木という特殊の木 

が仕立てられていた。

最近は条桑育が発達し,条桑を中段から 

切って新条に便しながら,つまり年3回以上 

も桑が使用できるように,桑の方を仕立てな 

がら条桑を蚕にやるのである。勿論稚蚕のう 

ちは別である。このために労働の最も必要時 

期である3眠後の労力を大いに省く事ができ 

るようになり,養蚕はおおいに進歩してきた 

といえよう〇

所謂ブロイラー飼育場(横室)

昭和のはじめの頃,信州の小県から来た養 

蚕教師花岡先生の指導に•よって条桑育をはじ 

めた。こば飼いは公導育で四眠起き三日目位 

から条桑育にしたのである。家の中は寝ると 

ころもない程条桑の短冊で一杯になり庭にテ 

ント張りバラックを建てて飼育した。勿論当 

時の条桑育は春蚕だけである。

桑は群馬赤木や青柳大和が主であり,初秋 

蚕,晩秋蚕にも摘桑したものだったから,葉 

肉はうすく伸びも悪い小さい葉であった。棒 

ばかりうず高くなり,おまけに掃立量の割合

に飼育面積がせまかったので厚飼いになる。 

一度にたくさん給桑すると棒に圧されて上へ 

昇れない蚕も出来た。充分食桑出来ない蚕も 

あって繭は不ぞろいであった。現在の様に晩 

秋蚕に先端伐採をしない長い枝を用いたので 

桑ごしらえも大変であった。大きな押切りで 

束のまま切断して給桑する家もあった。

当時は条桑育の繭は棚飼いのものに比べて 

質が悪いのが普通であった。

現在はどこの家でも皆三季条桑育となった。

(横室)

〇条桑育は第3令ごろから行なわれる。昭和 

初年から盛んになり,最近は養蚕の省力化に 

伴って一層盛んである。(苗が島)

〇昭和前期にも一時流行し,現在はほとんど 

この方法。(善地)

〇昭和の初年にも一時この方法が流行した。 

これは給桑を棒桑のままできるので桑こき 

(桑もぎと一般にいう)が不要で,そのうえ 

蚕座取り(コシルトリ)が不要で少人数で大 

量の養蚕をするのに便利である。昭和34年頃 

から農家の労働力が不足してきたので再びさ 

かんになった。

この方法の欠点は,立体的に飼育ができな 

いため場所を広くとるので,蚕の四眠起き(庭 

おき)後臨時の条桑小屋などをつくってそこ 

に二段式に飼育する方法が考えられてきた。 

昭和初期の条桑育は,ほとんど一段飼いで, 

あった〇

このとき蟻などに蚕を殺される心配がある 

のでまわりに石灰などまいておくとよかっ 

た。(東国分)

〇大正13年頃から考えられた。長野県で流行 

していた。条桑では,手入れが届かないとい 

うので,このあたりでは,なかなか流行なら 

なかった。(三倉)

〇一頭ビロイ今は条バライ即ち条バライ機 

にのせ振って落す。

網によるスクイドリ 熟蚕の一,二回前に 

アミに乗せておきこれをズーサマになったと 

きはたく。(南後箇)

〇大仁田では明治の末から大正5年頃まで 

は,局山社飼育といって蚕室も目張り位しか



しないで,桑も細く切って飼育していた。従っ 

て違蚕者も多かった。その後密閉条桑育とい 

う飼育法があると聞き(埼玉県,児玉に革新蚕 

業起業社があり,そこに行って村田先生とい 

う人に当地に出張してもらい講話をしても 

らった)その秋蚕からこの方法を始めた。

部屋は三方二重張りにして,天井もよく張 

り,その室の中央に空気を通す穴をあけ,そ 

れによって温度調節が可能で,一方部屋はよ 

く密閉してあるので桑葉も枯れずに,具合よ 

かった。1日3回の給桑で3令後は部屋を開 

放して,ドテ飼育にしたので手間もかからず, 

又桑は枝や葉で給桑した。成績が良いので他 

の村にもひろがりこれが今の条桑育の始まり 

である。(大仁田)

〇昭和のはじめから入ってきた。棚飼いから 

春蚕だけは棒桑を用いて飼育する方法であ 

り,一時すたれたが最近人手不足でまたはじ 

まった。(榛東村)

〇稚蚕から三眠起きまでは各種の飼育法が 

次々と流行ってきたが,三眠起き後はほとん 

ど棚飼い,条桑育が行なわれた。条桑育も, 

荷鞍飼いと称し二段に飼いはじめたり,露天 

飼いをするもの,畑にかっている者も近年は 

見られるようになった。(鬼石町) 

〇昭和二,三年頃から入った。中村卓郎さん 

が佐波郡で五十嵐氏に習ってきてはじめ,そ 

の後続けて条桑育をしている。当時中村さん 

の家では大勢人を入れて飼っていたので,条 

桑育になってから人手間が大いにはぶけるよ 

うになった。もとは四眠起きから出したが, 

今では三眠おきから条桑にする。(白沢村)

④水盤流

〇片品村針山で永井流が出来た。その一番弟 

子として川場村中野の宮田榮蔵が出張所とし 

て自宅で近隣のものに教えていたが,永井流, 

は火を扱い煙のため桑の必要量が多いので, 

この欠点を改良しようとした。そこで考えら 

れたものがこの水盤流であった。だが実際に 

行なったのは多くなかったらしい。というの 

は中野以外ではあまり知られていない。しか 

し現在某社の飼育法はこの流よりヒントを得 

て行っているといわれている。

水盤流は桑を生のまま蚕に食べさせる法で 

トタン製の箱の中に水を入れ,その上に桑の 

枝を立て一休みになるまでその枝で食べ休み 

J:り起きると別に立てた桑枝に古い枝から自 

然と移り食べる仕組であった。垂直に立てる 

のではなく,斜めにカベ又は物に立てかけ糞 

等は床の上に落ちるようになっている。水は 

一休みから一休みまでとりかえず,休みの時 

に水を払ってしまうのである。

この流を別名カップ飼いとも言った〇 (天神) 

〇トタンで作った,たらいに水を入れて桑の 

枝を立てておき,蚕をおっ放すと蚕がはって 

いって桑を食べる方法も1年やってみたが続 

かなかった。(川戸)

〇これは小型の瓶に水が入っており,桑の幹 

をここに差しこんで枝のまま桑を蚕にたべさ 

せたものである。この水の中にホルモンなど 

を入れる事が行なわれるようになった。桑の 

葉をしなびさせないで蚕にたべさせるのであ 

る。これは昭和10年頃から,終戦頃まで1部 

の人によって行なわれた〇活桑育という。.

(横室)

水盤流用具(表)(川場村中野)

同上(裏)



-◎棚飼い

〇稚蚕飼育所で2眠まで共同飼育して配蚕に 

なる。それぞれ座敷を利用した蚕室に移して 

棚飼にいする。棚飼いは7分籠に蚕をのせて 

摘んだ秦の葉をクワクレザルから取り出して 

打ち桑してやる。1日,4〜5回給桑,ニワ休 

み(4眠)前にバラックへ条桑に出す。(川戸) 

〇古くから行なわれた方法で棚には二種類あ 

る〇

一つは枠になる板に段がついていて,そこ 

に竹竿を渡して繩で結えたもので,これは古 

い形式の棚であった。

二つ目は,竹の捧が枠の捧に組まれていて, 

二個で組合わせる。

前者は保存しておくときは場所をとらない 

で整理しやすいが,棚がふらふらしたり早く 

棚つくりができない。

後者は横板を入れてクサビの捧をさし込め 

ば簡単に一人でも棚がつくれた。

棚飼いは蚕のためにはよいが手間がはぶけ 

ないという。特に四眠起き後は蚕座がたまる 

ので,毎日のように網をかけて蚕座(コシル)

棚飼(横室)

カゴに蚕座紙(南牧村)

カキツケ棚(川場村吉野)

給桑リフト(中郷) 

の取り払いをしなければならない。しかし大 

きなよい繭をつくるという。(東国分) 

〇棚に籠をさしておく。おこさまが黒く動い 

て来たら,桑を細かく切ってあげると,みん 

なたかる。それをさんざ紙の上に羽で掃いて, 

紙のまわりを濡らして,おこさまの上にかけ 

ておく 〇桑がしなびない〇 (三ノ倉)

@平飼い

〇籠の上に紙をかぶせる。桑がしなびないよ 

うにする〇 (三ノ倉)

④飼育法の指導

®養蚕教師

〇大正13年から昭和4年まで東峯須川の養 

蚕教師を勤めた。当時東峯須川は古いことを 

重んじ,新しいことを信用しなかった。非常 

に保守的な考えが強かった。

近親結婚のような人ばかりであった。姓の 

異なる人は越後から来て住みついた人だっ



た。

特定の家に多く行ったり長い間お茶を飲ん 

でいるとすぐ村中の評判になったのでむずか 

しかった。

宿は金泉寺であったが養蚕以外のことも手 

伝わされた。例えば夫婦げんかの仲裁なども 

した。

毎晩酒,しょうちゅうが飲めたのでよかっ 

た。休みだんごやごちそうも,はこんでくれ 

て親切なところであった。

蚕には熱心であった。公道育を指導したが 

よく成功した。賃金は村中から集めてくれた。 

やめた時300円と火鉢を記念にとどけてくれ 

た。この時頃から東峯須川は養蚕が盛んに 

なったといわれた。

まゆの売買では,金泉寺の本堂に1貫目づ 

つ各戸が持寄り,そこで値を決めて生まゆを 

売らせたこともあった。.くずまゆは村の河谷 

さんというまゆ買いが買って製糸にしたと聞 

いている。

昭和5年より養蚕教師を県が世話をして指 

導者がはいったのでやめた。

明治中期から県で試験があり免許状を渡し 

た。以前は免許なしでよかった。

私は34才で受験した。志願者は200人か 

300人ぐらいいた。年1回の試験で3月項 

あった。学理試験があった。

18才のとき藤岡の高山社に講習にいった。 

又玉村の種屋で実務の練習を1年間やった。 

その家は山田嘉平氏という人だった。集った 

人はみんな養蚕家の者が多かった。その後元 

総社で1年,勢多郡横野で1年指導をしたり, 

実際に習ってみた。

養蚕数師の中にはある1軒を専門に教えた 

人がいたがよくない場合は夜逃げをする人も 

いた〇

東峯須川では,部落全体を指導した。(昭和 

4年まで5年間)しかし個人的に頼まれれば 

出掛けた。大正13年には,下新田に3軒,大 

正14年には布施にも行った。

謝礼は各戸から集めたものをもらった。昭 

和4年に400円,賞与100円,記念火鉢1個 

などをもらった。

密閉育を指導した。(吾妻郡中之条町平,青 

木英一氏談。東峯須川)

〇蚕の飼育法を指導する指導員はすっと以前 

は一軒担当であった。養蚕指導員を個人契約 

で頼んでいた。指導員は県の検定試験に合格 

したものがなった。

大正初期ごろまで初秋蚕,晩秋蚕はなかな 

かとれなかった。

「文さん蚕」といって旧岩島村行沢の文次 

郎という人が蚕飼いの上手な経験者で,よく 

頼んできて蚕をみてもらった。稚蚕に対し, 

桑の先の方の出開きの葉をつんできてくれ 

た。蚕が食わないと葉を返して食わせるよう 

にした。(川戸)

〇各地の伝習所などで学んだ人が各戸の養蚕 

家を巡って指導した。この人々を「蚕の先生」 

などといっていた。その人々は種屋などに頼 

まれたりした人もいた。蚕がはずれると蚕種 

代金(種金)がとれないので種屋や製糸家が 

補助したりして養蚕教師の給料を払った。

養蚕教師は数十軒を担当していて,毎日巡 

視にきて蚕の状況をみていて,齢眠に近づく 

とどうしろなどという注意をし,給桑の方法, 

網をかける時期や石灰をまくときを注意し 

た。特に齢眠時に衣を脱ぎきったらちぎって 

乾燥するなどの注意を与えた。(東国分) 

〇養蚕教師は,もとはその家1戸だけで1人 

依頼していた。(下日野)

®共同適蚕組

〇幕末から明治にかけて大蚕をする人がふえ 

てきて,様々の飼育法が流行してきた。その 

うちに明治の中頃隣村前原に松下政右衛門と 

いう養蚕研究家がいて協同適蚕組という養蚕 

指導を行った。遠く中国地方からまでその門 

に学ぶ人がいたが、東国分では流行しなかっ 

た。この土地では以前から蚕種をやっていた 

ので、飼育法が上手で,「島村の田島がなんだ」 

厂蚕なら松下より俺の方が上手だ」などといっ 

たという。

この頃は養蚕講話などもよくあった〇その 

ときは高崎方面までよく出かけていったとい 

う。また明治40年以前に隣村金古宿に「群馬 

人工養蚕伝習所」というのがあり,そこに学



んだ人もいたようである。(東国分)

(2)令眠のよび名

〇しじ休み

たけ休み 休みになった時,なりかかった

時,焼ぬかを蚕にふりかけてやった。石灰

を使用しはじめたのは昭和20年前後
り。

ふな休み……この時期が一香危険で大切な時

だった〇船に乗った時のうに危険という

意があった。休みが一斉であれば、もう繭

がとれたと同じだと喜んだ。

にわ休み……この休み後は家外(庭)で飼っ

ても病気になることがないといわれていた

(天神)

なお、しじ,たけ,ふな,にわは全県下共通

している。

〇シジ シジはシシ(獅子)からきたこと

ばである。

タケ..….タケはタカ(鷹)からきたことば

フナ……フナはフネ(舟)からきた,舟のよ

うに危険である蚕の厄年

ニワ……ニワはニワ(庭)からきたことばで

庭に蚕をおいても育つほど強くなっ

たことを意味する〇 (東峯須川) 

O1眠ひとやすみはシジ,ふたやすみはタケ, 

みっつやすみはフナ,よっつがニワ,ニワか

ら起きれば,日がらであがる。

シジってのは,うちん中で飼うんで,タケっ

てのは,竹にとめといても育つし,フナにな

れば,舟に乗せていくとこでもいいし,ニワ

になれば、庭でもいい。(三倉)

〇1令ケゴ

ケブルイ .ヤスミギワにケブルイを

したという

一眠シジャスミ

ヤスミッコ 眠についた蚕のこと

オキッコ 早く眠からおきた蚕とい

うこと

2令シジオキ〇日1眠おき何日めという

数え方

2眠タケヤスミ

(タカヤス;ともいう)

3令タヶオキ〇日

3眠フナヤス；

4令フナ〇日

4眠ニワヤスミ

5令ニワオキフタツメ 2日

ニワオキ ミツメ 3日

ニワオキ ヨツメ 4日

ニワオキイツツメ 5日

ニワオキ ムツメ 6 0
ニワオキナナツメ 7日

ニワオキヤツメ 8 H
ニワオキ ココノツメ 9日

ニワオキ ト.ツメ 10日

熟蚕ズウヒッキッタ蚕のこと

首をあげて桑を食わなくなり, 

すきとおってきた蚕のこと。(土 

塩)

〇ニヮ これから起きると14日位たべる。 

ハキタテをしたら桑をやって一定温度にす 

る〇

8月30日〜9月1日平均28度……1令 

9月2日〜3,4 H 28度……2令
これで各養蚕農家に持込む。(南後箇) 

〇シジはシジュウだから,シジを大切にしろ 

と母親によくいわれた。(塩沢)

〇1令期は:W立て何日ということがふつう,毛 

虫のように体を毛でおおわれるのでこの時期 

は蚕のことをヶゴという。ふつう3日Hにヶ 

ブルイということがあり,毛が消えるのでこ 

のときからはヶゴではなくなる。3 0 13にヶ 

ブルイができると蚕はあたるという。

1眠
シジャスミという

2令
眠をすぎて給桑するのをヮクッヶルとい 

う〇シジオキ何日という。

2眠
タケヤスミ,タケニヤスムという。



3令
タケの何日で表わす。

3眠
フナヤスミ,フナニヤスムという。

4令
フナから起ると座を広くして,ニヮ(広ぃ 

蚕室や,小屋の土間)に出してもよぃ。

4眠
ニワヤスミ,ニワニヤスムという。

5令
ニヮオキ眠からおきた日,給桑した日

フタツメ 2日目

ミッメ 3日目

3ッメ 4日目

イッッメ 5日目

ムツメ 6日目

ナナツメ 7日目

ャッメ 8日目

ココノツメ 9日目

トッメ 10日目
ニヮオキ31回の給桑で上簇 

するとぃう。

熟蚕ズウとよぶ。

上簇ズウアゲとぃう。

初蚕シジ休み

2眠 タカ休み,タケ休み(町田かめ氏談一 

ブタ休みともぃう)

3眠フナ休み

4眠ニヮ休み

話者によると明治30年頃には「私どもの蚕 

はタカ休みについた」とか「宅ではニワ休み 

についたのよ」とかいう近所の婦人たちの会 

話を聞いたものだ。しかし現在では2眠,3 
眠等といってあまり,タカ休み,フナ休み等 

とはいわない。しかしニワ休みというのは現 

在でも盛んにいわれている。(島村)

〇シジ休ミになるのは,はきたてて3力月ぐ 

らい〇タケ休ミはシジ休ミから桑づいて3日 

目〇フナ休ミは同じく 4日目。ニワ休ミはそ 

の後5日目になる。休んでから桑づけまで大 

体1昼夜はかかった。

上簇は,春蚕の場合は,ニワ休ミからおき 

て10日目ぐらい。そのあと7〜8日ぐらいで 

繭カキ。上簇後,10日ぐらいでまゆの出荷と 

なる。秋蚕の場合は,ニワ休ミからおきて7 
〜8日目ぐらいで上簇。繭カキは上簇後7日 

目ぐらい。晩秋蚕は,ニワ休ミから10日目ぐ 

らい(天候がわるいと12, 3日)で上簇した。 

上簇後7日目ぐらいで繭カキとなった。

シジ休ミに,なにかごちそうをして,蚕神 

にあげた家もあった。

フナ休ミには,フナマイダマを作って蚕神 

(コカゲ様)にあげる。春,秋,晩秋の三期 

とも,このときにマイダマを作って祝う家も 

ある。フナがよく休めば蚕は九分どおりは豊 

作だといった。フナの長休ミといい,(フナの 

長グイともいった)ほっとけば2昼夜ぐらい 

は休んでいた。(西鹿田)

(3)蚕の病虫害と予防

〇ハッキョウサン コカ ビュウとも言った。

病気が発生した時は家の中が白I、粉で一ぱ

V、になり,粉が飛んでこまるので日中でも

雨戸を閉めておI、た。コシャリともいった。

空頭蚕 一名チョウチンとも言った。

頭が半透明になった蚕。(天神)

〇チョウチン 空頭蚕ともいい,アタマス

キともいった。頭の部分が半透明になる病

気。

コシャリ……ハッキョウサンとも言った。死

体から白い粉が出る病気。

 ビリュウシ病……すいじゃくして死ぬ〇

 フ シ……軟化病,節と節がはっきりも

り上りすぐは死なないがまゆは作らない。

コロビサナギ ゴロッキともいう。フナ休 

 みとニワ休みの中間に寒いと上簇後1週間

ぐらいでまゆを食い破り出てしまい,さな 

 ぎのままである。

タレコ 濃蚕といい,うみをもつ蚕,

みどり色のものをリヨキヨウサン,白いも

 のはハッキヨウサン。

ホルマリン消毒……大正5年頃より用いた〇



-水で16倍にうすめて手押しポンプやじょ 

うろで蚕具消毒を行なった。眼にしみてと 

てもつらかった。生地獄だといわれその後 

すぐやめた。焼ちゅうと間違って飲む人ガこ 

あった。危険のものを手軽に扱いすぎた。 

飲むと内にいきがひけて苦しかった。 

天日消毒 板カゴ,桑取りザル,む 

しろなどは日光にさらして消毒した。現在 

もあみ(蚕用)は天日で消毒する。むしろ, 

あみ,まぶし(わら)は川で洗って天日に 

さらしてしまっておく。(東峯須川)

〇微粒子病にかかった蚕は黒褐色の斑点がで 

きて,大きくなるが繭を作らない。蚕種に菌 

がついているので種屋の責任であったが蚕種 

検査をきびしくして防げるようになった。

硬化病とは白キョウ蚕ともコシャリともい 

い白いかびが蚕体に生じて硬くなって死んで 

しまう。以前は非常に多かった。

軟化病は空頭病ともいい,頭が透いてきて 

やがてくさって黒くなる。膿病蚕は白いうみ 

になって死んでしまうもので,共に5令期に 

かかるころ多いのでこまる。

オキチジミは蚕がニワ(四眠)から起きて, 

桑をくわなくなりちぢんでしまう。

昔はやっこい(やわらがい)桑の方がよい 

といわれた。こわい桑の葉をくれると蚕が 

チョウチンになるといった。チョウチンとい 

う蚕は頭が大きく赤くなってふらふらしてい 

るもので,今はほとんどない。

ねずみも蚕を食うが,粘った所をのこして 

食うのでそれとわかる。ねずみは繭を1ヶ所 

に引き寄せて,ためておいて食べる。繭を食 

いきって中のサナギだけ食べるので繭がだめ 

になり,まわたをとるにも使えない。防ぐた 

めに夜間,電灯をつけっぱなしにするが,回 

転簇にして針金で吊ればねずみが渡れない。

ねずみの害も大きい,ねずみは繭を食っ 

ちゃばいて中のサナギを食うので繭の中が力 

ラになってしまう。これをクイギレという。

蚕を条桑育に出しておくと,マンカチ(ヒ 

キガエル)に食われることが時々ある。蚕籠 

は15〜20 cmぐらいの台の上に並べてあるが, 

そのすきまにマンカチがはいこんで,夜間, 

蚕をすいこむようにして食う。1度に15匹も 

たべていた。大きいのをつかまえて3回もす 

てて来たが,翌朝や1日おいた朝には帰って 

きているので(あるいは別のものか),4回目 

は殺してすてた。

蛇も蚕をのむというが今年はでなかった。 

ダニは小麦わらに発生するので,クズ屋の屋 

根から落ちてきて蚕にたかる。蚕は汁をすわ 

れるので小さくなってしまう。

条桑育で落ちた蚕は赤アリに食われる。赤 

アリは籠の上にあがってこない。

消毒は昔はほとんどしなかった。大正時代 

からホルマリンを使って蚕具を消毒するよう 

になった。(川戸)

〇コシャリ(白キョウ病)

ナダレ(黒くなってとける,ズウになってか

ら)

チョウチン(頭のすく病気,大きくはなるが 

ズウにならない)

ホルマリンが早くからあった。(中山) 

〇昔の蚕の病気の原因は主として,桑不足の 

場合が多かった。空頭蚕或は提灯などという 

のがそれであり頭部がすけてみえるようにな 

る。これが昔は一番多かった。紺周郎飼いな 

どは桑はやるのであるが乾かしてしまうので 

結局,桑を食べられない状態になりこの病気 

が出るのである。

最近はこのようなものはなくなり,麴かび 

の類の病気が多くなった。これを硬化病或はコ 

シャリという。真白に硬化してしまうのであ 

る。これは胞子による伝染病でこわかった。

又昔からある軟化病というのはナダレ,或 

は膿蚕などという。

しかしごく最近では伝染性の軟化病が発生 

して来たが消毒がきびしくなったので防げる 

ようになった。これには中腸型軟化病がある。 

親ゆずりの法的な伝染病は微粒子病である。 

蚕種家でよく消毒するので養蚕家までこれが 

入ってくることはない。(横室)

〇コシャリ硬化病

ウミッコ•フシッコ膿蚕

チョウチン空頭病 ノドグp 微粒子病 

オキチチ' ミ脱皮の際のキヌがとれないでい



る蚕

カンドゴ ナナズウ 三眠蚕(苗が島)

〇軟化病

フシ(ウミヒキともいう)... 四眠後膿

をだす。

空頭蚕(チョウチンともいう)... 頭が上

簇前にすく。

硬化病

オシャリ(白疆蚕)……白い粉を出して 

固くなって死ぬ。

微粒子病……次第に小さくなって死ぬ。 

フォルマリン消毒 掃立前に稚蚕飼育室を消 

毐するときに用いる。室の中に火をおこし, 

そこに鍋をかけてフォルマリンを入れて蒸 

発させる。噴霧器を用いて室内を消毒した 

こともある。

石灰消毒 石灰育というのもあって,齢眠毎 

に蚕にふりかけた。休みあけの桑づけ前に 

用いる。

焼 糠 齢眠毎に3眠まで用いた。休み網を 

かける前にまき,コシル(蚕砂)をとると 

き下にまいておく。1眠のときは焼糠をよ 

く潰してまいた。そのときは粉ふるいを用 

い,他は大きな目の糠ぶるいを用いた〇 (善 

地)

〇オシャリ.シロッコ白疆蚕

ゴロ •ゴロッキ 糸を吐きながら,糸がつず 

かないで,繭を作らず,蚕座にごろごろし 

ている。

タレコ 軟化病(三倉)

〇ホシイ 蚕の病気としておそれられる硬化 

病は病死した蚕体に修酸カルシュームを多量 

に含むということから,古くから漢方の生薬 

に利用されたといい,昭和35年ごろ甘楽郡下 

仁田町の神戸という生薬屋がかっていった。 

当時のねだんは病蚕の生で貫あたり(3. 75 
kg) 300円,ホシイといわれる乾いたもの1, 
000円というねだんだった。

ヒキガエル 3尺くらい(90 cm)前方の蚕 

をひきこんで食べてしまう。みているとロを 

もぞもぞしているうちに蚕がすいこまれたよ 

うになって食べられてしまう。(中野谷)

〇硬化病 ホシイといい,いぶし飼いが防止 

法だった。最近は朝桑をくれる前にセレサン 

石灰(5%)をふる。

軟化病上簇してくさったのをタレコという〇 

空頭蚕 アタマスキといい,桑を食べずに 

すきとおる。

オタカウミのような汁を出して桑を食べず 

繭もつくらない。夜昼の温度がちがいすぎて 

ムレ(蒸れ----極端な局温になること)かく

るとできる。

消毒法

ホルマリンを使用することが長く行なわ 

れた。焼きぬかに10%のホルマリン液をか 

けてかきまぜたものを多用したが,蚕は桑 

をうんとくれて頭をしめして,焼きぬかを 

多用して蚕座をかわかすことを実行した。 

このことを,「蚕は頭をしめして足を乾か 

せ」といった。

最近はパッソールなどを使用するが,セ 

レサン石灰を使うのが一般的で,飼育中で 

も,眠からおきた時は蚕体も皮が薄くなっ 

ているのでききめがあるといって,蚕体消 

毒をやる。(土塩)

〇ひきがえる 土地ではオヒキ,オヒキベッ 

トウ,イボガエル,マンカツなどとよび名が 

いろいろある。石垣つきの貯桑場があるが, 

そこからはい出してきて,腹がはち切れるほ 

ど蚕を食べて困る。

オヨメサンねずみは蚕を食ったり,まゆ 

を食い破ってさなぎを食ったりして,害をな 

すので何とか害を少なくするために苦労した 

が,ネズミとよびすてにするとさわぐのでョ 

メゴとかオヨメサンとかいい,あげたてまつ 

る。(土塩)

〇オシャリ(ハッキョウサン)稚蚕のときか 

ら真白,大きくなっても出る〇ホシイともい 

う。糸状菌によって堅く白くなる。

タレコ(フシコ)黒く柔かくなって死ぬ〇 

上簇の頃になってわかる。

硬化病 硬くなってカビが生える。白,黄, 

緑,赤,紫色などがある。黄色くなるのは才 

ウキョウサンという。白くなるのをホシイと 

ぃぅ〇

軟化病ホシイ,オシャリという〇ビール



光にほした。

4眠起きればL、ろりの煙が,消毒になると 

いうので3場所も,4場所も火を燃して家中 

真黒にした。

ネズミはコゲズ(蚕籠)の上の蚕を1尺4 
方ぐらい,1匹残らず食べてしまう。上簇し 

た繭もネズミに食われるが,回転簇だとまわ 

るので食べられない。

ダニが蚕につくと,蚕は大きくなれないで, 

赤味をおびて縮かんでしまう。ダニは小麦わ 

らに発生しやすい。(塩沢)

〇蚕の病気には次のようなものがある。

オシャリ｝硬化病。蚕体が硬くなってしまう。 

T夕$ス軟化病

ウミッコ…膿病

ホソリッコ)微粒子病
コクシトS姐病(サンソ病,或はキヨウ 
ウ ジJソ病)

ホシイ硬化病のこと

フシダカ ふしくれだって,白いうみを出 

したりして死ぬ。 

チョウチン頭がすいたようになり,首をふ 

るだけでだめ。

アタマスキ 桑の食いたらないものからでき 

る。(空頭蚕)

スキ コ 体全体がすいてくる。(空頭蚕) 

病気にならぬよう養蚕家は苦心した,特に 

以前は蚕は臭気を嫌うといわれ,養蚕中は皆, 

注意した。

薬を煎じること,魚を煮ること,蚕糞を積 

んでおくこと,蚕下をよく乾しておくこと等 

が主要な注意事項であった。また湿気を防ぐ 

意味からも露桑を与えることも禁じられてい 

た。

「手」がかわればよいといい,コシャリは 

桑をくれすぎるとなるといわれ,ずいぶん注 

意されたものであった。くれすぎると蚕の上 

に桑が重く,おしかぶさってしまって湿気が 

多くなるから。眠りに入るときとか,起きた 

直後など,どうしても桑をくれすぎてしまう 

ので注意した。'

反対に桑をくれ足りないと「アタマスキ」

スによる感染という〇 (微粒子病)F型は軟か 

くなったあと黒くなる。

ァタマスキ(チョウチン)空頭蚕,消化不 

良が原因,熟蚕のように頭が透くが糸はひか 

ない。3令以後5令になってわかるが大体は 

熟蚕になるとはっきりする。

フシッタカ(バア,ウミタラシ,ウミコ)

膿蚕これが発生すると蚕室,蚕具を消毒 

せねばならない。大正末頃にはホルマリン消 

毒をした〇その他クライト(さらし粉)サク 

サンなどを用いる。(上簇前に赤い頭となり身 

体は真白,ゥミが出る)

カジュクサンたべすぎ肥えすぎた蚕は 

ズーサマになっても糸をはくことが出来ずま 

ゆを作らない。

•ホシイ(硬化病^のために死んだ蚕は生薬 

の原料^:して売れるもので10年ほど前(昭和 

35年ころ)下仁田の商人が生で300円,乾燥 

したものは1.000余円(貫当り)のねだんで 

買い集めたことがある〇 (南後箇)

〇軟化病タレコ

空頭病頭スキ

硬化病白いもの,黄色いもの,黒いのもあ 

る。

濃病フシダカ。

原因は概ね,桑不足によるという。

ホルマリン 昇こう水 粉霧器で蚕具にかけ 

る〇

セレサン 粉末

タプソル 蚕具にかけ蚕体にも消毒する。

(大仁田)

〇昔は消毒をしなかった。

大正4,5年ごろ,蚕種屋をしていた工藤 

長七氏でさえ,消毒していなかった。わしが 

消毒をホルマリンでしてたのを教えた。(牧野 

喜八郎氏,下日野)

〇ブ ト末期にできる。軟かくなる。 

タレコブトが死ぬとタレコになる。 

コブシ体が固くなる。

ァタマスキ空頭蚕

白キョウサンになる蚕が昔は多かったが , 

今は消毒するのでほとんどない。

日光消毒 砂をきれいな清水で洗って,日 



になる。頭が透き通ってしまい,ズウになら 

なくなる。

私の娘のころ,家では何回やっても蚕がう 

まくいかない時があった。父母から「こんな 

時は蚕を飼う人の手が変わればよい」といわ 

れて,私が蚕をまかされてしまった。生れて 

はじめてのことなのでずいぶん気を使った。 

3眠まで私が主になってやった。どうしたわ 

けかその年は蚕のできがよかった。(加藤とみ 

子氏談)

•以前は部屋,用具等はイブして消毒した。 

明治の中項からホルマリン消毒がはやりだ 

し,イブシ法に取って変った。つまり薬剤を 

使用するようになった。特に島村では蚕種を 

製造するための蚕飼育が以前は多かったの 

で,この消毒は厳重であった。また用具等は 

取り出して,利根川で洗った。そして家に持 

ち帰りよく消毒した。

明治のころはイシバイ(石灰)はきらう。 

その頃は田に石灰を使用しても,その粉が桑 

にたかる(付着する)と蚕に害になるといっ 

て叱られたものだった。

昭和になってからは石灰がさかんに使用さ 

れるようになり,ホルマリンで蚕室を消毒す 

ることも一般化されて来た。戦後はセレサン 

石灰を使用,ホルマリンもいっきに消毒する 

法になった。(島村)

〇消命をするようになったのは,昭和になっ 

てからである。ハッキョウ蚕がでたときに消 

扉した。昭和の4, 5年ごろのことだった。そ 

のころはふだんはやらなかった。そのときは, 

フォルマリンを300倍にうすめてやった。

脱脂綿にフォルマリンをふくませて,コノ 

メの四すみにおくと,コシャリがでないとい 

われた。

•焼きぬかは眠に入るときに使った。

初眠の場合には粟ぬかをつかった(粟をひ 

いたときにでるぬか)。

2眠以降はもみがらを焼いてつくった焼き 

ぬかを使った。春蚕と晩秋蚕のときに使った。 

焼きぬかは,眠座を乾燥させるために使う。 

(西鹿田)

〇アカルゴ•チョウチン 頭が明るくなっ 

て,みんなからはい出してしまう。桑が不足 

するとこうした病気になる。

コシャ｝) シケルとなる。

フシッコ•タレッコ温めすぎるとなると 

いわれている。白い水をからだからはき出す。 

ちょうど,米のとぎ水みたいだ。

ビリ桑を食べすぎるとなる。蚕が腹くだ 

しをおこす。蚕のおしりが細くなって,しめっ 

ている。

石灰は以前,蚕に悪いので使用してはいけ 

ない,特に,身体に,じかにかかってはいけ 

ないといわれていたが,今では,石灰も使っ 

ている。

また,フォルマリンが手に入るようになっ 

てからは,蚕室等の消毒に,盛んに,使われ 

るようになった。フォルマリンのことを「コ 

シャリ止め」といっていた。(花香塚) 

〇かいこはうん(運)の虫といわれた。まの 

わるいうちではよくはずした。(小平) 

〇青大将は蚕の神さまだ。青大将は家の中に 

いたりするが,夜のもの(ねずみ)をとった 

り,追い出したりする。

蚕室にキヌ(蛇のぬけがら)をつるしてお 

くと,ねずみを追い出すお守りになるといっ 

て,よくつるしておくのを見る。

青大将は,かまうと悪いといい,たたると 

もいわれる。(白沢村)

⑷暖房と通風

①暖 房

〇暖房はオカ火鉢に炭火をおこしてとった。 

オカ火鉢には大きさが1番,2番,3番とあっ 

た。(川戸) 

〇暖房と通風につI、ては,室をしめきるのが 

暖房で,開放するのが通風である。大体従来 

の方法の中心はこのようであったが,暖房に, 

火鉢,炉等で木炭或はマキを熱源として部屋 

を暖めたのである。現在では大体,石油ストー



ブ,石油の燃焼熱を利用している。また穀物 

の乾燥機を利用して部屋へ暖風を送るように 

している。

大体,石油熱によるものであり,制限器と 

いうものがついていて25 °C以上になると熱 

が切れるようになっている。(横室)

〇ダンロ,火鉢等によりその上に藁灰をかけ 

て,温度が局くなれば調節する。(大仁田) 

〇木炭,養蚕火鉢,昭和に入って練炭,豆炭 

を使った。(塩沢)

〇清涼育法で蚕を飼っていた頃は,よくよく 

の場合でないと火力は用いなかった。火力を 

必要とするにしてもホンの保温程度のことで 

炭火以外は用いなかった。(しかしこれ以前は 

部屋を80°C位の高温に保って飼育した時代 

もあった)この方法は「養蚕新論」の著者, 

田島弥平が唱導したものである。人工的な暖 

房はさけて,あくまでも天然の暖気によって 

飼育することをもとの考えとする方法があっ 

た。

その後,温暖育(部屋と高温に保つ方法, 

焚火によるイブシ飼いともいわれていた)と 

清涼育との折衷法がはやりだした。この方法 

は稚蚕のうちは保温し,4〜5令期には空気の 

流通をよくして飼育するやり方である。だか 

ら稚蚕のうちは保温しやすい小部屋で飼育 

し,壮蚕になると,バラック等,大きな部屋 

に蚕をひろげて飼育した。現在でもこの方法 

に類する飼い方をしている。保温材料として 

は以前は炭火であったが次第に練炭に替って 

来た。練炭が蚕室の中に入って来たのは大正 

のはじめ頃からであった。次がストーブ,現 

在は電熱利用の蚕室も島村ではでてきた。

まきをもす炭火を使う•養蚕火鉢の使用 

や,2階ではトタンなどで作った炉をつりさ 

げて使用した。(島村)

〇室温は華氏74. 5度ぐらいにしておく。これ 

以下になったときに暖房を使った。夏蚕のと 

きには,火は全然使わない。しかし,.上簇後 

にちょっと使うこともある。(西鹿田) 

〇はじめは炭火だった。そのうち練炭にか 

わってきた。今では石油ストーブ•電熱など 

も使っている。(花香塚)

②通 風

〇通風は,北風はよくないので閉めて南窓を 

開けるようにする。昔は大屋根にヤグラがつ 

いていて天窓に繩をつけて窓の開閉をして通 

風をはかった。今はいらないのでとってし 

まった。

佐波郡島村の田島氏がきて指導し,蚕室の 

空気を動かすのがいいといって,縁の下に6 
尺4方の穴を掘って炉を作り,マキを1ツボ 

もくベて煙を出してむした。家には炉が2ヶ 

所もあった。(川戸)

〇農協では合理化した通風器を売っている。 

これは筒状のもので暖風を導き,ビニールの 

処々に穴をあけたもので室内各所に空気ので 

るようにしてある。(横室)

〇高温のときは室を開けて風を入れる。或い 

は空気の出るように穴を部屋の天井にあけ 

る。これで調節する。(大仁田) 

〇雨天続きの時は,空気を動かすために,火 

鉢で火をもやす家もある。(下日野) 

〇天井を切って高窓を作って,3眠ぐらいか 

らは通風がよくないといけないというので気 

を使った。稚蚕のうちは出入りにも気をつけ 

た。(塩沢)

〇屋根にテンソウ(蚕窓)という空気抜きの 

ための小さな家型のものをとりつけるように 

なった〇

通風について大事なことは蚕室のうえから 

と,横からの流通を考えること。島村の民家 

もみなその点を考えて作られている。(島村) 

〇冷却 トタン屋根の場合で,家があったま 

り過ぎた時には,屋根にポンプで水をまいた 

り,トタンにむしろを敷いたりした。(塩沢)

(

5

)

給

桑

〇初秋蚕の桑が残っていれば,人の家の畑の 桑もあてにして晩秋蚕を掃立てる。そして桑



をくれろと頼みこまれるのでことわりきれな 

い〇

蚕は風が吹いて桑の葉がしなびると食べな 

い。くれた桑でもしなびると踏んずけてしま 

うので,空のあんばいと蚕のようすをにら 

めっこして桑をくれるようにする。

昔は晩秋蚕はあまり飼わなかった。5 g 
飼ってもひとつかみぐらいにしかならない。 

籠一枚ほどになってしまう。頭がなくなり透 

きとおるようになって,あまりとれなかった。 

火を燃したり,コビキ粉(鉢くず)でいぶし 

たりして蚕室をあたためた。

昔は近所の女衆を4〜5人頼んで摘み桑で 

一貫目いくらということで買った〇今は葉が 

大きいから早く摘めるが,昔の葉は小さかっ 

た。

葉くれの回数も昔は1日に10回もくれた。 

蚕はハダカでおいてはいけないといって初秋 

蚕は夜中にも桑をくれた。蚕は夜,たくさん 

桑を食べるからと,夜もくれたものである〇 

春蚕や晩秋蚕は冷えるから夜は桑をくれな 

い。今では1日5〜6回くれるのが多い方で 

夜も10時頃までくれることがある。天気がよ 

いとうんと食う。(川戸)

〇春蚕には,桑のシンをかいてきて,ミで吹 

いて飛んだ葉を蚕にくれた。木の軸をくれな 

いようにした。

1齢1回の給桑法をしていた部落もあっ 

た。日野地区では岡本•芝平•大平などでし 

たが,芝平には長年も続いた。(下日野) 

〇以前,原蚕飼育(蚕種をとるために雑種で 

ない蚕を飼うこと)をしていたから,とくに 

ていねいな飼育法をとっていたためか,1• 
2令中では1日の給桑回数が7〜8回が通例 

のようになっていた。高温飼育なら,6〜7 
回で済んでいたが,7 • 8回ともなると大変 

いそがしい。

稚蚕中は給桑時間も早朝の4時からはじま 

り,最後の給桑は深夜の11〜12、時頃になった 

ものだ。人間の食事も,睡眠時間も,これに 

あわさねばならなかったから大変だった。ま 

た人手間もたくさん必要だった。現在では人 

手不足等の関係もあるが稚蚕期1• 2令中で

も朝桑が7時,昼桑が2時,最後が夜の9時 

でたいてい1日3回給桑が防乾紙使用の普通 

育(稚蚕期77. 8 °C中心,湿度85%)の給桑標 

準時刻になっているようだ。

蚕の飼い方でもっとも変ったのはこの給桑 

回数であろう。

現在の給桑回数

春蚕

6 : 00 11〜12 : 00 19 ： 00 (3 回)

秋蚕(初秋)

6 : 〇〇〜6 : 30 10 : 〇〇〜10 : 30 15 :
00

18 : 〇〇〜19 : 00 (4 回)

.「昔はねれ桑は絶対蚕にやってはいけない 

といわれていた。そのため,ねれ桑を乾す方 

法をいろいろ工夫した。扇風機を今は使って 

いるが,それがなかった頃はウチワで風を 

送ったり,箕に桑を入れてこれをゆすって風 

をあてて乾したものだ。雨が降りそうな時や, 

夕立が来そうな時は,気が気ではなかった。 

—刻も早く桑畑へとんでいったものだ〇でも 

今は多量に蚕を飼っている人などはぬれた桑 

を平気でくれている。大丈夫なのですね。ぬ 

れ桑を蚕にやっても。しかし自分は今でもど 

うしてもぬれ桑をやる気にはなれません。 

打桑(ウチクワ,決々た給桑時間以外に桑 

のすいている部分だけに給桑すること〇)など 

もそうですね。『今は打桑などしなくてもよ 

い,蚕は生きものなのだから,桑のまだある 

ところへ白分ではっていって勝手に食うから 

いい』などといわれてもどうしてもその気に 

なれない。『打桑などしなくも,その時間が 

あったら,昼寝でもして身体を休めていた方 

がよい…』などといわれるのですが…… 

蚕の飼い方もずいぶん変ったものですね。 

でも家では昔「タネコ」をやっていたから, 

その時の気持がぬけきれないのでしょうか。 

「タネコ」は蚕の種をとるための養蚕だから, 

量よりもよい質の蚕を育てることが大切だと 

きびしくいわれていた頃の意識がどうもぬけ 

きれないのですね。」(特に関口あや氏談)

•今はぬれ桑より,蚕にとってこわいものが 

でてきた。というのは島村も昔と違い,桑園



がほとんど野菜園になってきたからだ。野菜 

'は消毒する。この消毒薬が蚕にはいけない。 

隣県(埼玉県,島村は埼玉県と隣接)では田 

圃に消毒薬を空中から撒布したところ,この 

薬剤が桑にたかって,今年の秋蚕は減らさな 

ければならなくなり,その対策に困っている。 

自分も役目がら,この対策に立ち会っている 

が,まだ結論はでていない。(関口初二氏談. 

島村)

〇桑クレは,春蚕,秋蚕とも,コバ飼イの場 

合には1日に5, 6回くれた(現在は1日2回 

の給桑である)。蚕が大きくなると,4回ほど 

桑くれをした。

桑くれは,コバ飼イのうちは女衆だけでし 

た。ニワオキ3日目ぐらいからは,籠が重く 

なるので,男衆が手伝うようになった。 

•それぞれの家で養蚕をしていたころには, 

ふつう給桑時間は,午前中が6時と11時の2 
回,午後が3時と7時の2回,合せて4回で 

あった。雨でも降ると3回給桑にした。その 

ために養蚕時には,起床は5時頃であり,就 

寝は11時頃であった。夜休む時間が少ない 

ので,ひとつ蚕すると,やせるといわれた。 

神経も使うし,体も使ったからである。 

共同飼育の場合には,初眠の段階では,8 
時はきたて,つぎの給桑が午後6時,翌朝7 
時と午後6時と,1日2回である。二眠も大 

体同じで,3令から3回給桑になる。時間は, 

午前3時,午後2時,7時である。(西鹿田) 

〇初眠までは1日に2回か3回。2眠までは 

1日に2回か3回。2眠までは1日に3回。 

3眠までは1日に3回か4回。4眠(大眠) 

は1日に3回。やすみが3分位見えたところ 

で,桑を沢山くれる。これをセメクワという。 

これをやりそこなうと蚕をだめにしてしま 

う〇やすみに入る前にくれるのがトメクワ。 

これは,蚕が桑をあまり食べなくなってから 

くれる。大眠の場合には3回以上桑をくれる 

ことはない。

棚飼いの場合には,桑くれは2人でした。 

大籠の場合には,まわしかごが'一人ではでき 

なかった。7分籠の場合にはひとりでもでき 

た。(小平)

4 桑の品種及び栽培

(1)桑の品種

〇タデ—早生,きれめのある桑,こば飼い(し 

じ,たけ休みまで)の時に与える。桑枝に葉 

のつきが近い特徴があり,露のおちが悪い。 

別名岡谷桑ともいった。

モクヤー葉の型は丸型,こば飼いの時にあ 

たえるとよいとされていた。すえが遠い欠点 

がある。葉のつきはよい。雨の露が早く落ち 

る。また雪などの寒さに強い。

カメゾウー早生,秋になり早くから葉のう 

らが白くならないので蚕におそくまで与えら 

れるよい点がある。昔は”こきくわ"として 

使われた。枝を切り落すのでなく,葉のみを 

取る桑として使われた。肉があり,光沢があ 

る〇

アオバンドヴアカバンドウ—早生,青味 

のものと赤味のものがある。葉肉がある。土 

質の悪い所,山ぎわなどに適していた。赤城 

バンドウの別名があった。

イチベイ

サヒチ

オオハラ

一の瀬

コマキー葉がうすい,別名長野コマキ

ネズミガヱシーニワ休み以後与えるとよ 

い〇食い盛りに与える桑。

夏蚕桑 昭和10年頃より専用桑ができた。 

それ以前はなかった。根刈りの型となった。 

春蚕桑3尺以上の高さとして台を作る。 

高い方が桑と葉のかんかくが長い。雪がっ 

もっても枯れる心配がない。

昭和18年戦時中、各戸に十本くらいづっ 

配った桑の代りの木があった。アカシアの木 

に似ていた。現在は,ほとんどない。蚕に食 

ベさせる木といっていたが普通の蚕ではない



とも言われていた。(天神)

〇キヌグワ....葉が小さく,表面がなめらか 

で,茎が近いもので,ロソー(桑の品種)に 

似ていた。ドドメが多く,その味がよい〇

坂東...•おく手の桑で葉が大きく,すえ 

がよくのびる葉。

いちべい...•早生で蚕が好んでよく食べ 

た。イチベイ早生ともいわれた〇

各種の桑の葉(川場村)

カイネズ....ネズミ返しを改良して出来た 

桑。40年前出来た。

イチノセ....ロソウ系であって,カイネズ 

以後に出来た。赤味をおびた茎のものは悪く, 

青い茎はよいもので,葉も大きかった。この 

木のドドメはびんに入れて棒でつついて汁を 

飲んだ。

カナヤ(モクヤ)•...しだれににた木であ 

まり大きくならなかった。

シダレオーシウ....別名「霜くぐり」とも 

言われた。雨でぬれてもすぐに乾く特徴が 

あった。又茎が遠かった。

キューベイ....蚕が好んで食べた。

タチオーシュウ••..ドドメが多くなり,枝 

がこんでおり,葉の数が少くないのが特徴で 

あった〇

シンゴロウ....芽が黒く,赤谷方面,(新治 

村大字相俣字赤谷)に多かった。寒いところ 

に適していた。

十文字....Pソーの実生を言った。

シモクグリ•...霜害を知らない桑(東峯

須川)

〇桑の品種としてロソウ,ソデン,中山,群 

馬赤城等があった。現在は改良ネズミガヱシ, 

一の瀬が多い。

ロウソは昔,少しあったが今は少ない。ソ 

デンは丈がよくのび葉がやわらかい,土地が 

悪くもよく育つ。中山は葉が粉になる。群馬 

赤城など少なくなった。

桑の品種は昔いろいろあったかだんだん, 

改良ネズミガヱシ,ーノ瀬等になってきた。

昔の桑は丈夫で長生きしたが葉の質がわる

かった。ドドメックワで実がよくなった〇

ーノ瀬,改良ーノ瀬,改良ネズミガヱシな 

どが今は多い。

昔の桑はずっと長いきしたが今の桑は15 
年から20年くらいが寿命である。

桑は里の畑の方が葉肉が厚くて,しなびな 

くてよい。山の桑は葉肉が薄いが近くでこん 

にゃくの消毒がないので薬害を起さないから 

よい。葉肉の薄い桑の葉ははやくしなびるの 

で,蚕が食わないから,給桑はうすくして回 

数多く くれることになる。若い蚕のうちは悪 

い方が丈夫に育つという。若いうちに良い桑 

をくれると蚕が大きくなりすぎて仕事をしな 

い(繭を作らない)蚕ができる〇ゴロッキと 

いう〇

山(開墾地)の桑は朝飯前に2回しょいお 

ろすとくたびれてしまう。肥やしをよく くれ 

ないとうまくホキない。(育たない)(川戸) 

〇古くからのものが古くから残っている。そ 

れであまり改良種が入ってこないようであ 

る。話者宅でも40年ぐらいそのままの株があ 

るということである。古いものにはシダレオ 

ウシュ,キュウベイ,ケンモチ(木が黒い) 

タデなどあり,ほかに多胡早生,カノウヤ, 

ネズミゲーシ,イチノセなどがある。オカノ 

ヤタデというのは沼田市岡谷で苗を作ってい 

たので,そこで買って来たものだ。一般に寒 

地であり,霜場であるので質のよいもの,新 

品種というよりは性質の強いものでなければ 

だめだといわれている。(中山)



シダレオウシュウ(桑)

(高山村中山)

〇昔の桑 昔,多かったのは群馬赤木,青柳 

大和などという種類であった。その以前には 

陣場,権七,多胡早生などがあった。

陣場というのは群馬郡,今の吉岡村にある 

大字でその辺で発生した。

権七というのは,群馬郡古卷村半田,今の 

渋川市半田で天明3年の浅間噴火の際,利根 

川に灰泥が流れて来た為,田畑が埋められた 

ところへ,上流から流れついて出生した山桑 

から権七という人が育て上げた桑という。

この権七は普通半田桑と呼ばれるが,これ 

に対して総社桑とよばれるものがあった。甚 

七というのがそれであり群馬郡総社地方で流 

行したのである。

多胡早生は多胡郡,今の多野郡の東部で発 

生したものである。

狩野桑と呼ばれるものも別にあった。群馬 

郡多胡の狩野某という人が作り出したもので 

あった〇

以上が雑然と好み,好みにより受入れられ 

ていった。

群馬赤木というのは上記の中の総社桑,す 

なわち甚七系のものを改良したものが非常に 

普及したのである。

大和という桑は昔大和という桑(昔大和と 

つづけて呼ぶ故,新しい大和が出来てから, 

昔をつけて呼ばれたものと思う)を前橋領主 

松平大和守,通称大和様の普及させたという

今の桑(左,ーノ瀬,右,大島)

メド木(横室)

桑であり,この地方では非常に多く栽培され 

た。葉が小さかった。

青柳大和はこの昔大和を改良したもので葉 

が大きかった。この青柳というのは勢多郡南 

橘村青柳のことで今は前橋市に属している。

大和の特徴は雑草に強く,丈高くなり,ま 

た病気にも強いことであり大いに耕作され 

た。

最近の桑 今はほとんど一の瀬,及び大島 

桑の二種類に統一された。一時この二種が大 

体になったが其の後,少しずつ試験場辺りで 

改良された改良種が入っている。(横室) 

〇桑は以前はモギ木とメギに大別された。モ 

ギ木にはスジクワとかナカザワなどあった。 

メギはまたメドともいいどどめをとってくれ



た。これにはセイスケなどの品種があり,そ 

のどどめをそのままくれたり,また汁をし 

ぼってかすをくれたり人によって異なった。 

メドがいは大正の初期まではあった。

明治年代の桑の品種にはイシビヤ,サガミ 

セイスケ,オオダテ,エイゾウなどがあり明 

治末から大正にかけて,エイゾウ,グンアカ, 

オオダテ,大正中期になってロコクヤソウ, 

オオシマ,タゴ,つづいてトミエ,カンラソ 

ウ,オオシマ,イチノセ,改良ネズミガエシ 

等があった。昭和になってからの中心はオオ 

シマーイチノセー改良ネズミガエシ等であっ 

た。(苗が島)

〇シロタ稚蚕用に用いた。

総社赤木 群馬赤木のこと

陣場桑稚蚕用に使用した。小さな葉 

善地桑実が多くなった

沼田桑傾斜地に適した

市兵衛早生桑

多胡早生

魯 桑春蚕には不向で夏秋蚕の専用桑 

に用いた。

鼠返し

改良鼠返し現在多い品種

大島桑昭和前期から多く入ってきた

之瀬現在最も多く栽培されている。 

甘楽 桑 魯桑系の大型の葉(善地) 

〇明治初年の頃までは,甚三(後の群馬赤木), 

陣場っ桑,権七,多胡早生,城田(しろた), 

栄治,市平等であった。

甚三 この品種は享保年間元惣社の小野沢甚 

三郎が,つくり出したもので,明治の中期 

から「総社っ桑」「群馬赤木」などと呼ばれ, 

昭和15年以後「一之瀬」がこれに代るまで 

古くから広く栽植された優良品種であっ 

た。欠点は晩秋蚕の頃早くに葉の裏に斑点 

が出るので晩秋蚕の盛期には不適であっ 

た。

権七 別名「半田っ桑」と呼ばれた。天明3 
年浅間焼けの泥流により,半田(現渋川市) 

地先利根川の中州に流れついた桑を,半田 

の田中右衛門の雇人権七が発見し持ち帰っ 

て増殖したのが意外に良種であったので普

及し,国分地方へは明治初年に北原の松田 

兼次郎が増殖して桑苗を売り出してから広 

まった。

多胡早生 文化年間多野郡多胡村で作り出さ 

れたのでその名が生まれ,明治初年に東国 

分にも入った。しかしこの桑は委縮病が入 

りやすく,また貝殼虫に強いので余り普及 

していない。葉肉の厚い桑である。

城下 シロシタ,シロタともいわれ,天保年 

間碓氷郡下里見の某の発見といわれ,木が

赤城桑

緑白色で雨にぬれると条が緑色になる。葉 

が小さI、ので普及しなかった。

栄治 甘楽郡小幡町上野の田口栄治郎が嘉永 

元年に作り出しだもので,明治30年頃から 

東国分にも植えられた。

狩野群馬町金古中宿の狩野利根吉が明治初 

年に作り出した桑で,葉の切れ込みが深く, 

条がひどく固い。晩生手のため晩霜の対策 

に植えておいた。

市平佐波郡伊与久村の村岡才平が奥州伊達 

郡より携えてきて江戸末期からこの地方に 

普及した。

十文字 相州に多く,武州八王子附近にも多 

い桑で,江戸末期からこの地方にも入って 

きた。東国分では明治40年を中心に大いに 

広まった。

鼠返シ 田島弥平の「養蚕新論」にもでてい 

る桑で昭和に入ってから「改良鼠返シ」-が 

作り出され現在でも多い。葉の互生が細か



-い〇

魯国野桑 清国の原産。明治20年頃農業試験 

場で輸入し,40年から一般に普及しはじめ 

大正末期まで群馬赤木につぐ品種で大いに 

普及し,最近は一之瀬に代って,少くなり 

つつある。

甘楽桑 甘楽郡小野村相ノ田の松井重蔵が明 

治24年「魯国野桑」の実生中より異種を発 

見。同29年接木により大量に増殖。33年甘 

楽桑と命名された。東国分へは明治40年頃 

から入ってきた。

福島大桑 福島県伊達郡栗野村の谷津市之介 

より大正4年群馬県農事試験場で買ってき 

て,東国分では住谷久次郎が植えたがあま 

り普及しない。

大島桑群馬県佐波郡三郷村板垣軍蔵が作り 

出したと船津伝次平の著書(明治六年)に 

は書いてある。しかし,東国分へ入ったの 

は大正10年頃からという。

用撰 明治27年山梨県東山梨郡春日村字小 

松,生原亀太郎が実生苗中より発育抜群に 

して葉形大なるものを選出し桑園に栽培し 

たのにはじまり,東国分へは明治40年頃住 

谷久次郎,塚田利作の両氏が山梨県甲府の 

共進会へ行って買求めてきたのが最初で魯 

国野桑や甘楽桑につぐ良種といわれてい 

る〇

一之瀬山梨県西八郡上野村字川浦の一之瀬 

益吉が,明治31年頃買入れた普通鼠返しの 

中から二株良質の桑のあるのを発見し,曲 

取法で増殖したのにはじまる。東国分では 

昭和13年静岡県の業者から住谷久次郎ら 

が購入し,植えたのがはじまりで,その後 

この品種が広まり村の桑園の半分程度はこ 

の品種である。

改良鼠返し 明治40年に熊本県菊地郡の津 

留氏により作り出されたもの。(東国分) 

〇桑の古い品種には,万年,赤熟,青熟,魯 

桑,群馬赤木,城下(シロシタ),多胡早生, 

甘楽桑,富栄桑(トミエイソウ)がある。新し 

い品種には,甘楽桑を改良したネズミガヱシ, 

富栄桑から一の瀬,多胡早生から改良した大 

島桑がある。(三倉) 

〇万年桑 原市で作り出された桑で原市のよ 

うに根刈りにしたりするのに適し,そこでは 

よく育ったが,中野谷で作ると葉が小さいの 

で余り歓迎されなかった。葉質がよい。スェ 

(小枝)がしっかりとしているので,このス 

ェでカゼ(桑の枝)をたばねるに使った。

赤城早生市平に似た桑で根切り用によ 

く,2段切りにする。この苗を植えるのには 

他の品種の2倍は植えるので5尺5寸で700 
本は必要だった。中耕にはせまいから片側わ 

れにした。霜害防止のために中高刈りに仕立 

てた。

奥州早生.甘楽桑ににたもので,よく メド 

のつく品種としてメド飼い用に家のまわりな 

どに植えられた。岩井イノ吉さんが奥州の方 

へ養蚕教師にいった時,向うからもって来て 

ひろめた品種。

城下 里見城の跡に1本だけあった桑で, 

年寄りが珍しがって植えたのがはじまりでシ 

ロシタという。根刈りに適するので中野谷で 

はきらわれたが養蚕教師によってコバカイ 

(稚蚕期用)に奨励した。

市平(イチベイ)早生で収葉量が多く, 

コバガイ用によかった。霜除けに山ぎわにの 

ばしぱなしにしておいて使う。

甘楽桑 甘楽で作り出された桑

ロコクヤソウ魯桑と市平のようなものの 

改良品種,スェがよくのびるので収量が多い。 

•時代おくれの品種の改良には古木を根元か 

ら切り,一部を割って穂木をさし,ピンでと 

める。新品種への改良とともに台下げとなり, 

樹勢を強めるのに役立つ。貧弱な苗は畑のす 

みへ植えておき,翌年本植えをする。小さく 

て植えられないのをピンコという(中野谷) 

〇万年桑 葉が小さく,裂けていて,びっし 

りとこまかにつく品種で,1度植えれば親木 

が枯れても台木の部分から芽が出て,50年は 

平気だった〇掘り抜くにもサガラ(唐鍬)な 

どでは掘りきれない。のこぎりで切るとホヤ 

が出る。ヒネの木(古木)にはビヤムシ(尺 

とり虫)がつくので拾いとるのに大変だった。 

飼育所ができてからは使わない

桑づけのときの間に合せに使う。



市平春蚕の掃立に良い桑で,高木(仕立 

て)にしないで低木にする。

摘んでも芯が出るのでよかぺた。

タゴ 多野の方でできた桑で早生桑で早く 

育ち,よくホキル(生長する)が木が長持ち 

しないで早く枯れる欠点があった。

甘楽桑 赤渋病がたかり易かった。

ネズミ(ネズミガユ■シ)日露戦争前,信 

州の岩村田あたりまで行って買ってきて植え 

つけたもので葉のこまかい桑だった。(土塩) 

〇魯 桑1一之瀬……70%……多収穫

甘楽桑 改良ネズミ返シ 

多胡早生 > 多胡早生10%

ネズミ返シ 魯 桑……20%(南後箇) 

〇桑苗の変遷

大正初期から「万年」次で「イチベイ」 

エージ(小幡の人の発明)

当時は春蚕と秋蚕だけであった。

ネズミ返シ,次で青木改良ロソウ

多胡早生から大正1〇〜15年頃から甘楽桑, 

ロコクヤソウ

現在は一之瀬,改良ネズミ返しの2種が多 

いようである。(富岡市田島)

〇栄治木村露桑多胡早生ーノ瀬。収 

葉の多い品種は多胡早生又はーノ瀬(大仁田) 

〇クワは多勐早生が多い。そのほか,遠州夕 

カッチ,陣場桑などで,甘楽桑,魯桑なども 

あった。今は改良鼠返シや,茨木などがふえ 

た。

昔は専用桑をおいた。春蚕には多胡早生, 

秋蚕や晩秋蚕には甘楽桑や魯桑系統の桑を 

使った。しかし,秋蚕の専用桑は少なかった。 

専用桑にはチチ'レ桑(委縮病)は少ない〇 (下 

日野)

〇昔は実生のャマクワを使った。イチベイ, 

モクソウというものもあったが,マモノック 

ワが大部分だった。シダレッ桑というのも 

あった。葉肉のあついロウソウというのが 

あった。今はイチノセ,ネズミガエシが大部 

分である。(塩沢)

〇市平.•..早生(ワセ)

十文字....晩手(オクテ)

明治の初めころはこの二種類を多く使用して 

いすこ。

多胡.•.•ワセ

群馬赤木••••ナカテ

ネズミガエシ••••ナカテ

島村ワセ

大島桑••••ワセ

富栄桑

明治30年頃からはこれらが入ってきた。

またノ瀬」というのがあったが倒れや 

すいのでこれを改良し「改良ーノ瀬」も使わ 

れだした。

•ワセとオクテについて(養蚕新論培桑論よ 

り)

現在ではワセとオクテの品種はあまり気に 

せず,同じ品種の桑の木からの採取法を工夫 

して稚蚕壮蚕に適する桑葉を生ずるようにし 

ているが「養蚕新論」の頃,つまり江戸末期 

から明治初年にかけて島村ではこのワセと才 

クテの使いわけは相当きびしかったらしい。 

このことが同書に説かれているので以下紹介 

しょぅ。

この頃の品種としては

〇市平〇十文字 ◦霜クグリ〇コボレ桑 

〇ネズミ返シ〇四ッ芽〇青木〇柳田 

〇小幡〇島の内 ◦島邨クワ等

このうち特に市平はワセで稚蚕にくれる。 

コボレ,十文字はオクテで壮蚕にくれる。そ 

してこの逆,つまりワセは壮蚕にオクテは稚 

蚕にくれてはいけないとしている。そのため 

には,ワセ,オクテの品種2桑を併植するの 

がよいとしている。(島村)

〇明治時代末のころ八重桑,そのつぎが大館 

(青サガミとか,一口にサガミといった。こ 

れはいい桑であったという),大館と同じころ 

多胡早生とかイチベもあったようである。

大正時代は群赤,野桑,魯桑,大島と続い 

た。群赤のころにスジクワというのがあった。 

これは現在でも山手の方ではコキクワとして 

作っている。

昭和になってから,大島のあとに改良ネズ 

ミガエシというのがあり,そのあと,イチノ 

セ,改良イチノセと続いた。改良イチノセは 

現在も栽培している。イチベは,2、3年ご



ろ前まで使ってI、た。大島も現在ある。魯桑 

は,初秋蚕専用に少し使われてI、る。

コバガイ専用はイチべとかイチノセ。イチ 

ノセは,やわらかく,すぐ芽をふくのでよい。 

壮蚕用としては,大島がいい。これはよく 

ほ_て,水分が多い。ただ,晩秋蚕には,葉 

のうらに斑点(しろぼし,くろぼし)がでる 

ので,使えなくな-る。

初秋蚕には,専用桑を作っておく。3令ま 

では,稚蚕飼育所で飼育しているが,この時 

期には,いいくわをとってきてやる。3令お 

きには,ジャミック'7 (わるいくわのこと) 

をくれるので,ジャミックワソウジなどと言 

われているベのこりものをくれる)。4令おき 

には,専用桑をとっておいてくれる。あがり 

にはいい桑をくれるのである。(西鹿田) 

〇ウネメ桑 ロソー市兵衛多胡改良一 

ノ瀬等,この村でも色々な桑を使った。ウネ 

メ桑というのは采女(境町)から出たもので 

そういう名前がつけられたと思う。葉が大き 

いのが特長だったが,肉がうすいのが欠点 

だった。

多胡はバサバサとした感じで,いかにも, 

不味そうな桑だった。多分,水分が少ない品 

種なのであろう。すぐ乾燥してしまう桑だっ 

た。しかし、おなじ多胡を使っても,家によっ 

て,いいお蚕ができたり,そうでなかったり 

する。

家によってどこか桑の使い方,扱い方にち 

がうところがあったにちがいない。これを「手 

ぐせ」といっていた。よいお蚕ができたとき 

など「あの家は,手ぐせがよい」などといわ 

れた。

いわゆるコツというものであろう。しかし, 

どういうところがコツなのか,よくわからな 

い〇

現在,使われている桑

ネズミ返し大島富栄桑改良ーノ瀬等

である。

コバガイの時に特にやわらかい桑が必要な 

ので「改良ーノ瀬」を使っている〇 (花香塚) 

〇むかしは在来種をつかっていた。これはや 

くざっ桑であった。いい桑は少なかった。桑 

が悪かったので,繭はあまりとれなかった。 

イチべとV、うのはむかしからあった。これ 

は,今でも使っている。稚蚕飼いにはよかっ 

た。春蚕のときにはこれをつかった。

このほかに古い桑としては赤木坂東があ 

る。これは山の中に植えた。このあとに,ス 

ジクワとか大伊達というのがあった。

今から4〇〜50年ぐらい前までは,畑を大切 

にして,畑には穀を作った。ムギとか大ムギ, 

トウモロコシなどを作った。奉は山の中に植 

えた。蚕をさかんにしていたころは,現在杉 

林になっている所に桑を作っていた。そのこ 

ろは,現金収入の途は,ほとんど蚕によるぐ 

らいであった。穀類のほかには,サツマイモ 

とか,ジャガイモを作っていた。

•この地域で古くから栽培し,つかっていた 

桑は,すじ桑,白っ木坂東,赤っ木坂東,イ 

チベエなどである。その後,イデイリ早生と 

か,テンノウニシキという桑があった。

すじ桑は早くから栽培されていて,この地 

方には一番適していたようだ。白っ木坂東は 

そのつぎに作られたが,これはいい桑であっ 

た。このほかに,たでっ桑というのがあった。 

清水桑は細かくて,あまりよくなかった。

このあとに,改良された桑がでた。群馬赤っ 

木や伊達赤というのであった。群赤は早生種 

であり,伊達赤は福島県の伊達地方からもっ 

てきたものである。もっと新しい改良種には, 

一の瀬,十文字,長沼桑,改良ネズミガヱシ 

などがある。このうち,長沼桑が一番新しい 

改良桑であった。改良ネズミガヱシは,信州 

の小諸あたりからきたものである。

これらの桑のうち,春蚕専用の桑は赤っ木 

坂東,白っ木坂東,イチベヱなどである。群 

赤や伊達赤は,春蚕にも秋蚕にもよかった。 

•春蚕にはアカッキ,白坂東,トリイバラ(以 

上在来種),清水っくわなどがあった。アカッ 

キは一番古い在来種である。また,イチベは 

春蚕にはむかしはよく使った。イチベを使え 

ば,オコ(蚕)は当るといわれた。今でも稚 

蚕には使っている。

初,晩秋蚕には野桑(やそう)という改良 

品種を使った。そのあと,一の瀬や大島など



の改良品種を使った。この二つは,現在でも, 

この付近ではいい桑とされている。一*の瀬は 

桑の貫がよくでる(よくとれるということ) 

というので,県内一円で栽培されている。

イチベは,早生桑であるので,晩秋蚕には, 

こわすぎてだめである。

年間を通じてつかわれたのは,富栄桑とか, 

ネズミガエシという改良品種である。改良品 

種の桑は,葉がほきれば,いつの時期でも使っ 

た。(小平)

〇桑の種類は以前は大別して奥州系•魯桑 

系•甘楽桑系•市兵衛系•義助系にわかれ 

る。現在のように根元から仕立てる根刈仕立 

の方法ではなく,桑はみんな立木として高刈 

に仕立てたからハシゴを使って桑採りをやっ 

たものである。むかし奥州から木に登って桑 

を採る高木式という方法の講習をやったこと 

がある。桑は非常に少なくて蚕をやりたくて 

も桑でゆき詰ったものである。したがって大 

蚕(おおがいこ)をやったのは村でも数軒の 

財産家だけだった。これは桑があったからで 

ある。桑の一駄は二十四貫(こき桑),片っ端 

といって十二貫を一駄の半分とした。 

イタリヤサン 五十年ぐらい前,県の奨励品 

種で一反歩づつの苗を与えられた。

奥州五十年以前の苗

ロソウミショウ

ー ノセカイネス現在の苗

ジスケ 悪質の桑だがこけがよい。 

阪 東 別名はなわ桑。オゴセオゥバ〇 

タ ゼ ねづみ返し(桑)と同じような桑。 

ジスケ桑 いま生きていれば百歳くらいの人 

が植えた桑。

ボタン桑育ちがよく,木が大きいので最近 

ボクとして高いゼネ(金)で売れた桑がこ 

れ〇

お茶っぱ お茶っぱというのが葉が小さく, 

古い木であった。

ナラックワナラックワという種類の桑は, 

今でも残っている。(白沢村)

⑵桑の栽培

①桑の栽培法

〇桑は開墾地でも肥料さえやればよ く 育つ。 

肥料が続かないと流れてしまい、地力がなく 

て持ちこたえられない。

ホトリ桑(ナミ木、ハゼ桑)(川場村天神)

桑の高木はコマ(傾斜地)や畑の境などわ 

るいところに育てる。平場のよい畑には高木 

は少ない。(川戸)

〇昔は桑園はなく,畑の畦桑(境界に植えら 

れた桑)で養蚕をした。女子が中心となって養 

蚕をしたのである。

桑の品種も今の様に一定せずさまざまの品 

種が植えられていた。

品種は権七,赤木,清十郎,深山桑,市平, 

叶屋,島之内(坂東),又兵衛,タデ桑等があっ 

た。又多胡早生,富栄桑等も植えられた。その 

後は一之瀬,改良鼠返等が主な品種となった。 

桑の繁殖には取木法が行われた。その方法 

は母株は畦巾五尺,株間2〜3尺位で低い根 

刈仕立の健全株を使用し,曲込は春発芽前に 

伐採して新梢が1尺7寸から3尺位に伸びた 

頃,先端を持って曲げ深さ2〜3寸にうめ込 

む,その後10日から2週間経て曲込の内側に 

施肥して,母株や露出した枝條に畦間の土を 

覆い,同時に外側から曲込の角度を強めるた 

め土寄せをして充分踏みつけておく。その後 

更に2週間位経てから同様に覆土,土寄せを 

する。その後母株等から再発芽したものは搔 

きとることにする。

今は揷木法等も行われるが大体は桑苗を購



入してt、る。(中郷)

〇桑の接木は明治43年の前橋の共進会から 

始まった。そのおり早生十(早生十文字桑) 

が始めて出品され,その時接木を教えられた。 

(苗が島)

〇桑畑の変遷本郡においては平坦地域では 

桑畑をコンニヤク畑に,山間部では桑畑に変 

更する傾向がある。平坦地ではコンニヤクに 

押されて桑畑は減る。•そこで桑園は山間部に 

移っていく傾向にある。それが更にもう一度 

田圃に桑を植えようとする声さえ聞かれる。

小幡、富岡、新屋、福島地域は桑畑が増加 

している。10アールについて600本植えるの 

が普通。高刈の仕立方から中刈に変った。多 

収穫を目的にして,山間の傾斜地では根刈り 

にする。密植もする。(善地)

〇桑植え 新しく桑園をつくるときは秋の終 

りにカマボリと称する堀りを作通りに掘って 

おき,冬の霜で土粒が細かになるようにして 

おき,そこへ春先きに植えた。作間は六尺位 

から九尺位までが多い。

つき植え補植のことで,このときはカマ 

ボリをしないで春先きに掘って植える人が多 

い。それでも丁寧な人は病気の桑などのとこ 

ろを掘っておいて寒を起す方法をとった。(東 

国分)

〇稚蚕用の桑園は自分のうちのそば,女だけ 

でやるので近いところがいい。痩せている桑 

畑の方が,丈夫に育つ。一番理想は,河原の 

砂の上に作れという。信州の松本附近の蚕の 

種のいいのが取れるのは,土地が悪いからだ。 

(三倉)

〇全体に畑作地帯なので桑園にする土地はき 

まっているようなもの,山ぎわの条件の悪い 

所はみんな桑園になる。(中野谷) 

〇明治の末から大正10年頃を隆盛として,昭 

和15年頃までは,この村の養蚕は盛であった 

が,その後人手不足で家から遠い桑畑は作れ 

なくなり,近い所に桑を植えて作っている。 

遠い所の畑には今は植林が多い。(大仁田) 

〇桑園の型から分けると次の3つになる。 

1畔陸利用のものアゼ桑と呼んでいる。 

2兼用桑園 桑とともに野菜等が作っ

てある畑

3 専用桑園

これらが島村の場合,現在でも入りまじっ 

てI、る。しかし変遷のタイプからし、えば1、

2、3の順序に発展してきたものとI、えよう。 

島村に専用桑園ができたのは明治のはじめ 

頃,全村ほとんどが蚕種業を営むようになっ 

てからである。その後,輸出向の蚕種業がす 

たれてきたため,やや専用桑園は減ってきた。 

しかし糸繭養蚕を多童にするようになってか 

ら桑園はさらに拡大した。しかし太平洋戦争 

中,食糧増産のために桑が相当抜かれ,他の 

作物にとって変った。現在では3の専用桑園 

は著しく減少した,皆,野菜作り(ねぎ,ほ 

うれん草等)に農家の仕事が変ったからであ 

る。

新地島村蚕の本場よ

わしもゆきたや桑つみに

とうたわれた時代の面影は見られなくなっ 

た。野菜栽培に適する畑を持っている農家は 

殆んど養蚕をやめて,野菜作りに変ったから 

である。特に利根川南岸地区の農家がそうで 

ある。利根川北岸の島村では南岸にくらべ 

減ってきたとはいえ,まだ養蚕をやっている 

家が多い。野菜作りに適さない畑が多いから 

である。それでも今年(45年)の秋蚕の場合 

最高に掃立てた家は50 gでわずか一軒であ 

る。島村蚕種株式会社で蚕種製造のために使 

用する繭は長野県、福島県等からも仕入れて 

いる。(島村)

〇春の彼岸のころに,一番はじめの肥料をや 

る。施肥の前に耕耘しておき,そのみぞに肥 

料をやり覆土する。肥料は堆肥である(ごみ 

をくさらせたのをやる)。むかしはコヌガとか 

カスをやった〇現在では,堆肥をやる人もあ 

るし,金肥はかならずやる。金肥には桑専用 

のものがある。このころにやる肥料のことを 

彼岸ゴイと言った。

春に桑を切ったあとに,夏ゴイをやる。月巴 

料の内容は春の彼岸のときと同じ。

9月にまた肥料をやる。これは貯蔵養分と 

なって,春の芽に影響する。

最近は年間に一反につき12〜13袋はやれ



という(1袋2〇〜30kg)。むかしは反当り10
貫匁ぐらいしか肥料はやらなかった。むかし

のほうがかまわなかったのである。

鶏糞は,すこしはいいが,あまりやるとだ
 

めだという。壮蚕用としてはいいが稚蚕用に

はくれられない。(西鹿田)

〇桑畑には雑草をはやさないようにすること

が肝心であった。

晩秋蚕が終ってから,草かき(除草)をし

た。また,同じころ,畑の作業のじゃまにな

らないように桑の枝をわらでしばった〇

農閑期(暮から翌年の春の彼岸にかけて)

に,桑の手入れをする。1年の施肥量の7割
ぐらいをこの時期にやる。あと3割ほどの施

肥は,桑の様子をみて追肥としてやる。たと

えば,霜にやられたときなど。

桑の肥料は,化成肥料と堆肥である〇チッ

ソ過多の場合には蚕にまちがいがおこる〇稚

蚕のときには,無肥料の桑のほうがまちがい

がない。しかし,壮蚕のときには,無肥料では,

糸質かよくなく,糸量がでなI、欠点かある。

壮蚕のときには,肥料の強いものでないとい

けないという。

へたをすると,いい桑をつくるほど,蚕に

まちがいができるといわれている。

•桑は20年ぐらいもつ。あまり古いと桑の質

が悪くなる。しかし手間がかかるので長く

使っている。桑が枯れたり,威勢が悪くなっ

たりすると,繭の質が悪くなったりする。桑

は,io年以内に改良したほうがいいという指

導をうけている。(小平)

②桑の仕立

〇根刈 根元から枝が出る。夏蚕に用いる

専用桑の場合の仕立方であった。

中 刈 地面より約1メートルぐらいのと

ころから枝が出る,霜に強い,又寒さに対し

て枯れることのないように一般に多く用いら

れている。

高刈……霜の多いところに多く,地上3〜4
メ-トルぐらいのところから枝が出る。桑の

葉を取るときは大きいはさみで切り落す。条

桑育には適さない桑となる。

利根式……昭和の初期より行なわれた。春蚕 

と夏蚕に分けて切るように仕立てある。春蚕 

に6割ぐらI、利用して樹勢がおとろえないよ 

うに工夫した仕立方である。

栃木式……io年前頃行なわれるようになっ 

た。株間が2 m,うね間が4mぐらいで春蚕 

に4割,夏蚕に6割で秋蚕にも利用する兼用 

桑である。(東峯須川)

桑の仕立方(利根式)(東峯須川) 

〇桑を高桑したてにしておくと春蚕の時にあ 

う霜をいくらか防げる。初秋蚕の時には根刈 

りにして条桑にする。(川戸)

〇桑株の仕立方には根刈•中刈•高刈などが 

ある。晩霜のおりやすい土地には高目の仕立 

がよく,桑の葉を大量に出すためには根刈り 

と称する低い株の仕立てがよいといわれてい 

る〇

寒切り 春蚕に桑を使用しないで夏秋蚕専 

用桑として仕立てるもので大きな葉の品種を 

春先きに切り込んでおく。春蚕に役立ててか 

ら新芽をふいた株とちがって,夏の蚕の頃に 

は大きく成長しているので,4眠起きの忙が 

しい時に大きな葉が摘めるので助かった。し 

かし,最近条桑育が多くなったのでこのよう 

な寒切りの専用桑は見られなくなった。ただ 

春先き新たに植付けられた株は寒切り同様に 

大きくなっても,これは株を太らせるために 

切らないことが多い。(東国分)

〇霜にあわないようにするために根刈りは



ま？たく行なわず,中,高刈り仕立にする。 

市平などは山ぎわにのばしほうだいにしてお 

いて,はしごをかけて(5年に1度ほど)と 

ることもあり,モスト(原蚕種用)に使うこ 

とも多かった。(中野谷)

〇桑の仕立て方は中刈りがふつうだった。大 

正から昭和初期にかけて高刈り仕立てがあっ 

て,春蚕と晩秋蚕用に利用した。その下にナ 

メコをふせておくと,幹が充実し収量が上っ 

た。(土塩)

〇根刈りといっても蚕時が済むと全部条桑の 

部分を根から刈り取ってはしまわない。一部 

の桑は条桑の部分をそのまま残し,越冬させ 

る。その場合,条桑の部分をなわか,現在で 

はビニールのひもでしばっておく。これは春 

になり出た芽を春蚕にくれるためである。こ 

れを「タテドウシ」といっている。このよう 

に春,夏,秋,晩秋蚕と次々に掃立る蚕の給 

桑に困らぬように桑の採取法を工夫してい 

る。

桑のしたて方としては今,次の3つの方法 

をとっている。

根刈り,中刈り,高刈り。

島村では殆んどが「根刈り」である。つま 

り桑の根元から条梢を伸ばし,刈りとれるよ 

うにした,したて方である。欠点としては霜 

害にかかりやすいが,中刈り,高刈りとくら 

ベ害虫(貝ガラ虫等)が根や幹につかないの 

でよい。

島村では昔から根刈り桑と称する桑の栽培 

法をしている。根刈桑とはその名のように桑 

の枝を根元から刈り取れるようにした,ひと 

つの桑の栽培法といえよう。この辺の事情を 

「続養蚕新論」(明治12年田島弥平著)が島 

村の風土との関係から,よく説明しているの 

で以下同書の要点を紹介する。江戸末期から 

明治のはじめ頃の桑の栽培法,またそれにつ 

いての考え方よくわかる。

桑の育て方には3つある。

根刈り桑,高木桑,自然の大木

島村では根刈り桑を採用している。水辺で 

砂礫高燥の地に適するからである。島村には 

利根川が流れているので,まさに適している。

高刈り桑(島村)

根刈り桑(同上)

空気の流通がよく,土質も適しているので利 

根の両岸にはよく繁植する。夏,秋には利根 

川の洪水に度々あい,倒されてしまうことが 

ある。しかしこの桑は折れないので水の流れ 

のままに倒れるだけである。したがって水の 

引いた後,ていねいに起してやれば少しも桑 

をいためることがない。その点,この根刈桑 

は大変便利である。桑を植えるには,水辺を 

去ること5町〜3. 4町がよい。この辺にくる 

ともう砂土はやや少なくなっているが,陽気 

水脈の透徹もよく,また霜災もうけることが 

少ない。人工的にスキクワ等でもって深くた 

がやす法もあるが,水辺の砂土に勝ることは 

ない。(島村)

③桑園管理

〇うねはばは6尺から5尺5寸ぐらいであ 

る。さくの間に夏は刈り草を入れて「桑原掘 

り」が行なわれた。冬は根を土から出すよう 

に掘り,さくとさくの間に山を作り,夏は根 

元の方に土を寄せる。1年に最低2回でその 

間に草が多いと「草かき」を行なった。肥料



としては下肥,堆肥,刈り草。ことわざに「土 

用ののこに寒かたびら」。夏土用には根元に土 

を寄せて冬にはうすくすること。ねずみに冬 

根を食べられる危険がある。桑畑の肥料は道 

路等に落ちている馬糞を拾いあつめて入れる 

のが最もよかった。(天神)

〇肥料わただるを春先20本ぐらい買って 

桑畑の肥料とした。明治,大正時代。

大豆を引いて細くして下肥の中に入れてお 

きよく腐らせてから肥料として施した。

沼田方面の製糸工場からさなぎを買って来 

て肥料として用いた。

冬掘り前に山から雑木の枝や草などを刈っ 

て馬で運んで来て畑に入れた。9月頃が一番 

多かった。これを「刈ずみ」といった。

桑畑は年2回掘り返すが,「土用ののこに寒 

かたびら」といい桑の木に対し夏は土を盛り 

上げて根元に土を寄せておき冬はこれと逆に 

根元が露出する状態でおくようにした。冬の 

間にねずみに食べられ枯れる危険が多かっ 

た。

硫安を用いると桑の葉がうすくなるとされ 

た。コバ飼には,この葉を与えると悪いとさ 

れていた。

大豆粕の玉状のものをけずって肥料とし 

た。これを水にひたしてから畑に撒布した。 

豊年粕,大豆粕の細いものでこれはそのま 

ま直接肥料として利用した。

蚕の糞を「桑原ごやし」といい肥料とした。 

一般に桑原から出来たものは桑原に返すとい 

う考えが多かった。(東峯須川)

〇春蚕の時は霜にあてないようにむしろでお 

おった。(川戸)

〇桑園の手入れをクワエンソウゴといった。 

年4回するのが理想だが実際はそんなにしな 

い〇

春ボリ 5月

夏ボリ 7月

秋ボリ 9月

冬ボリ 11月
いずれも手鍬で行なう。

肥料はほとんどやらなかった。ただ草はた 

くさん刈りこんでしいた。またタメもくれた。

桑園の害虫としてはカックイ,ケンムシ(毛 

虫)などがある。話者の平形氏方では数年前, 

山寄りの畑8畝が全滅したことがあった。し 

かし,これらの駆除はほとんどしてない。(中 

山)

〇春は深く耕す。ザゴイ(厩肥等)を肥料と 

して入れてあとを手鍬でかえす。

春蚕後桑切りのあと深く耕して手鍬でかえ 

す。

初秋蚕のあと9月に深くうなったあとへ 

カッチキを入れる。この時は「青大将の頭で 

も青のつくものなら何でもよい」といってい 

た。

落葉後桑タバネをした。その束ねたところ 

を耕し,春になって桑トキをした。

桑の害虫にはシャッキラがある。尺とり虫 

で,桑の芽を食うから芽の出る時にシャッキ 

ラ.ヒロイをした。

また桑にはよくテンギュウ(紙きり虫の幼 

虫,鉄砲虫)がつく。それでこの地方では中 

刈りや高刈りの仕立方はだめだとされてい 

る。(苗が島)

〇やや中刈りの畑もあるが霜の心配のない地 

域のためほとんど根刈り式である。手入れは 

夏は株に多く 土を寄せ,冬期は中央に土を寄 

せるのがよいがほとんどエンガ(柄鍬)でう 

なう。春蚕後第一回の手入をし,第二回は第 

一回目にうなったところへ草をかき入れる程 

度であまりしない。第三回は一回同様エンガ 

でうなう。これは秋蚕後。

•桑たばね 秋に通路にあたるところなど枝 

が広がらないように藁か繩でしばる。春先 

きに桑切鎌で「桑の帯解き」といってきり 

はなす。

•根桑すぐり冬期根もとの小さな枝をきっ 

ておいて忙がしいときに備えた。春蚕の忙 

がしくならない三眠起き程度のときもし 

た。(善地)

〇土用布子に寒帷布といって,冬は根を洗い 

出し,春先堆肥金肥を入れてならす。春は草 

かきをする。(三倉)

〇「土用のノコにカンカタビラ」という〇夏 

は根に土を盛り上げ冬は土をとること。(富岡



市田島)

桑束ね用繩(東峯須川)

〇1年間に3回は耕して,肥料を施し雑草を 

取り,害虫駆除をする。(大仁田)

〇4月中に桑の芽が大きくならないうちに, 

除草剤をまく 〇ここで草の出るのをおさえ, 

もう1回6月ごろにまくとよい。動力を使っ 

たフンム機で薬をまく 〇

除草剤の散布作業(下日野)

シャクトリ拾い(下日野)

桑畑は桑原といい,中耕する時には,ヱン 

ガという柄の長い鍬を足で踏んで掘り起こし 

た〇これをエンガウナイといったり,ウナイッ 

コトといったりした。現在は,らせん式に刃 

が回る耕うん機で中耕している。(下日野) 

〇冬枝を藁でまるめる。枝のくせもよくなる 

し,作業もしやすい。秋から冬にかけて,か 

いがら虫の予防に石灰硫黄合剤をまく。肥料 

は年間2,3回やる。桑を切ったあと芽出し 

肥をする。

クワバラウナイ桑畑を耕耘する。その 

うない方は土用ののこ(布子)に,寒かたび 

らといって夏は桑の根元にうんと土をやる。 

寒い冬は,その逆に桑の株を外へ出すたちに 

する〇桑の葉のある時は,クワバラに鍬の刃 

を入れてはいけない。葉のある時は草もでな 

いできれいなものだ。桑の葉のない時に鍬の 

刃を入れる。(塩沢)

〇桑への給水 桑も日照りがつずいて水分が 

なくなるとよくない。そこで最近では桑畑へ 

井戸を作り動力を使ってポンプで桑に給水し 

てやるようになった。近くに野菜畑があると 

このポンプを野菜の給水にも利用する。 

桑畑の除草法 以前はテンガや,草カキ, 

鎌等を使って除草した。これも天気の具合を 

みてからする。せっかく削ってもその直後, 

雨がふると枯れないでついてしまうからだ。 

天気つずきの時がよい。現在では除草剤も利 

用している。除草剤には草を生やさないよう 

にするためと生えた草を枯すものとがある。 

これも天気具合をみて薬をまく。まいた直後 

雨がふったりすると,せっかくの薬が流され 

て,きかなくなってしまうからである。

肥料のこと 桑にくれる肥料としては,化 

学肥料が入ってくる前は次のようなもので 

あった〇

木炭,堆肥,人糞,豆イタ(豆カス),ホシ 

力(魚の乾燥したもの)魚の腹ワタ,蚕糞 

化学肥料が入ってきてからは

硫安,化リン酸石灰などもくれる。これを 

「タンピ」といっている。

施肥をする時期は春先の2、3月頃と秋蚕を 

ひかえての6、7月頃である。



.桑原ウナイ 「エンガ」で桑畑の土を深く 

たがやすことを「桑原ウナイ」といっている。 

水はけ等をよくし,桑の成長をよくするため 

である。以前は「エンガ」「テンガ」等を用い 

ていたが現在では耕耘機でやっている。耕耘 

機が入って来てからは,こうした作業がずっ 

と楽になった。

ウナウ時期としては春,桑を切った後,秋 

蚕のおわった後,つまり年2回やっている。 

(島村)

〇桑畑の手入れ

以前は,年3回くらい「エンガ」でうなう 

とよいとされていた。しかし,最近は,やら 

ない方がよいといわれるようになった。 

桑畑の肥料

以前は木の葉,くず木,ふみ草などを山へ 

行ってさらって来て,肥料にした。

また,豆をまいておいて,そのままうない 

込む方法もあった。

また,豆粕もずいぶん使った。かなり大き 

く厚い粕をうない込んだ。

石灰も使った。石灰はお蚕にわるいといわ 

れていたので,3月くらいまで,(桑の芽がで 

ないうち)に畑にまいた。

石灰のこと「アク」といい,これを売って 

いる家を「アク屋」といった〇

以前の石灰は生石灰だったので,お蚕にわ 

るかったのかもしれない。

その後,カリンサンなどの化学肥料が使わ 

れるようになった。(花香塚)

④苗の仕立

〇まげとり一春先2尺ぐらいの枝をまげ土を 

おおい,先を出しておき夏その土の中の部分 

から根がでるので,秋その元を切って苗とす 

る。

みしょう一桑の実,どどめをまいて苗に仕 

立てる。(天神)

〇桑種は自家用をこしらえても長くは続かな 

いのでたいがい買う。苗木を植えて3年たつ 

と葉をとることができる9寿命は15年くらい 

である。(川戸)

桑のサシキ(天神)

〇苗を自家でとることが多かった。春芽がで 

たころを折りまげて土をかけておき,翌春 

切って苗とした。これをブッカキという。仕 

立はすべて中刈りである。高刈りや根刈りは 

ない。これは苗を植え翌春すねぐらいのとこ 

ろですねを標準にして台付するのである。( 

中山)

〇接木 実をまいておき箸の太さほどになっ 

たものを台木として接木した。実生の場合は 

作間もせまく,株間もほとんど接した条播の 

ようになっている。

ブッカキ 伏木法で折りまげて砂をかけて 

おき根が発生したころ(一年後)株から切り 

とる。

植付冬期深く穴を掘っておき,風化させ 

て植える。この穴掘りのことをカマボリとい 

う。(善地)

〇桑苗は普通春先きの市日などで買う人もあ 

るが,桑苗業者などから買う人が多かった。 

最近は農協などでも取扱ってくれる。

トリキ(取木)桑苗をつくるには古くか 

らトリ木と称する曲取法があった。これは株 

の低い仕立のものから出たクワデ(桑の新枝) 

を折り曲げて土をかけておき,そこから根を 

出させる。このためには桑の作間も普通より 

やk広いところが便利であった。たいてい春



蚕後延びたクワデを折り曲げて翌年春先きに 

'株元から切り離し,先の根の出た部分から下 

は切りおとして植える。

実生に接木 桑の実をこまかい作間にして 

育て,秋の終りに掘り起してそれに良品種の 

桑を接木した。この方法は簡単で,藁で接木 

した部分をしっかりしばる程度でそれを再び 

仮伏せしておき春先きに桑園に植えた。(東国 

分)

〇マゲドリといって,桑の株つから出た新芽 

を段々曲げて土をあげ,そして起し,元から 

取り,来春植える。

セツボクは,今年種を蒔いて,秋,ほをつ 

ぐ,つぎきの方が品種改良が出来る。余るく 

らいするから毎年3〜4, 000本作った。(三 

倉)

〇まげどりが主な方法で昔からやってきた。 

これは桑の枝をまげこんで土の中にふせ、発 

根させてから切りとるものだが,これだと品 

種改良はできないがかんたんで相当量の苗が 

とれる。

最近になって接木がおこなわれるようにな 

り,台木が小さいのは袋つぎ,太いのはハス 

ガケ(斜めつぎ)でやり,ワラでしばる。

これまで外部へ売り出すほどの生産はして 

いないが,自家用のウエツギ用(枯れたのを 

補植する)にはじゅうぶんなくらいつくられ 

た。(中野谷)

〇ほとんどが買い入れたものを植えた。 

買い入れるのは市で主として松井田の甫陀寺 

の春祭り,安中鷺宮の咲前神社の市もあり, 

妙羲の北山の峠を越したところのサクラヅカ 

でも買った。

たまには家でつくることもある。

講習などでやってみることもあり,最近で 

はさし木をやった。

推肥と土をかけてよくこねた中へビニール 

をかけ,穂木は五芽くらいつけた長さに切っ 

てビニールをつき破ってさしておく。

接木では,ツカミ(1年生の実生苗)を買っ 

てきて接木して苗を育てるがA家用で販売す 

るほどの人はいない。(土塩)

〇さし木苗4月中旬〜下旬も初めころまで 

古条さし木法というので5年ほど前から実用 

化した。10年以上たった桑の木を切ってき 

て,15 cm くらいの長さで2本くらいを下の方 

からさし穂として使う。

実生苗(土塩)

安中市下間仁田地内

下の方を使うと活着率は 約70%
先端に近い枝では(太くて) 約50%
同 (細い枝) 約30%

というように株に近い充実した枝の部分を使 

ぅ。

床は,深さ15 cm,巾lmほどに掘って,下 

に堆肥を敷き,土をかけ,金肥を入れてたっ 

ぷり水をまき,表面にうすいビニールをかけ 

てつくる。

この上に尖った棒で15x20 cm間かくで穴 

をあけて(肥料までは届かぬよう,また穴が 

大きすぎないよう),そこへさし木をする。直 

接ビニールに穴をあけてさすことはいけな 

い〇夏期の猛暑のころにビニールの表面を鎌 

で切っておけば,秋には苗ができる。

さし木した苗の先端は,晩秋蚕に使用すれ 

ばよく,左下の写真の枯れたのはさし木の穂 

の弱かったもの(先端部分)。



栃木式 桑苗の植え方で,畑にコタツ穴の 

大きさほどの穴を掘り,そこに3本〜4本の 

桑苗を植えつける。さく巾は10尺〜12尺と 

いう広巾で,株間は5尺〜6尺にとり,同じ穴 

の中に桑は3尺の間をとる。

三本植え 四本植え

株の仕立て方は,根元から直接3本とし中 

刈り仕立てとする。しかも,ゲンコツをつく 

らない(無拳式)ようにするので定芽伐採と 

いうのをする。枝を切るときに目で見ると芽 

を2〜3芽残して,枝が,外側に向かうように 

伐採してゆく。この方法で植える桑園は無耕 

耘で,間には牧草をつくったりしておき,桑 

肥は草の中にまいて,草は刈りとって根元に 

よせて有機質肥料とする。

この方法は収量も多く有利だが,若い人の 

流出による養蚕家の高年令化がすすみ,高い 

知識や技術を要求されることはすべて敬遠さ 

れるようになって普及しなくなった。(土塩) 

〇甘楽郡甘楽町田篠地区ではコンニャクの栽 

培が少なく,養蚕家が農業に兼ねて桑苗栽培 

をしている。その苗は農協に出す。

桑苗生産組合中,スケールの大きいのが田 

篠支部で個人で大きいのは一の宮の下山熊次 

郎氏である。(南後箇)

〇郡内産の苗はその40%が農協から買い,残 

り60%は茨城,栃木県小山地方から移入して 

いる。昔は農事組合でまとめて買ったり,市 

で買ったり,組合製糸でも世話した。明治43 
年一の宮には田島組が出来たという。(富岡市 

田島)

〇自家用苗を取るにはマゲ苗といって桑株の 

根元から枝を曲げて土を盛り,根を出させる 

法をとった。又自家用の苗が少ないときは市 

場(下仁田の山際稲荷社の縁日,磐戸の宿の 

ヒナイチー3月31H—)で買った。あるいは 

今は農協からも買っている。(大仁田) 

〇苗を植えるには,サクを掘り割りにして, 

推肥や山の草を刈って踏み込み,さらに豆板 

(豆粕)を粉にして入れたりして,その上に 

植えた。枝を切っておく。根がよくついて張 

るまで,1年余計に伸ばしたが,最近は,早 

く切ってくれるようになった。昔より,カブ 

ツの仕立てが低くなった。

桑苗は、4月18 0,吉井町の厄除観音の縁 

日でもさかんに売買される。

クワ苗は地苗を市で買ってきた。富岡市田 

篠が本場だったので3月10日の笹の森稲荷 

の祭りの市に馬を引いていって,苗を買って 

きた。その時に蚕具などもよく買った。(下日

桑苗の売買(吉井町吉井)

野)

〇桑苗は3月31日のひな市の時に買った。苗 

木屋は地元にもあったが,安行あたりか埼玉 

から来た。(塩沢)

〇接木が代ダシによって苗をつくる〇

代ダシというのは,今年のわるいのを残し 

ておいて,ふせこみ(おりまげて土をかぶせ 

る)新しい芽を出させる。わるい桑をつかっ 

て,肥料をやって,仕立てる方法である。こ 

れは苗木屋でやっていた。今はこの方法はほ 

とんどおこなわれていない。

桑を改植するのは,新しく植えてから15年 

から17, 8年たってから。(西鹿田)

⑤桑の売買

〇片品村から峠越えで売りに来た。個人対個 

人の売買いが多かった。(大正10年〜15年 

頃)春蚕の残桑が片品村より来てそれを夏蚕 

に使った。桑の仲買人もいた時代もあった〇 

その年々の桑の出来,不出来があるので商売 

として成立たなかった。桑の代金は繭を売っ



てから支払うことになっていた。(天神) 

〇東峯須川では新治村内からの売買が多かっ 

た。しかしほとんど隣接の大字との関係が多 

かった。須川,西峯須川が主であった。3里 

も離れた伽立部落まで買いに行った話も残っ 

ている。明治より,桑は「青物」としての相 

場があり「立相場」があった。養蚕はしない 

で桑を売るために桑畑を所有していた人が 

あった〇これを「売桑専門」といっていた。 

普通は余った家と不足の家でゆうずうし 

合った(ゆずりあった)。それでも余る場合は 

「立てこぼし」といいそのまま残すのである 

が桑の木が害されるのできらった。このすえ 

を次年切り落す。不足の多い年には平坦地か 

ら買った(普通は沼田,渋川,方面をさす)。 

この桑のことを「シモ(下)クワ」と呼んで 

いた。又この桑のことを「シモクワは棒ベー 

ダ〇 くれるところがない」といい枝ばかり大 

きく桑の葉があまりついていないといってい 

た。

桑相場桑1駄はまゆ1貫目の値の7掛か 

8掛けぐらいとされていた。不足してくると 

まゆ1貫目より1駄の桑の値の方が高くなる 

場合もあった。(東峯須川)

〇桑の売買はほとんどしない。(中山) 

〇桑市 大正年間ぐらいまでは大胡(大胡町) 

と女渕(粕川村)とに桑市が立った。余った 

人がめいめい持参して足りない人が行って相 

対できめた〇しかしバンゾウヤ(仲買人)が 

仲にたってきめる場合もあり,その時はバン 

ゾウヤは売った方からだけ歩銭をとった。そ 

れは一段につき4銭くらいであった。(苗が 

島)

〇棒貫と葉貫と二種類ある。棒貫というのは, 

棒のついたままで36貫目を一駄とした。葉貫 

はもぎ取った葉だけの目方で42貫を一駄と 

し一駄いくらで売る。(東国分)

〇このあたりは,大蚕をするものが少ないの 

で,ほとんど売買しない。(三倉) 

〇村の中にも村外にも桑の仲買をする人がい 

た。桑が不足するときは頼めば都合つけてく 

れた。村内での場合は直接でむいたりして売 

り手と買い手が面談してきめ,見切りで売買 

した。遠方から買う場合は仲買人が向うから 

切ってこちらまで運んで来て着貫いくらとい 

う支払い方法をとった。買ってくるのは群馬 

郡あたりからというのが多かった。最近では 

五賀が桑を売るようになった。(中野谷)

〇区域内で処分するのがふつうでスヱごと 

(枝つきのまま)1駄30貫として計算した。 

春の新ズヱでみると,1駄は葉が16貫,棒が 

14貫くらいでこれだけで繭1貫匁とれると 

いわれており,代金は昔はまゆ値の半額とい 

われ,農休み払いで精算した。

桑はミキリで切って来るもので,所有者は 

手を出さない。

埼玉の方の根刈り桑は,棒が多くて葉が少 

ないのでシモックワはあまり買〔、たがらない 

が農協間で連絡があって,買いに行くように 

なっている。

春蚕で残桑が出たりすると,仲買人が来て 

買い入れて長野の方へ持ってゆく。長野は目 

方ではかって出す。(土塩)

〇春蚕が一番多く1駄36貫2,00〇円,初秋蚕 

で1500円位。

残桑を蚕が当って不足すると買う。仲買人 

があり,36貫で2円50銭位であった。枝ごと 

で6貫の6束が1駄,繭の値と桑1駄の値が 

大体同じ,桑1駄で繭1貫とれるという。(富 

岡市田島)

〇桑の仲買人によって売買する。また近所の 

農家の残桑の売買もした。現在は農協から注 

文を取り売買している。以前は下の方の余り 

桑を持ってきた。大仁田の大蚕をする人は大 

体桑買をしたものである。

昭和46年一段30貫1,700円
昭和10年頃は3円位であった。(大仁田)

⑥桑の採取

〇高木 根の先の新しく伸びた枝を切り落す 

場合と葉のみを取る2通りがあった。枝を切 

るには大きなはさみを使用した。

中刈り 枝の先の葉をこば飼いに使い,残 

りは枝ごと切る(台より上)。

根刈り 根から5寸くらいあがったところ 

から切って枝ごと使用。昭和10年頃までは切



らずに葉だけとって次年の春先に枝を切り落 

した。

田のあぜや畑の境,荒地にしたてた高木か 

ら春蚕にとって残ったものを夏蚕にくれた〇

天神から谷地部落まで4 kmもあるところ 

を桑取りに通った。天神部落は近くに田が多 

く,桑畑は遠くにあった。1日歩いて2往復 

するのがやっとだった。

大正15年頃までは桑の葉の1駄は桑だけ 

24貫をいった。馬に荷付けするのに桑の葉を 

包み,上下を繩でかがり俵にして,1個12貫 

のものを両側につけた。

昭和初年頃より,枝桑30貫となった。5貫 

目束を6束で1駄というようになった。(天 

神)

〇桑1駄の基準 春蚕用「ボークワ」(枝のま 

まの桑)は30貫で,5貫目のもの6束で1駄 

とされていた。

夏蚕用「ボークワ」24貫で1駄であった。 

「葉桑」(葉のみで枝のはいらないもの)は20 
貫で1駄とされていた。(東峯須川)

〇稚蚕のクワツミ用のツメ(金具)でクワの 

若い葉を摘んでくれる。蚕が眠りから起きて 

クワづける前に撒布器で消毒する

桑は1,2年伐らなければ高木になる。高 

木の種類はいろいろあるが桑の葉はふつうの 

桑より余計ある。高木を1本切れば枝が1束 

とれるので家の回りの桑だけでも2回は給桑 

できる。

桑の採取は春蚕の時はクワハヤシ鎌でハヤ 

シタ(切ることを忌み言葉でハヤスという)〇 

今はセンティ鋏を使っている。鎌でやる方が 

早いので男衆は鎌を使い,女衆は鋏を使う。 

昔はモギックワにしてくれたので桑の葉をも 

いで桑屋にためてすいた。夜,蚕しり(蚕糞) 

取りの後,12時頃まですいたりした。最初の 

頃は庖丁で桑の葉をもいでいたが,次にクワ 

モギ道具ができて葉をもいだ。足で桑の葉を 

踏んでおいてもぐ道具があったが,いぶさく 

て(危くて)置けなかった。もいだ葉は長ザ 

ル,平ザルなどに入れる。蚕が小さいうちは 

その葉をさらに庖丁で刻んでくれた。秋蚕は 

桑の葉を鉄ツメで摘んでザマカゴに入れて来 

た。(川戸)

〇桑切り鎌や剪定鋏で切るが,春蚕は株元か 

らきり,初秋蚕は中程から切る。晩秋蚕も中 

程から切る。

根元から切るとき,切り口が尖らないよう 

に平に切るのがよい。しかもなるべく株元の 

近\で切ると次に大きな新枝が出てくるとい 

う。

春蚕に桑の葉を桑コキでこいで葉と棒を分 

離する仕事で,4眠起きになると人手が不足 

するので近くの非農家の主婦などをたのんで 

1駄いくらで桑もぎをさせた。当時は燃料と 

して桑の棒(クワデ)が利用され,売買され 

ていたのでクワデトリと称しもぎとった棒を 

もぎ賃として与えて他に代金を仕払わない方 

法もあった。

春蚕時に残桑となったものを「タテドオシ」 

という。

貫目摘み初秋,晩秋蚕には4眠起きに非農 

家の主婦などを桑摘みにたのんだ。このとき 

は一貫目いくらと代金をきめて仕払うので食 

事などは手前持弁当でこれを貫目摘みとい 

う。(東国分)

〇桑を摘んで来る時は,黄色味のあるやっこ 

いのがいい,かいて来るようになると,しん 

の止まった青味ののっものがいいといってい 

たが,大正8年頃から,切らずにくれるよう 

になった。、

爪で摘む。金物屋で買う。少し大きくなっ 

てからは,桑こきでこく。(三倉)

〇桑切り

春蚕もニワに出すと(5令),旺盛な蚕の食 

欲にあわせて,桑くれ(給桑)に精を出さな 

ければならず,桑を枝のまま切ってくる。昔 

は条桑育をせず桑ももいでくれたのでオオガ 

イコをしていた家は畑から運ぶのも大変なさ 

わぎで馬の背を利用した。

桑こき 枝ごと切ってきた桑の葉や小枝を 

もぐのがひと仕事で,夜間土間にむしろを敷 

いてその上でこいた。最初は枝をもいだり小 

さい鎌などを使ったが桑コキという道具がで 

きて少しは早くなった。

桑つみ専用桑は作らないで春秋ともに同



桑摘み(横室)

くわこき(三ノ倉)

じ桑を使うので,春に切ってしまうので秋蚕 

には新しい枝の桑の葉を摘んで使用する。ひ 

とさし指にはめて使う。桑つみ(ツメともい 

う)が作られてからは楽になった。.

メドとり 若い嫁や,主婦の仕事で新しい 

桑摘みざるを持って,4〜5人連れだってゆ 

き,どこの家の桑畑のものでもかまわないで 

とってくる。メド飼いをかっていた間はつづ 

いている。

すぐり桑 初秋蚕や晩秋蚕の時,満足に育 

ちそうもないような小さな枝を切って蚕にく 

れる。特に初秋蚕の時ならば桑の葉が硬化し 

たり,枯れないうちなので小枝を切り(スグ 

ル)使うわけでこれをすぐり桑という。(中野

谷)

〇条桑収穫法,センティハサミを用いて枝を 

とる。昔は小桑も大桑のときもチョウチョウ 

バコというつみ方をした。葉のつけ根のとこ 

ろを残しておくと木が痛まない,一の瀬は先 

端伐採,多胡早生はツミハをする。(富岡市田 

島)

〇春は上の方から三枚位のところを採取す 

る〇

秋も上の方から下葉を取る。(大仁田) 

〇桑の葉をつめではぎってくれる。稚蚕用の 

桑は日当りのいい,品種のいい,年をよせな 

いといって若木でもないものをやる。大きく 

なるとそれとは別に仕立て,前の年にはぎっ 

てから枝が出たのを,摘むのでftなく枝その 

ものを鎌できってくれる。

シツタクワトリー枝の素姓のいい方ののび 

ない方をはぎって3齢あたりにくれる。(塩 

沢)

〇条桑育をやらない以前は春蚕の時は条稍を 

地元から刈りとって来て,貯桑場におき桑の 

葉をもいだ,つまり桑葉を1枚1枚からもぎ 

落し,蚕にくれた。この仕事を桑モギと呼ん 

でいた。

桑モギの道具としては,ほうちょう,桑モ 

ギ器などを使った。ほうちょうは桑をきざむ 

ときにも使用した〇「桑モギ」に使う「ほうちょ 

う」は特に柄の部分がやや反ってできている。 

柄がまっすぐだと桑葉を落すのに骨が折れ 

る。つまり桑枝を切り落してしまうからだ。 

柄が反っていると刃の走りが枝に喰い込まず 

葉の部分だけをもぎとるようになる。

秋蚕の場合は条稍を根元から切らないで, 

桑葉だけを摘んだ。「桑ツミ」である。この「桑 

ツミ」には「ツメ」と呼ばれるゆびわ状の道 

具を指にはめて桑葉を摘んだ。

桑の枝を根から切る。条桑育に使う。現在 

では壮蚕になり条桑育にした時この桑を使 

う。

桑を枝ごと切らず葉だけを採ることを桑摘 

みといっている。主として稚蚕にこれをくれ 

る〇

先端抜採 これは戦後はやって来た桑のし



たて方,或いは採取法といえようか。秋蚕が 

済むと桑の条梢の先端を切り落して越冬させ 

る方法である。こうしておくと春になり,早 

く芽吹き春蚕の稚蚕用の桑葉ができる。つま 

り桑の品種(ワセ,オクテ等)をあまり気に 

しなくてもよい方法である。また条梢の長さ 

を条梢育にした場合,蚕の土手の巾と同じに 

して先端のみを切り落しておく。こうしてお 

くと切ってきた桑の長さと土手の巾とが同じ 

なので便利である。土手の巾に合わせて切っ 

て来た桑枝を再び切りなおす手間がはぶけ 

る。昔みたいに伸しどうしで越冬させると桑 

葉が先端だけついてしまって,根元の部分に 

あまりつかなくなるので桑の収量が減る。し 

かしこの方法は桑の先端を伐採する時期がむ 

ずかしい,島村地方では9月15日頃より前が 

いいといわれている。その時上端に桑葉を3 
〜4枚残しておく方法もとっている。全部 

とってしまうと桑の木が呼吸できなくなって 

しまうからである。

桑根からでた枝を全部切らずに残しておく 

と,その枝からまた細い枝がでて葉がでる。 

この細い枝桑を切ることを間枝収穫といって 

いる。

•今では昔とちがい,ワセ,ナカテ,オクテ 

とかいう桑の品種はあまり考えず,年間を通 

じての桑の収量の多いことを1番の問題にし 

ている。今,島村では富栄桑(ナカテ)一の 

瀬(ワセ)改良一の瀬(オクテ)を使用して 

いるが富栄桑が多い。そしてしたて方や切り 

方を工夫して春蚕から晩秋蚕まで桑葉がたえ 

ないようにしている。前は初秋蚕専用の桑も 

作った。春の彼岸頃植えた桑を初秋蚕にまに 

あうように育てたのだが,これではこの桑の 

木は年間を通じ1回(初秋蚕)きり役立たない 

し,しかも労力的にみてもたいへんである。 

したがって今はあまりこの方法をとっていな 

い。むしろ初秋蚕には春の残桑をはぎってや 

る方法をとっている。つまり春蚕時期に条梢 

を根元から切らないでそのまま残しておき 

(タテドウシといっている),その条梢の桑葉 

を秋蚕にくれる方法もとっている。このよう 

に最近ではあまり複雑な労力を使わないで年 

間の桑の収量を上げるように,桑の栽培法 

が変ってきているようだ。(島村)

耕耘機に条桑をつみ込む

〇コバガイの時には春蚕のときには,枝の上 

のほうのいせいのいいのをすぐりどりした。 

初秋蚕のときには,ヒトッパツミといって, 

一枝一枝の桑をつみとった。晩秋のときも同 

じようなやりかたであった。

桑つみには,賃づみというのがあった。こ 

れは,かいこをかわない人(土地をあまりもっ 

ていない人)が1貫匁つんでいくらというよ 

うに契約してやったものである。その人たち 

は,夜のあけるまでには,ほとんどつみだし 

てしまうようであった。

.むかしは皆高ダイであった。これだと背の 

低い人は桑キリがうまくできなかった。その 

ために,ここ10年ぐらいからこっち中ガリに 

なった。最近は中ガリがふつうである。高ダ 

イは少なくなった。しかし,高ダイだと,風 

とおしがよくて,桑にはいいという。高ダイ 

は晩秋蚕のときに,せんたん伐採をやる。

根ガリは,地所のわるいところでやってい 

る。この方法だと風とおしがわるくて,泥っ 

くわができる。

西鹿田では,南のほうに根ガリがみられる 

が,上,中にはない。大体,凍霜害のあると 

ころでは高ダイにしている。根ガリのほうが 

仕事が楽である。(西鹿田)

〇桑モギといって,ツメという道具で桑をつ 

んだ。一日に24貫か25貫つめるのを一人前 

といっていた。(花香塚)

〇クワとりはぜにになった。15貫を1せとい 

い大体,半日ぐらいでつむことができた。腕



のつよい人は,半日で20貫ぐらいの桑をとっ 

'た。桑は,草刈カゴとかザマにミナガヮを敷

いてつめてきた。なるべく,桑はかごの上の 

ほうにつんだほうがかつぐのに楽であった。

•テケエをもっていって桑をとり,桑ショイ

カゴにつめてきた。15貫でヒトセといった。

カイコビョウのものは,1日2せとるのが上

等であった。(小平)

〇桑の木にのぼってコキ桑をするのは,土地

の人もやったが,ケイアンに頼んで越後の人

なども来た。ふつうの人が一人前で一だん

(駄)なのに腕の強い人は二だん(駄)くら

いこいたものだ。一駄というのは,正葉量24
貫のことだから50貫ぐらいとったことにな

る〇

目つぶしというかごでとる。

コキ桑をよしたのは30年から40年ほど前

のことになる。

秋蚕には専用桑があった。

多い家は15人くらい人を頼んでにぎやか

なもんだった。桑つみの時いろいろ歌をう

たってやっていたが,歌詞は知られていない。

以前は大蚕の人が多く,300貫もとる人が

いて,桑は高木仕立で,畑のまわりにあり,

木に登って手で葉をこいた。コシメカイと称

し,小さなかごを腰につけ、下に大かごを置

いてとった。一日に24貫位こいた。これが桑

こきの一人前である〇 (白沢村)

⑦桑の病虫害

〇尺取り虫 大発生があって被害のあった

こともある。

雑草 桑の木を雑草の丈が越すほどにな

ると桑の木にえいきょうがあった。ハグサ,

フウキ,ジシバリ,ヨモギなどが害がある。

害虫

シヤカク

カイガラムシ

 キンベイ ……桑の芽をいためとめてしまう。

クワタマムシ

病気

 イシク病……桑の木が小さくうすい葉になる。

ムラサキモンパ

アカサビ病……赤い粉のつく病気で幹まで広 

まると伸びなくなる。

シラクイ……風通しの悪いところに出る。害 

虫(東峯須川)

〇桑の病気はカイガラ虫がつく くらいで,え 

らい病気はない。霜が5月15日頃ふるのが一 

香こまる。(川戸)

〇病気よけ石灰,石灰窒素などまいたりし 

た。根くされ病のところはトウモロコシをつ 

くると病菌がなくなるなどともいう。(善地) 

〇シャクトリヒロイ クワの新芽がふくらみ 

初めると,シャクトリムシが発生し,4月初 

めには,芽を内側からくわれてしまう。多胡 

桑などは芽が大きいのでとくによく食われ 

る〇また,道端のクワには余計にシャクトリ 

がつく。老人や子供がよく拾ったものだが, 

竹筒や細口ビンに取ったシャクトリを入れ 

る〇あとで鶏にくれたり,タメに捨てたりす 

る〇

コウヤク病にかかって桑園を消毒せずにおいた場合 

(土塩)

上の畑の隣にある桑園でコウヤク病の消毒をしたも 

の。ほぼ同じ樹令で同条件だがこのようにはっきり 

する。(土塩)



桑にカイガラ虫がつくことがあるので,昔 

も消毒をした。(下日野)

〇桑の病気には「立ち枯れ」とか貝ガラ虫が 

ついて病気になってしまう等あった。

そんな時,石灰窒素をその桑に,ふりまい 

て歩いたおぼえがある。

現在では,そうした桑は引きぬいてしまう。

(花香塚)

⑧ドドメ

〇ドドメ(桑の実) 種類によって,味がち 

がう。あまずっぱかった。ロソウの桑の実は 

甘くうまかった。衣服につくとおちなかった。

子供はこのころになると桑の実,ドドメを 

竹筒に入れて桑の棒でつついてドドメ汁を飲 

んだ。(天神)

〇メドックワはコバゲーにくれた。

ドドメをもいで来てふきんに包んで力を加 

えて汁をしぼり,それをとりだしてパラパラ 

と蚕にふりまいた。このような木をドドメッ 

キといい,家には必ず1〜2本ずつはあった。 

(中山)

具用蚕養
5

(1) 催青用具

〇包紙があるくらいで特になし(苗ヶ島)

〇催青器(トタン箱)

ランプ
寒暖計•湿度計 

養蚕火鉢 

七分籠(善地)

〇催青箱

乾湿計

だんろ,火鉢で温度をとる(大仁田)

(2) 掃立用具

〇鷹の羽根……縁起をかついだこともあって

多く使われた。他の羽根より弾力があってよ

かった。

高山社の人は専用の羽根を持ち歩きそれを

使って指導した。

鷹の羽根は吾妻郡中之条,沼田から買って

来た。大きさは大中小とあり5寸ぐらいから

大きいものは2尺ぐらいの長いものもあっ

た。

水鳥の羽根 にわとりの羽根は一度つか

うと羽根の並びがそろわなくなったが,水鳥

はにわとりの羽根よりよいとされて使われ

た。

箸 小さいうちは手で扱うといたむので

自分の家で竹で作り掃立用に使用した。(東峯

須川)

〇タヵノ羽(羽舂)(中山)

〇羽根箒(苗が島)

〇メドフルイ

ヌカフルイ

鷹など鳥の羽

掃立紙……うすいP —ひきの紙

竹箸……掃きおろしたのを広げるときに用 

いる(善地)

〇鳥の羽

桑切り包丁と桑切り板

ざる(桑くれざる……これは深さがあまり 

ないものを使用)

桑くれ台(給桑台)叉の開きで高さが調節 

できる。

蚕棚(古くは棚を繩でしばる段のついてい 

たものであったが,その後横板をクサビを打 

込んで止めるような棚になった。)

V、〇

トタン箱(給桑後蓋をするので二箱が一組 

になり組み合わさる。)

養蚕火鉢(オガクズなどを渦巻状において 

絶えず煙らせて室をあたためた。)

養蚕がはじまると火事がよくあった。掃立 

当時や上簇時に火を使うからであった。その 

ためトタンでできた養蚕火鉢が流行した。

この火鉢は車足がついていて,底が床に接 

しないし,水を入れた器などを下におくこと 

も出来るので安全であった。(東国分) 

〇温度計,羽根,つつみ紙,防寒紙(大仁田)



〇羽箒掃立の時,ケゴを掃き下すのに使用。 

タカの羽で出来ているという。「しかし日本に 

は全国の養蚕家がみんな使うほどタカは住ん 

でいない」とは話者の談。(島村) 

〇箸赤堀村間野谷のお庚申さまにお参り 

に行くと,おはらいとお札と一緒にくれた。 

ふつうの竹製の箸である。

羽根 蚕具屋(荒物屋)で買ってきた。夕 

力の羽根を使った。これではきたてると,蚕 

が当るという。

定規4分板でつくった。籠の長さより 

ちょっと長目のもの。これはコバカイの時に, 

フルイで桑をくれるときのしきに使った。3 
令までこれを使った。

令別フルイ あらい目とこまかい目とあっ 

た。3令まで3種類ある。

桑切り包丁 はじめは手を使って桑をきっ 

たが,吉岡がはやってからは桑きり機械を使 

うようになった。

きりばん

コノ メ 大工に作ってもらった。コノ メ竹 

は家で作った。わくのことはコノメズクシと 

いった。コノ メは,一段が11枚の籠をさせる 

ようになっていた。籠の種類によって,コノ 

メの大きさもちがった。吉岡流のかごの場合 

には,2間の巾のところに両側にわくをたて, 

中に2本の支え棒を立てる。1段に10枚の籠 

をさせるようにした。片側に30枚,むかいあ 

わせにして60枚の籠がさせた。

桑取り籠桑ツミザルとも言う。テカイと 

いうのがあり,これに5貫から7貫匁ぐらい 

の桑を入れることができた。

ミナガワ 籠の大きさがいろいろあったの 

で,その大きさに応じた大きさがあった。10 
年前までは,はきたてから上簇後まで使って 

いたが,10年前からヒラガイ(条桑育)になっ 

たので,3令後からは条桑育にするので,使 

ゎない。

蚕座紙これもはきたてから上簇まで使っ 

た。

暖房具,火鉢,ストーブ,煉炭おこし。火 

鉢は小泉で作ったもの。春蚕と晩秋蚕に稚蚕 

(3令まで)の時と上簇の時に使った。

照明具 昔はランプを使った。(西鹿田)

(3)桑の採取用具

〇草刈りなわ……桑束に用いるなわで正月の 

年神様に使ったなわをその年の草刈りなわの 

初めとして作る。1軒で数百本のものを作り 

蚕時の準備とする。家によっては何年分も用 

意しておく。長さは一尋半とされている。太 

さはわら10本〜15本くらいである。

ともツナゲー……草刈りなわの代りに使 

う。わらの穂の方と穂の方を結び合せて利用 

する。上簇のあとかたづけに多く利用する。 

利用は1回限りで捨ててしまう場合が多い。 

ザマ クワ取りボデェの桑を入れるため 

のもので背負うために作られている。(東峯須 

川)

〇桑はニワ休みまではツメで摘んで蚕にくれ 

る〇以後はセンティバサミで伐って条桑にし 

て蚕にくれる。

桑の枝を伐るにはセンテイバ、サミを使用す 

る。鎌を使って切ると桑の根がいたむという。 

下枝ばらいは小鎌でばりばり取ってニワオキ 

前の蚕にくれる。大きいズヱ(枝)なら,セ 

ンティバサミの方が楽である。高木は全部セ 

ンティバサミで伐っている。(川尸) 

〇桑切りガマ

桑コキ

桑つみ(のツメ)(中山)

〇採葉具 桑の幹の切れるように丈夫にでき 

ている。現在ではほとんど使用されなくなっ 

てしまった。桑切りは今は鎌のほかにセンテ 

イバサミを用いる〇

採葉具(横室)



桑こき機2つの交叉状の刃の中に桑条を 

入れて引くと葉が落ちる仕掛けであった。(横室) 

〇桑もぎの変遷と用具

ア クワモギ 単に手でこき,またはもぎ 

落す。

イ クワモギボウチョウ,またはカマボウ 

チョウなどと呼んだがほうちょう,かま, 

刀,なた等刃物なら何でもよく,これで桑 

枝の元を持ってそぎ落す。……古い方法 

ウクワモギ……裁縫の針坊主のようなもの 

の先が2叉になっていて,この台を足で踏 

んでおさえ,2叉の部分に桑を打ちこんで 

こき落す。あまり長い期間は使われずまも 

なく次のクワコキが普及して来た。 

ェ クワコキ……明治末年ごろより普及して 

現在に至る。

かま,桑つみのつめ(苗が島)

〇桑摘みザル稚蚕時に蚕の芯葉を摘むとき 

に用いる深目の小さなざるで,これは紐がつ 

いていて肩にかけて桑を摘むのに便利であ 

る〇

大ザル 桑摘みのときや繭の出荷のときに

桑つみ爪(東峯須川)

桑切り鎌とセンテイ

バサミ(東国分)

用いる。

メカイ メケーなどとよび背負うように二 

本の紐がついている。桑摘みに子供などがよ 

く用いる。

メツブシ 背負籠の一種で,目が大きな背 

負籠では桑の葉がこぼれてしまうので亀甲形 

の目の中間に横に帯を入れたもの,桑摘みに 

用いる。

桑つみ大ざる(東国分)

桑とりざる(大仁田)

メカイ(東国分)

背負いかご(天神)



左よりザマ籠,クワトリザル,クワクレザル。 

(川戸)

うまかご(塩沢)

桑つみ大ざる(大仁田)

桑伐り鎌と剪定鋏鎌は刃の小さなもので 

5cm内外である。これは草刈鎌よりも割合厚 

い金で固いものを切るのに適している。春蚕 

にはこれを主に使用した。最近条桑育の普及 

で中程から桑の捧をきるので剪定鋏が利用さ 

れてきている。

桑繩桑を切って束ねるときの繩を桑繩と 

いう〇大きく1尋ほどの長さのもので,両端 

がほぐれないように繩をなうときにつくって

ザマかご(川戸)

おく,たいてい20日正月のときまでつくって 

おいた。近年はほとんど機械繩でまに合わせ 

ている。(東国分)

〇桑を摘むのは,ツメで,こくのは桑コキを 

使った。

かごには,ぎっしりつめて,秋蚕の桑は五 

貫匁ぐらい入る。朝,晩摘み,日中は,こし 

りとりをする。

桑をしょうにはみながわ,しよいこ,しよ 

いなわを使う〇 (三ノ倉)

〇桑つみざる

フゴ

ザマカゴ

桑もぎ鎌

桑コキ台

桑コキ

桑つみ(ツメ)(中野谷)

〇桑コキ 百貫ゲエコ(蚕)をしていたころは 

条桑はやらなかったから桑をもいでくれた。 

桑こき台を使ってこいたもので,台を足でお 

さえ,左足でバネを押してあんばいし,左側 

においた桑の束から1本ずつ左手でとっては 

右手に持ちかえさしこんでは引いてこいてゆ 

くのが古い型で

長さ58. 5 cm
高さ53. 〇 cm
巾 3〇. 〇 cm

この改良型は,バネを使用し,足は使わな 

いで他の使い方は古い型と同じ方法をとった。 

大きさは,長さ66. 5 cm
高さ62.0
巾 24. 〇 (土塩)

〇フゴ



桑つみザル

桑つみ(ツメ)(南後箇)

桑こき(土塩)

桑こき(土塩)

〇桑ヅメでとりザル籠(今はナイロン袋)

センティ鋏 小鎌(大仁田)

〇ツメ

クワキリガマ

センティバサミ

カゴ(塩沢)

〇ゆびわのように指にはめるものを「ツメ」 

といっている。また以前は「桑コキ」という 

ものを使用した。これは桑の枝をしごいて葉 

だけを落す器具である。

桑切り鎌,センテイ鋏

桑モギ庖丁 桑葉を枝からもぎ落すのに使 

用

ツメ 桑つみ用

判桑機 動力を使う機種もある。最近で

きたもの

桑コキ

大ザル 桑つみ用等(島村)

(4)飼育用具

〇フルイ……竹のひごで作ったもので,3種 

類ぐらいあった。掃立にはフルイで切った桑 

をフルってくれた。平均の大きさに区分して 

与えた。

包丁……桑を切って与えたため大きい包丁

が用いられた。

切り台……小さい時と大きく育ってからの 

 ものと二通りの桑切り台が使われた。

ザル クワクレザル,底が浅く ロが大き 

いもの。クワ取りボデヱは深く細長い型のもの 

桑クレ台 給桑のための台。

クワ切り板とクワ切り包丁(川戸)

 

組合製糸時代に製糸で使用のカゴ(土塩)

カゴ 板カゴ(竹と板),大カゴ(竹製), 

七分カゴ,半カゴ(大カゴの半分)

糸あみ コシリを取るために用いた。残 

桑を取り除くためのものであった。大きい目 

のものと細い目のものの二種類あった。市販 

のもの。

繩あみ 4令,5令に使用した。自家製 

のものであった。

火鉢……上簇後の空気の移動と乾燥のため



に火鉢を利用する。土製の火鉢,金属製(卜 

タンのようなうすい鉄板で造ったもの)鉄火 

鉢などがあった。その外はろを切って使用し 

た。永井流が直接は流れてこないがそれに近 

い方法がとられた。土間でたき火も行なわれた。 

マユカゴ……まゆを馬で運ぶために専用に 

作られたもので,細長く目が大きいもの。(東 

峯須川)

〇桑の葉をきざむ桑切り機は子供の頃使っ 

た〇明治時代にもあったらしい。子供の頃使っ 

た機械はこわれたので,その大きな包丁で草 

为キを2 丁程作ったのを覚えている。2令ご 

ろまでは桑の葉を桑切り板の上にのせてクワ 

キリ包丁できざんでくれる。包丁は力が入る 

ように手もとに切り込みがあり,ふつうの包 

丁よりも大きい〇

ケゴを拾って広げる時にはハシを使用す 

る〇ハシは竹製で先端を赤く塗ってあり見分 

けが便利なようにしてある。長野原町与喜屋 

の荒神様が蚕神で10年ほど前に参拝した時 

に買ってきた。以前は養種業者が愛想にくれ 

たものである。

以前蚕が在来種だった時にはニワ(4眠) 

起きまで桑の葉を切ってくれたので桑切り機 

械がどの家にもあった。最近は掃立てから条 

桑でやれというくらいで桑切り機械はあまり 

使わなくなったので処分した。

桑切り包丁昔は棚飼いで桑の葉は全部 

切ってくれたので包丁が必要だった。大きく 

なると桑切り機械が必要で大正時代には盛ん 

に使用していた。

蚕棚には名称は付いていない。昔は木製の 

ワク棚を作ったり,2階にワク棚を固定した 

家もあった。

滑車で桑を2階に上げた。滑車には木製と 

鉄製がある。

貯桑箱は木製で摘んだ桑の葉を入れてお 

く。土間に桑置き場を作っておく家もある。 

今はビニールをかけておくのでしなびない。,

蚕室の温度が高いと蚕の成長が進む。温度 

が低いと蚕の成長は遅れるが桑を余計に食べ 

るのでよいマユになる。蚕室には/ヽン炉を 

切ったり,暖炉や火鉢をおいて温度を高める。

暖房器は練炭用で大正12, 3年ごろ買った。 

暖房用に石油ランプを使って温度をとったこ 

ともある。部屋を目張りして使った。

繩網を作るワクがあって農閑期の仕事に細 

繩をなって網を作った。蚕を繩網で吊ってツ 

ブヌキをして蚕糞を除いた。ニワオキの蚕は 

1日2回ツブヌキをする。糸網は全部買って 

いた。

蚕ムシロも機械で織った。蚕用に敷いてミ 

ナガワ(売っている)占いっしょに使った。 

蚕ムシロは厚いのでモミや穀をほす時にも兼 

用できた。ネコも年老りがいる家ではかいて 

作り,蚕棚の下に敷いたり,穀をほすのに使っ 

た。

籠の使い方は蚕を飼育する時は7分籠を使 

い,上簇する時には大籠を使っていた。

蚕籠は長い籠は使いずらいので七分籠,半 

籠を使うようになった。小さい籠は1人で扱 

うのに楽で小人数の家に適している。

蚕を飼う籠をコゲズといい大ズは6尺x 3 
尺の大きさで半ズは3尺x 3尺のもの,8分 

ズや七分ズもある。軽くて作業しやすい。飼 

育所は大ズを使う。蚕籠は中之条町岩本の籠 

作り職人を頼んで泊り込みで作らせる。1日 

3枚位しか作らない。竹はこちら持ちで1枚 

500円位かかる。桑籠は普通既製品を買うが 

自家用のザル,ザマを作る人もいる。(川戸) 

〇ワクダナ....かごをさしこむ棚

タナダケ• • • •木の目竹

カイコカゴ•..•かごやにたのむ

大かごは3尺x 6尺が標準であるが室の 

大きさ,ワクダナの大きさによって,七分 

とか八分とかいわれた。

桑くれダイ

桑くれザル 小ザル,大ザルいろいろ 

桑切りの庖丁(なぎなたのような形> 

桑切り機械(新島式などあり)

蚕座紙のない時はむしろの上に直接,蚕を 

のせたと話者はいっていたが,これは問題が 

あろう〇

キバチ....ズウを入れて持ち運ぶ。(中山) 

〇養蚕用具を系統立て説明することはむずか 

しい。各節の写真説明のところへ挿入して説



明した。ただそのあまりのものを,ここに説 

明する。

キバチ(中山)

桑肥用鍬桑の枝条の下で仕事をし,また 

根がはっているところでする為比較的短く出 

来ている。

桑のショイデー桑くれに条桑を背で運ぶ 

時用いる。

蚕室消毒用噴霧ポンプ

籠類(運搬用) 草刈りカゴ,繭カゴ,小ザ

ル,大ザル,桑つみカゴ,メケエ

大押切り 条桑育のため桑をたばねたまま 

きった〇

挫桑機

蚕かご 大かご,ひとめづまり,七分かご, 

半かご

木ばち 細かい給桑とか蚕を拾う時使用した。 

桑ふるい 稚蚕に細かい桑をやる時これで 

ふるってやる。

三斗桶繭を計るオケ,3斗入る。

棒はかり 糸繭商人の腰にさして農家で商 

売し歩いた。農家でもよくそなえていた。 

桑切りと包丁 桑の葉をきざんだ(横室)

しょいことみながわ(三倉)

桑切り庖丁(横室)

大押切り(横室)

く桑切り機械(天神)

大正末期まで使用する

ざそう機(土塩)



桑刻器(土塩) 桑切り機械(富士見村時沢)

大正頃のもの

桑切り台(月夜野町民俗資料館) 桑切り機(下日野)

桑刻器(月夜野町民俗資料館) 動力挫桑機(横室)

〇桑切りほうちょう一>桑切り機械

むかしはこのようなもので細かく切って与え 

た。

フルイ(メドブルイ)上記の細かく切った 

のをふるいにかけて与えた。1齢用,2齢用, 

3齢用の別があった。最近は切らないからこ 

のようなふるいは不用である。ふるいには他 

にヌカブルイがあってこれはやきぬかやもみ 

ぬかをまく時に用いた。

桑ザル大小各種

桑クレディ(給桑台)

コノ メ

昔はマルカゴ,明治になってからカクカゴ 

が普及した〇マルカゴは周囲が編み上げに 

なって高くなっていて4隅が丸くなってい 

る。(苗が島)

〇上簇前まで

蚕棚古くはカキツケといっていくつかの 

棚(たいていは三棚分)を連結したもので繩 

で横の竹などをしばったもの,その後現在使 

用している組立式のもの

寒暖計,湿度計

給桑台

桑截機械



桑截板

桑くれざる(給桑ざる)

養蚕火鉢

ふるい各種

網糸網は3眠まで4眠後は繩網を用い 

る。近年繩網はビニール製のものがふえてき 

ている。

蚕座紙

上簇時

籠

筵 普通の筵と薄いミナガワ莛とある 

各種まぶし 廻転まぶしには繭を突出す道 

具もぁる〇

蚕運搬用箱木鉢ダシ箱

かぎ籠を吊すものは短かく,廻転まぶし 

のものは長い。

収繭時

繭かき機はじめは手で一個毎にけばを 

とってかいていたが,改良まぶしが普及する 

頃から機械でケバをとる方法が普及してき 

た。ケバトリ機ともいっている。近年は動力 

を用いて廻転させるケバトリ機もできてきて 

いる。

ゆたん繭を運ぶときに大きな袋に入れて 

出荷する,その大きな袋を「ゆたん」という。 

秤 以前は析ではかったが明治後期から貫 

目となり,2貫目秤が多く用いられた。(善地) 

〇桑切り包丁広巾の大きなもので一度にた 

くさん桑の葉が切れる。

押しきり 大正年間から押切り機が利用さ 

れてきた。当時は3眠起き位まで切り桑を給 

桑した。近年は葉を切らないままで3眠起き 

はくれるので,切り桑の道具も不要になって 

きた〇

棚 二種類ある。古くは10 cmほどの厚板に 

切りこんだ段をつけ,そこに竹の棒を結びつ 

けて棚をつくった。その後竹の棒まで既に組 

んであるものを二つ合わせて組みたてる棚が 

できた。

糸網 麻糸で方眼目につくられた網で渋な 

どがはいて固められている。その網目に大小 

があり,一眠のとき用いるのをシジ網,二, 

三眠に用いるのをツナ網などという。

たいてい四枚で籠一枚分がまにあった。

この網は水洗いなどできないためよく日光 

で乾燥殺菌程度である。この網は自給自足で 

きないため専門業者から買って用いた。

糸あみ(糞と蚕をわける)(横室)

蚕座紙 籠の上にしく畳一枚ほどの紙で茶 

封筒のような質の紙である。

繩網 細い繩で方眼状に組み合わせた網で 

4眠起きに用いる。一枚で籠一枚分がまにあ 

う。

これは買入れる人もあったが,自家用は自 

作する人も多かった。冬の農閑期につくるの 

で繩網台となる枠の木の周囲に釘が打ってあ 

り,そこの縦長の部分を細繩(コデナワ)で 

へていき,横繩はあみながら繩をなっていく。 

最近は繩網をつくる人も少なくなった。

繩網あみ機(横室)

繩網(東国分)



もじあみ(土塩)

ビニール繩昨年あたりから繩網をつくる 

人がいないので,ビニール製のものができて

蚕かご(横室)

蚕かご(小かご)(苗が島)

給桑台 背負籠なとで代用することもある 

が,叉を開くと低くなり,紐で開きを調整す 

るようなものが用いられている。.1(東国分) 

〇室の温度を上げるには養蚕火鉢を使った。 

室は10畳ぐらいがいい。

棚木。給桑台。大工か作る。あみ。長野県 

から来た。さる。観音様に春先市が立つ。か 

こ〇なわあみ〇 (三ノ倉)

〇剑桑機 明治ころの養蚕法では,桑はこま 

かに刻んでくれたので,ふつうはほうちょう 

でやったりしたが機械を使うことも多かっ 

た。

きた。これは工場製品で繩網にとって代るも 

のである。

蚕籠 竹で網んだ畳大のもので冬のうちに 

籠造りの職人をたのんでつくらせるか,竹を 

やってつくらせるかした。古い籠は縁を竹で 

巻いて止めてあるが,昭和になってからの籠 

は針金で縁を止めるようになった。一人で抜 

き差しできる「半丈もん」というのもある, 

これをハマカゴなどともよぶが,ほとんど使 

用していなかフた。

板かご(東峯須川)

福島式到桑機は,,構造はもっともかんたん 

だがそれだけに長持ちして,稚蚕期には,現 

在でも使用している。

大きさは

長さ125 cm
柄のついている長さ105 cm
刃の部分43 cm
高さ前部68 cm

後部44 cm
かご

七分かご(小かご) 条桑以前は,三眠前

までは七分かごといわれる小かごを使った。 

4尺x 2尺5寸の大きさで蚕室に三十だなと 

か六十だなをたてて使う,六十だなは三間半 

にいっぱいになる。

大かご ニワオキになると大かごを使う。 

5尺x3尺くらいの大きさであった。土室の 

ある家は大かごを使用した。

飼育所のかご共同飼育所では最近ヱスロ 

ンパイプの棚竹を使い,ビニール線の網めの



かごを使っている。

木鉢 社寺の祭りの市で買ったものを使 

用〇

まぶしによって,木鉢でどのくらいという 

ように量をきめて使うものと,ズウを拾うの 

とに使用した。

メンバコ 人寄せのとき(祝儀不祝儀など) 

に,手打ちうどんをつくってうでたのを入れ 

る長方形の浅い箱を,拾ったズウを入れるの 

に使用。

ミ 信州から売りに来たのを買って使う。 

スズとかいう篠でできたもので繭をすくっ 

たり,入れたりするのに都合がよかった。(土 

塩)

〇クワ切り機械は,ふつう福島式を使うが, 

コロを利用してクワを送り出す式の方がクワ 

がもめてよい。

給桑台は以前からあまり変化はない。脚を 

開いて上に籠をのせて,桑をくれたり,上簇 

したりするのに使用する。

木鉢は金井の暮の市で1〜2枚買って来 

て,年神棚に供えておく。金井の暮の市は12 
月25日と30日と2日たった。

正月に木鉢をおろして,ご飯や雑煮の材料 

などを盛って,神様に供えたあと,方々のお 

松飾りの所へ進ぜて回った。

この木鉢を,あとでズウアゲ(上簇)の時, 

ズウを拾って入れる入れ物に使った。

戦後は木鉢がなくなって,かわりにベーク 

ライトの盆などができ⑧の肥料会社などから 

景品としてくれたりする。

最近はアルミニウムのお盆などが用いられ 

る。(下日野)

〇桑ダナ 「カゴ」は今では三令のときのみ 

使う。(南後箇)

〇ザル

籠

蚕座紙

繭を突き出す板

計量器(大仁田)

〇養蚕火鉢は,藤岡で焼いたものを使ってい 

た。

自家用の炭焼きをしていたので,カタ炭を

使って火を起し,.火鉢に取って上にわら灰を 

かけておいた。焼きぬかは使わなかった。

鉄板製の火鉢を使ったこともある。下に車 

がついていて移動ができた。火がよくおきる 

と,外側のワクを上げて,上に蓋をすること 

ができるようになっていて,危険防止ができ 

た。

ストーブ型の薪を燃やす式のものは使わな 

かった。

養蚕火鉢(大仁田)

養蚕火鉢(下日野)

養蚕火鉢(横室)



だんろと練炭こんろ(横室)

だんろ 蚕室を暖めるのに使う。(川戸)

養蚕火鉢(東国分)

天井に今も残る暖房装置(島村)

トタンで外部はおおった火鉢。

だんろ(専峯須川)

コノ メはヒキゴノ メといって,木わくが組 

立式になっていて竹が12段•させるようにし 

てある。これだと段にする竹を,繩で一本ず 

つ給び付ける(コノ メをかくという)手間が 

いらない。

以前のものは,切り込みを12段につけて立 

て,段の竹を麻繩で一本ずつ結びつけていた。 

十差(トオザシ)という,竹が木わくには 

めこまれていて組み立てれば,籠が1〇枚させ 

るものもある〇コノ メがたたない場所や,コ 

ノ メの少ない家では補助用に太い針金製の力 

ギを使用して,上簇した籠をいく段にも吊る 

ようにした。

籠の種類は,蚕座の大きさに合わせて大小 

いろいろに作製した。昔は条桑飼いがなく, 

全部籠飼いなので,20〇〜300枚も使った。長 

さ6尺の大籠,一^目つまりの9分籠,7分 

籠,半籠とある。7分籠は10畳の間に2側を 

相向いに蚕棚を立てて使うことができるが, 

9分籠では1棚しか立てられない。籠は籠作 

り職人に注文して作らせた。職人が回ってき 

て,庭先で作ったりした。

以前は籠のフチ卷キが針金でなくて,竹を 

薄くはいだものを卷きつけたので,弱くて毎 

年のように補修した。200枚から300枚もあ 

るので,絶えず修理が必要だった。

蚕の運搬箱は,木製で4尺の長さがあり, 

熟蚕を入れて運ぶのに用いるが,かなり重い。 

ズゥ箱,トリ箱ともいう。



コノ メ (下日野)

コノ メと上簇の様子(下日野)

この箱は夏7月末のお精進講に組の人が宿 

に集まって餅をついた時,餅を並べるのによ 

く使用した。

トリ箱には小型のものもある。2尺x8寸 

ほどの大きさで,ズウをひろって入れたり, 

運んだりした。

メドシボリ器は裏書によると明治26年5 
月1日に購入したものである。小箱の中で, 

桑のメドギという芽のよく出る木の種類をと 

り袋に芽を入れて置き,6尺ほどの棒の1端 

を細引きで固定し,これによって上からおさ 

えつけてしぼり,残り粕を稚蚕にくれた。 

(下日野)

〇蚕籠(蚕箔)

大カゴ 5尺5寸x3尺
七分カゴ4尺x3尺
半カゴ大カゴの半分の大きさ。

竹でつくられている。現在では鉄をシンに 

取り箱(下日野)

して,その上にビニールがかぶせてあるもの 

を使用している。竹製では割目等に病毒が附 

着するおそれがあるとのことで改良されたも 

のをいう。「養蚕新論」の絵では5尺9寸x 3 
尺4寸となっている。

桑フルイ 以前は蚕の成長につれてフルイ 

の目の大きさを使いわけた。給桑の時使用す 

るのだが,現在では小カゴで間にあわせてい 

る。条桑育の場合,このフルイはいらない〇 

砥石

押切り桑を切るのに使用

桑切り包丁 ク

桑切り板

小ザル給桑用

養蚕筵-> ミナガワ-^サンザ紙と三様の変化 

をしている。サンザ紙は1回限り切り使用で 

きないがムシロとちがい汚れを毎回蚕時に洗 

わないですむ。

網うらとりをするのに使用すると便利, 

また令眠入りの蚕とそうでない蚕を分けるの 

に便利,蚕の大きさにつれて網目の大きいも 

のを使用,最近ではビニール製のものもでき 

た。

木鉢 上簇する蚕を拾う。最近では木製と

は限らない。

カゴ置台蚕カゴを置く

蚕棚 〃



スダレ 直射日光をふせいだり,蚕室の温 

-度調節に使う。

籾糠フルイ 養蚕に盛んにモミヌカを使っ 

ていた頃使用した。

寒温計

桑覆筵 桑の上にかぶせるためのムシロだ 

が最近ではビニ-ルを使用。

踏継台

桑入れ箱桑を貯えておく。

•照明関係燭台手燭4ランプ->電気

(ローソク時代)く")

暖房関係 タキ木-^木炭-^練炭->石油ス 

トーブ-^電熱

マブシ関係オリマゲ-^シマダ-^東海マブ 

シー> 回転マブシ

種箱現在のようにバラ種ではない時代に 

蚕種を入れておいた。

催青棚

収繭器 回転マブシを使用してから使うよ 

うになった。ひとつひとつマユを手でひろわ 

なくてすむ。

繭ケバ切り機 手動式4足踏式-*動力使用 

と変化している。

マス

秤り

箕(島村) 

〇この辺で使っていた籠は,次のような変遷 

をみた。

マル籠 これがもっとも古い。明治の中 

ごろから使ったようだ。これは8帖の間に30 
枚させた。

大籠七分籠 明治の終りのころ,二つと

も同じころに使われた。これはあまり使われ 

なかったようだ。大籠は8帖の間に30枚させ 

た。七分籠は8帖の間に40枚させた。 

吉岡籠 これは大正4,5年ごろから使われ

はじめ,多く使われた。

埼玉県の吉岡某の考案したものという。コ 

ノ メー棚に11枚ずつ三側,これを相むかいに 

さしたので66枚さすことができた。 

.この辺で使った籠には,大籠,’本七,七分 

籠とあった。大籠は,蚕が大きくなると一人 

では扱かえなかったが,本七なら扱かえた。 

本七というのは,大籠より長さは短いが,巾 

は同じもののことである。ふつうの七分籠は, 

大籠より長さも巾もすこし小さいもののこと 

である。(西鹿田)

むしろ干し(天神)

桑肥用鍬(横室)

桑のショイデー(横室)

マユザル(月夜野町民俗資料館)



送風機(手廻し)(横室)

カルトン(川戸)

石灰ぶるい(国分)

撒粉器と薬剤(川戸)

蚕室消毒用噴霧ポンプ(横室)

三斗析とはかり(横室)

利根川で蚕具を洗う(島村)

かつ車(東峯須川)



6 簇の変遷

〇昔はハギの枝,わらびの葉(ボテラ)を干 

しておいて用いた。わらびの葉を使用すると, 

ねずみが繭をくい荒さないともいわれてい 

た。はぎの枝は繭の光沢がよいといわれた。

かやまぶし 昭和元年から昭和8年までの 

間にわらまぶしにかわった。それまではかや 

まぶしが盛んに使われた。かやの細いものを 

選んで使用した。ほのぬけたところを利用, 

一軒で3反歩くらい作っていた。まぶしの作 

り方は鍬の刃の角のところを利用して折り曲 

げ山型にした。大正時代頃かやまぶしを折る 

機械もできた。わらまぶしより蚕の尿が早く 

乾くのでよいとされていた。普通8寸まぶし 

といった。まぶしを作る期間は冬期間である。

わらまぶし昭和8年頃より,わらまぶし 

が盛んに使われた。4寸まぶしといわれた。山 

型に折ったものから改良まぶしに変って来た。

4寸まぶし••••島田まぶし 昭和30年以前 

改良まぶし 昭和30年以後
むしろぬき上簇後3日目にまぶしとかご 

の間にあるむしろをとりのぞく,尿がしみて 

おったり,通風がよくないので取り除く。ま 

ゆがよく乾く。(天神)

〇しらはぎの枝.•…まぶし代りに用いた。

かやまぶし••••えんがの.かどを利用して 

かやを折り曲げた。直径25 cmぐらいのものを 

4個でかご1枚分のまぶしであった。大正末 

期まで使われた。これを数える呼称は「シマ 

ダ」であった。

かやまぶし••••えんがのかどを利用して 

折ることより進んで一定の巾に完全に折るた 

めわくを作りこのわくの巾に折り曲げ鉄の棒 

を差し込みたやすく出来るように工夫した。シ 

マダも前のものより小さく直径20 cmぐらい 

になった。昭和初期まで行なわれた。これを 

作る時期は春3月から5月まであった。

わらまぶし••••前記まぶしを作る道具で 

材料がかやからわらに変って来たものであっ 

た。(シマダまぶし)

わらまぶし•...前記の道具が使われず高 

価の機械が導入された。個人では買えず共同 

購入して利用した。昭和15年頃までつづけら 

れた(シマダまぶし)。

なわまぶし••••竹と細い繩を用いて糸で山 

型の折りたたみが出来るものを作った。数年 

間は利用出来るものとなった。

改良わらまぶし••••材料が竹となわから, 

わらのみになった。この改良のまぶしの前に 

はわらと糸で作るものがごく短期間あったが 

ほとんど全部に伝わらずに終り,この改良ま 

ぶしに移った。わらのみを用いて機械で編ん 

だ。現在も作られ利用されている。

こがねまぶし••••商品として売られたもの 

を買った。大字西峯須川恋越のおとくさんと 

いう人が売り歩いた。本多長寿氏は30枚上げ 

買った。

みやままぶし•..•板と糸で作られたもので 

これも商品として売られていた。•戦時中。こ 

れも全部に普及しないで終った。

回転まぶし••••昭和22. 23年頃より現われ 

た。板かごが不要なのでたちまち普及した。 

最初に利用した人は本多喜久造氏であった。 

現在も盛んに利用する。

利根まぶし••••昭和26年より現われた,最 

初に利用した人は河谷武氏で20貫上げのも 

のを買って使った。現在も盛んに利用されて 

いる。(東峯須川)

〇昔のマブシは山から刈ってきたカヤを足で 

押えて,スネの長さに比べて折った,カヤマ 

ブシを使ったがこれはよい繭がとれた。

ワラマブシはシマダマブシともいい,初め 

のうちは板を敷いてワラを押えて手で折って 

いた。そのうちマブシ折り機がはいって,ガ 

チャガチャとワラを折るようになった。カヤ 

マブシや,ヴラマブシは毎回マユをとったあ 

とで燃して新しいものを作った。

改良マブシは細かくさいた竹を渡して,ワ 

ラを山型に曲げて針金でとめた。その後,ワ 

ラ製の改良マブシになった。自家製でハシゴ 

を台にして作った。大きい馬籠用は13ヤマ,7



分籠用は10ヤマに作り,いずれも2枚を1組 

にして広げてしばり籠にのせて広げて使う。

10年程前に利根マブシという紙製のマブシ 

が流行した。ワクは木製で中に紙を組んでマユ 

を縦に作るように蚕が1ぴきずつ入る所を設 

けた。2枚を1組にして巾20 cmにとめて使用 

する。縦9尺x横26尺二234穴あり,1穴は3 
cmx 3 cm X巾4. 5 cmである。回転マブシの前 

に使った。

現在は全部回転マブシになった。回転マブ 

シでないと,マユの質がよくないというので 

ほとんどこれに統一された。購入品。

現在の回転マブシは1枚が50 cmx54. 5x 
厚さ3 cmで12穴x13穴=156穴あり,10枚 

で1組なので1560穴ある。しかし若い蚕や回 

転マブシから落ちる蚕は,下に改良マブシを 

敷いて上簇させているので,改良マブシを補 

助的に使う。

•マブシは昔から山からカヤを刈ってきて, 

山形におって切って使用したが繭の光沢がよ 

くできた〇麦ワラマブシを使ったこともある 

が繭の光沢がわるい。稲ワラマブシを折りまげ 

たり,マブシ折り機で作ったりして使用した〇

改良マフシは機械にかけて編んだもので蚕 

の小便の乾きがよい,戦時中は手製であった。

回転マブシは農協があっせんして普及した 

ものでねだんは改良マブシより高いが,改良 

マブシのように繭に「マブシ当り」をしたワ 

ラのあとがつかないし,小便が下へ落ちてし 

まい乾きがよい。回転の方が繭の質がよいの 

で回転が普及した。

現在は回転4個に,籠1個の割合で組ませ 

て回転で繭を作れない蚕を籠の上に改良マブ 

シを置いて上簇させる。

上簇する1日前に糸桑の蚕のrタケバナシ」 

をして下のボヤ(枝)をどかして葉グワだけく 

れておく6上簇の時は蚕が上にあがってくる 

ので拾うのに楽でちる。

昔は吊り金具(長さ20 cm くらいのカギ形) 

を使って籠をいくだんにも吊って上簇した。 

•カヤマブシはマブシカヤという細いカヤを 

山々に作っておいて,秋に穂がちらほらでは 

じめたとろ刈り取る。家に持ってきて板をあ 

てて手で大きさをそろえて折りまげ,わらで 

しばって置く,これを上簇の時に広げて使用 

した。

•上簇するマブシは昔はマブシのカヤを山か 

ら取ってきて足で折ってマブシにした。大正 

時代になるとワラマブシを使うようにな力, 

蚕中に機械を使って織った。次にイカダマブシ 

といってシラハギをたいらに組んで繩をかけ 

た,マブシを使ったが,手数がかかった。昭 

和4〜5年頃改良マブシが使われるように 

なった。戦後24. 5年頃から回転マブシが使わ 

れはじめた。

回転マブシがふえてきたが,家によっては 

改良マブシの1割はない。繭,そのものは差 

がないが,汚れたチョウマユが少ない。(川戸) 

〇ハギマブシという名はあったが使ったこと 

はない。

カヤマブシ 手製のマブシオリでおっ 

た。ワラのまぶしはしけるからといって戦後 

までカヤマブシを使っていた人もいた。

シマダマブシ……わら製,まぶしおり機を 

買ってきてそれでおった。昭和に入ってだろ 

ぅ。

キカイマブシ,改良マブシ 戦後ワラで 

おった。

カイテンマブシ……昭和30年ごろから

•熟蚕をズウという。箱にあげることをアゲ 

ルという。カイコカゴの上にむしろをしき, 

その上に蚕をのせ,その上に簇をのせた。3 
日目にコモヌキをして糞や汚物をとり去っ 

た。(中山)

〇萱まぶし

この辺では12月1日を山のロと言い,山の 

ロにならないと山仕事は出来なかった。12月 
に入ると皆馬に乗って中山峠の方へ萱刈りに 

行ったものである。中山峠までは三里もある 

から,朝2時か3時頃起きてまっ暗の道を毎 

日萱刈りに行ったものである。

簇作りの名人で多仲さんという人がいた。 

どこの家でもこの人に頼んで簇をつくった。 

萱に水をかけてほとばして置いてやわらかく 

して折った。乾いた萱では固くて手が痛むか 

らである。作った簇は丸く束ねて軒下などの



雨のしぶきのあたらぬ所へ積んでおいた。

冬から春さきまではこの辺は,あまり仕事 

がないから,簇作りをして随分売り出したも 

のであった。

萱まぶしを用いて上簇するには籠にむしろ 

を敷き繩をたてに2本両方を籠に結んで桑ゼ 

を折ったもので,その繩を支えて簇が倒れな 

い様にした。これをカンナと呼んだ。一籠に 

4個の簇を使った。この辺は田が少かったか 

ら他地方より遅くまで萱まぶしを使った。藁 

を買って来なくてはならなかったから機械で 

ガチャンガチャン折る島田まぶしの時期は短 

かくて改良まぶしに移った。今は勿論皆回転 

簇になった。昔はボール紙で作った簇等想像 

もしなかったことであった。

•明治40年頃は萱でまぶしを作った。

12月頃毎日中山峠の方の山へ萱刈りに 

行った。祖父等が3人位で軒下でまぶし折り 

をした。まぶしは道具を使わす,手足でまと 

めた。家人だけでなく人手を頼んでまぶし折 

りをした。多仲さんと云う人はまぶし折りの 

名人だった。作ったまぶしは自家用のほか, 

丸くたばねて馬に積み,総社方面へ売りに 

行った。萱まぶしは繭の光沢がよく出来ると 

喜ばれたものであった。

•まぶしは萱で作った。子持山から萱を刈っ 

てくるのだが,まぶし用の萱は木立の下に生 

えたものが軟くて折るのに楽であり,日向に 

育ったものは固くてまぶし折りが容易でな 

かった。

萱まぶしは足を定規にして一尺位の長さに 

折りまげて作った。島田まぶし(藁まぶし) 

よりも山が高いからコワク(蚕架)の竹は1本 

ウルヌキにして上簇した〇ズウ(熟蚕)がは 

い上るとまぶしがたおれるのでカンナといっ 

て,籠に繩を2本張ってクワゼで琴の糸を支 

える様にして簇が倒れない様に工夫した。ズ 

ウは一頭ひろいをして上簇した。繭かきも一 

粒づつ手で抜き出して毛羽をとったので,能 

率があがらず1日に3,4貫位しかかけなかっ 

た。賃金を払って繭かきを頼む者もあったが, 

かき賃は1貫匁5銭から10銭位であった。

萱まぶしを作るのに箱を作ってその中へ折 

り込む方法も考えられたがあまりうまくゆか 

なかった。

その後まぶし折り機械が使われた。これは 

島田まぶしと云った。その後繩まぶし,改良 

藁,まぶし等が使われたが今では回転簇となっ 

た。(中郷)

〇萩マブシ もっとも古い簇は白萩を赤城の 

原野へいってとって来てこれに熟蚕をあげて 

繭を作らせた。

島田マブシ これは進歩した手製簇でマブ 

シ萱という萱を切って来て板の上に2本づつ 

相対して4方立った棒の2本の外側で細棒を 

入れて折りまげ,また,他方で同様なことを 

しながら萱を折りまげてゆくのである。一回 

折るごとに羽子板の様な形の板があってこれ 

でおりまげた上を平に扱って折りたたみを 

しっかりするようにした,後にはこれを手で 

作らずに簡単な機械化した。このまぶしを使 

用する期間がかなり長かった。

竹マブシ或は筏マブシなどともいう。細 

割にした竹をならべ針金で編んでその上に藁 

をちらかした。

ムカデマブシ これは竹に繩をまきつけて 

煙突掃除のような形のものであった。筏マブ 

シもムカデマブシもあまり流行しなかった。 

改良マブシ戦前までは多くおこなわれ, 

今でも少しは行なわれているものは改良まぶ 

しである。これはまぶし折りの簡単な機械が 

あってこれであむ。

回転マブシ 終戦後,急激に発達し普及し 

たのが回転マブシである。これはボール紙製 

で繭1つずつ作るように四角の桝目に出きた 

枠でできており,これが何枚も平行してつる 

して繭の成熟を持つようにできている。これ 

をいく枠もいく枠も平行につる為に針金形の 

鉄線をカギにして,何枠もつるすようにして 

ある。この鉄線はまだ改良マブシの頃は蚕籠 

そのものをつるしたのである。回転マブシの 

秀れた点は何回も使用できる事と繭をかく 

(収繭)のが楽な事等,数点ある。

•昔はイカダマブシ,ムカデマブシというの 

があったそうだが見たことはない。萩マブシ 

は赤城山から白萩をとって来た。藁マブシの



前に萱で折ったまぶしを使用したという。ま 

ぶし萱という細い葉が密生する萱を畑の畦や 

土手等に植えて置いた家があった。今はまぶ 

しには使用しないが土手にまぶし萱が残って 

いる所がある。大正の初めの頃までは手折り 

の藁マブシを使っていた。すぐった藁をぬら 

して,四本棒の出ているまぶし折り台で篠の 

棒を使って藁を折りまげて作った。よく折り 

目がつく様に団扇の様な板で折り目をたたい 

た。

折りあげたまぶしは丸くたばねて縁がわの 

隅等に積んで乾燥してから使用した。

このまぶしを使用する時はまぶしが倒れな 

いように籠に繩を張ったり厄介なものであっ 

た。

当時はこも抜きもしなかったから,はずれ 

蚕の時はなだれがたかったりしていて繭カキ 

の時は大変であった。大正の中期からは,ま 

ぶし折り器が出来てガチャガチャと折る様に 

なり能率もあがり便利な機械が出来たものだ 

と思った。それでも藁すぐりからまぶし折り 

は冬の大きな仕事の一つであった。

このまぶしのことを島田マブシと呼んだ。 

上簇期にまぶしが不足しても急に作ったも 

のは伸びてしまうので一年中のまぶしは冬の 

うちに作っておかねばならなかった。

その頃の繭カキは繭を一個づつまぶしから 

取り出しながら毛羽をとったもので能率があ 

がらなかった。大量に蚕を掃きたてる家では 

賃カキと言って一貫匁いくらという賃金を出 

して繭カキを頼んだものであるが一日に五, 

六貫かく人は腕のよい人であった。この島田 

マブシは一回きり使えないので繭カキの時は 

二階へ届く程まぶしの藁が庭へ棄てられた。 

それをたばねて馬で桑原へ運んだ。.キョウソ 

で死んだ蚕やうす皮繭もそのまま桑原へ敷き 

込んだからキョウソがはびこった。

昭和になってからは改良マブシが普及し 

た。はじめは糸や細い針金で編んだが後には 

藁ばかりで編む様になった。

群馬社で竹マブシを奨励した事がある。竹 

を割ったヒゴを針金でより合せ山を折りまげ 

たものセ藁マブシよりも湿気を吸わないで繭 

の質が良く出来たが,戦時中針金を買う事が 

出来なくなり,竹まぶしは作れなくなってし 

まった。

利根マブシ,大安簇等馬糞紙製のまぶしが 

出来又回転簇が今は普及し,現在は全部これ 

になったが,昔は紙で作った簇に蚕が繭を作 

るなどとは想像もつかなかったことである。 

何と云っても養蚕技術のうつり変りの中でも 

簇の変遷が最もはなはだしいものと云えよ 

う。(横室)

〇イカダマブシ マブシボヤとしてはシラハ 

ギ(萩にはあらず,植物名未詳)クロガネツ 

ツジ(コメツツジ)が適当だづたが,そのほ 

か竹やその他でも,細かい小枝のたくさん出 

ているものなら何でもよかった。これを刈っ 

て来て干して,かごの大きさに組んで上面と 

下面を竹等で押えておいた。上簇前にちょつ 

と池につっこんで洗う程度でよかったが,し 

まっておくのにセキをとるので困った。明治 

30年前後までは使用した。なおマルカゴの上 

ならそのまま載せられるけれど,カクカゴだ 

と,下にちょっとかいものをして載せた。ズ 

ウを潰してしまうから。

また当時は1枚のかごに3匹ズウが見えれ 

ばよいといってみんな拾って上簇した。桑の 

残りがあるとベントウ桑だといって簇の下に 

入れてやったこともある。

ムカデマブシ 繩のない目ごとに長さ20 
cmぐらいになったわらをさしこんで(ないこ 

んで)これにズウをたけてぶら下げて繭をつ 

くらせた。大正年代ごろ行なわれた。

ワラマブシ 長い板の一端の方に4本の棒 

を4本たてる。他端を尻の下にして,その4 
本の間にわらを入れておりまげる。くしの部 

分から折りまげて,反対側でも同様にくしを 

入れて折りまげる。こうして全部終ったとこ 

ろでわらでしばる。

島田マブシ(改良マブシ)

東海マブシ昭和のはじめころから入っ 

た。始めは32番の針金を用いたがこれはズウ 

の小便などくさってしまうので,だんだんわ 

らを用いるようになった。

回転マブシ



上簇法

ミナガワなどをすいてその上に蚕をあげ, 

その上に簇を載せる。そのミナガワは2, 3
日たって,蚕が繭をつくるようになるととり 

さる〇コモヌキという〇 (苗が島) 

〇ソダマブシ 古くは雑木の木枝に上簇させ 

たとも聞くがみたことはない。

ワラマブシわらの上をしばり,下を上簇 

時に広げると蚕がそこにはいあがる。

萱の手折りマブシ萱を釘(五寸釘)の 

でている台の上で折りまげる。そのとき金火 

箸などを間に入れて折りまげを重ねていく。

島田マブシ機械を用いて藁や萱を折りま 

げたもの。昭和前期はほとんどこの方法で 

あった。

改良マブシ 繩やわらを用いて開閉できる 

まぶしをつくった。はじめは細針金で折目を 

しばっていった。同一まぶしを数年用いるこ 

とができた。

迴転マブシボール紙で小さな仕切りをし 

たもので,昭和20年頃からさかんに用いられ 

るようになってきた。

改良まぶしまでは籠の上に筵を敷いて籠ご 

と吊す方法であった。

•マブシ手織りや島田マブシは繭かきが終 

ると堆肥にしたり,萱マブシなどはたきつけ 

に用いた。(善地)

〇萱マブシ古くは雑木の枝などを切ってき 

て籠の上においたが,その方法はほとんど記 

憶されていない。古い方法は萱マブシからで 

ある〇

このまぶしは,屋根を葺く萱を折りまげた 

もので,これは手織りである。板に五寸釘を 

四本打っておきその間に萱を入れ,横棒の金 

火箸など入れて折りまげる。

萱は川の縁などの畑の一部につくっておく 

家もあり,榛名湖方面まで萱刈りにいってき 

たりして材料を求めた。このまぶしは一回毎 

に捨て去った。たいていたきつけに用いて処 

分した。

六個で籠一枚分位であった。

藁マブシ 田藁でないと節が抜けるため, 

田のない家では藁を買ってきたりした。

これはマブシオリ機があり,それで簡単に 

織れ,藁がしめらしてあるため織りあげると 

日光のよく当る場所で干しておぐ。二個で籠 

一枚分がまにあった。

このまぶしも一回毎に捨てた。たいてい推 

肥にしたり,桑園に敷いて腐らせた。

改良マブシ藁,繩などで網のようにつく 

りあげたもので昭和10年頃から使用されは 

じめ農閑期につくっておきよく干しておく。 

二枚で籠一枚分。

丈夫につくっておくと年三回用いても三年位 

まで使用できる。

回転マブシー匹の蚕が繭をつくるのによ 

い程度の桝目をつくり,その中に蚕が入りき 

ると吊しておく,回転させると平均してよい 

繭ができる。-

自然上簇機回転マブシに似た桝目をつ 

くった簇で蚕がその桝目に入るのによいよう 

に出来ている。

上簇法 回転簇,自然上簇機はそのままで 

用いるが,他の簇を用いる場合は籠の上に紙 

をしき,その上にミナガワ(薄筵)や筵を敷 

き,その上に繩網をしいてから熟蚕をばらま 

き,その上に簇を広げる。それを棚に差して 

おくか吊す。

コモ抜キ 上簇後二昼夜位でほとんど蚕が 

繭の形をつくりはじめるので,そのとき繩網 

で持上げて筵と紙を取り除く,よく風を通す 

ことと,シミのある繭の出来るのを防ぐ,ま 

た,コモ抜キをした繭は糸のほぐれがよいと 

いう。(東国分)

〇イカダメ •ボヤマブシ山から白萩を取っ 

て来て,枝が大変あるので,ぶっちがいにし 

て,竹で端だけ止めて作った。

カヤマブシ,ワラマブシ,改良マブシ,山 

型に作る。廻転マブシ。

マブシ藁をおおく細く折ると,山が立た 

ないといって早く折った。(三倉)

〇イカダマブシ(またはボヤマブシ)明治 

時代にやった方法,甘楽に親戚のある家がホ 

ネにオガラを使い,そうでない家は篠竹を 

使った。かごの上にオガラ(篠)をおき,そ 

の上下のオガラをしばる。ちょうどイカダの



ようになる。シマダマブシより,繭の光沢が 

よい。

シマダマブシ 6寸角くらいの柱を利用し 

てしめったワラをつけてしばってつくると1 
週間ぐらいほして作る。冬の仕事でマブシオ 

リといわれた。使う時はカゴに繩を2本しい 

てから,まぶしのひだをととのえてやる。

キカイマブシ シマダマブシを機械でガ 

チャン,ガチャンと折りまげてつくるように 

なると使うときには繩をひかなくてもよいよ 

うになった。戦争ころまで盛んに使われた。 

タケマブシ大正ごろ広まったが高田(富 

岡市»の方が盛んで中野谷には普及しなかっ 

た。

戦争中から戦後にかけてはわらで作る改良 

マブシが盛んになったがつくるのに時間がか 

かった。

回転マブシ 昭和30年代になってから,回 

転マブシが急速にひろまり,補助もあったり 

して一般化した。繭の光沢がよく,汚れず, 

たままゆがへり,繭かきもかんたんなのでひ 

ろまった。(中野谷)

まぶしをのせる前に太い枝や茎などをとっ 

てでこぼこをなくして平らにする。のせるド 

テには,隣りの蚕を叩きこんで蚕の数量をふ 

やしてからやる。

春蚕,晩秋蚕で1昼夜,初秋蚕では15〜16 
時間放っておく。

その間様子をみて給桑することもある。光 

線が問題でうす明るいくらいがよいが明るす 

ぎても成績はよくない。黄色い光がよいらし 

いという。養蚕家にも砧W性があるらしく,

早くきれいに片づけるというので,まぶしを 

のせて1昼夜も放っておくことはまだるこし 

くて待てず時間を短かくするために,どんな 

にいそがしくても一匹ひろいをして片づけよ 

うとする。

〇自然上簇

松井田町九十九地区ではさかんに行なう。 

ドテ(蚕座)の上に組み立てたまぶしをのせ 

ズウ(熟蚕)が上がってきてまぶしに入るよ 

うにする。

ボヤマブシ山からまぶしぼや(かん木) 

を切ってきてつくって使用。

カヤマブシ 葉のついていない棒ガヤをみ 

つけてとってきて,水でしめしてからシマダ 

に折って使う。まぶしがきちんとしているの 

でチュウマユができないといわれた。

竹マブシ 竹をヒゴに割り,針金で編んだ 

ものを商品として売っており,これを買って 

使った。

シマダマブシ 四本竹の柱をたててつくっ 

たもので,山が四寸の高さになっていた。 

機械折り 機械を使ってガチャンガチャン 

と折ってつくったシマダマブシは,一時流行 

した。

改良マブシ昭和10年代に普及したもの 

で家でつくって,だんだんふやしていった。 

回転まぶしが入ってからも使用した。

回転マブシ 戦時中からあったが,一般の 

農家では使わす試験的にちらほら見えた程度 

だった。当時のものは,ますめが小さかった。

現在は回転マブシが主役で,一部に改良マ

蚕の［'I然上簇
(松井田町赤坂) 

自然上簇のまぶし

(松井田町赤坂)



ブシを使う程度になっている。(土塩) 

〇自然上簇特殊マブシを直接のせる。そし 

て蚕を上によび上げる(南後箇)

〇イカダマブシ(エダマブシ)藤の皮で結ぶ。 

クネマブシ,シマダマブシは大正7. 8年頃 

からで一-かみずつ織った。

ワラマブシ

改良マブシ(トウガイマブシ)藁製で昔は 

糸でしばって作ったが今はわらでしばる。

竹マブシ5.5尺の篠の3ヶ所をしばって 

作る。これらはヨナベ仕事に,一夜で一つ作っ 

た。

改良マブシと竹マブシは併用していた。

ズーサマを撒いたコモの上にマブシをおく 

か,マブシに直に撒いた。

戦時中から回転マブシ(区劃簇)(富岡市 

田島)

〇イカダマブシ 最も古い型である。竹を三 

本並べその上にボヤをのせ,その上に3本の 

竹を入れてしばる。

シマダマブシ 藁を山にして,その間に針 

金を入れ,山が崩れないようにしたもの。

オガラマブシ オガラを四角に組合せて 

作ったもの。

今は竹マブシ,回転マブシを使う。

竹マブシは竹を細かく割いたのを針金で結 

わえ山型を作ったもの,回転マブシは4本の 

木を四角に組み10の棚があって,ボール紙で 

作った縦13のワク,横12のワクを10ヶの棚 

に組んで,上をネジで止めたもの。

•養蚕のときまた上簇のときトウゴノ メとい 

う棚にカゴを入れて飼う(このトウゴノ メは 

今ではコンニヤク,キゴを乾燥させるときも 

用いている)。給桑のときはアサモジの上に桑 

の葉をおき,蚕の上におくと蚕は上ってきて 

桑葉をたべる。4眠までこの方法で飼う。大 

桑が終り,愈々上簇となると,棚(20cm位の 

間隔の棚,一つで7〜8段)の上にイカダマ 

ブシ或はオガラマブシをおき,その上にズー 

サマをおく。するとマブシの中に入って繭を 

作る。

回転マブシ以前のマブシでは汚れたり,不 

整形のマユが出来たり藁やボヤの形がつき

(これをカタツキマユといい,中繭となる) 

その上,マユカキに手間がかかり,ケバも取 

りにくいので回転マブシに変ったものであ 

る〇

今では大仁田は全部回転マブシである。 

縦13のワクと横12のワクに蚕を156頭位 

入れる。

木鉢に拾って(メンパ1個で156頭位入る) 

マブシの上にのせて散らす。これを針金のつ 

るす棒2本或は4本でつるして,下に尿を取 

る皆川かむしろを敷き,全部尿が終ったら皆 

川或はむしろを取って乾燥させ,通風をよく 

して良繭を作らせる。これでやると光沢がよ 

く,きずまゆがない(大仁田)

〇ずっと以前は竹の枝をマブシに使用したこ 

とがある。竹の枝を蚕籠の大きさに広げて固 

定し,籠の上に広げて蚕を上簇した。

島田マブシはわら製だが,もとは,手で折っ 

たものである。板に棒を4本立て,わらを横 

にして棒を当てて折ったから,量は少なかっ 

た〇 60年も前のことである。

マブシ折り器ができたのは,50年位前の大 

正時代で,ガチャガチャ音をたててワラマブ 

シを折った。島田マブシでさかんに使われた。 

蚕籠に繩を3本しいて,その繩の下に,2個 

ずつの木っぱ(高さ3寸くらい)を両端の方 

に立てて,籠に密着しないように浮かした。 

その上に島田マブシを広げたが,大籠に3個 

ぐらい使った。

改良マブシはわらのほかに竹を用いて山形 

にあんだもので,自家製もあるが,内職に頼 

んだりした。

回転マブシは,10年前ごろから急に使うよ 

うになった。

ムカゼマブシというのは,1戸担当の養蚕, 

教師(福田金重氏)を頼んでいたころ,(24. 
5才頃)福島県のやり方を採用したもので,2 
本の針金にわらを挾んでねじったもので,こ 

れに作ったマブシカキでマユをかき落とし 

た。

大正時代には,上簇する時,籠の上にミナ 

ガワを敷き,縦に繩を3本張って,両端にコ 

マを立てて浮かし,その上にワラマブシを広



げて並べた。こうして隙間を作って,ズウ(熟 

蚕)をのせてやると,その重みでもワラマブ 

シが倒れない。ワラマブシの上にあらいコモ 

を掛けた。

コモは安中市秋間で作ったものを買ってき 

た。(そのころはよく秋間へ蚕具を買いにいっ 

たものである。)

改良マブシになってからは,上簇させた上 

にコモをかぶせないでそろえた稲わらを広げ 

るだけになった。

以前は,コモヌキということをしなかった 

ので,汚れた繭が余計に出た。

昭和中ごろの上簇は,籠の上に紙をしき, 

ミナガワを敷き,網を広げ,その上に改良ま 

ぶしを広げて,熟蚕を配り,上にわらを散ら 

かしておく。ズウが繭を作ると,コモヌキを 

して,ミナガワと網をはずして,蚕の尿や糞 

やタレコによって繭が汚れるのを防いだ。現 

在は回転マブシが普及しコモヌキの必要はな 

くなった。しかし,落ちた蚕は,改良マブシ 

に上簇させることもある。(下日野)

〇簇については,いろいろ工夫されてきた。

イカダマブシは篠竹をマス型に組んで,中 

にマブシボヤの枝を入れたもので,厚さが 

12. 3寸あり,丈夫で,籠を使わずに上簇して, 

そのまま棚にさすことができた。

戦後,藤岡建材で,ヨシをタコ糸ですだれ 

〇ように編んだものを2枚重ね,支柱の板で 

はる形のものを作って売り出したが,あまり 

はやらなかった。(これは籠にミナガワをしい 

て,その上に広げた。)

緑埜竹芸社でも,竹マブシを考案したこと 

がある。

三郎マブシといって,田村三郎氏も竹で簇 

をくふうしたことがある。

新井勝之助氏は木で簇を考案した。

これらの地元の人や町の方で,戦前から戦 

後にかけて,マブシを考案したが,いずれも 

実用化してはやるところまでいかなかった。

マブシには,シロボヤ(コゴメウツギ)と 

いう沢端の多く生えている木の枝を取って来 

てマブシに使った。

マタシボヤは,葉の落ちた12月から1月ご 

ろ刈り取っておきジュウロウタに4束つけ 

て,しょってきた。養蚕期の前ごろ,雨天の 

時などに作って準備しておく。

蚕籠にミナガワや蚕座紙を敷いて,横に3 
本のわら繩を渡し,一端をしばる。その上に, 

マブシボヤ(ソダ)を,左右から縦に並べて 

いっぱい広がるように置く。その上を,割竹 

を弓なりにはらませて,3本渡してソダを押 

さえる。ソダがペちゃんこにならないように, 

木のケンタを切ったコマを繩の上に3個はさ 

んでおく。竹は一端を籠の端にさしておく。

マブシボヤを使って上簇させるには,予め 

ズウ(熟蚕)をミナガワの上に広げてはわせ 

て置き,上から簇の面にかぶせてやると,蚕 

がはいこんでマユを作る,コモヌキはしな 

かった。繭をかく時,指がささくれて,サカ 

サジシができやすかった。

ボヤマブシは昭和7. 8年ごろまで使って 

いたのを覚えている。

シマダマブシはわらを折った簇で,戦前に 

さかんに使われた。その後,改良マブシ(東 

海マブシ)ができた。これは機械を使ってワ 

ラを山形に編んでいくもので,女衆が内職に 

編んだりした。

改良マブシの前に,竹マブシというのが 

あった。割竹を細く割り,それを針金で編ん 

だもので,購入したが,針金が使っているう 

ちに縮んでしまうのが欠点だった。針金が不 

足したころ,スズ篠を紙でまいてシブを塗り, 

編んだマブシもあった。

マス型マブシというのも使っていた人がい 

る。(上日野)

〇以前はマブシにはソダ等を使用していたと 

いう。次にワラを利用するようになった。ワ 

ラを利用してのマブシは次のように変って来 

ている。

オリマゲーシマダー回転マブシ

シマダは明治10年頃、島村の田島熊太郎氏 

の発明したものだという。回転マブシになっ 

てからは空気の流通がよくなり、また蚕糞等 

も下に落ちてしまう仕かけになっているので 

清潔な繭が出来るようになった。

•オリマゲの使用期間が1番長かったようで



ある。昔、竹の葉、菜種がらなどを使ったと 

ころもあるようだが、島村の場合はじめから 

ワラを使用したようである。ワラをおりまげ 

るから「オリマゲ」といったのだろう。この 

オリマゲは冬の仕事として男たちなどが、日 

なたぼっこをしながらやった。冬の間に1年 

分のオリマゲを作っておいた。(島村)

〇簇の変遷は大体つぎのとおりである。

イカダはぎ,つつじをとってきて,それ 

を平に押えて籠の上にのせてそこに蚕をまい 

た。明治時代に使っていた。

キチゲエマブシ これは,イカダの直後, 

明治の末から大正のはじめのころまで使われ 

た。わらを折りまげて作った。冬仕事として 

子どもの仕事であった。作ったのは,しばっ 

て折目をつけておいた。これは,吉岡籠に三 

つならべて使った。

ニカク式わらを使って,機械で作った。 

形は,キチゲエマブシと同じようであった。 

大正のころから昭和20年ごろまで使ってい 

た。これも子どもが作らされたこともあった。 

東海マブシ

回転マブシボール紙製。(この前に同じよ 

うなもので,回転しないものもあった)

以上のほかに,ムカゼという名のマブシも 

あった。(西鹿田)

〇以前は約15 cm真四角くらいの厚い木片の 

四隅に,棒か,5寸釘を立て,これにわらを 

ひっかけては,折り曲げていって,マブシを 

作った。冬仕事や夜なべ仕事にやった。簡単 

な仕かけだが昔の人はよく考えたものだ。

その次は,機械を作った。島田オリ機とも 

いった〇手で,ガチャン,ガチャンとわらを 

折りまげるのだが,前の機械より,作り上げ 

るのがはやく,また,大きいのができた。

前の場合,7分カゴでマブシが四つ必要 

だったが,これは二つで済んだ。

次は,東海マブシとも呼んでいるマブシを 

作る機械ができてきた。

このマブシは,よくとっておけば,次の年 

にも使えるので便利だった。また,マユカキ 

の時も,ケバがとりやすいので便利だ。

次は,今,使われている回転マブシである。

これはお蚕の糞尿が下に落ちる仕かけになっ 

ているので,きれいなマユができる。また, 

お蚕が余分な糸をはかずにマユができるの 

で,糸量も多い。また,上簇時には何回も使 

えるので便利である。(花香塚)

〇上簇のことをおこあげという。

現在では家族だけでやっている。むかしは, 

人を頼んでやった。上簇日の天候にも左右さ 

れたが,上簇にかかる日数は2日か3日で 

あった。2 B Hが大あげの日であった。この 

辺では,上簇後のお祝い(あげ祝い)はしな 

かった。

熟蚕のことはズウという。以前はかごで 

飼っていたので,ズウになったものからひ 

ろった。ズウ价いには,木ばちを使った。こ 

れは蚕具屋から買ってきた。現在はカルトン 

製のものをつかっている。はじめにズウに 

なったのをひろうのを一頭びろいといい,こ 

の蚕の作った繭が上等であった。現在では条 

桑育なので,桑の枝の上にのっているズウを 

たたきおとして,それをあげる(上簇する)。

かごの上にまぶしをひろげて,その上に熟 

蚕をまいた。熟蚕はまぶしの中に入って繭を 

作ったが、おそくズウになった蚕は,朝上簇 

しても,夕方までに繭を作らないで,体をこ 

しらえていて,まぶしの中に入らないでいる。 

あみの中に入らないでいるのは拾って,ほか 

のかご(まぶし)にうつす。

上簇のとき,1かごに300から400頭ぐら 

いの蚕をのせる。

上簇する前,最後にくれる桑のことをトメ 

クワとか,アシアライグワという。この桑を 

沢山くれないといい繭がとれないという。上 

簇のときに桑が残っているほうがいい繭がで 

きるといわれている。

.まぶしは大正のはじめのころには,ハギマ 

ブシを使っていた。ハギの葉の落ちたときに 

山から切ってきておいて,春のヒ簇前にマブ 

シにつくった。ハギマブシは高さが高かった 

ので,ふつうの棚にはささらなかったので, 

二階(大二階)へあげた。

ハギマブシのあとに,キチゲエマブシ,東 

海マブシ,転マブシと続いた〇キチゲエマ



ブシというのは,ワラマブシのことで,大正 

14, 5年のころには使っていた。これは機械で 

つくったもので,子どもがよくつくらされた。

東海マブシは,キチゲエマブシと,ほとん 

ど同じころに使われたが,これは,金を出し 

て買わなければならなかったので,すぐには 

普及しなかったようである。わらと糸でつく 

られていた。

•ソダマブシ そだ(ハギの枝のこまかいも 

の)を冬のうちにとっておいてつくった。ソ 

ダマブシを使うと,糸のいい繭ができた。ソ 

ダマブシを使っていたころは,蚕は大二階へ 

あげた。このころ,ほかに,つつじなどのこ 

まかい枝を利用してマブシにした場合もあっ 

た。

東海マブシ ソダマブシのあと,東海マブ 

シを使うようになった。東海マブシを使うよ 

うになってから,蚕は二階だけでなく,階下 

でも飼えるようになった。

回転マブシ 東海マブシのあと,回転マブ 

シを使うようになった。

.この辺では,山があるので,ハギマブシを 

かなりおそくまで使っていた。50年ぐらい前 

まで使っていた。

ワラマブシは,冬のうちにマブシオリ機で 

おっておいて,わらにくせをつけておいた。 

東海マブシは,4〇〜50年ほど前から使って 

いる。これもおる機械があってそれで作った。 

なわで作ったのもあり,針金で作ったのもあ 

り,いろいろであった。現在でも使っている 

家もある。

1叫転マブシは,戦争中から(3〇年ぐらい前 

から)使うようになって,現在はこれぞっき 

である(これだけつかっている)〇 (小平) 

〇大正初年ころまではモヤのマブシを使っ 

た。山からみやまはぎの枝をとって来て,ふ 

ちに並べてから竹で中をしめてつくった。

それからわらを折ってつくったシダマブ 

シ,ムカデマブシとなり,東海マブシが入っ 

た後改良マブシが長く続いた。回転マブシと 

いうのは最近のことである。(桐生市梅田町) 

〇マブシはずっと前はマブシボヤ(白いかん 

木)を:とって来てかごの上にのせ,そこにズ

ウ(熟蚕)を上からおとしてマユをつくらせ 

た。

大正末ごろからワラを使った島田マブシが 

入って来てマブシボヤはなくなった。(松井田 

町)

〇昔は,竹マブシとハギマブシなどを使った。 

竹マブシは,竹の枝をぶっちげえに切って出 

して使い,ハギマブシにはシラハギをとって 

来てまぶしに使った。

手折りマブシは明治末から大正初期のころ

の長い間使っていた。

大正時代にはエガマブシといって,長さを 

きめたなわに,長さをそろえたわらをまいて 

ひろげ,なわでふして,糸くりでヨリをくれ 

てつくったといい,見たところがムカデのよ 

うなことからムカデマブシといった〇シマダ 

マブシは二人がかりでやったので手間がか 

かった。

その後キカイマブシが入り,戦後も,この 

ごろになって回転マブシを使うのがふつうに 

なった〇

•イカダマブシ木・竹にわらをさして簇と 

した。木の枝をぶっちがいにして,そこへワ 

ラを2〇〜30 cmの長さに切ったものをふりま 

く〇

シマダマブシ 始め手織り,四本棒をたて 

て織った。つぎに機械が入って来た。

わらをマブシ折り機械でおったもの。

カヤマブシ又はシマダマブシ 野がやを手 

で折って山がたを作って大正頃まで使った。

ワラマブシカヤマブシと同じにワラを機 

械で折ったもの。五枚上げを一まるきの束と 

して乾くところに積んだ。春一月から三月頃 

までに作る。

改良マブシ わらや細い繩で編んで昭和 

五,六年より多く使われた。現在も使われて 

いる。

回転マブシ 紙と木で出来ている市販のも 

の。現在。(北橘村)

〇シマダマブシ萱を手で折りまげたもので 

昭和5年頃まで使用,1回きり使用であとつ 

かえない。

機械マブシ藁を機械で折りまげた〇シマ



ダマブシより丈低く,量産ができる。

改良マブシ 昭和12,3年頃からはやりだ 

し,細い繩や,藁を折りまげ縁を竹などを割っ 

て用いたこともある。このマブシからは何回 

も使用できるようになった。

廻転マブシ昭和30年から入ってきたも 

ので,ボール紙でたくさん四角の目をつくっ 

たもの,今年は480円ぐらいした。しかし1 
回使用でだめにならず,14, 5年ももっといわ 

れ,このマブシを使用するとコモ抜きが不要, 

糸のほぐれがよく糸目が出る。粒が大きく揃 

う。汚れ繭が少くてすむ,繭かきが早いなど 

の利点がある。(榛東村)

〇木マブシ法久のックマブシと同様で,山 

の小さい雑木を用いて上簇させる方法,マブ 

シボヤカリといって,二月頃自分の山へ細い 

二〜三年子の木をきりにいき,上簇のときは, 

籠にミナガワをしき,横に三本繩をはり,繩 

の各中央にコッパをおき高くし,この繩にボ 

ヤを両側からたてかけ,繩のある部分を竹三 

本で押える。

蚕は,あらかじめミナガワにはわせておき, 

適当にひろがったときこのマブシにかぶせ 

る。マブシの木は一回で燃すものが多かった。

ックマブシ 法久では,簇に針金簇を用い 

る〇珍しいのは,ックマブシで,針金簇以前 

にはすべてこれを用いた。これは三尺x四尺 

の竹かごの上に,ックを立てて葛藤の蔓を張 

り,これに萩っっじなどの小枝の多い灌木(コ 

ボサ)をゆるやかに置いて,繭をっくるに適 

したようにし,これをおさえ木で押え,これ 

に熟蚕をばらまき,和紙を一面に被らせるの 

である。これは,材料がいくらたくさんあっ 

ても手数がかかるので厄介だった。大正年間 

までで,以後竹簇,わら簇等を経て針金簇に 

至った。

竹マブシ木マブシと同様につくるが,ボ 

ヤの代りに竹の枝を利用した。これは三回ぐ 

らいっかえた。1回使用したら川へひたし, 

古い足袋を手にはめてこき,蚕のけばをとっ 

た〇

針金マブシ 竹のヒゴを5本〜3本の針金 

であらいスダレのように編み,それにくせを 

つけて改良マブシのように折り,それを蚕を 

まいた上に広げた。このマブシは十年位は 

使用でき,つい最近まで使用した。あとかた 

ずけも簡単で,火を燃してヶバをやききれば 

水洗いも簡単にすんだ。

カヤマブシ・ワラマブシ・ナワマブシ

これらはほとんど使用しなかった。元来ヮ 

ラのない地方であったからかと思われる。

廻転マブシ昭和25年頃からボール紙で 

つくった廻転マブシが利用されるようになっ 

た。(鬼石町)

〇明治の3 〇年代まではハギマブシを使用し 

た。山の白萩を刈ってきて縁の太い竹の入っ 

ていない籠にあげ両側からまくりあげた。

その後島田マブシ(これは籠に2本の繩を 

張り,その両端を竹を割ったもので持上げ, 

マブシがたおれないようにした。)島田マブシ 

の材料はヵャからヮラに変り,手織りから機 

械織りに変ってきた。

昭和10年頃から改良マブシになり,昭和2 
5年頃から廻転マブシを使用しはじめ,今で 

は利根マブシを使用している家が大部分。利 

根マブシはクズ繭,汚れ繭ができないでよい。 

これに早く蚕を入らせるには,軒先にぬれむ 

しろを敷き,その上に熟蚕をまいて,蚕の上 

に利根マブシをおくと早く入る。

棒マブシ 明治の初年は,桑の条を折って 

まぶしにした。

ヵャマブシ大正ころから昭和までの間使 

われたまぶしで,二本の木で折りまげていっ 

てつくる。つくりがやを使ってまぶしをつく 

るので,解じょがいいこと,はきつけに楽, 

かやが湿気を防ぐ等,の利点があり,一番ま 

ゆの色がきれいだった。

ヮラマブシシマダマブシといわれるまぶ 

しは,飼育する蚕の量がふえるに従ってかや 

では間に合わなかったので,これに変った。 

まぶしがつぶれないように支えをヵンナとい 

う,竹でやったり,木のコッパでやったりし 

た。下になわを入れておいたが,これもヵン 

ナという。早くには高さが8寸あったものが, 

しだいに5寸,4寸と下り,平野部の方から 

ぐあいよく流行ってきた。最初のころは,蚕



枠竹は上簇には一段ぬきにして入れたが,だ 

んだんかごをさせるようになってきた。

改良マブシ昭和10年代ころから,わら 

で編むようにしてつくる改良マブシを利用し 

た。

利根マブシ 利根マブシは,木の枠に2枚 

つづきで,横にまゆをつくるようになってい 

た。

回転マブシ最近ふえてきたが,もとがか 

かるので,今は,わらと半々ぐらいで利用し 

ている。(白沢村)

上簇の方法(島村)

上簇(南後箇)

上簇(南後箇)

上簇(南後箇)

わらまぶし(東峯須川)
ぼやまぶし(塩沢)



かや,わらまぶしおり機(東峯須川) わらまぶしおり機(東峯須川)

わらまぶしおり機(天神)

竹まぶし(上日野)
島田まぶしおり機

(島村)

左右のハンドルを

交互にうごかして

ワラを折りまげて

いるところ。

かやまぶしおり機(天神)

かやまぶしをおっている(中山) まぶしおり(土塩)



かやまぶしおりの道具(中山)

東海島田あみ機(島村)

改良まぶしおり機(天神)

ヨシで作った新まぶし(上日野)

まぶしおり機(月夜野町民俗資料館)

コモ(下日野) 

上簇したマブシの上に掛けて 

蚕がぬけ出すのを防ぐ。

廻転まぶし(横室)


